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巻頭図版 (1)

1. 本庄遺跡0101調査地点調査区遠景
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巻頭図版 (2)

1．本庄遺跡0104調査地点144柱穴地鎮具

2. 本庄遺跡0119調査地点 1号溝遺物群



序文

本書は、 1999年度・ 2000年度・ 2001年度の 3年間に実施した発掘調査の報告である。

1999年度の調査は、 1998年度末の補正予算による事業調整により先送りされた西病棟建設に伴う発

掘調査で始まった。 2名の調査貝が調査にあたったが、半年を要する調査であった。また、この年の

年度末にも、補正予算によって急逮、発掘調査を実施せねばならず、立会調査及び調査室年報の作成

と並行しての調査であった。 2000年は病棟新築に伴う関連設備と周辺環境の整備の年であり、その他

の地区でも開発事業は緩やかであったが、調査而積に比して、迪構密度や迪物の出土巌が多い地点の

調査となった。また立会調査から本調査へ

切り替えた事案は、調査期間・体制確保に苦慮する場面もあった。 2001年は、黒髪地区・本荘地区で

建物建築に関わる発掘調査が4件あり、年度末まで多忙の年であった。

黒髪南地区での発掘調査の成果は、これまでに実施してきた発掘調査で得られた成果とは異なった。

大きな要因として、調査地点の立地があげられる。 3か所のうち 2か所の調査地点は、黒髪南地区の

南端である白川沿いであったため、これまで調査を行ってきた古代の集落址ではなく、近世・近代の

畑址と墓地が検出され、近世・近代における白川河川敷の様子が明らかとなった。これにより、古代

の集落址の範囲も、ある程度推定できるようになった。別の調査地点では、旧制熊本高等工業学校時

代の遺構が検出され、黒髪南地区の西側は旧制熊本高等工業学校時代に運動場として削平されている

ことを追認した。

本荘北地区では、医学部総合研究棟・西病棟及び関連設備・共同溝の建設工事により発掘調査を

行った。古墳時代・古代の集落址を検出し、膨大な董の辿構と遺物を検出した。また、本地区では初

めてとなる弥生時代の辿構を検出し、構造物による土地利用が弥生時代まで遡って確認された。一連

の調査により、敷地の西側ほど旧地形が低くなっており、辿構の密度も非常に高く、保存状態も良い

など、遺跡の分布状況について、広範囲にわたって把握することができた。

本学における再開発に伴う埋蔵文化財に対する取り組みは、今年で16年目を迎える。本年度、埋蔵

文化財調査室は移転し、展示スペースを設けたc これまでに得た資料の展示公開へ向けて準備を進め

ている。本書とともに、構内で実施された発掘調査の成果が、広く活用されることを切望するととも

に、今後とも文化財の保護と普及啓蒙に努めていきたいc

構内遣跡の発掘調査にご協力を惜しまれなかった熊本市教育委員会、熊本県教育庁および周辺市町

村の文化財ご担当各位には、深く感謝申し上げます。

平成22年3月24日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委貝長 伊藤重剛



例戸

1.本報告書は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

ぃ、熊本大学埋蔵文化財調査室が1999-2001年度に実施した発掘調査に関するものである。

2. 本書に収録した成果報告は、 1999-2001年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査報告とそれ

に関連する立会調査などの成果のうち、黒髪北9907・ 9909 ・ 0102調査地点、（本荘北） 0006・ 

0101 ・ 0104 ・ 0119調査地点 7つの発掘調査に関する成果である。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

II章：黒髪南地区 9907調査地点． 9909調査地点． 0102調査地点

皿章：本荘北地区 0006調査地点． 0101調査地点． 0104調査地点． 0119調査地点

4.以上の調査を実施した1999年度～2001年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおり

であるっ

1999年度 室 長：甲元慎之（文学部教授）

調査員：小畑弘己（文学部助教授）

大坪志子（文学部助手）

事務補佐貝：松嶋木綿子

2000 ・ 2001年度室 長：甲元演之（文学部教授）

調査員：小•i111弘己（文学部助教授）

大坪志子（文学部助手）

事務補佐員：冨永明子

5.遺物番号は地区ごとに 1から番号を付けている。写真図版中の番号はこれに一致する。

6. 本文は、小畑弘己、大坪志子が執箪した。

7.本書に使用した遺構実測図に関しては、小畑弘己をはじめとする調査に参加した熊本大学考古学

研究室学生諸氏、および埋蔵文化財サポートシステムの手によるものである。

8.本書に使用した進物実測図は、神川めぐみ、田上慶、高濱美来、谷川優子、長谷智子、山寄早苗、

小畑、大坪志子が製作した。

9. 本書に使用した図版の製図は小畑、大坪、増井弘子、鬼塚美枝、早川翔が行った。

10.遺構実測及び製図には手描による記録とともに選跡調査汎用システム（カタタ Ver.3ーアーケオ

テクノ社）、アイシン精機株式会社の遣跡実測支援システム「迪構くん」及ぴ製図システム「ト

レース 3Dくん」を使用した。

11. 本書に使用した現場写真は小畑・大坪が、迪物写真は小山正子、末吉美紀がこれを撮影した。

12.本書で使用した逝物観察表は、江口路、首藤優子、山脊、神川、田上、高濱、小畑、大坪が作成

した。

13.本書に掲載した出土迪物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調査室が保管している。

14.本書の編集は大坪が行った。
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I 構内遺跡と調査の概要

1. 熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒髪地区•本荘地区・九品寺地区・大江地区・宇留毛地

区・京町地区・城東地区及び下南部地区の 8区、市外の合津地区・阿蘇地区の 2地区に分散しており、

それぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表 l)。

法・文・教育・工学・理学部の校舎が設置されている黒髪地区は黒髪町遺跡（熊本市埋蔵文化財地

図No.8 -88)に含まれる。本遺跡は熊本市中心部のほぼ北東端に位懺する立田山（標高151.6m)の

南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖積面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900m、

南北1000mの遺跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る遺構・遺物を包蔵している。遺跡発見の経

緯は昭和11年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々羮（現済々羮高校）の校庭から甕棺2基が発

見されたことに始まるc また昭和40年には隣接する九州女学院敷地においてやはり弥生時代中期の甕

棺や古墳時代の須恵器甑などが発見するに至り、その重要性が認識されるに至った。黒髪町式土器の

指標遺跡である。このように弥生時代を中心とした遺跡としての認識が高いが、 1983年に実施された

済々羮高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居址と土師器・須恵器・黒色土器などの関連

遺物が出土し、その中には「寺門」銘の墨書土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的な性

格をもった遺跡であることが予想された（「新熊本市史料編第 1巻考古資料」新熊本市史編纂室1996)。

古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「養蚕駅」、旧飽田郡家の推定地と

しても注目を集めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれまでの周辺遣跡での発掘成果および文

献資料の検討、そして本調査室による発掘成果を受けて、済々傑高校から本学黒髪地区周辺が飽田郡

司郡建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの積極的な意見が展開されている（鶴嶋

1997)。このように、本遺跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて重

要なものである。本報告において 3地点の発掘調査記録を収録しているc

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧表

No 地 区 名（学部名） 所 在 地 還跡名称 還跡の種類 遥跡の時代 備

黒髪北地区（法・文・教・大学セン
l ター）

熊本市黒髪 2丁目40-1 
黒髪町遺跡集落址

縄文・弥生・

黒髪北地区（教育学部附属養護学校）
熊本市黒髪 5丁目 17-l 奈良•平安

考

縄文・弥生・
奈良•平安

3 京町地区（教育学部附属小・中学校）熊本市京町本TS-12 京町台遺跡集落址 弥生・近世

4 城東地区（教育学部附属幼稚園） 熊本市城東5-9 熊本城址
城館址・熊本城

関連遺構
近世

5 教育学部新南部鹿場 熊本市新南部居屋敷240-1新南部遺跡散布地 縄文・弥生

2 黒髪南地区(:[・理） 熊本市黒嬰 2丁目39-1 黒髪町遺跡集落址

6 合津マリンステーション

7 本荘中地区（医学部）

8 本荘北地区（医学部附属病院）

9 本荘南地区（保健学科）

10薬学部

11大江地区

12宇留毛地区（職貝宿舎）

上天草市松島町大字合津

6061 
前島貝塚 集落址

熊本市本荘 2丁目 2-I 

熊本市本荘 l丁目 1-l 

本庄遺跡

本庄遺跡
（熊大病院

敷地遺跡）

熊本市九品寺4丁目24-1 本庄遺跡

熊本市大江本町 5-I 

熊本市渡鹿4丁目 1-1 

熊本市黒嬰 7丁H

1995年度の調査
縄文・弥生 によって貝塚で

ないことが判明

縄文・弥生・

散布地・集落址奈良•平安・
1:j:1・世

散布地・集落址
縄文・弥生・

募地
古墳・奈良・
平安・近代

縄文・弥生・
散布地・集落址奈良・平安・周辺遺跡

中世

奈良•平安 周辺遺跡

奈良•平安

大江遺跡群官栃址

大江遺跡 集落址

宇留毛神社

周辺逍跡群
散布地

弥生・奈良・
平安

ー
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図 1 黒穀町遺跡・本庄遺跡の位置と周辺遺跡の分布図 (1/25000) 
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I 構内遺跡と調査の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、本庄遺跡（熊本大学病院敷地遺跡） （熊本市埋蔵

文化財地図Nu8-95)を包括する。本遺跡は黒髪町遺跡と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央

を流れる白川の河岸堤防上に位置する遺跡であり、標高は13-12mである。附属病院の所在する白川

寄りの地点が標高が高く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より

分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高いe 「熊本市中央北地区文化財調査報告害」（熊本市教育委員会1980)によれば、 1963

年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、遺跡の存

在が確実であるとされ、遺跡としての認定を受けている c しかし、その後本敷地内において学術的な

発掘調査は一度も実施されておらず、遺跡の詳細な内容に関しては本調査室における調査が実施され

るまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の小松原

公園）内においても須恵器片が採集され、遣跡の包含地がより広いことが想定されていた。このため、

1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷地内において計画された RI総合センター遺伝子実験施設の

建築に先立ち試掘調査を実施したところ、良好な状態で古代の遺構群が検出され、遺跡の広がりを確

認することができた。よって、遺跡の範囲は東西500m、南北500mを超えるものと推定される。なお、

本報告は本大学附属病院内で実施した発掘調査の記録を収録した。医学部保健学科の位置する九品寺

地区は、この遺跡の範囲に入る。本格的な発掘調査が実施されていないため、詳細は不明であるが、

敷地中央部における立会調査において古代の遺物包含層が確認されている。今回は附属病院敷地内で

実施した発掘調査4件分の成果を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-93)の南西端に位置す

る。また、本学大江総合運動場は本遺跡群の北東端に位置している。地形は本庄遺跡とほぼ同じで、

白川河岸に隣接し、標高は13-20mである。本遺跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西1.8km、南北1.7km)かつ貴重な古代を中心とした遺跡群であり、

これまで60次にわたる調査が実施され、各種遺物を伴って、 8・ 9世紀代を中心とした古代竪穴住居

址群、掘立柱建物址、道路址、溝址などが検出されている（新熊本市史絹慕室1996)。本学が実施し

た調査においては、大江総合運動場整備に伴う調査によって古代関連の遺物・選構群が発見された他

は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内におい

ては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では遺構や包含層は存

在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台遺跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8 -45)（東西

400m、南北350m)に包括され、同遺跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇4火砕流（凝灰岩）が形成した標高30-40mの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調査の喘矢は、 1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、遮構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少量出土したことであり、現在では弥生時代遺跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の遺構・遺物が確認されている。

理学部附属臨海実験所の占地する合津地区は、熊本県上天草市松島町合津に所在する。遺跡は本地

区のある松島の南西部端、標高12mの丘陵端部に位置する。この松島を含めた一帯は有明海から不知

火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙連
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2.調査に至る経緯

古墳、大戸鼻古墳群など重要な古墳が密集しているように、古来より重要な拠点として意識されてい

たところでもある。また、縄文時代にはカルワ島遺跡や柳遺跡のように海岸部や海底に位置する遺跡

群が数多く発見されている。理学部の臨海実験所は、 1956年に天草で初めて発見された縄文時代遺跡

として著名な前島貝塚（熊本県遺跡地図57-013) とその東部にある梅殿古墳（同014)の隣接地にあ

たり、同貝塚の広がりが実験所敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の遺構の存在も予想され

るような位置にある（熊本県教育委員会1968)。実際、 1996年に実験所の北部丘陵斜面にある宿舎が

建設された際、建設業者によって 7本の石斧が発見されているし、実験所の船着場南側の海岸では本

学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心とした土器や石器が採集されている。

よって実験所内とその周辺は縄文時代の遺跡・退構が存在する可能性がきわめて高いところとして周

知されていたところであった。本地区においては、 1995年に臨界実験所実験棟改築工事に伴う発掘調

査によって、前島貝塚が貝塚ではなく、本丘陵上には縄文時代早期の縄文時代早期の遺物包含層や遺

構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋蔵文化財調査室1996・小畑2001)C 

2. 調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように 8地区に分散しており、どの校地も狭陛化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部・附属病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成 5年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなったc その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設費を概算要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の遺物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成 5年10月から黒髪南地区において情報処理センターの建設工事が始まったところ、熊本市教育

委員会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認し

たところ、平成 5年4月 1日から熊本市文化財保護審議会において黒髪地区などが埋蔵文化財の包蔵

地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わる

試掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調究の結果では、ほとんどの建設工事に先立

ち発掘調査が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを捕していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当願いたい。

②熊本市が平成 6年度発掘調査の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い、責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設置されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊本大学埋

4 



構内造跡と調査の概要

蔵文化財調査室（以下「調査室」と略する）を置き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成6年4月7日をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設置され、委

員会内に調査室が置かれ、平成6年5月16日、委員会委員の委嘱、調査室長およぴ調査員・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元演之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。以下の経緯については「熊本大学埋蔵文化財調査室年報Jを参照されたい。

3. これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成22年3月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表2のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から1999-2001年度に実施した発掘調査の成果を報告する。試

掘・立会調査などについては年報において既報告であるので、本書からは除外した。黒髪南地区にお

いては、工学部実験プレハプ建設に伴う発掘調査 (9907調査地点）、衝撃・極限環境研究センター・

サテライト・ベンチャー・ピジネス・ラボラトリー棟新営に伴う発掘調査．（9909調査地点）、黒髪団

地南地区基幹・環境整備に伴う発掘調査 (0102調査地点）の 3箇所の成果を、本荘北地区においては、

基幹・環境整備に伴う発掘調査 (0006調査地点）、医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101

調査地点）、基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査 (0104調査地点）、医療用ガス供給設備室

取設工事に伴う発掘調査 (0119調査地点）の 4箇所の成果を収録した。なお、本荘北地区においては

1999年に西病棟新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）を実施しているが、今回は0006・ 0104 ・ 

0119調査地点において浪密な遣構分布が認められ十分な整理の時間を費やすことができなかったため、

次年度以降の報告とする。

表2 既往調査地点と本書収録調査地点一覧表

”％年窟

94 • 4 • 15~ 17 

94・4・21 

94・4・25 

94 ・ 5 ・ 13~ 14 

94 • 5 • 17~ 
6 • 25 

94 • 5 • 20/23/24 
出 •5· 23~ 

7・ お

94 ・ 8 • 1 ~ 8 • 10 

94·8•11 

94・8・12 

94・8・22 

引 •9 ・ 12~ 
10 • 31 

9-1 • 11 • 14 ~ 
12 ・ 22 

95 • l • 17 ~ 21 

95・1・9~11、
1・26~2・1 

95・2・'1:i 

95 ・ 3 ・ 15~ 23 

細

寧

細

細

細

竺
i

螂

細

細

細

如

呻

9414 

9415 

9416 

9417 

（黒北）運動場整国（照明塔述設）工事

（黒北情）基幹笠償（軟冑学部エレペーター室取設）エ平

（黒北•W) 地区基幹整債（工学郎エレベーター窒取殷）工事

（黒北）椙利組殷建欧予定鯰の樹木移植

（克町）附属中学校舎者建餃工事

（凪北）武夫尿運動場整伯（集水枡堀設）工事

（黒北）福利籍設達設工m

（渡腹）グランド集水枡整偏工事

（黒北）武夫阻醤具訊新営工事・外灯基礎工llt

｛窯町）附属中学校電気引き込み配線工事

（黒北）基砕整偏（附属図書館スロープ取餃）工事

（黒m)工学部輿験棟新常工nt

（渡脆）グランド整情エ1Jt

（黒北）椙利樟敗設償工事

（黒市）工学郎共同溝工事

（城京）附扇幼帷団掠水皆敷敗工事舒工事

（瓜Iり）褐利紺設設憐工事

発姐関査

発姐関査

発掘関査

立会田査

発福田査

発掲調査

発掴囚査

発姐謂査
立会関査

立会関査

立会関査

立会閲査

発掲悶査

発掘閾査

立会閃査

立会関査

立会関査

立会田査

128rrf 

47.51rl 

4Srrf 

30rrf 古代
400rrf 弥生・近世

1oon1 古代

1.290m古代

40.4rrf 古代

23.4rrf 

169rd 

50rd 

古代
現代

13nf 

25.5nf 

743.6nf 古代

古代：t箇器・須恵器
ガラス・磁器片

包含層確認•土器片

縄文土器・弥生土器・須恵器・土輝

器・近tit陶磁器・砥石・銅餃・瓦・ガ
ラス瓶

土節昴

包含層に遠せず遺構なし．土師器

片．

遺構・遠物なし

包含層9こ遠せず．遺構・遠物なし．

古代竪穴住屈址．古代土師器・須恵

罰・瓦•土製印・鉄器・縄文土昏

200nt 縄文・古代 古代竪穴住屈址・道路址．古代土図
爵・須息薔・布目瓦・砥石・鉄器・縄
文土翡•石器

遠構・遠物なし

遺構・遺杓なし

年報1

年報1

年報1

年報1

本報告 I

年輯 l

本報告 I

本報告 1

年報1

年報1

年報1

本告I

本報告 I

129.7nf 遺構・遺物なし

年報1

年報 1

年報1
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3. これまでの調査と本帯収録の遺跡

199坪度

95 • 4 ・ 25 ~ 5 • 2 9501 ｛黒lff) 工学部研究実駿棟新営 1 期共阿浪遠設:r•事 硲姐閃査 90n1 古代～近恨古代竪穴化9J辻l：・柱穴・溝．関文佼 本帳告 l
期土器9ャ・古代土輝臣・須恵器

95・5・9-10 9502 （黒W)工学部附属工学機拐七ンクー祈営工事 試姐関充 20nf 古(t 包含層確認・古代土師器・須恵器 年報2

95 ・ 5 • 15 ~ 16 9503 (i"t1)：r．学部 RI研究実験棟述設及び基礎紺削 試姐謂査 20nf 古代 集石， i!ift土師器・須恵甜 年軒l2

95 ・ 5 • 29130 9504 ~06（黒1+1)工学部研究湛験棟新常電気設備（その2)に伴う高 ．立会料充 381If 遣構・逍物なし 年根2
• 6・ 21 圧ケープ）以棋設

95 ・ 8 ・ 21 (!i¥：H)工学部通信設愉厘設 立会閲企 Mnf 遠構・遺物なし 年報2

95・8・22 9508 (！A＼市）事務局前外灯配搾改9E 立会調査 lOrrf 這捐・遺物なし 年報2

95 9・8~ 9509 （合i1t)理学部附属屈治英験所実験棟改築工項 発掘問査 298m 縄文 集石．縄文早期土昏•石諾 年報 2
10 12 

95・11・2 9510 (ll¥l#)工学部研究実験棟新営 1期に伴うガス配符 立会調充 古代 古代包含層確認・古代土番片 年報2

95 11 6~8 9511 （本荘ltf)阪学部RI綬．合・ヒンター遺伝子実験舷設廷設及び外 試掘訓在 200rrf 古代 古代包含層硝認・竪穴住居址．古 年報2
溝~Ji川やえ 代土師器・須恵笞

95 ・ 11 ・ 13 ~ 16 9512 (n"1) ：r．学部碩究実験！鼻祈'P.'IIりに伴う排水枡設冒 発掘関査 60rrl tift 古代竪穴住屈址・柱穴・包含陪．縄 本報告 I
文後期土笞1ヤ・古代土師監・須息翡

95 • 11 ・ 17 9513 （黒rt1) ：r．学部研究英験棟祈営 1期に伴う外溝 立会調充 遺梢・遺物なし 年報2

95 • 11 ・ 17 9514 ｛規Itl) 工学部研究爽験棟祈営 1期に伴う外溝 立会関査 古代 古代土師路・須恵晋片 年報2

95 ・ 11 • 21 ~ 22 9503 （焦1悧工学部 RI研究洟験棟建設に伴う碁磁掘削 立会濶査 古代 古代土師保・須恵跨 年報2

95・11・22 9515 く黒M) :r．学部研究実験棟祈営 1期に伴う外溝 立会四査 古代 包含層魏認・古代土師器 年報2

95 ・ 11．汲 9511 （本荘ltl：区学部 RI絵合センター遺伝子実験舷設述設工項 立会潤充 一郎包含層確認・還樽・退物なし 年報2

95・11・28~29 9516 （思1t]） 工学部研究実験棟新営 1期に伴う外溝 発揖隅．充 72nf 縄文～古代包含層・柱穴，縄文土器Jヤ・古代土 本報告 I
師器

95 • 12 • l 9511 (＊1印M)医学部RI総合・ヒンクー遺伝子実験雄設建設に伴う 立会捌査 包含層硝認・遣構・遺物なし 年報2
外溝切持

95 12 ・ 4 95li （本荘It:)医学部RI鯰合七ンター遺伝子実験雄紋1.:1キう樹木 立会閃査 遼構・遺物なし 年報2
移ffl

95 ・ 12 ・ 5 9518 (！l¥WI) ．―1：学部RI研究実験棟述設に伴う外溝J:IIf 立会関査 lOrrl 遺構・遺杓なし 年報2

95 12 ・ 12 ~ M 9519 （黒lf:1) ．工学部研究災験棟新営 1期に伴うガス配行 立会閾充 i !i i t 古代柱穴・溝．古代土面晋・｝I（恵器 年報2

95 ・ 12 18 9520 （黒；Ii:) 教養部前辺路改作 立会詞充 lOrrf 遺構・遺初なし 年報2

95 ・ 12 ・ 25- 9511 (;t,:~I浦） 医学部 RI 総合•I: ンター遺伝子実験給殷建設 兌掘闊，在 976.9rrl 縄文・古代 古代竪穴住,~址・掘立柱建物・清• 本報告 I
96・2・22 道路・方形竪穴遺構•土墟．縄文土

器•石器・古代土町器・須恵器・鉄笞

96 ・ 3 ・ I 9521 (！MI§l)．T．学部校舎新営 試掲調査 弥生 弥生土憤・ピット．弥生中期土辟 年報2

!16 ・ 3 • 8 9522 （黙北）文法学部・第五高等学校記念館庭園植栽；ml! 立会訓介 古代 包含層確認・古代土師器 年報2

96 • 3 • 21 9523 （城東)教'ff学部附属幼椎IGI水道び場兼足洗い場設備寄贈受 立会潤査 遺捐・遺物なし 年限2
入

96・3・25～お 9524 （京町)教'ff学部附属小学校給排水脊取袢工9II 立会閃査 巧．6nf 遺構・遺物なし 年報2

” 紐 窟

96 4 ・ 19 9601 （本荘：It}医学部校舎建設 試掘調査 33nf 古代 古代包含層． iJi,古代土師翡・須 本報告IV
恵罪

96 • 5・10 勁 2 OJ.¥:lt)法文学部記念棟樹 立会閲査 lnf 迫構・遺物なし 年報3

96 ・ 5 ・ 10~ 9603 （開n』)：r．学部校舎建設 発紺謂査 lOOOnf 関文・弥生・縄文後ll.ll包含層・古代竪穴住居 本報告IV
6 • 24 古代 址・携・掘立柱廷物・土城・住穴．

縄文後期土器・弥生中期：t器・古

代土師齢・須思皆・鉄器・瓦

96 5 13 96" W,¥:Iヒ）枚行学部ATMネッ I・ワーク付設］渾 立会訓査 -10rrl 近代 遣構・遺物なし 年報3

96 5 ・ 14 9605 （原町）軟打学部附属小学校 ATMネットワークi寸設：I：lIt 立会調企 14IIi 近代磁器 年報3

96 • 5 ・ 15 9606 （大江）荼学部ATMネットワークf寸設工事 立会調在 退構・遺物なし 年報3

96 ・ 6 ・ 17 9607 （開北）法文学品外灯紋械工事 立会潤査 4rrl 古代 一郎包含層確認．古代須忠笞 年祖3

96 • 6 • 19 9608 （県LTF)工学部R（実験棟記線工事 立会潤査 2lni 遺構・迫物なし 年報3

96 • 8 ・ 5 9609 （U¥北）入試保管庫埠紋．．．l：llt（試趾） 絡」I~閲査 4nt 退構・追物なし 年報3

96・8・6~9 9601 （本荘北）医学部校舎建設に伴う柑木移植・貯水情追設．T．JIt 発掘調査 45.7nf 古Jn 古代古項時(tit開J竪穴住居址・古代竪 本報告lV
(l • 2 • 3区） 穴仕屈地 i!i項時代土師器・ iIjit

土毎器・須恵器

96・8・22~27 !l601 （オ叫［北） 医学記校舎建杖1.:伴う切り替え道路述設 (4区｝ 発紺関査 37.4rrl 古代 竪穴住屈址・柱穴古代土師苔・ 本報告IV
須恵器

96・8・29~30 9601 （＊荘：Iヒ） I哀学部校舎述設に伴う切り替え道路建設 (5区｝ 発掘聞：!i: 28.211[ 古代 冦址．古代土師怪須恵齢 本報告IV

96 ・ 9 6 9610 (!J.＼北）軟喪郎夏[Iiti:石像建．＼‘f. 試掘調介 9rrl 遺梢・遺物なし 年報3

96 ・ 10 • l ~ 9 9601 （本荘北）医学部校舎述設に伴う排水管りJり杵え：r．llt(6区） 発掘潤在 104.3ni 古代 古代辺路竪穴住居址．古代土閏 本報告I¥'
器・須思苔

96・10・11~ 9601 く本荘北）医学船校舎＊9卜：rAlt(＊潤査区） 発掘潤充 1686m 縄文・古項・縄文包含層・古墳土荻・古代道 ＊報告IV
97. 1. 17 古代 路・竪穴｛I：居址・・掘立柱述物・：I:

棋・近（し幕地．縄文後期土甜 古

項／古代土師器・須恵晋・鉄怪

石器

96 • 10 • 21 ~ 29 9601 （本荘北）医学部校舎比設に1ヤう排水管り）I）杵え．t事 (7. 発姐調査 62.5nf 古代 古代竪穴〇：店址．冦．古代土鉗 本報告N
8-9区） 器・須忠悩

96 ・ 11 12 ~ 13 9601 (:.t,:il:北）医学部校舎述設に伴う排水符切り h朽え工l}i(10区） 発拙餞．在 21.8rrl 古代 古代竪穴住1廿址．古代土師器須 ＊報告)¥’
恵器

96 ・ 11 ・ 12 9611 (U¥ltr)工学部外灯付設工事 立会調在 0.4rrl 遺惰・逍物なし 年報3

96 ・ 12 18 9612 （黒IU)：r．学部電綿埋設］:11, 立会潤企 74.8n1 遺捐・遺物なし 年報3

97 • 3 ・ 3 ~ 31 9613 （訊IM）工学仔3研究実験棟））新常様校設信］：911 立会潤査 175nf 遺構・這物なし 年恨3

9i • 3 • 7 9614 （焦lfl).I：学部衝繋エネルギー某験所火薬rれIR設:i:．事 立会閲．在 109nf 遺構・遠物なし 年報3
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I 構内造跡と調査の概要

1997年霞

97 ・・I.・ 8 970l （本荘 lt-1) 灰1'f.部情 §Iい｝ •r ラシー教ff樟設電気設憫その他の ．;'!,．会関企 21 rrl 一郎包含層を羅認・遺情なし．古 年tit4 
改修］：りt 代土若9i・

釘 •5·7 97船 （黙H) 珪学郎ヘリウム棟1"笑・ヘIJウム行捏設．l：9JI 立会m査 1266,rl 遺Ill・退物なし 年恨4

97・5・28 9703 (:.f.i［北） IX?-部外来臨f.f;研究棟血液製削行理名取砒：r．m 試姐額充 •I rrl 遠Ill．遺物なし 年恨4

釘 •i· 28~ 97い 憔Wi) ］：:t節佼台新竹：r.事 5引紺隅充 1783,3rrl 弥生・古代・弥生時代甕棺g 古ft竪穴住9，号 本報i引V

1 1 • •I 近恨 址•清・掘立柱注物・ ll：穴・近tIt
嘉．弥古生ヽ 1:1t1J甕If1・：l： 師 岱 鉄
罪・ 代須恵器・近IIt困磁器

町・ 10• 29 9705 ，：』；（町）教介ヴ：郎附属 III学校女性｝r．像建．9•I. ．、7．会関先 2.6rrl 遺Ill・遺物なし 年報4

97・10・22 9706 (AUヒ） 法文学部阻Jtl健児f象述．‘．f. fl．会，，，充 1.2rrl 遺構・遺1りなし 年報4

97 11・11- 97w （本~I；北） 仄学郎基悶研究棟根外記現：r．吊 .... l会閃企 :rlOni 古代・近代近代慕地・古代土塙． tI：穴．甕． 年骰4
98 3 ・ 31 人骨． g石等・古代土召

98・1・30- 9708 （悶北）法・文・敦打学部ク切孜fi増位：l渾 ←t．会閃充 61.9rrl i1i代 清 年骰4
2 • 12 

98・2・3~ 9i09 (MIit!)管財係UI嬰6サ柑含取り墳しDI' .i.,．会隅査 ll6ば 古 代 一郎包含層を饉認・遺惰なし，＂’ 年骰4
2 • 13 耗した古代土器

199眸度

98・ 4 • J.1 勁 I （黒市）：I：学郎校合建設1.:It-ぅ船水情撤去：I：IIt . .if．会閃査 lOrrl 掲削により還構なし 年骰5

98 • 6 ・ 26 ~ i ・ 2 9801 (＊1El")朕学郎エイズ学研究七ンクー・勁杓資漑開発セン ．v．会謂査 2.4rd 古代 遠構・辺物鯰められず 年拇5
クー新営支隠配ff仔ol：事

98 ・ 7 ・ 6 9801 （本荘lti)I司樹＊伐採．T.llf ．t．会閃充 遺構・遺杓なし 年殺5

98 7 • 13 9809 (/A＼内）．T．牛郎3-1}館電気設常：r．llt ,I.．会閃査 Jnf i!ift 遺物包含層を讀認 年骰5

98・7・28- 9801 (＊1EItl)医学節エイズ!因研究センクー 動杓資漑1111梵七ン 1U日閲査 972Irl 縄文・古代・竪穴II中濯；．掘．｛f． t.t遠物・溝•土 木tui1,v
9 ・ 10 ター新常．―，:m 近Ill: 坑

98 ・ 9 ・ 21 -22 9803 （皿II:)文化郎名取設．T．事に伴う樹オ49in:r.!Jt ．，・1．会潤在 9rrl 遺物・遺惰なし 年報5

98・9・25~ 9802 （黒北）文化部密IR1f設その他の．13I9 兄出閃査 575rrl 栂文・うヤ生・縄文土召・弥生土笞・ 1i笞等•土 本帷tt9f
II・ 6 近世 憤•清・縄文・沐生遺拘包含層謂

認

98・9 28 9臨 （＊J［北））＜牛搭院搭棟新営：r.事 試氾関査 !Om 古,n.古代古In• i!ift:l••註 年雑5

98・9・29 9806 （＊荘lt)•K牛搭院中央診療棟新営：r.,r, 試揖関充 5rrl iiil成砂礫層を検Ill.遺情・遺初な 年t1l5
し

98・9・30 980i （本荘北）大学研院芙;'llj 部i.t射息•r.· 紺士・ット支給室等取設．．r: 試掘潤在 2111 i!ift 遺物也含層． tt穴検III.',!if¥::土器 年柑5
序 J¥・ 

98 • 10 • 6 9808 (！J.¥lt1)．Tim郎 1・ 9 ~館寵気ぽ！紋．．1： Iド .i’f．会濶光 301rl 遺情面に違せず．遺物なし 年親5

98 ・ 10 ・ 28 - 9807 （本荘JI:）・大学病院薬剤部注射．患行紐七•ット支給究等取設：1: 発拇潤充 li5m 古ft 褐文土器・ •6鎮等 本輯i!iV

11 ・ 20 m 古代竪穴91：居址・ 1煤•清・近代
溝

98・ II ・2 9801 灰学郎エイズ1'f.研究センター・動物資況1111兌研究七ンクー1閃 発柑四ft 139m 削平のため―{HI：せず 本骰作V
追図舟鉗州Iト：r.9Jt

98 • 12 • J.1 - 9810 ：黒川）涅学部自然料牛等往合実験棟祈竹支障配符9f:r.!lt ff．会匹忙 35111 itift 追初也含屠・ !.I；穴検Illi1ift土訪 年恨5

12 • 18 • I¥I • 

98 ・ 12 ・ 16 9802 （黙北）文化郎寮新営排水行敷設T.III fゞ．会調在 35ni ・、1i1t 遺惰面確訟，這情・遺物はなし 年恨5

98 • 12 ・ Ii - 細 （本荘北）大学9月院刹棟新営に伴う支紐n3"tr.m ＇、［会詞仕 333m i1i it 竪穴住居址．古代：出笞片 年恨5

99 • 1 • 10 
99 ・ 1 ・ 12 98ll （黒ltl)エ牛郎実験立新設：I：IIt 試批反充 1•Irrl 縄文1MI J：若 年骰5

99 ・ l ・ 21 - 9810 (!l"り理学郎自然朴学抒舵合実験棟新営：r．りt 発紺問ft l.098nf 縄文・・1!if¥:・縄文土匹． n錢等． 1’ift竪9tt1：居 ＊報告＼’

3 • 25 近代 址・u穴・溝． i!i:lltil't

印・ 2・2 函 3 （黙北）環境整帽事業l.:if.う文化部笠隋IJ.: ・・，'f．会閃ft 痴 rrl 追構・遺1かなし 年骰5

99・2・10 9802 （黙北）環境乾憎事業にIf.う建築．．1:,11 ・・，.1．会閃企 •IOrd 遺構iliiには遠せず遠物なし 年報5

99 • 2 • 18 980'2 (MI;lt)環境整債事業1.:If.ぅ1f1樹：r．9I9 ;［会閃先 12.3d 地ftF2mで弥生時代遺物包含 年報5
層・迫構面を穫認．這構・遺物な

し

99・2・9~ 9802 湛＼北）環填整償事業にIt-う電気配絞．1:!Jl ,i'［会潤充 •1nt 地表下 90cmで水IItl：を検IIi．遺 年柑5

3・9 惰・選物なし

99 ・ 3 11 ~ 12 碑 12 ぐ大江）渡呪団地l1!餡プロック場改修：r：m ．、r．会汎fd 70d 包含層・遺構面饉認．遺情・遺掬 年穀5
なし

99 • 3 ・IO~ 31 蜘 I (*.iEI悧医学祁エイズ学研究七ンクー・動物資滋l開発研究 、．f．会腐忙 57.5111 i!ift 一部包含層・遺構面確認（ビ・9 年1116
センター新営に保る配管切片工IJl ト）・遺物なし

1999年度

99 • ・1 • 5 -8 ・ 31 9901 （＊荘北）病fQi紬｝紆営:r.iJr 発紺詞介 2.405n（ 縄文•ililn• 関文時代石器・]~.古1n時代i1渇 年限6
ili代・近代虻•清• :t直器・ i1ift住1,i}址 ・U

穴清•土罹g. 土伍召・須恵笞・
鉄群・稔衣雨•土饒・近代溝

996・1-I- 9902 (＊11;Itl）区学郎エイズ:祁研究センクー 勁初資渇開発研究 ・・，.“1渭査 -!Om i1if¥! 古代柱穴． i鼻．遺物を少は検1!1 年報6

7. l•I 七ンクー訴営電設］．．事立会

99 • 6 • Ii 9903 (M\nn.T．学部研究実験棟 II•22 祈営；r.事に If. ぅ i川樹．t．会 i＇{．会潤充 IOni 遺構・遺物なし 年報6

99 ・ i • 19/26 9904 （祖~,~)灰学郎エイズ学研究•I.: ンクー・動物費源開発tlf究 ・ヽ「会濶．忙 21rl i1if¥: 遺捐遺物なし 年恨6

センター新営1駐応I渭い1．会

99-i-29- 9905 准91H)自然和沼研究ft．理学郎蛭．介研究実験伯新竹ガス設 ：9：“”"： 50111 遺北・遺構なし 年耕6

i • 30 営：r．m

99・7・2~8・7 9906 (！M1ff）自然9牛牛研究科・理学郎紀合研究実験棟新貸電気設 ．、．f．会悶代 200n1 古代 i1ifti欝6条． t1:穴2償．古代：I:計 年恨6

営．T．！Jt：ヽr．会 9ヤ少ほを検Ill

99・9・22~ 9907 （屈南）工学部爽験用プレハブ新築工事 発揖閾介 136.sm 縄文r1期ービット群．縄文：I••i訊·lfl土 本苔

10 • 5 晩期

切． ll.2•I~ 9908 (：A＼東）閉属贄證学校給たliill'l改格．．I：9It 試旧訊介 42rrl 近 1"••以問 トレン・1• 2本設定して窮査したが． 年恨6

II・ 25 遺捐なし．近世磁沿9i•

00 ・ 2 ・ 1-1 - 9909 （風隅）工学部田撃・極隕環境研究センター・サテライト・ 怜阻閃査 1.653rrl 近I!!:・近代畑J1!:.慕比．近惧囚磁若．愧脊 ＊宵

3 ・ 2-1 ペンチャー・ビジネス・ラポラトリー棟新営工事 銅 鉄 銭

(l(l．l.お 9910 （本荘北）血泣照射行理安増改築試櫂 試姐潤充 21rl 攪乱若しく．還情・遺物ともに羅 年親6
鯰できず

7 



3. これまでの調査と本書収録の遺跡

00・3 6~1-1 9911 ：焦l,1)＊生動物到ガ令迅格l:lli 発掘潤忙 10.9m 縄文土笞・古代土証註・須思笞 年報7

00 ・ 3 ・ 14 9912 項M1・東）外灯取設：I：IIt・1‘1．会 立会ヨ充 31r/ 遺物・遺構と t:.:澄Eできず 年報6

00 • 3 ・ 2 9913 医1や郎液化窒素供給拉旧析it[：9Jt.,t会 立会ヨ忙 i.S.lm 遺捐・遺物なし 年報6

00 • 3 ・ 16 -17 9914 ぐ本荘iM｝さく 9日unr-m.,・f．会 立会閃ft 25rrl 遺構・遺物なし 年投6

2000年度

00 ・ 4 ・ 7 0001 瀑¥lfl)水生勁物銅'ff令新営給水符設営．T．lII ff．会四•fi:. 6.1 rr1 遺捐・遺物なし 年報7

00・4-ll 0002 頃＼ltl) 水生勁物94" 令炉•バ電気投•岱mli rt．会四忙 4.lば 遺惰・遺物なし 年報 7

00 • 4 • 17 0003 :•本iut｝月t｀哨院格納庫'9設＿•いIt 試氾ヨ．忙 5.8rrl 遺情・遺物な L 年報 7

00 ・ 10 ・ 23 匹 I :P."m:r．牛邸衝撃• Hi限環境研究センクー・サテライト 立会潤充 18,rl 遺構・追物なし 年牧7
ベンチャー・ピジネス・ラ：!!ラトリー担新営霞気設営工平

00 ・ 10 ・ 30 0005 温htr)：r．学部li'l伐：1:11, 立会関牡 631rl 遺情・遁物なし 年報7

00・11・6~22 0006 （本荘北）附こ事属病(I院区基）幹・環撓監園第3井戸入 発iH調忙 1 19.,Irrl 縄文・ ・,lj 縄文IIさ代1,-i料・古墳時代ti：穴 t1: ＊搭

水槽設営工事 区） l(t古代 l,irltl: ·:！：師沿• in．恵晋

00・11 22 0006 く :.j.:~i：北）附属刹浣舷叶・聞埴整1霞筍 l }t-9_i人＊lff設営工事 試捉潤忙 •IIIi 近 •JJ!.ftYit 近現代llT:i ・窮墟・遺什 年報7
比

OO・ll・2i~29 0006 （＊荘北）附属病浣•}が仰· 1.Q培．霰1冒給水管配符．:J:lll 立会潤ft ＆う．5m 遺捐・遺物なし 年報7

00 ・ 12 ・ 4 ~ 13 0006 （本荘北）附属病院基幹・環撓整鑽緋水管配管工事 (n区） 発掘調忙 32IIf 椛文・古代：ヒ積状遺構・縄文時代石器 ．i：面 本魯

立会調査 器・ガラス浪・鉄翡・ tIi忠器

00 ・ 12 • 8 ~ 0006 （＊i［北）附属刹浣｝X叫 •Ill境整情電気設営：I3It (I¥’区） 立会調．忙 31.5n1 古代 遺情なし．土紅器数点 年報7

01 ・ l • 10 

00 • 12 • 19-~ 0006 (＊荘北）附虞病院基尊・環填藍国構＊管配管工事 (II区） 梵擢閾任 20.-1 In ・11ifi: 住9}｝址• :I:的苔 本書

立会閃ft

()(J．12 ・ 26 ~ 28 0006 ＜＊i[北） H”｀内浣必ot.ln填霰旧給水情配脊：rAII :if.．会潤．忙 100.7rrl 近・現代嘉近代嘉塙．瓜石・遺11• 年報 7
地

01・1・29 0006 冴；i［北｝ ＂t閾哨院•給叶．環境整園排水符配脊：1:111 (VID 立会潤．ft 71rl 遺物・遺情なし 年報7

01・1・22~30 0007 ；店町） ＂＂召 111牛校（よ＂笞 JいU臼工事 発柑閃忙 119,lrr/ 沈生・古代沈生・古代」•直う若・鉄器・土製紡 年報7
錘庫

01 ・ 2 ・ 5 0008 ：黒北：，生涯!'f.習境域研究七ンタースロープ取；紋．13II 5［会閾忙 おIt1 拉乱のため遺窃・遺揖なし 年殺7

01 2・6~9 0009 (9.9991)岬．f}郎 l.2•9thlui柑液 w•"―’"投困整悧．．［:111 立会調忙 701d 古代 U含層を＂認． iift土筍臣・りI恵． 年報7
器

01 ・ 2 ・ 16 ~ 19 0010 :11,1北） ＂；＂系記也州 if.:•妍片l:IIt 立会刃忙 372ni 遺わ・遺9月なし 年微7

01 ・ 2 ・ 22 0011 ：大江） IIItい氾Hif.:l気J;ol3II [fl:fUラー寮壻if.:漱去工事 :,'!.．会潤．忙 l32rr1 丑物・遺IRなし 年報7

01 ・3 5~6 0012 (P.uti外灯取HJ:!JI :tt.．会潤在 3rrl 遺物・遺構なし 年報7

01 ・ 3 • 6 0013 ｛大ir.)屈内述動場〔尚武館；取り壊し．l：IP 立会潤．忙 50llni 遺物・追構なし 年報7

01・3・22 0014 i!iuti |Il!1屯j協hI)HI介IIt務所91iト撤去mli 立会濶．介 66ni 遺物・追Inなし 年報7

2001年度

01. 4 • 9 -7 3 0101 （本荘北）附扇病院医学部総合研究棟新営工事 発掘関在 1733.75rr1 古Jn·古代・ {t9、l}址•清・姐j.!1： 墓鉄鏃．．t晒 本寄

近Iit・近代 沿・須恵岱

01 • 5 • M 0102 i/1.ltt1; J屈幹・環境整悧 試拇閃．在 ,1.8nf 本書

01 • 5・ M 0103 双町tlllII!高9.1汐ケープ/1,改修1:llI :;［会関充 59.51If 迫In．遺物なし 年報8

01・7・9~26 0102 （屈南）基幹，環境整億 発紺潤査 •118.5d 縄文 縄文土器・寛水通宝・風倒木~J{. 本書

防空濠

01・7・4~ 0104 （本荘北）附属内院基幹・環墳整園（共同溝設阻） 発姐閃充 1,003.8d 縄文・弥生•11:.'ii}址・溝・縄文．i：若 弥生；I: 本害

10 ・ 29 り`Jn・iljit 笞• :l:lt店・須恵．器・石諾・鉄

錢・冑銅39

01 ・ 7 ・ 13 0105 ()i(RT) iEl'1lR設工事 .. .・f．会調売 7.12rd 這情・遠1りなし 年報8

01 7 ・．30~ 0106 （黒It) ，｝Sf軟f研究•ヒンクー芍改修TAI W.会閲1r. 3.907111 遺惰・遺物なし 年訳8
ll • 14 

01 ・ 7 ・ 31 0107 （大n:）凜牛祁共l4実験債改9；工事 立会訊忙 91.s.1m 遭揖・遺杓なし 年報8

01 8 ・ l/13 0108 (};（町）キャンパス情柑,;.ットワークその他T.!" ＂．会詞介 25rrl 還揖・還杓なし 年報8

01 • 8 ・ 2121 0109 (9.＼北）キャンパス情911えットワークその他13It 立会詞忙 58ni 遺揖・辺杓なし 年報8

01・8 2i 0110 （大江）汲!祝郎キャンパス情tllネ・ットつークその也工事 立会悶忙 公）rrl 遺情退物なし 年報8

01 • 9 ・ 4 011 I （＊荘Jfl)朕学部キャンパスfflfllネットワークその佳工事 立会調介 2.i8rrl 遺情・遺物なし 年報8

01 ・8 • Z.ツ9.、1 0112 （黙北）た堂l""テラス整I!Ii．l：りt 立会悶ft 662IIi 遺情・遺物なし 年報8

01・9・14 0113 :＊it内）朕根技術規Itl)＜‘1：キャンパス情骰ネットワークそ 立会悶忙 l05rr1 遺IA.逍物なし 年報8
/IO・ l の也T.m

01 • 9 17 0114 く本荘；It)附属1月院キャンパスfl'/柑ネットワークその他エ串 ．t．会霜．忙 38m 辺構・遺物なし 年報8

01 • 10 19 (J1 15 （閲Jtl；現学部2li・煎；ti問IlM水l:IIt 立会潤忙 8.4rl{ 遺構・遠物なし 年報8

01 ・ 10・2'},- 0116 （本11;；lt)附属刹院必幹・環境整俯 (A-I)地区・ポイラ― . .，'f．会潤在 、126.4n{ 退構・遺物なし 年報8
02 ・ 2 19 設!Iiill!析ぷ）

01 • 12 • 8 ~ 0117 ｛才<JI;．It)朕学部舵合研究1噸祈営機械設偏13li ・・，.［会調，忙 133.1 nf 古代 ＂中；•Jt. i.I溝At 年報8
02 ・ 2 • 9 :J••印召・絹忠器

01 12 ・ 12 ~ 0118 (！i¥*） ｝＆幹・環填整憫（特紅変電設情等・梢↓Xその他： 立会謂究 1119d 迫情・遺物なし 年報8
02 ・ 2 ・ 4 

02 2・25~ 0119 （本荘北）医窟用ガス供給llt債宣取骰工事 発掘聞充 2ll5.8nf 縄文・古墳・ t1:IP}址・溝・掲：江柱建物ji：・縄文 本書
3 20 lift; 土翡・：I••ng岱・須息器・鉄鏃

02 ・ 3 ・ 18 0120 （木~I:」じ）杞介研究棟周辺聞填整(qェni ＼r．会調1r. 1492.7 rrl 遺情・迅物なし 年報8

02 • 3 ・ 18 0121 （＊社北）"'属柑院柑痢棟 !fl:I・. n:新営J:9It 立会悶在 10i6.4ni 溝？・遺物なし 年板8
02・3・22 0122 （本~l；北｝川属消院西研悦霞気杖慣エ!JJ ({1:.1: II) ．v．会関充 5-lrd 遺構・遺物なし 年報8

2002年度

02 4・3~・1 0201 (nut) K学軟1r研究七ンクー C棟空潤憤取れ：I：事給排木及 '，'f．会閲牡 29.3rI( 遺構・遺物なし 年報9
び5｛外恨｝＆礎J:IIt

02 • 4 • !5 ~ 16 0公2 償ut：外tr紋憫．13II 立会苫企 I99ru 遺構・遭物な‘- 年報9
02 ・ 4 • 17 U匹 rn11t1: インキュペーション出設祈営．．[IJI 試阻潤牡 3nf 年報9
02 ・ 4 ・ 17 02().1 OAIJ"；舵介研究1鼠祈常 •r.IIt 試姐閃充 -1IU 年報9
O'l. • •I Z.I 螂 OA\Jtl) た•炊裏エコクリーンソイ JI,-T.ll! :,'!.．会調忙 0.73nf 遺惰・遺1りなし 年報9

8 



構内遺跡と調査の概要

02・5・20~29 

02・5・30~8・2 

02 ・ 6 • 3 

0-l. ・ 6 • 12 ~ 
8 • 14 

02 • 7 • 2 

02・8・29 

02 • 10 • l ~ JO • 
3 ・ 11 ・ 18 

02・10・7 

02 ・ 12 ・ 315/11 

03 ・ 2 ・ 7 

03 ・ 2 ・ 18 

03 • 2 • 21 

03 • 3 ・ 7 

03・3・10 

03 ・3・ ll 

03・3・26 

0206 

11203 

0207 

卿 1

0208 

0209 

0210 

0211 

0212 

0213 

(121•I 

0215 

0216 

0217 

0218 

0219 

0220 

｛黙It/) 紀介研究視舒営1.:ff. う樹·木移槙エ〗It

（聞iff) インキュペーション籍紋断営工事

頃I市）鯰介日究棟祈竹一次氾11111.:i乍う霞気．T3II

潤 Jt1)e合日究棟祈：I渾

（黒北）図冑館＂衛学生部 91JIC場拡張．T.9lf

ぽ［員〇附属小学佼スロープ取設工事

（隕It1)：rit部樹＊＂紅 l渾

：本荘北）仄学部稔合研究棟新代．tm（渡I｝紺1冷3分）
（思lt/)通Ill門拡帽：1:111

(＊1t•北）総介研究棟新営電気設備：mlt

（本i［北））よ幹環樟整俯外灯：r．II9

（大江）渕牛郎実験動物慰霊碑建立：mlt

(UI北）外灯紋侃TこJ19

{:.f.::11浦）体＂郎立（プレハプ）新設工 II9

(MI北）外灯紋債工事

（木』I;IM)塀新設工事

｛祈ltllffi)9灯ヤ学部新lり郎農場竹荘・畑地境界紺I)

発柑訊充

発姐謂充

立会閃杢

発揖閃先

j‘f．会謂査

立会潤．在

発拇四忙

立会関青

立会割た

立会調充

立会悶在

立会訊在

立会訊充

．t．会m査

立会調．充

：t．会謂充

立会閃充

28rrl 

810rrl 近世

32rrl 

2邸 rrl

2-1 rrf 

13m 

6l.19rrl 

甕棺

畑址

遺構・遠杓なし

関文・ ,1itn 住屈比•清・火葬ll· 縄文土器・
i1ift 土雑笞・須恵苫

遺構・遺物なし

遺構・遺布なし

包含層・縄文土器・石鎮

J2m 

480d' 

216n{ 

216ni 

3.411! 

18.5n{ 

3IIi 

27,rl 古代

361rl 

40rrl 古代

這情・遺物なし

遺情・遺物なし

遠構・遺物なし

遣構・還物なし

遼構・辺物なし

遺構・遺初なし

遠情・遺掬なし

u澤 JIf:• :l•I針器・ 1ll恵舒．砥6

逍構・遣掬なし

住屈址． u：穴・溝．古代土紅器・

須恵．器

年櫂9

年恨9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

2003年度

03 ・ -t • 10 

03 ・ 4 ・ 10 

03・5・20 

03-6-2-7・2 

03 ・ 7 ・ 18 

03 • 8 ・ 19 

03 • 8 • 6 ~ 9 • 12 

03・9・4~9・8 

03 • 9 ・ 5 

03・9・29 

03・10・2 

03 ・ 10 ・ l -
10 ・ 10 

03 • 10.27 

03 • ll ・6 

03 • ll • li -28 

03・ll・26 

03 • 12 • 9 

03 ・ 12 • 10 
().1 ・ l • 13 

().1．l • 14 

1.¥1 ・ l • 15 ~ 19 

い・ 1・23-巧

0-1・1・30 

04 ・ 2 ・ 9 -2 • 16 
().I・ 2 • 23 

().I・ 3・ ・I 

().I ・3・ 5~9 

().I．3・9 
04 ・ 3 ・ 9 

04・3・10 

04・3・10 

04 • 3 • 10 

().I・ 3 • 10 

().I・ 3 • 11 

().I・ 3 • 11 

().I・ 3 ・ 15 

().1 • 3 ・ 16 

01 • 3 • 17 
0-1 ・3・22 

04 ・ 3 • 19 

2004年度

04 ・ 4 • i 

田・ 4・9

0-1 • 4 ・ 13 ~ 
5 ・ 31 

().I・ 5 ・ 26 

01 ・5・ M 
い・ 10・ 14 

().I・ 5 • 21 

(.¥I・ 6 ・ 25 

0301 

0302 

0303 

曲

竺
g
g

呻
竺
g
g
碑

03!0 

0302 

0311 

(1312 

0307 

0313 

0314 

0315 

0316 

0317 

0318 

0314 

0319 

0320 

0321 

0322 

0313 

0323 

032•1 

0325 

0326 

03万

0323 

0328 

0329 

0401 

OIO2 

0103 

().1().1 

().105 

（黒19I)：r.:'f.郎薬品庫祈mr扉

（黒lfl)総介研究偵共rnii鼻紋債．1：m

{!NIt1)事務島琲水管作理：I：ll9

沼JE」I:)給幹・環境整情．1:111

渭ilU)総合研究棟共111Jjft設憐．T．llt

（京町）附属,Jヽ• 91消叶27.Lンス取設工り1

（黒l")総介研究棟共Iill情設阻．T．III(1区）

{*iElfl)医親技術規期大学部；It餌駐取場環填整傭工事

（遂）・大江稔介研究棟給排水惰および霞気工!JI

（字留毛），Jヽfnm合11棗褐水情泊水修理工事

川本it•191) 動物慰霊碑新訳：r．llt

（！l¥ltr)稔介研究棟共lul溝殷Iii工事

｛黒北）軟屯祈築I事

漢｝記念館追設工事

（本4EltJ) s記1項樽：研究•I: ンクー雄設整t賣平業

｛凩IH)総介研究棟共liiJi鼻設憤T．事（ガス行）

(＊JE191)5糾ktぼ学研究・ヒンター整債事業本体1•AIt

（＊北ltl中央胎憬棟（柏）股営1:』It

茂紅団JR設．T．"［

澤：大江総合研究9棗袷排水管及び電気工りt

（黒北｝敦寮祈築：r叩
:＊4E999) 医学部B棟 •EiC!· RI・旧動物令If/.壊T．序

(＊11:Jt) JI(閲駐川（鳩整情．．Pl9

(：A旧i) 野年郎 •I ・l}ffl/Jd辺プレ 9ヽ プ等設Ill.T.III

（＊i［北）肝樹の木移M

（凩北）附属養護学校1・1撮njill水道修理工事

（本荘ltf) 区牛部B 棟• E 棟 •R I • IEI動物合取墳．T．1l

（黒北）．iH1改修＿T．事

｛黒北）椙Al紺設空詞殷情1r{1t.l：りt

(!l1991)外灯設：gn:III

（焦,,,)稔介研究9見外灯設愉：r．m
（黙北）軟名新築＿l：nt

（息北）軟室新榮今T.III（空関機取設）

（本荘lH)外灯設俯：t：III

(*;/I浦）外•Kr設情J:lJJ

(』＼北）外灯設債．l：IIt

｛薬）外灯紋債エり9

（胤It)軟招薪墨J:lP(In・lし）

（京町）教打学郎附属小II1学校街躇-tr設捐：rJIt

(/ltlt)梢火栓応急．処IR

黒髪[J1地北地区軟5i祈築：E事（渡底下紋屈）

本荘[JI均北地区中央診内t≪ （伯）紋営工事

本荘f11地lt1地区発生医~,-.lilf究センター姐設工事

立会潤査

試櫂潤査

tf．会四査

発擢潤充

立会閂在

立会腐迂

発紺訊介

立会訊ft

立会謂企

:,'!.．会閃売

立会閃査

発掘閃．充

試趾潤．充

試掘閃．在

立会潤査

立会潤忙

試掲関査

立会調．ft

立会詞在

．t!.会閏仕

立会訊在

発掛訊充

立会謂充

立会m充

立会閃充

立会閃充

発揖閃企

立会閃充

立会潤．忙

．、1．会潤売

立会閃充

立会霞••在

立会獨在

fゞ．会蘭．1'f.

立会閾企

立会謂充

."ii.．会調充

立会閃充

立会調査

立会調．在

立会潤．だ

試捉潤．充

発掲四充

：』嬰l・l)地北坦区熊本大学大4f院社会文化科学研究科研究室新 試掘調元
格：EIJt

*1EI8地北地区中央岱叛棟（翰）紋営．T川t

薬学邪地μ偵物園罰支ltほか杜開．T．m
寮学部地I{．．卜．f本記念飢新-Jtl覆械粒憐及びその他．tlJt

立会口忙

立会関査

立会潤査

2nf 遺構・遺物なし

9.6m 土紆聾

16.Bnf 還捐・遺物なし

333.5nf 縄文・ iIi項・住居址・溝•関文石器・弥生土
；杞t・i1ift 計•土げ閉・近代磁器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

296nf 

44.3n{ 

168.2,n 

539.2m 

75irrl 

3.64rrl 

4.02rrl 

253.5rrl 

遺情 •.iD1しなし

遺構・遺わなし

遺構・遺杓なし

遺構・遭杓なし

近代・古代溝・ピット・陶磁晋•土師岱・弥
生土怜

遺構・這物なし

土師臣

退情・遺物なし

遺情・遺物なし

13.75rrf 

7.4 rrf 古ft

557n{ 

3.6nf 

26.58nf 

4n{ 

ll.2nf 

45.5ば

蕊 8nf

1.567m i1i代

30.7,rl 

83川

l6rrl 

2rrl 遺構・遠杓なし

1.567rrf 中世・古代溝・ピット・陶磁臣・土釦器

23m 這構・追布なし

13.19n1 這情・遺物なし

3.4d 迅情・迫物なし

4m 遺情・遺物なし

IOd 這捐・遺物なし

、14d 遺構・辺物なし

4nt 造情・遺物なし

112ni 遠情，遺物なし

35id 縄文：I：翡I¥・

ll.8rrl 遺構・遺物なし

l!.92,rl i1i ft 土筍器・須忠器｝ヤ

7nf 遺構・遠物なし

l.08rd 遺構・遺物なし

33.8nf 

10.44rrl 

1241.i5rrl 

古代

古代

7.76rrl 古代

150ば 古 代

33I" 

68..18日

遺情・遺物なし

遣構・遺物なし

遠構・遺物なし

遠情・這杓なし

溝・ピット•土閏届

遺Ill・遺1りなし

辺惰・遠物なし

溝？ •土釘苔

土証器・須恵召・縄文土群

年報 10

年報 10

年殺 10

年襲 10

年祖 10

年報 10

年骰 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年殺 10

年報 10

年報 10

年根 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

年報 10

ビット・土的沿

土箇召

遠惰，遺わなし

遺構・遺物なし

年報 ll

年報 ll

年叙 ll

年報 ll

年紐 ll

年報 ll

年報 ll

，
 



3. これまでの調査と本帯収録の追跡

01 ・ 6・ 28 本荘団地：lヒ地区（朕9月）湛幹・環境整愉工事 試姐謂売 IOd 古代・縄文土卸若・縄文土器・土城 年報 11

01・5・24 “06 薬学部地区宮本記念館（仮付：）迅設工車 (IU述物柑去・樹木 立会隅充 1332.4nf 這構・遺杓なし 年報 ll
01 ・ 5・ 26 撒去・窪気配緑・給水行配行・ガス管記行・樹＊移机；

().I・ 6 ・ •I 
0-1 10 26~28 
0-1 • 11 ・ 12 
(),1 • 11 ・ 29 

(),1 ・ 7 ・ 26 0108 宇fII毛1引比小碩宿合揚水行漏水紀行改修工JF 立会開介 26.2,rf 遺情・遺物なし 年報 II

1).1 • 7 ・ 29 0109 黙嬰I；月地北地区記念砕設IU.T．りt ＼t．会調:ri: 72rrl 遺構・遺物なし 年報 11
(}1•8·6 
04・8・20 

()4•8·23 !W印1地lり地区理学部駐輪場取設工平 試提調査 11 tr! i1i代 柱穴・須思岩•土師器 年報 II

04 ・ 8 9 0410 !P.,嬰li1地北地区熊本大学＇大学浣社会文化科学研究科研究疸新 ．立会調査 370nt 遺捐遺物なし 年報 11
旧 •8 • 10 ~ 11 姿エりt
04・11・5 
04・11・11 

0-1 • 8 • 17 - 0411 本荘fil旭北地区（医病）水・駐幹・環境整罰｛ポンプ翌 •RI 実 立会悶査 420nf 土晒器・が1患器・縄文土若．竪穴 年報 II

19 • 23 験棟取壊・ガス切替 道プラグIl：・周辺設伯1悶遠）工事 発紺閲査 住居h：：・清・ピット

Q.1 9・3 
01 ・9・ 1'1~22 
05 • 1 ・勾～

().1 ・ 9 ・ 16 0412 本荘tl1地北地区附属病院罰hliガス漏配管作理工りt 立会詞査 5.7nr 遺構・遺杓なし 年報 11

~1 9 ・ 16 い13 京町地区附属中学校台風彼i!fiこよる倒＊起し 立会関査 8d 遠構・遺物なし 年報 11

0-1 ・ 9 16 ().114 黙嬰RLL地ltl地区工学部台風伎iじによる倒＊起し 立会閃充 4Irf 遣楕・遺物なし 年報 11

(),1 • 9 ・ 21 0115 薬学部地区宮本記念館祈竹機械設償及びその他．T.事 立会闘査 10rrl 遣構・遺物なし 年報 11

(),1 9 21 0116-1 本荘HI地北地区附属刹院台風披帯による倒＊起し ：｛f．会開査 81rl 逍構・遺物なし 年報 11

(),1 • 9 • 21 O116•2 本荘111地ltf地区医学部台風妓害による劉木起し 立会調査 l.5rrl 遺構・遺物なし 年報 II

01 ・ 10 ・ 12 ().117 黙嬰団地北地区煎要文化財案内板設屈工事 立会調荘 0.5,rl 遺情・遺物なし 年恨 ll

1M • 10 ・ 12 0417 黒嬰団地lfJ地区重要文化財案内板設阻工事 立会調査 0.5rrl 遺捐遺物なし 年報 ll

04 • 10 • 19 0418 思嬰l可地北地区夏日漱石記念婢摺柱殺概：r.事 立会閾査 0.31rl 遺tfl.遺物なし 年報 11

04・10・22 0419 本荘l;11地北地区附属病院福平ll}只生雑設引込配線．：l：llI 立会調査 2.231r! 遺構・遺物なし 年根 II

04 11・1-ぉ “" 本荘l;11地北地区（医剤）尿幹． m境整伐l 発抱調査 55lrrl 縄文・iiin・ 竪穴住！苫址．姐立柱建物址・溝 年報 11
古代 畑•土師料・須恵器・縄文土器・

鉄鏃・勾玉•石器

04 11-26 “20 輿学郎地区テニスコート整悧．．r．III 立会潤査 695nf 遺捐・遺物なし 年報 ll

04・ll・29 042l 凩嬰11linWi地区さく井設悧．．1―:lJI 立会潤光 43nt 遠構・遠物なし 年戟 ll

01 ・ 12 ・ 6 0422 本荘BlJむ北地区中央診療棟（軸） ］:lJr ：｛f．会謂充 66.39nf 遺構・遠物なし 年報 11

l).1 ・ 12 ・ 15 黙炭北地区情報ネットワーク館Ill!逃工事 試紺調査 18nf 古代 仕屈.hi:.u：穴・須忠器•土団器 年報 11

().I 12 ・ 24 ().123 11.1嬰B1地北地区記念館（＊造） !RI良工事 :＇［会閃査 7541-d 遺構・遣約なし 年報 11

“.l. l l 0-124 ・本荘fJI地：It地区ポンペuur｛設．T．III 立会謂査 14.5d 遼構・遺物なし 年糧 11

05・2・1~2・7 ().125 息嬰北地区情報ネットワーク館事ll年r．りt(配行工事） 立会調査 160.0Srtf jljf¥: 士毎若・須恵器 本報告田

-9 

05 2 21 ~ 3 ・ 0125 島榮北地lgtft骰ネ・ソトワーク館建設工事 発掘閏査 ll70.4Irl i!iit; 土師料・ tJI息料 本報告m
30. 5 ・ 9 ~ 6 IO 

05・2・4・8~!) 0126 ＊荘HI地北地区防火水楕JU設工吊 試掘•発掘 S1n-f •11 ～近世 土師器・須恵器・馬竹・胴銭 年報 11
閲在

05 • 2 • 4 0427 限嬰l・月地北地区資料位ll'f水辺行漏水修理工事 立会調充 l.51rl 選捐・遺物なし 年根 11

05 ・ 2 ・ 21 ~ 22 Q.128 焦嬰lq地肖地区樹木移H,1...m 立会調介 19n1 遺捐・遺物なし 年報 II

05 ・ 2 • 21 0429 喋学部地区雨水設備工事 立会調査 4.25rrl 選楕・遺物なし 年恨 11

05 ・ 2 28. 3 M, 0430 本荘l•J1 地l9l地区駐JIt場J,aJR整備．．1:11~ 立会調査 l,＆約nt
4 ・ I 

05 3 ・ I 0431 黒嬰LTF地区事務局倉渾新営；r．2It 立会関査 l.2nf 遺捐・追物なし

05 ・ 3 • l 0432 軟fl学部附属中学校卒業記念梢栽等：Elli 立会肉査 0.945nf 遺構遺物なし

05 3 ・ I 0433 教行学部附属幼椎固掲示販設置］コlt 立会閲査 O.Blnf 遺構・遠物なし

05 • 3 • 2 0434 /I.I嬰ltl地区工学部危険凜品庫改り庄EIIt（仮称） 立会閥充 192.5nf 遺構・造物なし

().5．3・9 “35 捐庭WI地区さく ：J団対HI:IIt（追｝l11分） 立会閲査 5.6nf 遠構なし•土師器

05 3 ・ 10 ・ 15 ・ “36 開嬰l"地区事務局倉庫改りE:rAlt ・・，'f．会調査 62.Md 遺構なし

16 18 

05 ・ 3 ・ 14 ・ 16 “初 大江地区薬学部外灯設備DJl 立会調査 8.] Id 遠構・選物なし

05 ・ 3 22 0438 教'ff学部附属幼稚園遊具1rt設工事 .l.［会調充 4.l41rf 逍構・遺物なし

05 3 23 0139 ll＼粘Iり地区樹木植栽工事 立会闊査 6rrl 遣構・遺物なし

05・3・24 0140 教ff学部附属中学校洗漏恨Ill.き場新設．T．串 ．＼r．会詞介 遺構・遺物なし

05・3・24 O1•11 敦行:F郎附屈小学校遊JUR設←T．事 立会調在 2111 這椙・遺物なし

05・3・24 “42 （＊荘北） Hi属病院椙Al厚生ガス行工事 立会悶丑 9.l8rrl 遺捐・遺物なし

05・3・24 0443 ｛本荘北）巾央診療掠速莉棟II惰：［事 'ff.．会関査 0.8ば 逗構・遺物なし

05・3・25 0'144 黒髪淑地区教打学部附属喪護学校給水竹湿水改修；13JI 立会潤査 l.74nf 遺構・遺物なし

05・3・28 0445 凩嬰1,1地困事務局前樹木移机．．r.IIt 立会濶充 3.355rrl 遺構・遺物なし

2005年度

05 ・ 4 • 19 ~ 0玖l *1E")地l印均区駐取JO環境整閉工事（追加） 立会潤査 28nf 古代 土的器・須恵諾 年親 12
4 ・ 20 

05・4・'1:l O:il2 医学節附属病院排水貯留情ボンプアップ排水行補修 立会謂充 4nf 退構・遠物なし 年報 l2

05 2 ・,i ~ 6 • IO 0425 （黙泥）情報ネットワーク餡＊1k.T.III 硲姐洲充 1065.2nf 縄文・古代竪穴tl:rt}址．掘立柱建物・縄文土 本報告m
器・：I:師骰． 3f｛恵器•島色土器

05・5・30. 0503 (＊11;)発生医学研究センクー沌設整惰事業（外構） 立会額査 23372rrl 遣構・遺物なし 年報 12
6 • 4 ~ 
6-5 
6 • 14 

05 ・ 6 ・ 7 05(),1 ,1ヽ瑣柑令J．見設ガス配秤漏れ補9E• 新設工m .¥'f.．会調代 7Ili 遺構・辺物なし 年報 12
6 • 10 
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I 構内遺跡と調査の概要

05 6 9- 0505 （灰利）居作・環埴霰IA（紋俯，曳き家前） ::!.会訊査 55.96m 還揖・迅物なし 年報 12
6 ・ 10 
6 • 12 

05・6・20 0506 （大江）素｛れ祁テニスコートフェンス取紋 ．t．合関査 228rrl 遺情・遺わなし 年報 12

05 ・ 6 • 21 細 （本荘,,,)敷址撓界プロック改9E工事 j'f.会閃査 10.5rrl 遺構・這杓なし 年報 12
05 ・ 7 • 8 0508 （阻髪｝情骰ネットワーク館仮設進入路：rAit 立会閃査 •10.9』rlilift 土師笞・リi忠器 年報 12

05 • 7 • 13 ~ 0509 ”医弁｝ ｝“幹・環境整情 0曳さ家・ f9勤先） 発拇獨査 114inf 縄文・弥生住居址•清•土紅器・須患器 年報 12
1 ・ 14 古墳・ i1ift
7 ・ 19~ 
9 • 30 

05 ・ 7 ・ 19 0511 本荘団比北地(“Hi水配竹箱修 立会試査 i.6rrf 古ft 包含層・え：師閉・須恵器 年報 12
05 • 8 ・ 1 0512 教f：沢罰附属幼椎園物慨設匿 :,;!.会謂査 o.96m 追情・遺物なし 年行ll2
05・8・2~ 0513 憔1歴市） ＿l:4'f.部1息佼令改修樟設整俯等llt業ー 1 :'［会潤査 9.71rl jlJ°f¥: ：l：面翡• 3ll患路 年報 l2

8・3 .T；④ 

05・8・2~ 0513 (In嬰lll)；l::1：部他佼合改9出徳紋整惰等事業ー 2 立会閲査 198.i5rrf i1i fl: 土師料・ in．恵器 年報 12
8 • 25 理②

05 8 ・ 5 o.514 朕学部1t1地Li(テニスコート1勺給水設儘工事 立会関充 19.9・1n1 遺情・追物なし 年報）2

05・8・5- 0513 （凩嬰I悧．1:学部仕佼令改修出設整情等り［業-1 立会悶査 li.8rrl 遺情・遺物なし 年報）2
8 ・ 10 工R

05・8・8~ 0513 （黒髪1")：r．学節他校合改修始設整悧等1Ji業ー 2 発掘詞査 80,88rr{ 古代 fI:I計址・ :i：師爵・ 3l（患器 年戟 12
8 18 .t① 

05 • 8・ 18 0515 本荘f-JI地 (l"地区） 9tll（場閃埴．霰阻工事（その 2)、追加変更 ；［会閃査 235.98ni 古代 ＂中 ht.．l:9g器・ Jn.IL遠； 年報 12

05 • 8 • 18 ~ 0515 （黒髪W/）：r．学部他佼令改修舷拉整情等IIt硬ー 2 ff．会調査 14.7rrl 遺構・逮1りなし 年穀 12
8 ・ 23 -T．⑥ 

05 • 8 • 19 ~ 0513 澗髪Iti).I：牛郎他佼台改9田雄紋整債等事業ー 4 立会虞査 259.r:f 遺構・遠物なし 年籍 12
8 • 29 エ3

05・8・24 0516 本荘111地,11地区外灯設憐工,,s 立会躙査 il.4m 還惰． ii!物なし 年粒 12
05・8・23~ 0513 （黒髪lfl)1:．牛記位校合改修泊殷整偏等llt菜ー 2 立会諷在 l7.2d' 遺情・遺物なし 年親 12

8 • 29 :r．⑫ 
05・8・25 0513 (!"＼嬰1ft)l：学郎f也校令改修紺紋．霰悧等！JI棠一 l ・・，・f．会額充 l4.7rrl 遠情・遠1りなし 年観 12

工C
05・8 25 0513 （島髪lt!):i:．学部他校合改修峠紋整債等事業ー 2 ：t．会謂査 86.1 rrl 遺構・遺杓なし 年f!l.12

.tR 

05・8・25 0513 （川嬰l"）：r．牛部他佼合改修ぽ設整fi等事業ー） 立会潤査 65.rd 遺構・遠物なし 年報 12
理③

05・8・25 0513 （瓜髪Itl)-T.学部位佼令改作狛設整儒等llt菜ー 1 f̀f．会関査 120.25ni 遺情・遺物なし 年絹l12
理④

05・8・29- 0513 （瓜嬰lff)工学部111!校令改修給設整情等IIt菜ー 2 立会塁査 2.6rrf 遺情・遺物なし 年柑 12
8 • 30 工⑪

05・8・30~ 0513 (！附＼提lt1):r.:1祁他校令改修純設整慌等』It架ー 2 :'、［会捌査 20.4Irl 遺構，遺1がなし 年報 12
!J．I :rg, 

05 • 9 • l ~ 0513 （黙髪Jt-1):r:学郎他佼合改9出樟E．整債等事業ー 1 発紺潤査 67.6Id 関文・古代竪穴t1：料址・縄文土路・土鉦器 年報 12
9 • 13 理① 須息粉

05・9・1. 051i ｛医莉））糾幹・環境整儒｛曳さ家・現在地） 立会獨売 1337m 遺惰退物なし 年報 12
9 • 20 

05・9・4~ (613 {IU髪It1)：r・学部他校台改修出設整憫等IJI.栗ー 1 立会詞査 '18.75111 遺捐・遺物なし 年骰 12
9・5 理⑤

05 ・ 9 • 12~ 0513 （開髪IH)：r．牛郎i也校台改修雑紋整悶等IJJ策ー 2 立会調査 13.91rl 遠構・還わなし 年報 12
9. r, T.R 

05 9 13 0518 附属病院郁iiiガス紋傭改修．l：m :il．会潤査 公)IIi 遺構・遺3りなし 年報 12

05 ・ 9 • 14 0519 ｛阻髪北） A'f.務郎倉ll!lrt設工りl ff．会潤査 15796rrf 遺捐・遠物なし 年報 12

05 ・ 9 • 15 お13 （黒髭It1)．I：学部仕佼令改9田樟殷整偉等m霙ー 5 立会躙査 0.冗hi 包含層・ビット 年報 12
工⑭

C6 • 9 • 15 0513 （煤髭川）工学郎他校合改修出設整憐等りi祭ー l 立会綱充 40.5rrf 逗揖・遺物なし 年根 12
エ⑮

05 ・ 9 ・ 15 0520 +:荘団地北地区入退院棟前スロープ取設：rAI 立会関査 17.18rrl 遺捐・還物なし 年報 12

05 ・ 9 • 15 0521 本荘HI地（北地区）白風倒・木り1起し tf．会調査 2.355rrf 遺構・遺物なし 年報 12

05 • 9 ・ 16~ 0513 （黒髪内）．．I:字部他校合改修樟紋整団等事霰ー 2 立会潤充 97 3121rl jlj ft 土師苔・須恵器 年報 12
10 • 2 .l:R 

05 ・ 9 ・ 16 0522 朕学部附属病院管理棟附外粕水バルプ1rm工事 立会関充 2.25nf 遺構・遺物なし 年親 12

05 ・ 9・カ 0523 （医病）中央診痘IC!(fl:J:) 立会悶査 57.6rrf 遺捐・遺物なし 年報 12

05・10・11~ 0513 （瓜髭Itr)1：学ffilflll.校令改修紺設整阻等り1業ー2.3 立会閏査 150d 古代 il:9}｝址・溝•土節岱・須恵浮 年恨 12
II • 7 工(3

05 • 10 ・ 11 0524 本荘RI地（北地1む駐JICゲート整憫工!JI jt会調査 261.33日 遣Iii・ 遺物なし 年報 12

05 • 10 ・ 13 ~ 0525 （黒嬰｝情骰ネットワーク孜債：r．m 立会洞査 73.6rrl i1i fl:: 柱穴．．I：師岱・須患罰 年報 12
10 ・ 14, 
10 • 17 ~ 
10 • 18 

05 ・ 10 • 14 0526 捏文関査壼内郎改修慣依設俯1•AIt 立会詞在 2.0d 遺捐・遺物なし 年恨 12

05 • 10・19~ 05Zl (｝』髭北）文法学郎•44館スロープ整悧：mlI ．I[会閥査 914nt 遺構・遺物なし 年fll12 
10 • ID 

05 • 10 • 21 0528 工学郎ものづくり実胃癌祈営：r.事 ．t［会関査 810111 迫構・迫物なし 年報 12

05・10・25 0529 （医科）外来臨床研究棟玄関Irr環境整憫；I：事 .'；f．会閃査 381.12rrl 遺構・遺物なし 年報 12

05・10・26 0530 洟学部温lk宛（苗床iu室）籍修工事 }'/．会震査 5.5rrl 遺構・遺杓なし 年報 12

05・11・4 0531 IE情恨処理センクー用外費段取設工事 立会潤査 9rrl 這惰・遺物なし 年報 12

05・11・7 0532 軟f学郎附属費讚{m佼給水引さ込み漏水棲9E 立会詞査 3.5m 退捐・遺物なし 年籠 12

05 11・7 0533 （凩北）ボイラー名給水脊禎修：I:事 立会訊在 l.ld 遠構・遺物なし 年観 12

05 • 11 • 16. 臨 i 黒嬰内地1引囲滋改修T.IJt 立会謂充 124.J出 遺惰．這柑なし 年報 12
II • 21 

05・ll・29 0513 （黒嬰＂）． T．学部他佼合改9H比設整債等事業ー 2 立会関査 •l81rl 11ift ft9呂Jt.u：穴 年報 12
12 • 15 •T.g 
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3. これまでの調査と本害収録の遺跡

115・11 29~ 0513 （黒髭痢）工学部他校合改修樟紋整愧等事禄ー 2 発揺調充 2irrl 古代 住9計址・溝・ピット・土鉦器・須 年報 12

12 • 5 理⑥ 忠器

(15. 12 • 4 0513 （M¥髪甫）：r．学部他校令改修，柑設整伯等llf架ー 2 立会潤査 117.'ln1 古代 土罪樅 年報 12
:r．⑰ 

05 • 12 • 7 0513 {黒嬰肖）：r．学部位校合改修詑設竪柑等III業ー 2 立会讃査 87nf 古代 ビット・土師器・須息爵 年報 12
工⑱

05 ・ 12 • 9 0513 (！AW甜i)］：学部他校令改修拍股整憫等事業ー 2 ,;'!．会図冷 お ば 古 代 包含層•土師器・須恵器 年報 12
工⑲

05 ・ 12 ・ 12 0513 (l.＼髪南）：E学部他佼合改修施設幣偉等事業ー2.5 立会調介 ,rl 遣構・選物なし 年報 12
：l：⑳ 

05 • 12 ・ 12 0535 軟脊学部祈LFL郎農場tt藪抜桟 立会調．在 455.7111 柱穴 年報 12

(15 • 12 • 13 0513 （！胆＼髪甫）工学部他校令改修等雑設整備事業一 l 立会調査 0.5111 遺構・遺物なし 年報 12
:l: 2l 

05 ・ 12 ・ 13 0513 ｛黒髪出）工学郎他校合改修給設整俯等9It菜ー 2 立会閃査 3rd 遺構・遠物なし 年報 12

•T.22 
05 • 12 • 13 0513 (!J.1嬰lti)：l：学部他校舎改修祐設整伯等事業一 l 立会調査 87.5nt 遺構遣物なし 年報 12

r.23 

05 12 ・ 13 0513 （黒髭宙）工学部他校令改作施設整情等事業ー 2 立会謂査 18nf 遺構・遺物なし 年報 12
:r.24 

05 • l2 • M 0513 （｝』髪南）．T.学部他校令改修租設整債等事業ー 2 立会謁:ir: 86.6d 遺揖・遺物なし 年tll.12
理⑦

05 ・ 12 ・ 14 0536 阪学部弓辺場設備工事 立会調査 82.731d 遺惰・遺物なし 年報 12

05 12 ・ 15 0513 :n.＼髪市）工学部他校令改修厖設煎伯等ll［第一l.2 立会調査 廊．5ni 遺構・遺物なし 年骰 12
理⑧

05 • 12 ・ 16 0537 理学部プレハプ倉川（新＇常工事 :il会調査 l67nt 迫構・遺物なし 年報 12

OS・12・ 19 ~ 0538 （馬髪）情骰ネ・ットワーク館設憐：1:11~ （追hll) 立会閃査 70.2J5d 古代 土節器・須恵器 年報 12

12 • 21. 
12 ・お

l)ti．l ・ 6 ~ 
l • 11. 
2.切ー

3・2 

05 ・ 12 • 22 0539 本荘団地（中地区）ゴミ置場取設 .t/．会訊査 48.5lni 遺構・遺物なし 年骰 12

05 • 12 ・ 26 0513 ｛黒髪出〉、1：学部他校舎改修給設整憐等lII業ー 2 ：i1．会潤査 lOn! 遺構・遠物なし 年報 12
珪⑨

06 • l • 4- 0513 （県嬰ltt)］：学部他校令改修祐設整憐等事業ー 2 怜姐謂査 89nl 古代 0:/il:・Jfr ・土師器・須恵器 年報 12
I • 19 理⑯

00 ・ I 5 0513 (l．し＼髭南）工学部他佼令改修施設幣偉等耶棠ー 2 fゞ．会詞充 70rrl 遣構・遺物なし 年報 12
現⑪

06 ・I・ 10. 0540 *iii；臣地 {IM地区）埋設ガス行改作工qi 立会調査 6l.81rl 遺惰・選物なし 年報 12
1 ・ 25 

06 ・ l • Ii 0513 <！ll嬰出：，工学郎他校令改修舷設整絹等』It第一 7 ＇ヽr.会調査 l1rl 遺捐・遺物なし 年報 12
：［お

06・1 20 0513 (！t1髭南）工学部tJ!校令改修抱汲整俯等2It粟ー 7 立会調査 708nt 遣構・遺物なし 年報 12
:r.26 

06・1・26. ()5.11 （黙嬰it;)理学部駐翰場整懐エIli（追加． jTi追加含む） 立会調査 lll0.6m 古代 土釘若・須恵笞 年報 12
2・2 
2 10 
2.'Zi 

06 ・I・ 23 0513 (！9,＼髪南） ＿T学部他校合改修捻拉整伯等！ド業ー 7 1ゞ．会調査 45AId 遺捐・遠物なし 年報 12
:r. 2 7 

06・1・24 0513 ｛凩髪W)-T•学部他校合改修虹設整俯等！Jt菜 -2 .,l．会閲査 12ni 遺捐・遺物なし 年報 12
:r. 28 

06・1・26 0513 （馬墜itJ)工学部他校令改修抱設整情等事業ー 1 :,~．会関査 40nf 遺構・遠物なし 年報 12
T.29 

06 l・'Zl ぽ12 （医病）基幹・環境整情 a曳き家・移動経路） 立会調査 14“'rl' 遺構・遺物なし 年報 12

oo・I・ 30 0513 （，県嬰1船工学部他校令改修施股整僧等庫業ー 3 ）［会闘査 656.l rrl 遣構・退物なし 年報 12
:I: 30 

06 • 2 • 13 0543 附属病院雇貝厚生旅致団庭整備 立会調査 338.91rl 遺捐・遺物なし 年報 12

伐i2 ・ 16, 0544 (!X病）基幹・環境整佃（設備・曳き家後） 立会調査 391r/ 遺構遺物なし 年報 12
3 ・ 13 

06 ・ 2 ・ 17 お45 軟＂学郎川狐幼樅団プランコ 9月ゴムマット布殷 立会悶査 12nt 遠構・遺物なし 年報 l2

06 ・ 2 ・ 2•1. お46 (li＼癸）情柑ネットワーク館新営：r．lJiに伴う外捐工事 ','［会開査 18371n 古代 住居Jtl:.土師器須思器 年恨 12
3 • 7-
3 • 8. 
3 • 13. 
3 16~ 
3 17 

06・3・10 0547 （黒嬰）北地［を学生会館西開パイク Ill場設償．T．lli 立会潤査 48nf 遺捐・遠物なし 年恨 12

06 • 3 ・ 13 0548 本荘団地 (11,地区）渡 I}廊―F紋憤 立会調査 5,5nt 遣構・遣物なし 年報 12

06・3・24 知 9 （医内）外来化学療法七ンター限外汚水配脊工事 立会調査 1.92m 造構・遺物なし 年報 12

00・3 30 0550 ぎ木補修：mlI 立会胴充 0.9lnf 遠情・遺物なし 年報 12

2006年度

06 • •1 ・ 11 0601 敦f学部附属中学校テニスコート移設 立会翌充 5.g.IId 遺捐・遺物なし 年報 13

06 ・ 4 • II 0602 （焦嬰北）接地工事 立会製充 61r/ 遺樽・遺物なし 年報 13

00 • 4 • 11 0603 {l.1嬰北）費料館改修：1:11, 発掘潤査 32.111{ 古代 土師器 年報 13

06・ ・1 ・ 11 ~ U氾1 （黒髪北）資料館改修：rA11（屋外II財水） 発氾謂査 お．l2nf 古代 土閏若 年報 13
•1 • 12 

06., ・ 12 0606 :［学郎研究実験J印ltMIR設丁:lJI ．t!.会罰査 •19.051rf 遣構・逗初なし 年報 13

06 • 4 • 13 0605 放送大学案11.J仮取設工事 立会謀充 1.5I Ii 選惰・遺物なし 年報］3

06 ・ 4 ・ 18 ~ 0607 (li＼提I軒）工学部他校令改修維股整備等串発•9 立会調査 5.2ni 遺梢・遺物なし 年報 13
、I19 

12 



構内遺跡と調査の概要

06 • 4 ・ 21 

06 .. 1 • 2-1 

06 • 5 • 2 

06・5・11 

116・5・22 
5 • 25 

06・5・22 

06・5・22~ 
5 ・ 24 

06 • 6 • 12 
06 • 6 • 19 

06・6・22 
6 ・お
7・3 

06 ・ 6 ・ 27 
7・7 

06 • 8 ・ i 

06・8・il 

06・8・11 

06 ・ 8 ・ 21 

06・8・24~ 
8 • 25 

06 ・ 8 • 31 ~ 
9 • I 

06 • 9 • 7 

06・9・11 

06 ・ 9 ・ 12 

06 • 9 • 14 ~ 
9 • 15 

06・9・20-
9 • 21 

06 • 10 • 2 

06 ・ 10 ・ 2 

06 ・ 10 ・ 2 
10.'Zi 
10 • 30 
11 ・ 13 

00・10・10 
IO・ 12 

06 • 10 ・ 13 

06 • 10・16

06 • IO・ 19 

06 • 10 ・ 25 

06・11・2 

06 • 11 ・ li 
11• 切

12 ・ ・1 

06・11・20 

06・11・30 

06 • 12 • l 

06 • 12 • 15 
12 ・ 18-
12 ・ 25 
12 • 27 ~ 
12 ・お

07 ・I・ 4 ~ 
I・ 9 

06 • 12・19

06 ・ 12 ・ 25 
f17 ·•I· 2 

07・1・10~ 
I • 11 
I・ 19 

Oi • l • 18 
I ・22~ 
l • 23 

07・1・30 

Oi • 2 • 1 

07・2・20 

Oi • 2• お
IR・3・1 

07 • 3 • 6 

07 • 3 • 8 

Oi ・ 3 ・ 8 

Oi • 3 • 12 

Oi・3・20 

07・3・22 

07 • 3 • 26 

碑

0609 

0610 

06ll① 

06ll 
＠） 

0612① 

0612② 

0614 

0613 

0615 

0612@ 

0616 

0617 

0618 

0619 

061I~ 

0611① 

0620 

0611⑤ 

0611⑥ 

0611 fJJ 

0611⑥ (！』髪市） ：r．学部他校合改修庇設整旧等JIt招•IO

06llR 

0621 

0622 

0623 

062•1 

0625 

0626 

06'.!l 

0628 

0629 

0630 

0631 

0632 

0612@ 

竺
5

碑

0636 

畑

g

g
畑

邸

知

知

知

姻

碑

知

碑

(il＼髪北） 1Mi歩辺配竹悧修．l渾

理学郎駐翰場ガス洩れ補修

軟汀学郎附属914叶え遊A新設

（黒髪市）：I：学邪他佼含改作権註整偉等事業・l

（黙竪南）：r．学郎池校合改修お設整惰等JIt深•2

(l.［＼髪ltf):r.学郎ill!校合改修始設整情芥911硲•2

（黒髪出） ；r．牛郎l':I!校合改修祐設整憐等llt業5

（黒髪）環境安全七ンター粕水配管補9E
附属病院中央診燎棟新営電気紋債工事

附属病院中央む税棟析弁樗授数阻（衛生）．T．IIt

（訊嬰Iti) ：r：学部他佼令改修紺設整債等事梨•1

軟有学部附属III学校拾水管補修工事

（黙髪）プール附属家等環埴配慮改修(.,.スペスト処珂） ；mlt 

朕学節附属利院駐JI（場関清修理

教存学部附属費護学校吊外人工芝張ドその他工事

（黒髭肖） J:!"/!部他校合改作祐設整帽等印棗3

（川髪ltl) 。1．．学部他校合改作権設整債等事業・2

教守学部附属小学校プール系統給＊池水袖修工2Jt

（黒髭南）．l:牛郎他校合改修胎設整情等lli業•JO

（黒髪甫）：I：学郎他佼令改修泊設整霜行事棗•10

（黒嬰肖｝ ：r．ヰ邪他校令改修掟註整愕寺事業•10

黙髪南）工学部I也校合改9紐設整・帽等』II 菜•2
（黒髪）プール附属家守環境配慮改修｛アスベスト処理）エ
事その2

（医病）環JJt整備（西側駐Iい場等）工事

n，＼髭団地外灯l収殷その他：1:111

附属病院設慣行理棟アキュームレータードレン管湯れ修理

（医病）基幹・環埴整備（外クr)エ耶

（医病）甚幹霰惰（ポイラー設侑佳更新） 1：IIt 

（大江地区） lfl水設憐＿TAll

医学部附属病院行珪棟北佃外灯撤去工串

（本荘｝医学部保健学什校台改修霞気設I印：m

！i¥髪内地区T．学船通川FlM辺桂栽

澄鹿団地防火JII水撤去工!JI

事務局正r11樹木情伸え

慣！髪宙） ：r．学祁也佼令改修雑投整償字1Jt業．6

*:l..E北地区1飢蜀駐JI（場歩辺m現整債エIIC

（•本荘）医学郎保健学矛'H校含改修襟械設綱r.IIt

附属贅證牛校ガス沿れ緊急立会

理学部 4 号館外騒路1収設：1:11~

（本荘）医学郎保健学fH佼合改修工事

｛字留毛）ゴミ置さ場取敗：［平

（本荘）医！因胚保健学科校合CT用接地：l：III

黙嬰団地北地区知命堂ガス油れ潤査

（本荘中）医学卸＇ ’1衛j9t取り壊しエllI

中留毛B1地災1ttulumlt

（限嬰1")現学部泣立取り壊し工事

(I"地区）西側un悶改作：1:1Ji
本荘消地区・テニスコートJ.!11設給水管泊水：I：1J9

（医病）環坦整償（救急棟改修）懐械設憐：rJJ9

（教）附属幼構団IJll障改作＿l：IJt

（医病）環埴整憫（山崎記念館外部改9E)-l:m 

立会闊在

• .1［会関在

．、r．会潤．忙
51.．会閲査

．、［会閃充

癸掘閾在

発掘園充

立会閲査

.、・［会閃査

．t!.会閂在

.ff．会閾：充

・・,‘f．会関企

・・，'，.i?I月企

立会訊ft

立会llllit

(f.会関．在

:,z．会潤査

立会閃充

)'［会閾介

}ri""t 
.ff．会閃充

:'［会謂充

)'!.会関介

y．サ会潤．忙

1.31-d 

1.7rtf 

0.98nf 

32rrl 

l291rl 

I.Int 古代

24d 古代

0.571tf 

72•Id 
153rrl 古代

21.981-d 古代

1.7m 

0.59rrl 

8.75d 

4幻．51d

a.7d 

(j.1.lIrl 古代

2.8出

49.rAd 

14Oni 

32.96m 

55.11rl 

10.5rrl 

441-d 

兄揖潤忙 ＆077.5d 古ft
(S0.68m: 

立会調充

立会内忙

．t!.会謂査

｛ゞ．会訟忙

立会閃充

.、.,．会関先

:,'(.．会円充

•V.h碩．在

立会悶査

ff．会潤．忙

発姐閃査

泌791-d

2.16rrl 

296,1 rrl 

106.7nl 

0.24d' 

28d 

氾9.. 1Irf tift 

15rd 

56.!)3n{ 

3祁 d

162.7rrl 古代

.i'l．会閃充 29•13.79,rl 

::1．会訊忙 ll3.36rrl 

？ヽ．会閂ft

硲11:1調代

)［会調代

：（／．会潤先

立会閃忙

立会開．充

S!.．会悶在

立会調．忙

y．会潤．茫

.. 9.“"日在

立会謂充

．f!.会詞在

立会悶忙

立会潤．牡

IJ.45rrl 

30.3.';rrl 古代

311.2rrl 

ぉd

・1.35n1 

1.52rrl 

52.912面

13-1.82nt 

101.irrl 古代

55.28Irl 

763ば

5.77m 

25.7rrl 

1.15IIi 

遣揖・辺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

選構・這杓なし

遺構・遺物なし

l.I：穴・土師怪

lt穴•土虹器・須恵氾

遺構・遠物なし

遺捐・遺物なし

土幻召• ifi忠器

:I:師器・ iJI恵若

遺構・遺杓なし

遺構・遺物なし

這構・這わなL

遠清・遺物なし

溝•土印苔

遠構・遺物なし

遺惰・遺物なし

遺構・遺特なし．

這惰・遺物なし

遺惰・遺物なし

土師器・須恵監

遺捐・遺物なし

遺捐・遣物なし

遺構・遺杓なし

這構・遺物なL

選情・遺物なし

. .t師罰

這構・遺物なL

遺構・遺物なし

遺情・遺物な：一

. .t出苔・須恵．器・動物什

遺構・迅物なし

迫捐・遺物なし

這情・逍物なし

:I:ー面蔚．煩患婆．礫

年輯 13

年報 13

年報 13

年穀 13

年報 13

年報 13

年親 13

年限 13

年報 13

年報 13

年報 13

年報 13

年報 13

年報 13

年ffl.13

年恨 13

年報 13

年ffl13 

年報 13

年報 13

年報 13

年報 l3

年報 I3

年報 13

年報 13

年報］3

年報 13

年報）3

年報 13

年報 13

年報］3

年戟 13

年恨 13

年報 13

年報 13

年報 13

年骰 13

年報 13

年殺 13

年ffl13 

逍情・遺物なし

丑惰・追杓なし

遺構・遠杓なし

退構・遺物なし

遣構 •ill物なし

逍情・遺物なし

:I：紅四

遺構・遺杓なし

遺構・遺物なし

遠揖・遺柑なし

還情・遺物なし

遺構・遺物なし

年戟 13

年報 13

年骰13

年附 13

年りll3

年戟 13

年報 13

年報 13

年根 13

年報！3

年根 13

年報 13

13 



3. これまでの調査と本書収録の遺跡

2007年度

07・4 ID 0701 （教）附属喪護学校東l"I等改修工1t )'/.会籾査 2 rrl 遠構・遺杓なし 年報 1•1

m・・1・ 12 （本荘）医学部OO杏講義棟新営．T.lJJ 試揖謂査 古代 溝柱穴•土器 年報 l•1

Oi 4 ・ 13 0702 軟打学部附属幼推団斜ff9I渥取設＿1―.II9 j'［会潤査 18.21 rrf 遺構・遺物なし 年恨 M

07 ・ 4 ・ 16 fli03① （黒髪LTL)工学部f也校令改修舷設．整俯祢事菜6 .ff．会潤査 61 IIt 遺捐・退物なし 年報 l•I

4 ・ 20 

07・5・7~ 070.1 （謀髪1船新甘工事に伴う樹木移梢．1：nt ．，t．会閉充 •1•16d 古代 :I：師器・須恵控 年報 14
5・8 

07 • 6. 7 （医病： •東れ棟新営．T.lJt 試樹閃査

07 • 6 • 13 0705 （医病）東刑棟新常に作う支障配線替：ml1（電気設他） 立会濶査 7 rd 遺構・遺物なし 年報 14

07 ・ 6 ・ 19 ffi03 (t （黙髪I＂）工学部他校令改修純設整情等事業ー 13 立会潤査 469.2rrl 遺槽・遺物なし 年報 14
6 • 21 
6 ・'Ii 

<Ji・6・20 0706 ,t.:荘南地区保健学科通1lll'1整備 立会詞査 I 7.4rrl 遣構・遺1りなし 年報 14

07・6・20 焦髪北地区総合研究棟新常工事 試揖閃査 柱穴・：l：晋 年ffl14

Oi・6・25 0703@ （黒髪ItI)：r.学節1也校令改修給設整悧等事業13 ,1'f．会調査 31.4rd 遺構・遺物なし 年報 l•1

07・6・26 0707 （本荘）医学部図搭講義棟新営工事 立会獨査 ｛一次揺削立会） 年報 l4
6 29 
7 • 10 
7 ・ 18 ~ 
i ・ 19 

Oi・6・28 0708 大教七ンター市憫固水管つまり修理 立会濶査 l.50n! 遺構・遺物なし 年報 M

07・6・29 07ば1 ｛本荘北）仮設渡切紺l‘•取設工llt 立会調査 43.5rrl 退構・遺物なし 年戦）•I

07 • 7 ・ 3 0703④ （黒髪Jli)J:．学郎他校令改修施設整伯等事業-0,14 立会調査 36rrl 遺旧・遺物なし 年骰 l•1

07 • 7 • 4 0710 （京町）教打学部附属,J中学校仮設校台取設工事（変更） ．v．会訊査 •I01rl 遠情・遺物なし 年殺 l•1

07・7・9~ 0703@ （馬愛rt.J):r.．学部他校令改修施設整儒等事業る .＼［会調査 58.75m 退構・遺物なし 年報 14
7 • 10 

Oi 7 ・ 17 0711 ｛医病）基幹環境整憐（旧中央診根棟取り壊しにff.う電気立会潤査 &34ni 遺構・造物なし 年報 l•I
設債）．T．Iμ

07 ・ 7 17 <:ri03⑥-1 （謀髪it!) 工学部他校令改修施設整憐等事業•13 立会調査 1.576.Grrl 選捐・遺物なし 年報 14

07 7 19 0703®•2 （黒登南）工学部他校舎改修施設整僧等事業•13 立会胴査 3(}(）．08nf 逍構・遺物なし 年報 14

07・7・30~ “17 （繹）医:m邪図密講義棟祈背工llt 発姐調査 1590m 縄文・古代縄文時代石器・縄文土器・土紺 年報 l4
9-3 器・須息器・古代鉄荏

Oi • 8 • 7 0712 （医病）東病棟新営工事 ．i・（会潤査 訊nt （一次i1JlnIl) 本報告V

07 ・ 8 • 10 0713 薬学部屈外給水行油水修理工1Jt 立会醐査 1 1rl 退構・退物なし 年報 14

07・8・22 0714 （焦髪IM)理学部 1.2号鉗掲示板取設：mlI 立会既査 15.7rd 還構・遺物なし 年報 14

rJi •8.23 Oil5 （黒髪:ti).1．．学部他校令改作恙設整備等m業 19 ・電＇［会詞査 2.09rrl 遺構・遺1りなし 年報 l•I

07 8・勾一 0712 （医病〉東9月棟新常、T.llf 発掘調査 邸9.29rrf 縄文・古泊・縄文土器•土面沿・須恵若•石 本報告V
10 お 古代・近世 器・古代鉄器・紺製袴帯・馬竹・

宋銭

07 • 9 • 3 0716 本荘W地L{It．序場Ill入1:I整t9 立会調査 四4.8rrl 還捐・遺物なし 年骰 M

07 • 9 1,1 ff117 （医病）湛幹・環境整佃 <lI]中央診燎棟取り壊しに伴う機械 ．＼［会開査 939Irl 遣情・遺物なし 年報）4

10 • 3 設tia)：ml!

07・9・25~ 070.3R （阻髭市）：r・学部位佼令改修祐設整俯芍IJJ業-6.16 怜紺閃査 'Zi5.5rrf 古代 住居•J: ・ビット・士卸器・須恵討 年報 14
9 ・'l:i 
10 2 

07 ・ 9 ・ 27 0718 （大江） OO学郎本館耐震改修工事 発掘調査 2!i1,:-12rr1 i1ifl:: 消•土師器 年報）4
10 ・I~ 
10 ・ 2 

<:ri • 10 ・ 4 0719 （京町〉 9iff学部附属9,、中学校校舎浴改修．t事 立会関査 308.68m 弥生・古代ピット・弥生土器・土師昏 本報告V
10 ・ 15 ~ 
10 • 16 
10 • 22 
10 • 25 

08・1・30~ 
l • 31 
2 ・ 13 

Oi ・ 10 • 19 0720 事務局1"fJ!等晃外給水符祖修工事 立会謁査 2.5rrl 遺構・遺物なし 年報 l4

07 • 10 • 26 ~ ffll9 （京町）教f学部附属小中学校校令等改修工事 発掘調在 230.3rrl 弥生・古代竪穴住居・ピット・溝・弥生：L 本報告＼T

11 ・ 28 若・士師器・須恵沿・打製石鏃

ffl ・ 12 ・ 3 ~ Oi2l （京町附属小111)校令魯機械設僻改tE :1,L会謂査 l.309.05nt 弥生・古竪穴t1:9計・ピット・弥生土齢・士 本報侑V
12 • -1 代・近世・師若・須恵器・近ilt.近代困磁巽

12 ・ 6- 近代
12 ・ 7 

08 ・ 1 ・ 18 

07 ・ 12 ・ 5 匹 2 （黒髪）工学部8号館内部改修その他工事 立会詞査 97rrl 逍惰・遺物なし 年報）4

fJi • 12 • 5 Oi23 （黙髪； ：r．学部8号館1'-1部改修電気設偏．t事 立会謂査 M.lnf 遺構・遺物なし 年戦）•I

12 11 

07 ・ 12 • 7 0724 （本荘II9)医学部基硲研究棟 (C棟とりこわし） ：r．lIt ff．会調査 1.000出古代 土抗・ピット・：l:t屈器 年報 14
12 10 
12 • 12 
rrr 12 • 7 072.5 （京町）教村学部附属小・中学校佼含等改作電気設憐工事 j'［会調査 90rd 遠構・遼杓なし 年報 M

W ・ 12 • 10 0703R-1 （黒髪1tl} ： I：学部位校令改修施設整俯称事業•6.18 立会調査 l•l8.75nf 古代？ ピット 年根 1・1
12 ・ 17~ 
12 ・ 18 

08 • l • 16~ 
I • 17 

<Ji 12 • 1'1 ~ Oi21 （京町附属小中）校令岬機械設備改修 蛯位1胴査 112.65nf 弥生、古竪穴住居・ピット・近代土坑・弥 年報 14
12・カ 代・近世•生土器・士師器・須恵岩・近tit.

近代 近代囚磁器

07 ・ 12 ・ 19 0726 医学部法霞研究棟北＂喫涌所 立会調査 I 1rl 遺情・遺物なし 年報 14

( •I 16 <Ji03（⑨ （馬従It[) 工学部他佼令改修施設整傭等罪梁•20 Lゞ会調介 94.51rl 遺構・遺物なし 年報 14

14 



構内遣跡と調査の概要

08 ・I・ 22 

08・1・22 

08・1・23 

08・1・25 

08・1・29-
l ・ 30 

08 • 2 • l 
2・4 

08 ・2 ・ H 

08・2・25 

08・2・27 

08・2・29 

08・3・!1 
3 • 26 

08 ・ 3 ・ 17 

08 • 3 • 21 

08 ・ 3 • 21 
08・3・25 

08・3・'?l 

08 ・ 3 ・ 31 

2叩昨度

08 ・ 4 • 2 

08 • 5 • 7 

08・5・20 

08・5・26 

08 • 6 ・ 5 

08 • 6 ・ 6 
6 • 19 
6 ・ 23 
6 • 26 
7・4 
7 ・ 10 
7 • 18 
7 ・ 28 
8 ・ 25 
12 • l 
12 ・ 8 

08・6・20 
6 ・25~ 
7 ・ I 
7・ 28~ 
7 • 30 
12 ・ 4 
12 • 18~ 
12 ・ 19 

08・6・9~ 
6 • 10 

OS・ 6 ・ 18 

08・6・23 
7 ・ l 
7・3~ 
7 • •I 
7 ・ 15 -
7 ・ 16 

08 ・ 7 ・ 10 

08・7・11 

08 ・7 ・ M 

⑱ •7 • 15 

08 • 8 ・ 18 

08・8・20~ 
8 ・ 22 

08 ・ 8 • 21 

08 ・ 8 ・ 21 

08・8・29 

08 ・ 9 ・ l 

08・9・9~ 
9 ・ 10 

08 ・ 9 ・ 9 

08・10・6 

08・10・9 
10・10~ 
ll・ 加

08 ・ 10・10

OS・ 10 ・ 15 

08 • 10• お
08 ・ 10 ・ 29 

08・ll・4 

08・ll・6 

OS・ll・IO 

08 • 10・10

0727 (/•1．し嬰）工学郎 8 サ館紺震改修機械設債工m

0728 <！}．！髪） ：r．学部8号館1,.1部改作機械設信工事

r.Ti03⑧2 :A＼髪I船：r.学部他佼合改作樟紋整情等事業5,18

0703-lY ：川嬰1t1) 工学郎他佼令改i固絃設整債等事業•IO

C1i03•⑧3 溝＼嬰1佑：r．学部他佼令改修桔紋整債等事業5,18

0703⑥4 （黒嬰lti)工学部他校令改修権紋整債等事業5,18

0729 

0730 

0731 

0732 

0733 

073i 

0735 

0736 

07:ri 

Oi38 

ぬ 9

（思足Jti)，ドイラー等撤去工りt

（！i¥嬰北）教打学部附属特別支援学校防火9t1水惰撤去工lit

(JA嬰市） 113惰恨処理•I: ンター改修

{＊iIE)特別店1J:受冠棟川築：r．l"

（医病） 113中央診療棟とりこわし：r:11~

(U＼従：It:)徘水路1UII:1部フェンス設In.tIIt

医学部保健学科ポイラー IIIjg•F．爾油タンク撤去．tlll

（大u：北）児学祁irlthIII水惰撤1a:tIt

（！i＼晏itr)ポイラー帷突撤去：I：IIt

(*iE9り）医学部1駐紐学科記念碑取設r.Ilt

（！』嬰北） III庫 ii:寇ク［取設．T.lJ~

立会謁．在

立会綱査

立会蜀査

立会調査

立会調査

立会潤．在

立会調査

立会潟査

立会潤査

立会潤査

立会調査

立会捌査

立会糊査

立会調査

立会調査

立会調査

．t．会悶査

12rrl 

2 rrl 

89m 
20id 

96.irrl 古代

53.02m 古代

38.8rrl 

4 ni 

2.5rrl 

9 rrl 土師岱

8lrd 

50.3d 

•10rd 
73.3m 

208m 
36.5m 

10.135ni 

逍構・逍物なし

遺構・造物なし

遺構・追1りなし

遺構・遺1かなし

遺構・遺1りなし

年報 l4

年報 14

年報 14

年報 l4

年報 14

卿
竺
二
卿
竺
[

0806 

080i 

0808 

0809 

0810 

0811 

0812 

0813 

081•1 
08M 

0815 

0816 

0817 

0818 

0820 

0821 

0822 

0819 

0823 

082•1 
0825 

0826 

0827 

0828 

0829 

0823 

（医9月） lu中央診燎棟とりこわ L:mJt（追｝JI)

附属中学校散水復iil.tlIt

薬学祁渕取団符珂合ガス管改修．IlJI

（本荘北）駐翰場取壊し：r．！JI

（黒髪1"）ボイラー究市開給水贅湿水修理

（開嬰） 1t1地区磁利給設支悶配管tu:111

(n\ 墾） Iti地区福利雄殴支阻配行杵工串•

（本荘）灰牛祁図符講義棟新営撻械設備；r．lJt

（黙髪北）布機系廃液処理雑設東閲給水管沿＊修理

（黙嬰ltf)福利樟設樹＊移梢．工事（辺9J!1)

字留毛団地給水符祖修工事

（黙嬰l船共nI棟114陪改修霞気設惧エ！11

（黙嬰1t1)褐示板移設］：llt

(+ii：中）医学郎絡礎構内固Iiガス配管泊れ修理

(lほ削）東病棟新営工Ili

（医刹）東科棟新営：l：lli

（本荘RTL)こばと保ffHI支障基礎if撤去：mJt

（本荘19』)医学部基礎構11.nli水道配管漏れ修理

中留毛l}1地ii~ タンク詈紐線柚修：ml[

（！i¥嬰北）ポンプ寮西側給水管油水修理

（！』嬰北）文法学部木館改修IM側支障杓撤去＿T.祁

＊荘li11地（北地区）升緩師柑舎埋．設ガス行修理

本荘川地区保健学科東餌11!IIほ整伯

（渡龍） ｛ぷ'fr館酎震改修その他エilt

教f学部附属特別支援学佼漏水詞査捕修工平

（＊荘ItI)灰学部保惚:tfH畷硯所取設工事

｛医消｝電1J:r.9Jt負担金

（県嬰ltf)共Ill棟黙嬰3樹＊伐採・移植工nt

1i店開校 120Ml年記念禎樹

（本荘）こばと保打1日改築電気設債．T．事
（川嬰．It)q：務部プレハプ倉i)！改修機械設悦J：事

教＂学部閉属特別支援学校漏水詞充補修工事

_¥f.．会類査

立会訊充

立会訊査

立会閏充

立会詞介

£ゞ会関査

発拇閾査

立会潤査

立会潤査

立会関査，I

発姐調査

立会調査

立会謂査

立会国査

立会閑査

立会調査

発掘調充

立会踏査

立会腐査

立会闊査

立会岡在

立会闊充

立会調査

立会調査

一次掘niJ/
発掲調査

立会調企

立会悶査

立会四査

立会潤査

立会蜀査

立会謁査

立会潟査

立会岡査

20Id 

2m 

l.8rrl 

11.1 nf 

2nf 

紐 46nf 古代

125.21r! 古代

29.7nf 

03Irl 

23.5lrl i1ift 

2111 

3.6rrl 

41.11rl 

2.42Id 

81r/ 

212Id 

1出

1.71Irt 

0.96面

2.1面

80.2nt 

7.4面

3Oni 

郎t95m

4.8nf 

0.8nf 

l20.5nf 

44.55nf 

0.25nf 

10.7nf 

25nf 

・I.8rrl 

遺惰・遺物なし

遺情・遺物なし

這情・遺物なし

遺惰・遺物なし

.J:t5器

土釘監

選構・追物なし

遺構・追物なし

退構・追物なし

遺構・遺物なし

遺情・這杓なし

ill情・遺物なし

遺構・遺物なし

遠情・遺物なし

遺情・遠物なし

:l•ー師器

i魯・ビッ I・ ・：l:師器・須患諾・近

代困磁僻・ 1.i骰

遺構・遺物なし

遺構・遠物なし

溝• 91：居址・土師器・石器

迫構・遺物なし

追構・遺物なし

追構・選物なし

遺構・遺物なし

弥生 溝発見

弥生・古代如l叫沿・土師路・須恵器

追情・遺物なし

追柑・遺物なし

遣情・遺物なし

造情・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

速構・遺物なし

縄文・i!i項・縄文土器・石器．古項時代玉．＿t
古代 卸蔚•石路・人骨

遺情・遺物なし

遺携・遺物なし

辺情・遺物なし

迅捐・遺物なし

這捐・遺物なし

退旧・遺物なし

年襲 1•1

年報 14

年報 l4

年報 l4

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14

年報 14

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年ffl15 

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 l5

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

年殺 15

年報 15

年戟 15

年報 15

年報 15

年報 15

年報 15

15 



3. これまでの調査と本害収録の遺跡

08 ・ 10 ・ 15 

08 • 10 • 28 
08・10・29 

08・11・・1 

08・11・6 

08・11・10 

08 ・ 11 ・ 18 
11 • 19 ~ 
11 • 21 

08 ・ 11 • 18 
11 ・ 20 
12 ・飢

08 ・ 12 • 1 

08 ・ 12 • 3 

08 ・ 12 ・ 10 

08 ・ 12 ・ ll 
12 ・ 15 ~ 
12 ・ 19 

09・1・13~ 
2 ・ 19 

08 ・ 12 ・ 22 
12 ・ 24 ~ 
12 ・ 25 

09 ・I・ 5~ 
3 • 10 

08 ・ 12 • 2・1 
08 ・ 12 ・ 26 

09 ・ 1 • 20 

09 ・I・ 22 

09 ・ 2 ・ 2 

00 • 2 • ・1 
oo・2・5

09 • 2 • 12 

09 • 2 • 12 
09 ・ 2 ・ 13 

09 • 2 • 13 ~ 
2 • 19 

09・2・23~ 
24 

2 ・ 27 
3 • 4~ 
3・5 
3 ・ 13 

09・2・16 

09 ・ 2 ・ 16 

09 ・ 2 ・ 17 

09 ・ 2 ・ 18 

00 • 2 • 18 

00・2・23 

00 ・ 2 ・ 2-1 

09・2・26~ 
3 ・ 12 

09・2・26 

09・2・'Z1 

09 ・ 3 ・ 3 

09・3・ -1~ 
3・ 6 
3・ ll 

09 ・ 3 ・ 6 

09 ・ 3 ・ 6 
3 • 13 

09・3・ 9~ 
3・ ll 
3 • 17 

09 ・ 3 ・ 9 

09・3・10~ 
3 • 11 

09 ・ 3 ・ 16 
3 • 23 

09 ・ 3 ・ 17 

09・3・23 

09・3・27 

09 ・ 3 ・ 31 

圏

082.5 

0826 

082i 

0828 

0829 

0830 

083] 

0832 

0833 

0834 

0835 

0836 

五高開校 120周年記念植樹（追加）

（黙髪北）教＃学部木館改修南側酎裳補引i工事

（黒嬰宙）惜蓄倉叶［取設ーT.ilI

（黒嬰南｝ Iti地区ポイラー空改修Jコlt
（黒髪iii)ものづくり実習室l［新営に伴う支悴樹木伐採・移

梢工事

（本荘）医学部図術講義棟増染機械設俯工Ili

（焦嬰北）ポイラー煙突撤去工事

（黒榮北）教村学部本館・文法学部本館改修粧気設｛が1:m
（変更）

0&l5 く黒嬰Jtl)福祉胸設新染：r．3It
0846 （城東町）附属幼稚園北r’l改修工事

⑱ i7-l （訊髪北）教・f1学部本館改修（変更）

~2 

0848 -l （黒竪北）文法学部本館改修（変更）

・-5 

0837 

0838 

0839 

0糾0

0841 

0842 

0843 

0844 

竺畑

0855 

0856 

0857 

0858 

0859 

0860 

0861 

0862 

0863 

0864 

0865 

0866 

0867 

0868 

（本荘南）医学部保健学科喫埋所取設工事

（医病）電力工事fl担金

（黙嬰柑1)共用棟焦嬰 3樹木伐採・移植．T.1Jt

.1i高開校 l20I.13年記念梢樹

（本荘〉こばと保内園改染寵夕（阪{R.T.llt

（黙嬰北〉学務部プレハプ倉庫改修機穀設悧工事

（本荘）こばと保育団新営機校設俯工事（変更 2)

（渡鹿）体市館耐簑改修機桟設in.―I:!It

文法学部誘義室北襲l給水竹漏水勁査

（訊髪北；，教行学部本館東開汚水枡補修工事

（本荘IP)共用研究棟新営工琳（変更）

（医病）東病棟新営慨械設何（衛生）工事（変夏）

湛髪北）教↑学部本館・文法学部本館改修懐拉設悧工lJf一次据削／ -156.541ri 古代
（変更その 1、その 2) 発姐捌査

息髪団地（北地区）外灯増設その他工事

（渡廊）体育館酎霰改倍機械設1他E!}[（追加）

0851 （医科）水路蓋改；g：［1Jt

0852 <!1.\~lけ）排水ボンプ電源：[lJi

0853 (！屈竪南）ものづくり実宵蛍II新常砲気設怖工1Jt

0訊7-3 （黙髭北）教脊学部本館改修（変更その 2)

啜 4 （島嬰北）北地区ボイラー室改修：I：llt

0854 （黒髪北）北地区ボイラー窒改修＿l：lJI

（馬嬰1ij〉IBfi報処理センター改修爾気設憫．TAJ!

（黒嬰1H〉ものづくり実習室II新営工事

（黒髪南） 1日梢報処理センタースロープ取設：1:11i

（！犯g:lt)教打学船本館改修―東側植栽．T.事

（黒髪Iii)共用棟船髪 3耐震改修機械設備工事

（黒髪内）ものづくり実習室n新営懐械設備．．mit

（黒髪北）文法学部本館改修束捐植栽工lF

(l，財嬰南）共用棟黙嬰3耐震改修電気設偉工事

準 髭lfi）ポイラー室他改修伐械設偉工事

（黒愛北）環境整情く排水等）エilt

(}l_＼愛南） 1打地区ポイラー究因辺ク"flli工事

（黙晏北）学生会館北俯排水等こr.1JI

（開緊北）北地区ポイラー室周辺外楕工事

倦淵）カープミラー取設．T.事

．＼［会閲査

立会閥査

立会調査

立会潤査

立会閲査

立会潤査

一次掘削．I

発掘調査 I
立会調査

発拇調査

立会調査

立会調査

立会調査

一次掘削 i
発掘覇在

立会調査

立会謂査

立会調査

立会調査

立会潤査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調査

立会調．在

立会開査

発姐謂査

（立会調査）

立会濶査

立会岡査

.w.会潤充

立会潤査

立会潤査

発掘濶査

立会潤査

--,t会濶充

立会調充

立会調査

立会訓充

立会調査

立会繭査

立会関1f.

立会詞究

立会調査

立会謂査

立会濶売

0.8rrl 

120.5m 

-14.55rrl 

0.25面

10.7rrl 

25m 

5nt 古代

113.3:rrl 

l.D-11rl 

MIrl 

14.l3rrl 

5801rl 

0.3rri 

60点

-13.5rd 

5nt 

8ば

7.2rrl 

51ri 

9.6:rrl 

l.Grrl 

l rrl 

130.81rl 

138.17rrl 

3m 

13.321-d 

81-d 

lnl 

0.5nf 

244.6m 

12m 

106nt 古代

20.85面

60. 99rrl 

33. lMnl 
（内L12rrl) 

立会調査 ll 7rrl 

3. 6rrl 
(0.32rrl) 

115．引rrl
(W.74nf) 

336rrl 

21 n1' 

98.5rrl 
(4. 861rl) 

119. 99r:rl 

立会謂充 393.78nf 
(I. 121If) 

l81tf 

37. 24nf 
(16. Inf) 

2 n{ 

遺構・造物なし

遺構・造物なし

遺構・遣物なし

遺構・逍物なし

土師器・石粒

遺梢．逍物なし

逗柄・遺物なし

迫構・遺物なし

焦曜石

ピット・住居址•土師器・須思
括・弥生土器・縄文：I:.器・石器・

鉄器

溝・住居址・ピット•土節晋・須
思器・石器

逍構・造物なし

遺構・遺物なし

逍構・遣物なし

遺構・遺物なし

遺構・遠物なし

遺構・逍物なし

遺構・遺物なし

遺捐・追物なし

辺梢・遺物なし

退梢・退物なし

遺構・遺物なし

逍構・逍物なし

遣構・退杓なし

迅構・造物なし

造構・逍物なし

造構・遠物なし．

遺構・遣物なし

遺構・造物なし

土師笞・須．屯翡

ピット・竪穴住居址・辺状遺構・

土煽墓・鼈•土師器・須恵器•土
製紡錘llf.

遺捐・遺物なし

遺構・遣物なし

退惰・退物なし

遣梢・遺物なし

逍構・遺物な L

遺構・遺物なし

過構・退物なし

造構・追物なし

逍構・遺物なし

u：居址・ピット・土師器

造構・逍物なし

遺構・造物なし

遺構・造物なし．

逍構・造物なし
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1 構内遺跡と調査の概要

2009年度

09 ・ 4 ・ 15 
4 • 17 

09・4・20 
4 • 22 
4 ・ 24 
4 • 27 
4. 30 

5 ・ I 
5 • 25 
5 • 27 
5 • 28 

09 • ・1 • 23 

09 ・ 5 ・ 8 

伐｝． 5・8

09 ・ 5 ・ 27 

09・5・28 

09 • 6 ・ 5 

09 • 6 • ・1 

09 • 6 • II 

09 • 7 ・ 3 
7 • 22 

09・7・6 

09 ・ 7 ・ 8 

09 • i ・ 8 

09 ・ 7 ・ 13 

09・7・28 

叩 •8 • 7 

09・8・10 

09 ・ 9 • •l 
09 • 9 ・ 4 

09 • 9 • 4 
10・2・24 

09・9・29 

09・10・6 

09 • 10・13
10 • 30 
11 ・ 12 
11 • 13 

0901 （黙髪ltJ)西l"I改修植栽移捐工事 tr.会潤査 l81rl 

0902 {！n戻市）西l"l改！反工事 立会潤査 422IIi

0903 (＊荘中）,,,地区構内カープミラー取設．J渭t ;It会溝査 1. 19m 

090-1 （字留毛）学生寄音舎駐紺場祈営工事 立会潤査 115. 6trl 
(16d) 

0905 OM嬰WI}ht外柑水管改iにエリi ]’f．会調査 5.llnf 

0906 （大江）薬学部行薬フロンティア七ンター新営そのiti!:I3lt :（9．会別在 191. Im 
(0.8110 

0907 （保病）基幹整慌（耀話交換設悧更新）：I：llt その I｛変更） 立会料査 179. 21rl 
(lJ. 4R1rl) 

0908 （医病）基幹整i匂（電話交換設憐更新） ．． I：事 その 2 立会腐査 l.6m 

0909 （大江）薬学部樹木伐採・移植工事 立会閃査 42. irrl 
[10. 48Id) 

0910 （黒髪北）ガス配行修理 立会瀾査 3 nf 

0911 {大江）薬学f&'ff薬フロンティアセンクー新営その他電気設 立会調査
儒T.m

3. 24nf 

0912 熊本大学黒嬰~JI地（東地区）インフラ整儒 :,~．会訊充 40.1. 5nf 
(1. 2Id) 

0913 （島歴北）非常勤講師frli(I姉設屋外給水管泊水修理 立会関査 0.6rrl 

0913 （媒緊北）特別支援学校屋外給水行泊水修理 立会閃査 0.81rl 

0914 （黙髪北）文法学部本館酎震プレース基礎まわりエllt t［会潤．在 71d 
(3. 5n0 

0915 {字留毛）留学生窪舎新営電気設帽工nt（追加その 5) 立会悶査 2 nf 

0916 （本荘It9)動物資瀧開発研究比設棟1tiOOH外配管漏水修理 立会閾ft 3 nf 

0917 （本荘中）構内通路屋根取設工事 立会額査 8. 061rl 
(O.•M1d) 

0918 （瓜髭北）軟fr学部本館・文法学部＊館II期改t厨幾伎設傭工事 ．fl．会閃査 50. 371rl 

0919 0.U髪北）文法学郎本館ll期改修外構J:lII .{{．会潤査 ・16-1.8nt 

0920 (91.¥髪北）文法学部本館lllul改修東閲外構エ祁 ・・¥.［会濶充 3. 56nf 

0921 {黒嬰北;教'ft学部本館・文法学部本館II期改修霞気設阻I3Jt 立会関査 8. 26rrf 

0922 （瓜髪南）工学部研究実験棟準懐室A槍接地工事 立会霞丘 ：3. 61rt 

0923 （阪刹）東刹棟新営機械汲旧（衛生）：r．JII（変更） ．V．会開ft／ュ：区
鉗紺謂査 ①30出

(Onl) 
⑨15nl 

R⑥50nf 

遺構・遼物なし．

1勺扉・堀新設：こ際し黒掲色の住Ij;
址らしき退構検出
それ以外遺構・遺物なし

遺構・造物なし

遺樽・遺物なし

逍構・退物なし

遣構・退物なし

遠構・遺物なし

遺構・遠物なし

遺構・遠物なし

遺惜・遺物なし

追構・遺物なし

遠構・遺物なし

遣構・遠1りなし
遺構・遺物なし

遺桐・遺物なし

遺構・遺物なし

遺捐・遺物なし

遺構・這わなし

逍構・遣1りなし
遺構・這物なし

遺捐．逍物なし

選情・遺物なし

遺摺・遺わなし

ビット・ 1.ti，ii
土師器り：． 3.n:恵牲査

叩・ JO・ 19 0924 （医病｝東柑棟新営機械設備（衛生）エ串（変庚｝ 立会訓査／．t（g. ピット

10 ・ 23 
10 • 27~28 

()t）・ 10• 27~29 0925 （医病）来料棟新営機桟汲債（衛生） ：mlt 追加その I
11 ・ 18 
II ・ 19 
II・ 2-t~ 
II・ 26 
12 ・ l ~ 
12 ・ 3 

09 ・ 10 ・ 13 
10 • 28 

09・10・20 

0926 (I哭射）基幹整憐（自家捻霞設惰更新） ：r．"l 
0927 （黙愛南）ゴミ集積場取設；r．事

発掲調査 @:-39nf 
④5'1 rd 

q)25. 51-d 

立．会料査／エIK
発紺閥査 ⑨9IIt 

•s,'7. 21rf 

溝• :I••Mi甍•高杯
土師路・ 3[I患器

．t．会調充 6-IId 古代 土釘器

立会潤査 75. l rrl 土師椿
(9.19nfl 

09 • 10 • 21 

()1J．10.凶

09・ 11 • 4 

09 ・II・ 10 

0928 （屈嬰北）軟行学部本館・文法学部本館 II期改修恨浸設愴工 立会謁査 '16. -11ri 
(3. 3rrl) 

遺捐・遺物なし

迫構，遺物なし

磁器

11 • 18 

09・11・10 
11 ・ 30~ 
12 ・ 3 
12 ・ 1-1 

09 ・ 12 • 9 

09 • 12 ・ 9 

事

0929 （医病）第6刹棟スロープ取殴工事

0930 （本荘北）基礎研究控北側プレハプ,1ヽ 段改修工llt

0931 (医9船某柑煉北日排水行等取拉．T．llt

0932 (！M髪IM)Il1因宵館工学部分当改t伍エ1Jt

0933 ｛京町）附属小学校プール他改修機械設債工事

093-1 （黒嬰I打） 11•I 図苔館工学郁分室位改修電気設偏工事

XI．会閾在 2 rrl 

立会調査 0. 9111・

.i.“？洞査 57. 17nf 縄文後期 A・C遺惰・遺物なし
古代 B住店址・縄文後期土器・古代：t

師器• 9II！ぶ特

立会調査／ l胆l』屎試古代 栂
発掘詞査掘・ビッ 古代：l:J届器・須恵沿

ト試掘

0. 98rrl 
外溝．T．m

230nf 

立会潤査 62. 04rrl 
(1. 8nf) 

．t．会調査 しI,6•1irl 

遺捐・遺物なし

遼構・遣物なし
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10 • 1 i 0935 （黒戻北）体打館改修霞気設情．T』lli 立会閲査 423.2)rrl ピット

I ・ 12 ／発姐開査 土聞器甕．杯・須恵器

I ・ 19 摩耗した瓦・磁器

I • 22 
I • 28 
2 2 

IO・ 1 12 0936 （阪病｝ Illこばと俣行園51JI（場整備 立会調査 121rf 埋甕

10 l 13 09:17 頃＼髪M)11.l図書館工学部分室他改修機桟設銅Dlf 立会調査 56rrl 遺IIJ．遺物なし
2 ・ 23 

10 ・ I ・ 1・1 0938 (！l斐itl}ェコロジーシステム実験室接地こ[!Ji ;［会関査／ I01rl 溝
2 ・ 17~ 発掘閲査 縄文：I：栂Jt•. tr1i ・弥生土母H•
2 ・ 19 

10 l ・ 15 0939 （黒髪北）教村学部本館n悶l改修西側外揖．T.事 立会閃充 12nf 選捐・迫物なし

10 ・ I ・ 26 圏 0 （黒髪市）生物生．g．環境汗響解折室新営工事 立会関査 I rd 遣構・遺物なし

IO・ I ・ 2!J 圏 I （黒竪北）体行館屋外階段改修工事 立会調査 I nl 造構・遺物なし

ID・ I 29 09•12 （晶髪北）体打館歴外配水行改修 立会閂査 I rd 遺揖・遺物なし

10 • 2 • 2 0943 （黒髪肖） Ill図書館工学部分室外梢．T．序 ＿v．会詞充 7 rrl ＼：字駁遺椙｛溝？）

10 • 2 • 8 0944 （思髪北｝軟打学部本前 11期改修東閲外構工事 立会飼査 I 1rl 遺捐・選物なし

10 ・ 2 ・ 8 0915 （黒期嬰）北｝教'ff学部＊館・文法学部＊館改修機械骰償：［事立会閾査 3 1rl 遺惰・遺物なし
(II 

10 ・ 2 ・ 8 姻 6 （黒髪北）教行学部＊飢・文法学部本館改修機械設憫工事立会潤査 7.2ni 遺構・遺物なし

(n期）追加

10 • 2 • 12 姻 7 （大江）梨学部講義棟II~外灯工事 立会濶査 2d' 遣構・逮物なし

10 ・ 2 ・ 15 ()9.18 （媒登北）教打学部東教祖1氏設駐輪場撤去•新設他：r．耶 立会謂査 45n{ 遺構・遺わなし

10 • 2 ・ 15 ()9.l9 （黒嬰北）教↑学部東教招外椿工事 ←t．会訊査 0.5rd 遠構・遺物なし

JO・ 2 ・ 15 0950 （！犯髪北｝教ff学部東教也財震改修阻械設備工事 立会瞑査 4 lrl' 遠構・遺物なし

10 ・ 2 15 0951 （黒髪北）教ff学部束教径耐霞改修鼈気設備工事 立会調在 0. 5rrl 造構・遺物なし

10 2 ・ 22 0952 瀑し髪出）生物生息環境・rt響隋析当新常機桟設惰：CIJI 立会関査 l. 5nf 逗構・遺物なし

10 ・ 2 • 22 0953 （黒髪南）生物生息環埴•n·響肝析室新常電気設偏．Ill' 立会調査 I rrl 遺梢・遺物なし
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II 黒髪南地区の調査





II 黒髪南地区の調査

1.工学部実験用プレハブ新築工事に伴う発掘調査 (9907調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本学の文学部・法学部・教育学部・大学教育センター（旧教養部）・工学部・理学部の所在する黒髪

地区は、周知の黒嬰町迪跡群（熊本市辿跡地図 No.8 -88)内にある。阿蘇南郷谷に発した白川は永

年の土砂運搬と増水・氾濫を繰り返して熊本平野を形成し、中流域では両岸に河岸段丘を発達させて

いる。白川は大学付近で小亥llみに蛇行しやがて穏やかに下流域へと下る。本遺跡は白川右岸に展開す

る河岸低位段丘上（標高18-25m)、立田山（標高151.6m)の南山麓部に位櫃する。周辺遺跡として

は、小峰遺跡、黒嬰町下立田遺跡群、カプト山遺跡、龍田陳内辿跡などが、白川を挟んだ対岸には渡

鹿遺跡群や新屋敷遺跡、大江遺跡群が所在している（図 l)っ

本工事は、年度当初には計画されていない事業であった。前年の平成10年11月初めに工学部より、

実験用プレハプを取設したいと依頼があったc しかし、年度末についた補正予算により 1月～ 3月の

間に急遠理学部自然科学等総合実験棟新営に係る調査 (9810) を優先して行い、この調査終了後には

医学部附属病院病棟新営工事に係る調査 (9901) を実施することとなったc 理学部の調査は年次報告

害の作成期間中であったため一部の業務を委託して小畑が調査にあたり、また病棟新営工事は調査面

積から推して調在員一人では半年以上かかると予測され、調査期間短縮のため小畑・大坪が二人で現

場に係らなければならず、プレハプ取設に伴う調査は上記の調査が終了するのを待って実施された。

9月17・ 20日両日で一次掘削を終了し、 9月22日より作業を開始した。期間中、大きな被害をもた

らした台風の通過があった。そのような困難のなか参加して頂いた作業員の皆様には感謝いたします。

b. 調査の経過

1999年 9月22日 作業開始c 撹乱撤去、包含層掘削。

1999年10月5日 調在終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：岡田イツ代・押方富江•河野義勝・小細工洋子・白石亜紀・白石美智子・高松北子・

溜渕俊子・番山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水上順子・村上幸子・森田

ミドリ

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ•長谷智子・林田

恵子・増井弘子・山脊早苗・早川 翔

(2)調査区の基本層序

今回調査したのは、白川右岸の標高19m前後の地点にあたる。調在地点は、熊本高等工業学校（前

第五高等学校エ手部）の寄宿舎「エ友寮」があった場所である 3 エ友寮は昭和55年 3月31日に、建物

の老朽化と白川河川敷拡幅工事のため閉鎖となった。南側には堤防が控え、すぐに白川の流れとなる。

基本層序は以下のとおりである（図 3)C 

東壁では、 1層（黒褐色lOYR2 I 3) ・ 2層（黒褐色lOYR2 I 2)は現代埋土および跡地整備時
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I. 工学部実験用プレハプ新槃工事に伴う発掘調査 (9907調究地点）
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図2 黒髪南地区における調査地点位置図 (1/2000) 
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1層：黒褐色土層 (10YR213)
2層： U＼褐色土層 (IOYR2/3)
3層：黒褐色土層 UOYR2/2)
4層：暗褐色土層 (IOYR3/3)
5層：暗褐色砂質土層 (IOYR3/3)
6層：黒褐色土層 (IOYR2/2)
7層：黒褐色土層 (lOYR2/3)

地山層：暗褐色土層 ClOYR3/3)

LH=19.50m 

-』--

声 1

東壁

。
5m 

1層：黒褐色土層 (10YR2/3)
2層：黒褐色土層 (lOYR2/2)
3層：暗褐色砂質土層 (lOYR3/4)
4層：暗褐色砂質土層 (10YR3/4)
5層：暗褐色砂質土層 (10YR3/4)
6層：陪褐色砂土層 (lOYR3/4)

図3 9907調査地点遥構配置実測図・壁土層断面実測図（／150• 1 /100) 

の客土であろう。 3層（暗褐色IOYR3 / 4・厚さ30cm)は他の調査地点において通常地山層と呼称

している逮構が掘込まれる層である。きめ細かく粘性の少ないきれいな土である。縄文時代の遺物包

含層でもある。 4層（暗褐色IOYR3 / 4・厚さ20cm)は土の質は 3層と同じである。色調の表記で

は同一となるが、 3層と比べると赤味が強く鮮やかなオレンジ色という感じである。縄文時代の逮物

も若干含まれていた。 5層（暗褐色IOYR3 / 4・厚さ30cm)は3・ 4層に似た土に砂岩プロック

（にぶい黄褐色IOYR4 / 3・厚さ10---30cm)が入る。迪物は含まれない。 6層は 5層の土に多量の

川砂が入る。

地山はV層に入るプロックが基盤となる土で、黒髪北地区の9802地点において、調査区の南側半分

で検出された地山（遺構面）と同じである。 9802調査地点では、この地山直上で縄文時代早期の押型

文土器が多量に出土した。
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1. 工学部実験用プレハプ新築工事に伴う発掘調査(9907調査地点）

1 | g.w; II 

[̀］` i 』

直曇：＇冒
,． 

1 9 ,J  1194 
日瓢H- h- •...—, 1 

l --．L, H.~8 -t1"19 J、＼ ’'15

曇 /9
- } il: ・'7"<-こし． 2:、ヽ’ l • >̀  
" •[)1. ,9, 
［＇鬱霞鼻轟已三7‘, ＇,’― 

心 忍;9 ・ :~o L—」・ニ二
• ＂、三ご疇： t,.I 主

， 
、、 tt .. / ̀；.、；嶋？`
直雪直睾` 事10cm' 

I I 

4
 -一

n
り

22 図4 9907調査地点出土遺物実測図 (1/ 3) 



n 懇嬰南地区の調査

本調査地点では一部を除くと地表面下50cmで地山となり、これまで調査された黒嬰南地区の様子

と比較すると非常に浅い。

(3)検出遥構

本調査地点は、地山の遺構検出面までの土が現代埋土であり、エ友寮の建設と解体・整地の際に削

平をうけたようで、地山は本来もう少し高かったものと思われるe 今回の調査では、 10個程度のピッ

トと旧河川敷につながるかと思われる落ち込みを一部確認したほかは、遺構は検出されなかった（図

3)。地山は調究区の南隅にむかって傾斜しており、 m層• W層はこの落ち込み部に堆積していた。

遺物が分布する範囲を境に白川に向かって緩やかに傾斜し、図 3中に示した傾斜変換線から急激に深

く落ち込んでいたc

w層以下は川砂と円礫が多量に入っており、周囲に一様に広がっていたことからこれらは炉などの

遺構ではないと思われる。遺物は縄文土器が出土しfふ図中に逍物の出土地点をドットで示したよう

に、包含層であるm層と W層の広がりに対応して調査区の南隅に集中して分布している。

(4)出土遺物（図 4: 1 -38) 

出土した土器は砕片が多く、部位や器種まで判別できるような良好な資料は少ない。ほとんどが後

期の土器と思われる。

図4の 1~4. 6~27. 29~33は無文の土器である。 1~4は口縁部である。 2は器壁が薄く、ナ

デも丁寧で後晩期の土器と思われる C 4は内面のナデによる枡い条痕が著しい。 5は丁寧にナデを施

し、爪形の模様をつけている。 6・ 8は胎土に粗い砂が混入するが、 1 ・ 2 ・ 4に比べ内外面とも表

面は丁寧にナデ調整している。 7・ 10 ・ 11 ・ 13は顕著な粗い条痕が残る。 9は内面に特に、細いヘラ

状のものでなでたような調整痕が顕著である。 12は丁寧になでている。 1に近い0 14. 15. 17. 18. 

31は細いヘラ状のもので調整した痕が内外面ともに顕著である。 15・ 17も14のような器面調整を施す3

16は丁寧なナデ、 19は4と同じでナデ調整で、器面は非常に荒れている。 20~22は、刷毛条の調整具

の条痕が顕著である。 23・ 24 ・ 27は丁寧なナデ、 26は粗いナデを施す0 27は4や19に類似し、凹線文

が入る。 28--30・ 32は粗いナデ調整である。 33・ 34は北久根ll」式系の土器であろう。 34は口縁径が小

さく壷の頚部のような形態である。 35は三万田式か太郎迫式であろう。 36は口縁部内面は丁寧に磨い

ている。外面は調整画や粗い。 37は亥lj目突帯の部分である。 38は弥生土器で、刷毛目調整が顕著であ

る。

(5) まとめ

今回の調究では、遺構の検出がピット以外になく、遺物の出土も少なかったc

9802調査地点では、地山層と認識している黄褐色土層に縄文土器が含まれることを確認し、砂岩プ

ロックを含む基盤の層の上に堆積している黄褐色土層の上部には縄文晩期の土器が含まれ、また下方

（基盤の層の直上）では縄文早期押型文土器が多量に出土した。本調査区でも同様であった。 0302調

査地点 I区では、 m.w層に相当する屑から、早期の押型文土器が出土し後晩期の土器は少なかった。

同じ層でありながらが、包含される遣物の時代が大きく違う結果となった。白川沿い以外の地点では、

m層上面（上位）に後晩期の土器が含まれ、基盤の層は数十cm下である。本調査地点は、 m.w層の

レベルが高く、削平や撹乱などの改変を受けやすい状態にあり、傾斜地に後晩期の土器を含むm.w 
層が堆積したと考えられる。中期以前の辿物は、さらに白川側の低地にあるのかもしれない。
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1. 工学部実験用プレハプ新築工事に伴う発掘調究 (9907調査地点）

表 3 9907調査地点出土逍物一覧表

図 魯号 這物 糧Ill(II糧） 滋置 (m) 残存量 特徴 色 綱 出土還：構 置考

4 I 縄文：t沿 深鉢烈J沿§

目蹂
1 1樟部1ヤ 外内： ナデ 内外 ： H u e 7 . 55 Y R -1 / 6 香サ•50215

：ナデ : Hue 7. YH 3 / •\ 

2 縄文土樅 深鉢むし1．．翡 I I鰈部片 外内 ： ナデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y 6 I :J 4サピット
：ナデ : Hue 7. 5YR 5 / •1 

3 縄文：tt} 深鉢E』 _L•• 祁 丑 I_I鳩郎／',・ ,内¥. ナデ
ナデ

内タ~ ： ll u c IO. 5YYr R 5 / 3 
: I-{UC 7 6 / 4 

魯 ij-50107 1 1咋郎に襄lJ11文：

4 縄文土器 深鉢9』t召

且丑
11樟郎）ヤ 内外 ： カキ H 外内 ： H u e 7 . 5 Y R 5 1鴫 3 

番号50171
カキ tl : Hue lOYR 2 I 2 

5 絹文土．器 深鉢ti-t蒻 阻郎／t 内外 ： ナデ 内外 ： H u e 7 5 Y R i / 4 包．含層50005 外は11こ爪形文
ナデ : Hue lOYR 5,、4

6 閲文上器 深 鉢 氾J:．詣 且 用郎片 9外勺 ナデ
・＋デ

外内 ： H u e I O Y R 7 1 6 
: Hue 2. SY 3 / I 

爵・i:J・50l43

7 絹文・1••岱 深鉢叫l：牲 凪 開郎片 内外 ナ デ
：ナデ． l1Jさ

内外 ： H u e IO Y H 7 I 6 
: Hue !OYR 6 / 4 番サ50175

8 綺文：土悩 深鉢iu•I ．．沿 凪 開部）＼●● I外勺： ナデ
：ナデ

外内 ： H ue 7 , 5Y R 6 I 6 
: Hue IOYR 2 I 2 

番・1}50136

， 縄文I••閲 深鉢II!!j・・柑 且 胴部）＼“ 1外1.i：： ナナデデ．． 府内きき 外内 ： H ue 7 . 5 Y R 6 I 6 
: Hue IOYR 6 I 6 

包含層（番号如3)

10 閲文：1．．諾 澤鉢疫＿•I:祐 凪 ＂＂裕）¥・ 内外 ： ナ-j・ デデ．． 忠肉きき 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 3 I I 
: Hue IOYR 2 I 2 

包含層（番号•50060)

II 絨文： •J:岱 渫鉢Mt：祐 且 ＂郎 Ji- I,勺~ ：ヘラナデ
：ヘラナデ

内外 ： H じe IO Y R 5 1 I 
: Hue IOYR 2 I I 

番 サ502潤

1外1.;:ナ デ 外内6： H u e 2I O. 5YY R 7 I •I 
12 紅文：t：岱 深鉢聞 •t祐 ＂＇郎 9ヤ ：ナデ

: Hue 6 / 4 - 包含層（香サ50027)
/ 6 

13 閲文：・I:岱 深鉢限＿i：粉 旧部）t I外勾：ヘラナデ．目き
：ヘラナデ

外内 ： H ue I OY R :J I 2 
: Hue IO't'R 3 I I 

番サ•50162

l4 悶父•土．料 深鉢双 •I:．器 頃部）¥・ I外勺 ：： ナナデデ．． 府府 きき 外内 ： H u e 7 . 5 Y R 4 I 3 
: Hue IOYR 5 I 3 赤色上庖

15 縄文：t・.l沿 深鉢堕上岱 祖部9\• 内外 ： ナデ， 聞府きき
：ナデ，

外内 ： H u e 7. 5Y R 4 I I 
: Hue IOYR 5 I 3 

包含層（番号50011)

16 閲文：：I:.註 深鉢摂．．r．笞 丑 胴部I¥・ I外勺：ナデ
：ナデ． mき

内外 ： H u e I O Y R 4 / I 
: Hue i. 5YR 4 1 3 番サ50152

17 縄文：J渇§ 澤鉢聞上笞 且 胴郎J¥・
内：ナデ 外内 ： ｝ I ue I O Y R 4 1 I 

赤色土層
外：へうナデ．爵き : Hue 5 Y 2 I I 

18 閲文：I：苔 深鉢屯土祐 丑 贔部Jj・ I外勺：ナデ
：ナデ．府き

外内 ： H ue I OY R 7 I 6 
: Hue 7 5YR 6 I 6 

赤 色 土 唱

19 縄文；；t．話 深鉢翌七硲 且 胴部｝＼• I外勺：ナデ
：ナデ

外内 ： H ue I O Y R 4 I I 
: Hue IOYR :J ; I 

包含層（香サ50102)

20 縄文：：l．：II§ 深鉢悦•t：粉胃澁 llMIII;} i• 内外 ： ナデ 外内 ： HITI u e l O Y R 5 ; 3 包含層（番サ50089)
：ナデ : ue !OYR 4 I 6 

21 闊文：～l••g§ 深鉢聞七笞 胴 ffli9i・ 内外 ：ナデ 外内 ： HH uue e 2 S Y 6 I 2 昏け•50063
：ナデ : 2 SY 7 / 6 

22 縄文：t岱 深鉢閲上器 凪 胴郎片 外内： ナデ
：ヘラナデ

外内 ： H ue I O Y R 5 ; 3 
: Hue 7 5YR 4 1 3 

包含園（香サ50078)

23 縄文←I:荘 深鉢想 •K笞 皿 唄郎片 内外 ： ナ デ
：ナデ

外内 ： H ue l O Y R 5 ; 4 
: Hue 7 5YR 5 / 4 

包，含層（香・1}50000)

24 縄文上蒻 深鉢閃．七祐 羅 胴 nj!r 内外 ：ナデ
：ナデ

内外 ： HH u e IO Y R 5 ; 2 
: ue lOYR 4 I 3 番 サ50220

25 縄文」．．器 深鉢型土侶 且 胴部H• 内外 ：ナデ
：ナデ．晒き

内外 ： H u e l O Y R Ii 1 1 
: Hue 7. 5YR 4 I 6 

包含層（番号50035)

26 縄文上雑 深鉢閑：t．I!}凪 胴郎）t 内外 ：： ナナデデ．． 9府＂きき
外内 ： H ue IOY R R 6 ; 4 

: Hue IOY 5; 3 
包含層（香-iJ・50037)

27 縄文—l••お 深鉢型上路 屈 胴郎）¥・ 内外 ： ナデ
：ナデ

外内 ： H ue IOY R 4 I I 
: Hue 7 5YR 4 1 3 

包．含圏（香サ50150)

28 縄文l•• お 深鉢内七器 且 睛郎片 内外 ：： ナナデデ．． m閉きき 外内 ： ｝ I ue IO Y R 5 ; I 
: Hue IOYR Ii 1 2 包含層（番号50059)

29 縄文： l・.H 深鉢翌：と岱 羅 屠郎片 内外 ： ナテ’
：ナデ

外内 ： Hll ue IO Y R 4 1 I 
• ue IOYR 4 ; 2 a．含層｛香サ50042)

30 縄文こ1•• お 深鉢閲七謡 底口栢•径径高 8 . 8 !1'!:ffil/¥・ 内外 ： ナデ
：ナデ．屯き

外内 ： ll u e IO Y R 6 / 4 
: Hue IOYR 6 I 1 番サ5019'2.

31 縄文J：蒻 深鉢翌七茫
翡口径 24.5 

口緑部） i• 内外 ： ナ デ
：ナデ．閉き

外内 ： H ue IOY R :J 1 2 
: Hue lOYR 2 I l 番 サ50167

32 縄文：」渇サ 深鉢也！ •l:器 底硲口径径高 12. 3 底郎）ヤ 内外 ： ナデ
：ナデ

外内 ： ll u e I O Y R 4 1 I 
: Hue IOYR li ; 4 包含層（番サ50101)

33 縄文l•閲 深鉢租土路 且 枷l郎9t 内外 ： ナデ
：ナデ．府き

外内 ： ｝luc i . 5 Y R 7 ; 4 
: Hue IOYR 7 1 4 爵 iJ-50190 外 面にくの字状の沈線文

34 縄文t．岱 深 鉢 疫:!:ti凪 I―:1拇郎9j• 内外 ： ナデ
：ナデ．田き

外内 ： H ue IOY R 6 l 4 
: Hue i 5YR 4 1 6 

包．含層（香号50082) LJ繰部外面に岱位の沈線文

35 縄文．I•• 石 深鉢閃土荘 且 枷'""j• 内外 ： ナ デ
：ナデ．閉き

外内 ； H ue 5 Y Y •I I I 
: Hue 5 2 I I 

慣乱 外瓜面色．閃に沈研緯 文

36 縄文 1••岱 深鉢型土諾 且 II緑郎9ヤ 内外 ：： ナナデデ．． 内聞きき 外内 ： H ut" 7 5Y Y R 6 1 6 
: Hue 5 2 I I 包含唱（番号500'品） 外閲面色，＂に条＂ 直文

3 弥生：I．．93 深鉢閃．i：笞 且 扉船｝¥・ 1外1・l :ナデ
：ナデ

外内 ： H u e IO Y R 5 / 3 
: Hue IOYR 4 ; I 赤色．七層 刻 Ii突帯文

38 弥IItl••料 深鉢洩．七桜• 鳳 渭郁｝j・ 1外,.] ：ナデ 外内 ： H ue IOY R I:! / 3 5サピット
：ナデ : Hue IOYR 5 I 4 
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11 黒髪南地区の調査

2. 工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビ

ジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査 (9909調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本学の法学部・文学部・教育学部・大学教育センター（旧教蓑部）・工学部・理学部の所在する黒髪

地区は、周知の黒髪迪跡群（熊本市遺跡地図No.8 -88)内にある。遺跡は熊本平野北西部に辞える立

田山（標高151.6m)の南山麓部、白川右岸に展開する河岸低位段丘（標高18-25m)上に位置する。

熊本平野南部は、’阿麻南郷谷に水源をもつ白川の運搬した土砂が扇状地形に堆積した砂礫層を基盤と

しており、本遺跡は位置的にその扇状地の要の部分に相当する。

周辺遺跡としては、背後の立田山裾に小峰遺跡、黒髪町下立田遣跡群、カプト山遺跡、龍田陳内遺

跡などが、白川を挟んだ対岸に、渡鹿貝塚・北原甕棺遺跡を擁する渡鹿遺跡群や新屋敷遺跡、大江遺

跡群などがある（図 l)。本調査区は黒髪南地区の南西端で自然堤防が白川に最も突き出した部分に

あたる。

今回の調査は平成 9年度補正予算によって年末に急遠浮上した事業である。建築課と協議の上 1月

7日に試掘調査を実施し、その結果畑跡の存在が確認され、要調査との回答を行ったc l. 2月は年

次報告書作成のため調査の実施が困難であったが、 2月中旬より調査を開始することとした。

遺構面までの掘削作業の終了を待って、 2月14日より重機による遺構面検出・攪乱除去を行い、次

いで作業員を投入した。調査は 3月24日をもって終了した。

b.調査の経過

2000年 2月14日 調査開始・迪構検出c

2000年2月28日 消掃および中央部墓群掘り下げc

2000年 3月6日 現地説明会。

2000年3月15・ 16日 畑土壌サンプル採取・下層試掘トレンチ入れ。

2000年3月24日 調査終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：内田美穂·如野木亜紀•岡田イツ代・岡村久美子・押方富江・河野義勝・熊本茂仁·

黒木重信・黒木タケ子・古賀敬子・小細工洋子・坂口三輝子・坂元紀乃・白石美智

子・鈴木笙子・高橋久美・高松北子・田代理恵・溜渕俊子・橋口剛士・早田咲百合・

番山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・丸山愛・三浦和之•水上順子・宮本千

恵子・村上幸子•森川征子・森川護・森田ミドリ・安武寛文・矢羽田幸宏

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・長谷智子・林田

恵子・増井弘子・山寄早苗・早川 翔

(2)調査区の基本層序

調査地は駐車場として利用されていた。このため調査区は旧建物の基礎部分を除き、きわめて遺構
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２工学部衝墜・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー棟新営工事に伴う発掘調査（9909調査地点）

図５黒髪南地区における調査地点位置同（１／2000）
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図6 調査区北壁土層断面実測図 (1/100) 

の残り具合が良好であった。土1蜀は大きく 15枚に分けられる。河川に近い位龍にあるため、土層の堆

積が著しく、最初の遺構検出面vn層上而までの深さがおよそ 2mに達する（図 7)。

I層 (1厚さ 1m)…現代埋土およぴバラス

II層（厚さ60cm)…昭和28年白川洪水の際の砂層

皿層（厚さ40cm) ・・・II音茶褐色土層（近代埋土層）

w層（厚さ20cm)…灰II音褐色土層（近代耕作土層 1)

v層（厚さ20cm)…II音茶褐色土層（近世後期耕作土層）

VI層（厚さ10cm)…淡緑灰色砂層（近世中期洪水砂層）

VII層（厚さ40cm)…茶褐色土層（近世中期耕作土層）

(3)検出遺構

I区とした南側はその半分が旧建物によって攪乱されており、またこの地区はVI層の被覆がなかっ

たため、畑の畝を明確に捉えることができなかった。よって北側の11区 (1.200rri)においてのみ良

好な畑の畝遺構を検出できた。

珊層而が近世の畑の而であり、畝200条余りを検出した。このVII層而は洪水によるものと思われる

砂層 (VI層）に覆われており、遺構の検出は比較的容易であった。畝はおよそ30--50cm幅で、長い

部分で19mほど、短いもので 5mほどである。畝の高さは深いもので30cmほどであり、山部分の幅

が狭いのが特徴である。単位としては南束部に 5mの短いタイプが30条ほど 3列に並び、その他の地

区が長いタイプで構成されている。

(4) 出土遺物

VI層およびVII層から近世陶磁器片、釘、煙管、銅銭などがコンテナ 4箱ほど出土している。近世陶

磁器は大橋編年のW期 (1690--1740年代）を中心とするもので、煙管が泉編年IVもしくはVタイプ

(18世紀代）、銅銭は新寛永および寛永通貿鉄銭であり、これが示す年代は1739年以降であることから、

18世紀後半の洪水によって埋没した畑と思われる。この時期の肥後藩内で発生した洪水の履歴を参考
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2.工学部街撃・極限聞境研究センター・サテライト・ペンチャー・ピジネス・ラポラトリー棟新営工事に伴う発掘調査 (9909調査地点）

資料（表4) として付けているが、辿物の年代観からみておそらく寛政～文化・文政年間のものが該

当する可能性が高い。文化年間には、当地は畑として利用されている（図 8)。

これに続くものとして、近世墓53基余がある。調査区の西よりほぼ中央に直線状をなすように配罹

している。以前の時期の辿構であるvn層の畑の畝境に沿って配置していること、埋土の質からV層か

らの掘り込みと考えられ、水没後さほど時期を経ずに形成されたものと考えられる。

最後に調査区の西側に畑とは少し方位を違えて、近代墓が形成されている。掘り込み面はW層面で

あり、最も古い（確認できる限りの範囲で。）もので嘉永 6年の年号をもつ。ただし、この墓地は調

査を行っていない。この西側の墓地は調査区の南西にある旧熊本刑務所の墓地の前身であろう。

(5) まとめ

今回は調査途中であり、圃層面以下の状況についてはいまのところ不明である。ただし、 vn層で検

出した近世中期の畑遺構は、考古学的にあまり状況が把握されていない近世の畑の状況を知る上で、

さらに当時の災害史を考える上で貴重な資料を提供するものといえようっ

耕作作物に関しては、耕作土の土壊サンプルを水洗選別しているが、ムギ・マメ類が少最検出され

ている。種子選別が一部が手についた段階であり、その全体的な成果については、別の機会に報告す

ることとするc
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II 黒要南地区の調査
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2. 工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ベンチ ヤー・ とン不ス・ラポラトリー棟新営工事に伴う発掘調究 (9909調査地点）

表4 肥後における江戸中期～後期（元禄～喜永年間）の水害記事

（『熊本藩年表稿』細川藩政史研究会編1974より抜粋）

年号 西暦 月日 記録の内容 地域

元禄 4 l69l 6. 12 小川町のみ浪水、米穀多く流出（気）。 小川町

元禄9 1696 6. 18 洪水、人々流り1（気）。

元禄12 1699 6.9 洪水（「玄察」に此年当国北目大洪水、大津町かしらの—+．手III水にて切れ町々損ずる，南 北目
目は小洪水。布の熊本古町にて 3)し水掲がるとあり。本文に該当するか） 古町

元禄13 1700 5. 15 甲佐川30年米の洪水（玄察） 甲佐川

元禄15 1702 6. 10 小川町洪水（気）っ 小川町

•Jと·り：
国中水損洪水大変あり（「福岡県災異誌」に 5月、 6月及び8月同方面大風両洪水の記事

肥後
あり、本描の分もその何れかに関係あるか） （肥•本）。

宝永 3 1706 6月 肥後洪水（肥）．9 肥後

正徳 2 1712 6月 所々に洪水、長六橋落つ（化）。 白川

iE徳 5 1715 2.2 風雨強く塘破る（気）c 不明

が．保 4 1719 5.22 肥後洪水川畑13万石余損毛（肥）。 肥後

平保14 1729 8. 19 矢部大洪水竹村白谷社後の山崩れ神殿拝殿流失（郷歴）。 矢部

J}保17 1732 5. 7 是Hより洪水、 13日迄減水せず、そのため川畑腐れ害虫発生被害甚大（実紀・肥）。 不明

ゥ：保19 1734 5. 10 是1:1より 15EI迄肥後強雨洪水（家譜続）c 肥後

元文 l 1736 5.29 是夜より翌晦日にかけて強雨洪水、水捐田畑5.062町 2反余（嵩56,918石余）塩浜46町4
不明

反余、 JII塘6,370間余、積所9.960111！余、潰家43軒、死者22人（肥）c

是Jl 白川洪水にて長六揺下で馬船流れるのを繋留した者共へ心付を与う（年虻）。 白川

元文 2 li37 7月 諸国大洪水、本藩にて1H. .tm6万7,000万余損毛（肥｝。 肥後

10月 鶴崎洪水にて損剃荒積の杏付岡川庄大夫へ達（年覚）c 鶴崎

天文4 1739 6. 17 2lHまで川尻方面大洪水、男女大小79人4B IIIJ西蓮寺にて養う（川尻史おl)。 川尻

天文5 1740 3月 甲佐手永洪水に付、請藪荒畝分去 lヶ年代米上納御免のこと（梵）， 甲佐

延享 3 1746 6. 14 洪水（年）c 不明

宝暦 5 1755 6. 1 此Hより 9El迄強雨洪水、山崩、破損、流家死人多し、稲津弥右衛門活躍す（家譜続）っ 不明

8.5 去 6 日の強雨洪水の損毛23万560石と幕府に届く（家譜統•新統跡覧）c 不明

宝麻6 1756 4. 17 翌18日迄強雨It1水（肥）＂ 不明

宝/ff9 1759 3.25 大雨出水（肥）， 不明

7.22 是Hより24l:l迄強雨、諸川II}水（肥）。 不明

宝磨13 1763 5.28 強両にて諸JIIl!9水（肥）。 不明

明和 3 1766 5.お
強雨洪水、球JffJll 1丈9尺、水俣川 l丈3尺出水、 HI畑没水469-J―6反余、萩原塘破損

南部l. 255間、修覆人夫数19.507人（肥）。

安永 l 1772 8月
雨降り統き l}］畑冠水す、為に玉名郡 6手水怠に飢え、救助として櫨方より銭60貰目、

玉名郡云々（肥）c

安永 7 1778 7.10 肥後大風雨、洪水(*)。 肥後

犬明6 1786 6 rl 6月下旬より 7月にかけ藩内（内田・中官・坂下・矢部手永）洪水（覚）c 矢部他

6.29 強雨増水、 Fl}l|1 丈 7}< 、長六橋流失（肥•町日目）。 白｝JI

7.28 夜大洪水（気・川尻史291)。 川尻？

天明 7 1787 4. 12 諸郡水害（寺例続）。 肥後

8月 大風洪水（気・！l|尻史29l)c 川尻？

寛政 l 1789 6月
熊本地方渇水（本）。然るに 6月148 より玉名方面強雨、洪水、 ~j瀬御蔵没水、米1,767

玉名・麻瀬俵滞米となる（肥・覚）c

寛政2 1790 6月 Ji．．町手永、 tlhl.J津手永洪水（覚）っ 五町・沼ll.I津
寛政3 1791 5. 13 6 Jll2日まで大雨降続川々洪水（損）。 不明

6.9 給 H より 12H 迄大雨、終大の荒地出来（肥•本ら高瀬御蔵没水（覚） c 高瀬

寛政4 1792 6.20 店i瀬方面洪水（本）， 高瀬

寛政7 1795 6. 11 大洪水、京町山崎のほか一切水没（本）。 白川

6. 12 阿蘇山ili水、熊本洪水（気・肥後の風土史・熊本県災異誌）c 熊本

寛政 8 1796 5月 151:J頃より i:1:i降続、度々洪水 (tll;＂ 不明

6. 11 大雨降る、熊本大洪水（郷歴）。 熊本

6. 12 洪水 l丈6尺、緑Ill.JJII勢Ill筋35ヶ所塘切れ、藤富村権藤「古ポケ」を生ず、俗に「辰
緑川・加勢川の年の大水」（川尻史291;。

10月 冗町手永、す：留毛村懸竜出Ill洪水で詣木根こげになったものの処！ftについて（年覚）っ 竜Efllll
.... ：和 2 l802 4.8 址□より 1(｝l-1まで強爾、諸川満水（肥）。 不明

•1和 3 1803 4.22 始l1より 5月23日まで降雨諸JII増水（肥％ 不明

文化 1 18()4 4.23 所々洪水（肥）。 不明

5. l4 大卜li、白川滴水（肥）c 白JII 
文化 7 1810 3.5 大宵雨にて印ll石塘切れる（度譜・肥）。 白JII

3. 7 強雨、誇川満水、印111丈5尺、球磨JII l丈8尺、佐敷川 l丈7！↓ （肥）c 肥後
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II 焦嬰南地区の調査

年号 西暦 月日 記録の内容 地域

5.18 是日より20日迄強雨大水（肥｝e 不明

6月 是月初旬より強雨大水(*)。 不明

文化12 1815 7.6 姑Elより 8日まで強雨、諸911満水、球磨川 l丈 lJt （肥）。 球庖川

8. 12 強雨にて球磨JII l丈 lJ<、llJ鹿Jl|l丈2尺出水（肥），，肥後

月初より強雨、語川潤水、就中 6月14・ 19両日増水甚しく、 HI畑7,819町余水没荒地｀机i
文化13 1816 3月 2.234ヶ所、27.0581111破ill、溺死男女17人、 8月23EI岡断、溺死男女 6人、ためにIII畑荒 不明

地5,227町余、塘破損520ヶ所（肥）。

6. 13 
強雨のため大沖御蔵衷手岸lbiあり、四五六番御蔵打崩、球I印llも大増水（肥）c 大i,lt・球

磨川

8.23 強風雨、虫入（損）。 不明

大雨諸川満水、白川 1丈2尺、緑Jl|l丈5尺、甜酒川 l丈6)<、田畑8.466町9反余砂入

文政3 1820 6.17 水浸荒崩塘5,575ヶ所破損56.569111!、寺 lヶ所倒潰｀家 7軒流失、倒家108軒、溺死男女 肥後

12人、牛馬 5疋、12月3|］此の損咎を幕府に届け lliづ (Jj巴•本）。

文政4 1821 5. 19 
是Elより27日迄大雨、請9ll満水III畑3,151町余砂入浸水、 JJ}H,420ヶ所破損28,881/111、家

不lりl
13軒倒潰、溺死男女 2人（肥）、：

文政 7 1824 6.26 始日より28日まで強風雨、大木折れ、家根、垣根破itlす、白川 l丈2尺余出水（肥）。 白｝II

文政8 1825 8. 13 強風雨被害、没水田畑2.371T、流失倒潰347軒 (IIE)。 不明

文政9 1826 5.21 前日より大雨、高瀬Jll、球1釦ll出水（肥）。 肥後

文政lO 1827 5. 19 20日迄大雨、諸川満水（肥）c 不明

6.4 強雨、水損多し（肥｝。不明

文政ll 1828 5.5 大雨洪水、球磨｝II増水（肥）c 球府JII

5.20 箭雨、翌日大雨、緑川、球！釦lli牝水 (JJ巴）。 南部

5.29 29 ・ 30日大雨満水、白川，禄j池川・緑J/1など（肥） 肥後

6. 7 
大雨、白川・菊池川・御船111・緑JI|．合志川など火ijし水（本・肥）。鞍檄山湖、投六橋流

肥後
失、田畑水損7.083丁 l反余（本・肥）。

6. 17 大雨畜白川・球磨川洪水（肥）。 肥後

7.2 強風雨、白川・御船川・緑川・河江川・窃瀬川などでili水（肥）。 肥後

7. 12 強風雷喝白川増水、長六仮橋又々流失（肥）c 白川

天保 l 1830 4.22 強雨、白川出水（肥）。 白川

6. 15 大雨球磨川出水2丈余（肥）。加勢川・緑川Ili水（川尻史291)。 南部

7.8 昨夜より大風雨、八代洪水、鶴綺強風（肥）c } ¥ f t 

天保2 1831 5. 19 上旬より梅雨、このEl強雨にて八竜塘切れ、鯰・沼llliれ方而没水 (JJ巴）。 鯰・沼1l1津

5.26 川尻地方大洪水（天明誌484)。 川尻

28 ・ 29両日の大雨で八竜塘更に切れ、野田村延寿寺衷新妍外4ヶ所切れ、川尻町野11l杉
島両村は57日、横手・銭塘・沼山渾は 3-13日、鯰手永は20日水没しとなるC Hl畑水損

5.29 12,850丁、浦l塘4531111、JII塘48.633IHJ、井手塘27,3921111破損。甜官宅20軒` ・侍屋敷11軒、 南部

軽雖屋敷219軒、町屋904軒、百姓家2.545軒流失破損、橋565流失｀死者17人（度譜・肥）。
JI I尻蔵米10.800俵浸水 (l本に8,250俵ともいう） （肥 •Jll尻史316) 。

6. l 球磨川出水（肥）。暁方延寿寺洪水のため倒壊流失す（気・）II尻史315)c: 球磨JII

天保3 1832 6. 10 
洪水、加勢川塘破捐、田畑水損7.463丁 4反余、倒憤水損家数1,272軒、塩浜38T5反余

加勢川
水洗剥、溺死3人（肥）。

6月 911尻地方大洪水、加勢川掘切旧にかえる（本）。 111尻・加勢川

天保4 1833 7.20 この頃菊池・合志地方強雨、賭川滴水（肥）。 北部

8.22 この夜より翌日迄強雨、鯰手永312丁 l反余水没その他被咄 (JJ巴）。 鯰

天保5 l邸 l 5.8 9日迄大雨洪水、白川・球l釦llii＼水（肥）。 肥後

天保6 1835 4. 21 24日迄諸川満水（肥）。 不明

5月 下旬諸川出水、水没tII畑12.854丁2反余、死者17人（肥）。 不明

6.10 洪水｀水没田畑7,•163T 4反余、溺死圧死3人（肥）c 不明

8.22 
此夜より翌日にかけ弧雨、鯰手水低地の村｀ IIl畑312町 1反水浸、其の他被害あり（気・

鯰
熊本県災異誌）。

天保7 1836 12月 諸国洪水、諸物価騰貴、至貧の者を救伯す（木，肥）u 不明

天保8 1837 1. 23 大雨洪水にて麦作数数百丁水没し（肥）。 不明

3. 1 4 大雨出水（肥）。 不明

3.24 大雨tli水（肥）。 不明

天保 9 1838 4月 下旬より 5月下旬にかけて時々強風雨出水あり（本・肥） 3 不明

天保lO 1839 5.28 洪水（肥）。 不明

天保11 1840 5.17 大雨洪水 (II巴）。 不明

6月 数回大雨、出水 (91巴）。 不明

天保12 1841 、I.24 強雨、諸川満水（肥）。 不明

弘化3 1846 閲5.9 強雨、諸川満水、白9lll丈2尺（肥）。 白川

8.4 大律地方強霜雨、旧•J:III並びに町内水溢れ、往遥筋附水 4)も余（肥）。 大汎t

31 



2
 

工学部衝幣・極限環境研究センター・サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラポラトリー棟新営工事に伴う発掘調査 (9909調査地点）

年号 西暦 月日 地域

嘉永 2

嘉永 3

嘉永 4

嘉永 5

1849 

1850 

1851 

1852 

5. 13 

8. 7 

2. 21 

4. 22 

5月

8. 22 

記録の内容

川尻方面大風洪水 l丈3尺、19日洪水 l丈 l尺正中島町56軒のうち40軒庭入床あげ（川尻

史293)。

肥後強風雨、田畑618丁5反7畝水没、川塘1.747間根切破損、百姓家9,779軒倒破（本・

肥）。

強風にて鯰手永田畑浸水、同29日強雨、内田・中富・南関・坂下、翌晦日鯰・大津・中

村・山鹿諸手永諸川満水、田畑浸水す（肥）。

強雨、鯰手永田畑没水（肥）。

洪水 6尺（気・川尻史293)。

肥後大風雨、田畑浸水（肥）。

川尻

肥後

肥後

鯰

不明

肥後
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図8 『熊本之図』文化二年 (1805) に見る調査地点の位置（アミは熊本大学、黒ベタが調査地点）

（『新熊本市史別巻第一巻絵圏・地図』上 中世・近世の解説図 P28を改変）
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II 黒髪南地区の調究

3. 黒髪団地南地区基幹・環境整備に伴う発掘調査 (0102調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本地点は本学黒髪南地区の北西部に位置し、隣接する既往の調査地点には9603地点と9704地点、

9802地点がある。本調査地点の南100mに位置する9603と9704地点では古代の堀で囲まれた掘立柱建

物群と弥生時代甕棺群などが検出されているが、道路（県道337号線）を隔てた9802地点では縄文時

代早期～弥生時代中期の遣物包含層および近代の東西方向の堀が検出されており、若干様相を異にし

ている。本地点も大正期に運動場として利用されていたため、 2m余り削平されている。

上記のような状況から試掘調査を 5月14日に実施し、 1次掘削の深度を決定し、 1次掘削終了後の

7月9日より発掘調査を開始した。梅雨時期にあたり、雨天には悩まされた。削平が著しいため、鋭

意遺構の検出に努めたが、古代以前の遺構はほとんど残っておらず、撹乱の除去に終始した。防空壕

（暫壕） 6基と撹乱土坑を掘り下げた後、風倒木痕の調査を開始した。遺物は撹乱層およびこの風倒

木痕跡からのみ出土した。

b.調査の経過

2001年5月14日試掘。

2001年7月9日 防空壕（暫壕） 6基検出・掘削。

2001年7月14日風倒木 (1号・ 3号・ 5号）検出。

2001年7月18日 風倒木 1・ 2 ・ 4号完掘。

2001年7月25日 風倒木3・ 5号完掘、空中撮影。

2001年7月26日 測量。調査終了。

C. 調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：冨永明子

発掘作業員：岡田イツ代・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智子・鈴木笙子・溜渕俊子・

高松北子・林田恵子・早田咲百合・番山明子・福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水

上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・森田登

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・洒水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子•長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山寄早苗・早川 翔

(2)調査区の基本層序

削平のため包含層は残存していないc 削平面の上はすべて昭和28年の洪水砂およびその後の埋め立

ての際の造成土である。

(3)検出遺構

＜防空壕（壁壕）＞

調査区の北半で6基検出した。並行するように 5mほど離れて 2列に掘られているe 幅 lm、長さ

5. 5---6 m、深さ lmで短辺に 3段ほどの階段が付けられている。使用時の状況を示す遺物は出土し
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図9 0102調査地点遥構配置実測図 (1/200) 

ていない。

く風倒木痕＞

5基を検出した。幅3~4 mほどの不整楕円形を呈し、深さは0.8mで、断面形はロート状をなす。

1号風倒木痕（図10)を中心に覆土内から縄文時代早期～晩期の土器片10点が出土した。早期には山

形・楕円文の押型文土器片（図11-1 -3)、条痕文土器片（同 4・ 5)、無文（同 6)、晩期の土器
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n 黒嬰南地区の調査

、曹疇且魯疇り
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LH=17.00m 
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゜
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゜
2m 

l層：黒褐色1：層（IOYR2/3)
2崩：黒褐色 •I溝~ (IOYR2/3~3l4) 

3a層：闊褐色l：層（IOYR212)
3h層：黙褐色•l ・:~ (10YR2/2) 3a層より限い

4a屈：地山： ！i¥褐色：I:(10YR2/3)と砂柑プロックの混」：層

4b層： 4aと3aff!Iの視l：柑

図10 1号風倒木痕および各遥構出土遥物実測図 (1/50 • 1 / 3) 

には条痕文の粗製土器（同 7・ 8)がある。

くその他の遥物＞

撹乱土からは磨耗した須恵器や土師器の土器片が少最発見された。寛永通賓 l枚も出土した（図11

-9)。

(4) 出土遣物（図10: 1,..., 8) 

先述したように、迪構面までの削平のため、逍物は風倒木痕の埋土からの出土が主である。風倒木

痕からは、縄文時代の早期から晩期の土器が出土したC 1 • 2は山形文、 3は楕円文の押型文土器で

ある。 4・ 5は条痕文土器、 6は無文土器である。 6までが早期の土器である。 7・ 8は晩期の条痕

文土器であろう。土器類は、この他に撹乱から古代の土師器や須恵器の砕片が出土している。 9は寛

永通宝である。

(5) まとめ

本地点は削平が著しく調査で得た成果は多くない。しかし、削平される前の旧地形については情報

を得ることができた。本地点より南側に位置する9603地点や9704地点はほぼ同じレベルに削平されて

いながら、遺構の残りが良好であったことは、それらの地点が斜面の低い部分に相当するためであっ

て、本地点はそれらよりより高い位置にあり、ほとんど削平されてしまったものと思われる C 9704調
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3. 黒髪団地南地区基幹・現境整備に伴う発掘調充 (0102調査地点）

査地点では、微高地形の周辺部に甕棺募が築造されていたことが指摘されたが、この微高地が本地点

まで続いていた可能性を示している。

白川沿いの9907調査地点（本書）や9911調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査室年報7)では、今回

調査を行った基盤層まで調査を行い、縄文土器資料を得ているが、その他の地点では基盤層まで掘削

することは少なかった。しかし、 9802・ 9907 ・ 9911調査地点の調査成果を受け、迪構而としている地

山土層について縄文時代の遺物について確認作業を行うよう努めてきた。 0302調査地点 I区では、地

山層中で基盤踊よりは上位において、縄文早期の土器資料を得た。この地山層に進物が含まれること

は少ないが、留意しておくべき点であることを再確認した。

表5 0102調査地点出土遥物一覧表

図 番号 遺物 種類（騒種） 法量（口） 残存量 特徴 色謂 出土遺構 I 償考

10 l 縄文土計 深鉢翌土器 履 射船I¥・ 内外 ； •9・デ
: 111形文

外内， ll u e IO Y H 6 I I 
: llue i. 5Y)~ 6 I 6 

I l}風倒木損

2 褐文土註 深鉢聞土器 履 I.M郎li• 内外 ：： IナlIデ形文
内外 ： ll u e l O Y I ~ 7 I 2 

: Hue 2. 5YR 6 1 6 
l•It風倒木痕

3 縄文土？；； 深鉢烈土料 員 桐部1',• 外内 ：： ナIりデ111文
l外'・J : Hue 5 YH 5 I 4 

: lluc 5 YR 5 / 4 
1・l}風倒木痕

4 現文：l：苔 深鉢駆土器 履 胴郎1ヤ 外内 ： ： 条•J・痕デ文 内外 ： II U I! 2 . 5 Y I ~ 5 / 6 
: lluc 2. 5YI~ 5 / 6 1サ風斜木痕

5 縄文：I:器 深鉢型土笞 鳳 胴郎片 内外 ：： 条条復訊文文 外内 ： ｝ l ue 2 5Y I< 5 1 6 
: Hue 2. 5YR 5 I 6 1サ凪倒木痕

6 縄文土笞 深鉢閏土翡 凪 胴部t.,． I外勺：ナデ
：ナデ

内外 ： H ue 7 . 5 Y R ・1 I 3 
: Hue 7. 5YR 5 / 4 

1サ風倒木烈

7 縄文土召 深体黙土註 且 胴郎片 内外 ：： 条条衷痕文文 I外勺． llue IOYR 7 I •I 
llue lOYR 7 I 4 

l 9t風餌木我 外面スス1寸哨

8 縄文土沿 深鉢阻土料 鳳 沼部｝t l外り ：： 条条痕痕文文 外内 ： ll u e lOY I~ Ii I 3 
: Hue lOYR Ii I 3 

lサ風倒・木痕 外而スス付許

悶長さ 2.3 ， 鉗銭 2.4 元形 緑冑色 lサ風固木痕 寛永通賣

さ l.5 
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m 本荘北地区の調査





m 本荘北地区の調査

l. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調査 (0006調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本荘北地区は、校舎・病棟の新営などにより規模の大きな調査を行ってきた地区である。これまで

の発掘調査では、まず8世紀～ 9世紀の古代の集落址が調査され (9601調査地点）、「田井」「枚本寺」

などのヘラ書きや墨書をもつ土器が大最に出土しているe 本遺跡の上流にはこれらと類似した「田

井」のヘラ書き土器が出土している大江遺跡群や新屋敷逝跡など奈良•平安時代の集落址がある。ま

た古墳時代前期の住居址が、付近一帯としては初めて確認され、古墳時代から古代にかけての複合的

な遺跡の広がりを示している（熊本大学埋蔵文化財調査報告書第 4集）。また1998年度の発掘調査

(9807調査地点）では、 7世紀後半から 9世紀初頭にかけての竪穴住居址や掘立柱建物を検出した

（熊本大学埋蔵文化財調査報告書第 5集）。さらに1999年の調査 (9901調査地点）では古墳時代初に遡

る時期の住居址や溝などが検出され、古墳時代前期から古代にかけての集落を確認した。本遺跡の営

みは縄文時代に始まり、また古墳時代前期からの集落が広がることが明らかとなっている。

本事業は平成10年の年度当初、計画にあげられていた事業である。当時の計画では西病棟の新営工

事とそれに付随する共同溝があげられ、平成10年度に発掘調査の申請も行っている。そのうち西病棟

新営工事に伴う発掘調査は1999度に実施した (9901調査地点）。共同溝の敷設に伴う支障配管替え工

事に関しては、前年度から2000年 7月に調査を実施する予定とされていたが、施設部より具体的な日

程調整の打診と病院からの許可を受け調査に入ったのは11月上旬であるc 実施した調査は、共同溝敷

設に伴う支障配管替えと第 1 井戸•第 3 井戸受水槽建設、それに伴う給・排水管配管工事に伴う調査

である。 I区として、第 3井戸受水槽建設予定地より調査を実施した。病院敷地の北西隅に位置する。

一次掘削の際は、撹乱が多く遺構の大半が破壊されていると予想されたが、遺構面を検出・精査した

ところ調査区全面に遺構が残っており、 9901調査地点で確認した集落は現在の白川堤防まで及ぶこと

を確認した。住居址等の破壊が少なかったこともあり、遣物の保存状況にも恵まれた。なお、調査区

の南西隅に高圧ケープルがあり、これより相当強い電波が発せられ測最機械に影響が出た。高圧ケー

プルの撤去や通電を止めることができないとのことで、本地点の遺構測量は手作業となった。また、

週末の休日に、実測用具や土層ベルトを壊すなどの悪戯を受けた。 I区終了後、 12月より病院敷地の

東側の第 1井戸受水層建設地の試掘を行った。試掘を行ったところ、近代・現代の墓石・墓城・遺骨

が検出された。熊本大学附属病院の敷地となる前は、小松原墓地であったところである。熊本県教育

委員会と協議した結果、調査不要となった。これらより下位においても、遺構が認められず受水槽建

設による文化財への影響はないと判断した。第3井戸受水槽建設を建設する間、 I区からの給水管配

管工事の、立会調査を行った。ここでは、掘削が包含層や遺構面には及ばず、本調査はなかった。続

いて12月より、 II区の調査を行った。旧第 5号病棟北側沿いに排水管を敷設する工事に伴う調査であ

る。既設枡に排水管を接続するもので、既設枡のある西側から掘削を開始した。多量の土器が出土し、

掘削予定の東側も同様と思われ、本調査に切り替えた。配管工事は西側の方が深く、この部分は掘削

予定深度が遺構面より深かったため、掘削予定範囲を一度に掘削し本調査に切り替えることにした。

数か所で遺物が集中する個所があり、それらの記録を行った。面積に比して、検出した遺構や遺物の

最が多く、時間を要した。掘削深度が遺構面に達しない東側については、工事に必要な深度まで掘削

を行い、現状保存としたC II区の調査の間にW区の立会調査を実施した。 W区はポンプ室周囲のフェ

ンス沿いに電気配線する工事であり、掘削深度が文化財には達しなかったC II区終了後、 m区の調査
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Ill 本荘北地区の調究
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1. （医病）基幹・現境斃備に伴う発掘調査 (0006調査地点）
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II 本荘北地区の調査

！` 

゜
2m 

図14 0006調査地点皿区遥構配置実測図 (1/50) 

に入った。 m区は旧第 3病棟西側にポンプ室からの配水管を配管する工事である。ここでも遣物・住

居址を確認した。皿区の終了後、東側第 1井戸の給水管配管工事の立会調査を行った。旧墓地内にお

いては、受水槽本体部と同様であり、その他の箇所でも文化財の検出はなかった。最後にV区調査を

行った。 V区はポンプ室と m区の中間にあり、構内道路を横断する。ここでは、迪物を収集したが、

迪構を把握できなかった。

これら一連の調査で古墳時代前期から古代にかけての住居址等の辿構と遺物を確認した。文中・図

而中の遣構の番号については、辿構の種類によらず検出順に一連の番号を与えている。

b.調査の経過

2000年10月30日 I区の一次掘削開始。

2000年11月6日 I I区 (119.41rl)、調査開始c

2000年11月22日 1区、調査終了。第 1井戸受水槽試掘。

2000年11月27日～同年11月29日第 3井戸 (I区）給水管配管工事、立会調査。

2000年12月4日 II区 (97.6rri)立会調査実施。本調査切替え、調査開始。

2000年12月13日 II区、調査終了。

2000年12月8日～2001年 1月lOEI N区電気配線工事、立会調査。

2000年12月19日 1II区 (20.4111)立会実施、本調査切替え、調査開始。

2000年12月20日 皿区、調査終了c

2000年12月25日～12月28日 第 1井戸給水管配管工事、立会調査。

c.調査の組織

調査員：大坪志子

事務担当：冨永明子

発掘作業員：岡田イツ代・岡村久美子・河野義勝・黒木タケ子・早田小百合・高松北子・水上順

子・宮村邦子・村上幸子・森川征子・森川護•森田ミドリ

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智
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Ill 本荘北地区の調究

子・林田恵子・番山明子・増井弘子・山脊早苗・早川 翔

(2)調査区の基本層序（図15• 16) 

I区は本荘北地区の西北端に位骰する。以前この付近には建築物があったのか、調査区周囲の土陥

はほとんど撹乱を受けていた。調査区の西壁で確認した土層（図15-2)は次のとおりである。

1層は現代埋土で、以前にあったと思われる建物の基礎も観察された。茶碗等のゴミが投棄されて

いる。建物撤去後の整地のための客土か、黒色の砂が上部に堆積している。 2層は近世・近代の耕作

土である。 3層ー黒褐色土 (lOYR2 / 2 -2 / 3、原さ20-35cm)、4層ー黒褐色土 (lOYR2 / 3、

20cm)が古墳～古代の追物包含陪および辿構の覆土である。 5陥ーII音褐色土 (lOYR3 / 4)はいわ

ゆる地山であり、遣構検出面である。 4層は 3層と 5層の漸移層である。黒嬰北地区の調査 (9802調

査地点）ではこの 5層に縄文時代前期の土器が包含されることが確認されており、本荘北地区におい

ても今回の調査地点に近接する9901調査地点で縄文時代の黒曜石製の石器が辿構検出面 (5層）に含

まれる様相がうかがえたc そこで今回進構の実測を終了した後この進構検出面以下を一部掘り下げて

みた。 6層以下はすべて砂層であり、 8層の下は砂質の礫からなる基盤層である。この試掘による縄

文時代の選物の出土はなかった。

II区では、西端で地表下0.6m程で古代の選物包含層が出始め、 0.85mで地山を確認している。図

15-1では地表はアスファルトに覆われており地表下40cm程度まではバラスである。 1'習一黒褐色

土 (lOYR2 I 3、厚さ40-70cm)及び2／爵ー暗褐色土 (lOYR3 I 4、厚さ10-30cm)は近・現代

埋土である。 3層ー黒褐色土 (lOYR2 / 2、厚さ10-30cm)は古代の進物包含層と認識している層

であり、以下は古墳時代の迪物包含贈およぴ辿構埋土である。古代の進物包含層が非常に簿い。隣接

する0104調査地点では、この辺りは0.5-0. 6mで包含層を検出しており、 0006調査地点では包含層の

削平が著しいと思われる。図16は既設枡より20mほど東側の地点の南壁土層断面実測図であるが、こ

こでも包含層は地表下1.1-1. 2m程度まで削平されている。

皿区（図15-4)では、 1層まではアスファルト・バラス・現代埋土（撹乱）である。 2層ー黒褐

色土 (lOYR2 I 2)が古代の遣物包含層と認識している土層であり、 1層ー黒褐色土 (lOYR2 I 

3)はそれ以降の土層である。 2陥～ 4層が堆積している部分が、皿区で唯一辿構と思われる部分で

LH竺15_,._o-Q!Tl

2
 

1層： ｝l＼褐色土 (l[uc10YR2/3) ,t崩：焦褐色土 (HueIOYR2/2)
2附：褐色：l:(HuclOYIM/4) 5削： ！J．＼褐色土 (IIIIeIOYR2/3)より黄色I:
3屑： ｝l＼褐色土 (HuclOYU2/2) O 2m 

図16 0006調査地点n区南壁土層断面実測図 (1/50) 
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I. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調究 (()()06調査地点）

ある。

(3)検出遣構

1区（図12)

今回調査で検出した遣構は、古墳時代前期の竪穴住居址4基、柱穴と考えられるものも含めピット

が29である。

＜竪穴住居址＞

9号竪穴住居址（図17)

調査区の東で検出された。東壁にかかっており、今回調査した範囲は、全体の 1I 3～半分ほどで

あろう。南側は撹乱を受けていたが一部は撹乱が下まで達しておらず、調査区東壁から 1m程度の

範囲は南壁の立ち上がりとみられる e 現在の長さは5.3mx4 mであり、主軸は南北より若干西に振

れている。本調査区内では最も深い住居址で、深さは約0.7mである c 壁は垂直ではないが実際はや

や急に立ち上がり、上方は緩やかに上るc 図中の段差は掘り過ぎたためでる。当初、北壁のプランを

捉えられず南北に走る溝と考えていたが、東側半分を掘り下げた結果、深さ0.3mほどから礫や遺物

が出土し始め、北壁の立ち上がりも確認できた。この住居址で、硬化面や柱穴などは検出されなかっ

た。

遺物は住居址中央やや北に集中し全体では30cm程度の厚さに堆積していた。散乱した様子もなく、

そのまま潰れた状態の土器もあった。この住居址からは多くの円礫が出土したが、土器とともに範囲

が限られており、白川の洪水などによる埋没等は考えられない。しかし、土器とも複雑に混在してお

り、通常の使用状態とも考えられず、住居を遣棄する際の行為によると考えられる。土器の集中部分

では焼土の広がりを確認した。焼土は北壁斜面から広く分布していたが、この住居址で炉址は検出さ

れなかった。

22号竪穴住居址（図17)

調査区の南西隅で検出された。西壁と南壁にかかっており、全体の規模は不明である。現在の長さ

は3.Sm x3. 9mであり、主軸は南北から45゚ 程度東に振れている。当初、プランを確認してのち30

~35cm程度掘り下げ地山と認識している暗褐色土を検出し、土師器甕と小形丸底壷の 2点が出土し

たためここを床面とした。しかし、建物基礎による撹乱部分を消掃していた際、下方より土器が出土

し、断面観察から床と認定した暗褐色土層下に別の黒色土の層があることが分かった。黒色土層の広

がりに従い床面と思われた暗褐色土を除くと、黒色土層下に地山が検出された。その結果、完掘状況

としては壁の下が幅20-30cmのテラス状になり、テラスには幅10cm程度の壁溝が廻る c そして住居

の中央が一段下がる。これは、 1999年度の調査において検出された住居址 (9901調査地点： 352・ 353 

号住居址）と類似しており、主軸方向も同一である。いずれも同じような建物基礎によって破壊を受

けているが、包含層（過構覆土）と思われる黒色土層が良く残っており、遣物もその中から比較的破

損の少ない状態で出土している。ペッド状遺構を持つ住居址のようであるが、最初に検出した暗褐色

の層は壁の崩落・流れ込み、あるいは撹乱によるもののような様子もなく、床面である可能性も考え

られる。

28号竪穴住居址（図18)

調査区の中央やや南で検出された。一部を撹乱によって破壊されている。ほぼ方形プランで、約

3. lmx2. 7mである。住居址の中央でピットが二つ検出された。 40cm弱の深さがあり炉の可能性も

考えられるが、焼：l：は検出されなかった。 28号住居址の埋土は黒色のものと、暗褐色の地山土が混
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1. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調究 (()()06調査地点）

ざったものとがありそれらの範囲確認が困難であった。明らかに現代の撹乱と思われる部分は最初に

除去した。地山の混土は住居址の東半分程度に広がっていたが、この土も一度掘削した撹乱土と判断

して除去した。近・現代の撹乱であることを示すようなものはなく住居プランヘの影響は全く無かっ

た。古代～近世の撹乱であったのかも判然としない。遺物はこのような過程のため、厳密に峻別でき

ているとは言い難く、古墳時代から中世にかけてのものが埋土中から出土している。床面からの出土

は土師器片が2点あったのみである c 年報（熊本大学埋蔵文化財調査室年報7、2001)では、この住

居址を古代の住居址と報告したが、古代の住居址であるならば本来備えてあるはずの寵がなく、選物

を再度考察した結果、古墳時代の可能性が高いと判断した。

29号竪穴住居址（図18)

調査区の中央で検出されたC 28号住居址と撹乱土城により南西部を破壊されている。現在長

2. 2mx2.16m程である。主軸は22号住居址と同じで、東に45゚ 程振れている。これは前年度に確認

した古墳時代前期の住居址と同様で、条里制が施行される以前は、この一帯の住居址は主軸を北東一

南西にとっていたことを示している。プランを検出した時には、既に上面がかなり削平されており、

深さは15cm程度しか残っていなかった。住居址中央のやや南西部で、焼土の広がりを確認した。

南西部の突出した部分との切りあいは、現場で正確に把握する事が出来なかった。しかし、この部

分がほぼ南北に主軸をとっており周辺の遺構の在り方からしても、この南北に主軸をとる土城状遣構

が時期的に新しく 29号住居址を切っていると思われる。 29号竪穴住居址も、 28号竪穴住居址同様に寵

の痕跡がなく、中央から炉の跡と思われる焼土を検出したことから、古墳時代と考えられるが、周辺

での調査結果を照合すると、古墳時代の住居址としてはかなり小型になりそうである。遣物は、土師

器片が10数点出土したにすぎない。甕の口縁部や高杯の脚部などがあるが、いずれも砕片である。

＜その他の遣構＞

柱穴らしいピットがいくつか検出されたが、建物が並ぶようなものはなかった。出土した遺物は土

師器・須恵器等で、古代～中世にかけてのものである。

n区（図13)

II区は調査範囲が非常に狭長で、遺構の全体を把握することは困難であった。幅1.5m、長さ21m

の調査区である c 調査区の一部が病棟への給食食材搬入路（スロープ）の脇であるため周囲が高くな

るe 最も高くなる部分では 2層が撹乱土で両壁が脆弱なため崩落の危険があり、工事業者の協力を得

て急遠矢板を打った。しかし、検出された溝状の遺構を掘り下げることは危険であり、またスロープ

部分は工事による破壊等の影響は受けないため、現状保存できる部分については保存とした。そして

工事によって破壊を受ける部分と安全性を保てる部分についてのみ調査を行った。

II区で確認した遺構と思われ掘り込みは、土坑状遺構 3基がある c

く土坑状遺構＞

1号土坑状遺構（図13)

調査区の西端、既設枡東側を北に長さ3.2m、幅約 2mのトレンチ状に掘削したところ、包含層を

確認したので重機による掘削を止め、人力による掘削にしたっ地山を検出すると、南側へ傾斜して落

ち込み土坑状になった。深さは0.4m程である。ここで遺物が集中して出土した。南壁が立ち上がる

ため、南北の幅は0.8m程度と思われる。東西に広がり、溝状になるかは不明である。多量の古式土

師器が出土した。
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l. （医病）甚幹・現境整備に伴う発掘調究 (0006調究地点）

2号土坑状遥構

西端から5.4~6. 4mで、南北に調査区を横切る遺構ラインを検出した。当初は南北に走る溝と考え

たが、 20m先まで遺構埋土と思われる黒色土が続き、これに対応する追構の立ちあがりを確認するこ

とができなかったため、東を全面的に徐々に下げたところ、 0.4m下で東側の選構ラインが検出した。

掘削した結果、最も深い所では遺構検出面より l.lm程下がる。壁は、西側は緩やかな傾斜で下り、

底の20cm付近で急に落ち込む。形状は竪穴住居址のようであるが、ちょうど検出した部分の中央が、

東西方向に溝状になっており竪穴住居址とは考えにくい。

3号土坑状遺構

1号土坑状遺構の東側、調査区がT字になったその交差部の南壁沿いにある、東西約3.lmの落ち

込みである。深さは0.5m程度である。南壁では土器が若干出土した。おそらく中心部となるのは、

調査区南外であろう。遣構面（地山）の状況から、 1号土坑状逮構とは繋がらないと思われる。

くその他の遥構＞

保存した部分については、図16の3層上面まで掘削した段階で、土器が集中して 2箇所検出された。

それぞれ、記録をとり取り上げた。

m区（図14)

皿区は撹乱による破壊が著しく、遣構の全容は不明である。硬化面を検出したため住居址かと思わ

れる掘り込みがあるほかは、ピットである。

く住居址(?)> 
調査区の南西で住居址らしい土坑状の迪構を検出したが、既設管や撹乱土坑によって破壊され、ほ

とんど遺存しておらず、本来のプランや規模は把握し得ない。深さは50cm程度である。硬化面は一

部確認された。

(4) 出土遺物

本調査区で検出した遺構は古墳時代の選構が主体であり、遣物も古式土師器が多量に出土した。本

書では、出来る限り多くの器種を載せることを優先した。掲載できなかった遺物については、別の機

会に紹介したい。

I区

9号竪穴住居址出土遺物

I区で最も多くの遺物が出土した遣構は 9号竪穴住居址である。古墳時代前期、 4世紀ごろの古式

土師器が出土した（図19・ 20: 1 ~31)。小型丸底壷・高杯・甕·直口壷等がある。後世に混入した

と思われる遣物として、図24:11s~119の須恵器蓋と杯がある。

22号竪穴住居址出土遥物

22号竪穴住居址からも、古式土師器が出土した（図20・ 21 : 32~43) 。 9 号竪穴住居址と同じく、

小型丸底壷・高杯・甕が出土している。

28号竪穴住居址出土遺物

28号竪穴住居址からは古墳時代前期の古式土師器と、古代の土師器・須恵器等が出土している（図

21 : 46~62)。住居址の床直上で出土した土器は、図21-58である。遺構の形態と、この土器から、

本住居址の時期を古墳時代とした。
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本荘北地区の調査
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1. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調究 (0006調査地点）
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m 本荘北地区の調査
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1. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調究 (0006調査地点）
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1. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調究 (0006調究地点）
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図24 0006調査地点出土遥物実測図 6 (1/4•1/3•2/3•1/1) 

その他の遥物

図24:109-117は縄文土器である。 111・ 112 ・ 116 ・ 117は28号竪穴住居址から出土し、他は包含層

からの出土である。 109・ 110は縄文時代後期後業の磨消縄文であり、他は後期末～晩期の土器である。

このほか、包含層やピットなどから古式土師器・古代の土師器・須恵器が出土している c

I区

II区では、狭い面積に比して、 I区を凌ぐ量の遣物が出土したC II区西端部、 1号土坑と中央部の

2号土坑から集中して古式土師器が出土した。特に 2号土坑は遣物が重なって出土した。 1号土坑以

外の区間では、包含層を掘削しながら土器群を検出したため、東側より土器群 1.土器群 2.土器群

3とした。 2号土坑上面で検出した一群が土器群 3に相当する c 逮構を掘削して出土した分について

2号土坑出土としているc いずれの土坑・土器群も古墳時代前期の古式土師器である。

小型丸底壷・高杯・甕・ニ重口縁壷・直口壷・ミニチュア土器が出土した。 75の二重口縁壷は 1号

土坑出土であるが、中の土に骨粉が混入していた。また付近からベンガラの塊が少撒検出された。
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m 本荘北地区の調査

土器以外には、黒曜石製の石器 2点と、鉄鏃 l点、ガラス玉 1点がある。

皿区

出土遺物は土師器片が出土したのみである。

(5) まとめ

1999度の調査において確認した集落が、病院敷地の端まで存在することが判明した。白川を眼前に

控えた堤防の直下であるため、遣跡の存在の可能性はそう高くはないと考えていたが予想に反する結

果であった。 Il区や皿区は旧 3号・ 5号病棟の脇であったが、病棟建設に伴う周辺への影堀は非常に

少ない事もわかった。本調査地点は本荘北地区の北西隅であったが、以前の建物基礎などの撹乱を一

部受けていたものの迪構が検出されたことは、少なくとも病院敷地の北西側一帯に古墳時代からの集

落が遺存している可能性が強いことを示す調査結果となった。県下において、また特に白川流域にお

ける当該期の土器資料出土例は少ない。 1I区で出土した土器は、器種や数最もある程度揃っており貴

重な資料となろう。

後述する、 0104調査地点と比較すると迪構の密度は低く、集落の端部に近いのかもしれない。
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1. （医病）基幹・環境整備に伴う発掘調査 (0006調査地点）

表 6 0006調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遺物 糧顆（騒糧） 法饂(~) 残存量 l 特徴 色 調 出土透構 鑽 考

口径且 13.6 内 ； ヶ篤転転n",iナナIllがデデ.,9 ，． 99 内外 ： H u e 7 . 5 YR 6 / ・I 19 l 上師笞 悦 底岱 3. 1 I I 3 外・河 9ヽ : Hue IDYR 6 I ・I 
!I t}竪穴itfiht

6.0 ケ

2 J:f¢器 高u;
盟口｛怜 l i . 6 

約 I/ 3 内 ： ヶhl転転B『J．． ナ＋店渭デデきり．． 99 外内 ： ）｛ uc ID Y R 7 I 3 !l t}翌穴{I:hud: 鼓！119史一郎こIf損？外 [i,J,、 : Hue l()YR 6 I 2 
ヶ

謡n {f l7. o 
内．回転ナデ．

3 J.:師岱 糾u; 約1,1.1 ハケ ~I 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / Ii 9サ翌穴（I:居址 外籠iーIi.iiこ/Al斑
外 {i:nJ)転IIナデ． : Hue IOYR 6 / •1 

n 径悶 1 5 . 0 内 ； 定同E9ヽI方転忙ケ向ナ目.,.9デデ•デ． 不． 、9 土師器 坑 底討 9 . 2 I / 3 内外 ： H u C' 7 . S Y R 6 I -1 9 •サ竪穴II:Ii}Jt.
4.2 

外： : 1-lue 7. 5 YR 6 I ・1 

盟ni:怜 16.2 内：同1丑;ナデ，
5 :l：師器 苅J1; 約 II,i ヘ Cシ9 I外勺： Hue 7. 5YR Ii I 6 !)サ竪穴f.I：居JII: l’,lir1i一郎に，＇A¥斑

外 ： へl~I きデ． : Hue 7, 5YR 5 I 4 

6 ±応器 店杯
翡口i,Y: 1 5 . 4 

1 / 4 " : ヶ]0Jト削］,U転I,).後.,.1屈•デ舟デ.きき’． ` 
外：

外内 ： H ue 7 , 5 YH 7 / 6 
: Hue 5 YR Ii I 6 

9 i}竪穴il1,i}Jt

上鉛召 I 仰・

l,.; ：回転ラ・・ut-n．デlh． 回
rII悶t 19. 4 ハケ

外内 ： H ue 7. 5Y R i t 6 7 :召It l 3. 8 2 / J 転へ 9サ竪穴(t:!，t虻 焼さむらあり
12.6 外：回転ナデ．

:H匹 7.5YR7 I Ii 

ハケ B

,It召:lii高t 消 13.2 9; • 阿指●ヶIE.,.uE.ナデ.,.111デデ,,． ． ， 
内： Hue 2.5Y 6 / 3 

8 :I-．幻註 砧U; 約 I; 2 
ク~， :、 7外.5： YHR I 6 / 6 9サ竪穴tt騎Jじ 外i屈一郎［こ!.I.I襄

ue i.5YR i I (i 

• I.t.,ぢ !n笞Itii訊惰怜 12. 8 

内： 9ヽケ1:1.nりり

“u. 駐l部のみ lill転→•デ 外内 ： Hue I O Y R fi I :i 91}竪穴fl:1,i;J1t 外ifi一郎にススfil莉
外： 9 サ~nデ. nllり : Hue IOYI~ 6 I :1 

阻転ナ

1。I匹 店u: 且 胆郎 1/2 内外：：nnII; ；iり)後内き 外内 ： Hue I OY I~ Ii I :1 
: Hue IOYR Ii I :1 9サ竪9til:．屈址

ll I ±匹

ll i悶怜 19.5 
内：阿にナ,.

“u; !笞1'E 12. 0 ::l：:l完形
ハケH 外内 ： H ue 2 . 5 Y I{ 5 / 8 9サ竪穴住！氾1t 外面iこ焼さむら

13. l 外 ： lケさ）転［I.ナ削デI;．Jヽ : Hue 2.5Ylt 5 I 8 

12 1 上匹 高u; 底nrがii高惰Y! 12. 0 約 1/ 2 内 ： 転阿目府ヘ転転きラナナ酎デデ．1，． 屈
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外内 ： H u e 7. 5Y R •I I :1 
: llue 7.5YR、II :I 91}竪穴 i1：糾•J1t

13 土師翡 麻u: 員 脚部2I :i 
内外： 1'f1Jり，晶ナデ 1 ：ハケ 削 外内： lluc IOYn 6 I :i 

り． : lluc IOYH fi I :i 
91｝竪穴住9甜11:

14 上師t} 麻U; 員 脚部2I :1 
内：圃悶転りナデ． 外内 ： ll ue 5 Y I~ 6 I 6 9り場竪穴住9↓釉I・・

外内 ：： 阿転デり．．十聞nデ．．きi． } 
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ハ tl

18 j:tt笞 甕
I盟J{¥': li.O 

11樟郎 II 2 
内： 9『1転ナデ，

外： 転きナデ．
I外勺： lluc IOYH 5 I •I 

: IIuc l(IYI{ 5 I •l 9・i}竪穴{Iil}｝.IiI: 内外面に！i¥史

I盟..It甚 16.,1 外内 ： ハケ転ケ目Elナ．,111り Fl 外 : lluc 7. 5YR 6 / •I 
外帖面：l:fスft積スみf;t.fl．t.lf 19 J:9£笞 甕 I : I樟郎 II ・I : !fll デ． : Hue 7. 5YR 6 I ・I 9 り•11.'A\I ・包含層

，、日

20 土“r; 売
盟n t．f. 18. i 

1 1 9はR&J¥・ 内 ； ナヶ●9ヽ:デ忙ヶE．．nナ9柄ヽ後デケ’目’．D 9餐ヽ
外：

内外 ： lluc 5 Y R 6 I 6 
: Hue 5 YR i I •I !Iサ竪穴itr.,比l. 外iiiススfi莉

21 :I:［る路 売
盟n径 18.9

1 19ゑ・胴郎1i・ ＂ ’ ナハ國阿デ転転ケ．ナ0別ナデデり． 指． 
外：

内外 ： ll u c IO Y R & / • I 
: Hue IOYH G J,I ！）・サ竪穴{•I:hhI; 吹きこばれ

U謡径 15,6 内：回開転ナデ，

22 :I:［叫塁 売 はば尤形 I外勺： llue IOYH 7 / ・1 !I •ij•"39t t1:I,1}ilI. 吹外iさfliにスス1寸杓

26.3 
,,~: ・J・デ． : lfoe 2. 5Y 7 ; :l こほれ

ハ n

盟I :I径 9.0 ，，内ト： ［引ほナ日デ I外勺： Hue lllYR 7 / 4 23 :I:師器 小！訊脚iit t 19及部片 : Jヽケ 後同 !lサ竪穴tI:I}}址 外ihi!A＼斑
転ナデ

: Hue IOYR i I 4 

謡nm 1:1.1i l勺： lfil転ヶナデ． 内外 ： H ue I OY R 、I/ 3 2•1 :l:OO岱 甕 I.I様祁i¥・ ハ tl : Hue IOYR 5 I :1 9け竪穴ft:fr;Jll: 次さこ：zれ
外：同転ナデ

25 _116と 甕
r謡1 1怜 11.0

約I; 3 
'"'同腐転＇） ナデ．

外内 ： ll i:c IOY R 8 / 2 9サ竪穴(I:,1,'i址 内外外面面スにス赤f•I 色行、化吹粧土きこぼれ外： 転ナデ． :H匹 IOYR6 I 3 
ハケ U

II.::ナ.デ1'1．19ヽ ケ謡[lit 10. （I ＂り 内外 ： t 1 ll e ) （ ） Y R i i .1 a 25 :I••OOLi if(ll壺 I.l 総郎）i• 外：回転ナ．デ．指 9 IJ-竪9tt1:i:•Jt:
ハケ I]

:Hじe IOYl{ 7 / 4 

ォサニ

56 



m 本荘北地区の調査

図 番号 遺 物 種間（雑種） 法量 (CIII) 残存量 特徴 色 厨 出土遺携 償 考

1盟こ1径 18. 0 
I勺： Iil 転 •9• デ．

20 27 .:l:00牲 壺 口栂部Ji•
ハケ l1 外f.lJ : Hue IOYH 5 / 3 91}竪穴住屈址

外 ： l指！il転オサナニデ． : Hue 7. 5YR 6 / 6 

28 土師器 壺
盟口径 18.0 

口樟郎lヤ 内 ： ナナ●,、Iデデ転9・，ヘ1•919後ラヽデヶ厄麒．指g 転’’ 
外：

外内 ： ll u c 7. 5Y R 6 / 6 
: lluc lOYR 7 ! 4 

9う］・竪穴住9B址

29 土！t石 壺
謡口径 15.0 

約 II .. 内：ケ阿転lltケk'ナll翫-,.デデ1) ．9ヽ 内外 ： ll u c 2 . 5 Y R ・I t 6 9サ竪穴住居址 赤色韻Et~ ・ !iii. • lluc 2. 5Yl{.i／ 6 

’‘ 
口閑佳 16. 8 

内 ： ＂9 転伝デ11．． .,.ナ削9ヽデ，，ケり・． " I外り： lluc 10¥'U I! I 4 30 土紅器 壺
底臣 29. 9 

2 I 3 
外 ： Idl 指目 : llue 10¥'I{ I! I 4 9 IJ-竪穴住居址 外面底郎1.:!l"[

・J・デ，

口盟径 18,0 l,.］ ： ケIlilill転1転1,•！・n｝・ •lデデり． ． ハ
31 :I:師器 亮 口縁・阻郎部の•一 内外 ； H u e 7 . 5 Y I ~ 6 I •1 9サ竪穴住居址 吹外面きi9こ、ぼス1れ-，t精

外： : Hue lOYI~ Ii / 3 
ハケI]

32 上的荏 店U
盟口径 16.6 

1 I 2 外内 ：： 翔JIJ阿駐1転さ転II餞9ナ•ナデデデ. 
外内： 1•l uc I O Y R I! / 4 

: lluc IOY I~ I! ; 3 22i]・竪穴住居址 焼さむら

塁口且径 14.9 ，，内ト：ナデ転．ハケH 内外 ： ll u e 5 Y R 6 i 6 33 土師計 店U 1 i 2 : !1)J n ナデ． : lluc i.5¥'R i I 6 22サ竪穴住居址 焼さむら
ハケ

” 
J；紺器 高4; 羅 脚部 1/3 "外 . ： 9指転目ヘ9Itへに'ナ9"'9ナナデ"'き．デデ’．固． ’ 1外1.J : lluc IOYR 7 I 3 

: IIue IOYR Ij I'3 221}竪穴住居址

35 ；l：師甜 碗
1盟:1径 11.9 

I I 3 I外'l: ： 1nl削•1り,1 伝転りり後ナ•，·11lデデき．． 外内 ： H ue IOY I{ 7 / :3 
: Hue IOYH 7 / 3 

221j竪穴住居it1: 焼さむら

36 :I:面器 碗 羅 底郎のみ残(f 内外 ・. ”9 • テ’
：ハケ11

外内 ： U uc IOY R 5 / 3 
: lluc IOYR 4 I 2 22り竪穴住9甜tt 外ifii スス f•I針

口見径 9.6 
内：贔サ）転ナデ．

37 土封指 小門九旺也
庄召 8 . 3 

ほぼ完形
外内 ． I I u e I OY It 7 ,.. 4 

22•サ竪穴住居址
内面i←朽t,＼＼色閉研のように晒・.ヽ

外： ナデ． : Hue IOYR 7 I -1 ている，
ハケ日

盟I:Ii淫 13.2 内：ヘラ削＂ り． l外り： llue IOYR Ii I 1 外郎 i：~こi!A全UfEf; Iこススi寸府 口緑部一38 土ほ路 小腔丸底壺 口緑部ー船誼l1i ハケ
: Hue IOYR 7 t 3 22サ竪穴住居址

13.5 外：ナデ．ハケ目

39 :l••OO器 甕
盟口径 15.2 

口縁郎9r
内： ffナlJ I}．同転

外 ： Iil]デ転•t・デ
外内 ： H u e 5 Y R 6 I •I 

: llue 5 YR 6 / •I 22サ竪穴住居址 外面にスス付粁

40 ：t：町岱 史
n盟径 15.0 

口樟郎9i• 内 ： ケl肘I",)餞転鉱II．ナ9•トヘ・デデデラ．9削ヽ 外内 ： H ue IOY R 7 / •I 22サ竪穴住居址 外面にススi寸芍: Hue IOYR i / ・1 
外：

謡IJ径 30.0
内 ： ［ii i 転碍・f-デ． 

41 土師岱 浅鉢 口繰郎I¥・ へり 外lり： llue IOYI~ 7 I,1 22り・竪穴住店址 外面にススf寸莉外： ハ ． 阿 : lluc IOYR 7 / 2 
転ナデ

内 ： ケ●ヘ指H1t9にオラと1. サナmナfflデエデり’’． ． ． 9 42 土師若 甕
謡IJ社 15.6

EI縁・柑部I¥・ 外l勺： llue IOYR 7 I 4 
泣サ竪穴住居址 外面一部にスス1bnt

外：、 : lluc IOYR 7 I 3 

[:盟I径 ！3.0 内 ： 阿屈ハり．に転ケ指1u・オ）•・デサデ．ニ． n 21 43 :t師器 甕 完形 外内 ： H ue 7. 5 Y H 6 ; •I 訟サ竪穴tt居址 内夕Hii：こスス付着
19. I 

外： : Hue 7. 5YH 7 / •I 

盟口径 12.0 内：訊転仔・)・デ、

・H :I；紀器 甕 I]樟郎1ヤ へり 外内 ： H ue I O Y R i / 3 23~}竪穴住店址 外iii1こスス f•I府外： ；j31 デ． : I lue i. SYR 5 i ・1 

’‘ 
45 士師荘 甕 鳳 約 II 5 

内 ： ：ケ1il転lt:li..ナ1lll・JデデiJ．． ハ I外勺： lluじ i. 5YI~ 6 / 6 四t}竪穴住居址 外面一郎1.:!l＼斑外：,~, • llue i. 5YR 6 I 6 
99ケII

46 土師器 店り・
盟n径 16.0

口縁郎片 l外り ：： !illill転転ナナデデ 外l,.1 : l[Ue IOYI{ 8 / 4 
: Hue IOYI~ 8 I •I 28サ竪穴住居ht

且
内： 1m転ナデ．

47 土師若 甕 r:1緑郎片
ハケ 11 外内 ： H ue 5 Y R 6 / 6 289}竪穴住居比 外iiiススfが行

外：卜I]転ヶ ・l• デ． : flue 5 YR 6 I •I 
ハ l]

48 土的岱 甕 且 l]紺：部I~· 外内 ：： [il圃J 転転・•｝J•・デデ 内外 ： l l u e IOY R 6 I ・1 
: llue IOYR 6 / ・1 

28•}｝竪穴住居J1t.

49 上節岱 甕 員 口様郎片 外内： II＂"11 転・トデ
：転•,-デ

内外 ： ll u じ 2 . 5 Y 6 I 2 
: flue 2. SY 7 I 2 

28•}｝竪穴住居址 外ifiススtt杓

50 土ぽ荏 吏？ 員 口緑郎｝ヤ 内 ： に●円ヘ1ヘ転転ララ＋笥ナ用デきデ．き伎同
外：

内外 ： ll u e IO Y I ~ 6 ; 4 
: flue IOYR 6 1 2 28サ竪穴住居址 外頑i:.:!！＼史

盟1:1径 16.5
内 ： 1指It111l転転ナデナ•,.デデ． 内外 ： ! fo e 7 . S Y R 7 I 6 51 :I渇5器 高杯 口縁郎H•

: !Ice i.5YR i I 6 ぉサ竪穴住居Jll:
外：

52 土師料
"箪

盟口径 15.1 
口舷郎I¥・ 外内 ： ： ［角FL)I転転ナ•9•デデ 外内； Hue 7. 5Y R 8 / -1 

: lluc 5 YR i I 6 28サ竪穴住居址

53 J：鉦答 壺
盟I:1径 11.5 

口緑郎I¥・
Iり： 9ヘ91況転ラ店ナきデ，

1外勺： lluc 5 YU 6 I 6 
鵡サ竪穴住居nI.

外： If.I デ． : llue 5 YI{ 5 I 6 
へ き

57 



1. （医病）甚幹・環境整備に伴う発掘調査 (0006調査地点）

図 番号 遺物 種類（騒種） 法量 (an) 残存量 特徴 色 g 出土遺構 国 考

21 迅 i：師器 甕 員 口緑船片 外内 ：： ハrハii)ケケ転l1]ナ1． デ削， り 外内 ： Hue IO Y R 6 / 3 
: Hue lOYR 6 / 4 

28•}}竪穴住居址

ぉ 土師器 高杯 凪 脚部 lI 2 Iり： 転Plヘ"l]へ転転ラ，ナ川ナIllデきデ．り． 屈
外：

外内 ： H ue IOYR 6 I 4 
: Hue lOYR 6 I 4 

28サ竪穴住居址 外面屈斑・焼きむら

翡ロ1 怜 32. 5 
杓．回転ナデ．

56 I：廊器 浅鉢 91縁部片
ヘラナデ 内外 ： H じe I O Y R 5 / 2 おサ竪穴住居址 内面爪色

外回転Hナデ． : Hue IOYR 6 / 4 
ハケ

57 上師器 皿 底口器径径高 76.. 0 8 ほぼ完形
内 ： 指回回転ナデ1• デ．

内外 ： H ue 7. 5 Y R 6 I 6 28号竪穴住居址
I.I 外；ヘ転ラ切ナりデ． : Hue 7. 5YR 6 / 4 

58 土師器 小型九底蛍
翡日径 11.0 

n緑部片 外；勺 ： ： ヘ［回UJ転転ラナナナデデデ． 外内 ： ｝ l u e lO Y R 7 I 3 
: Hue IOYH 7 I 3 

28サ竪穴住居址 内外面スス付培

丑 須思器 碗
盟Clif. 12.8 

口緑郎片 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内 ・ H ue 5 G Y 3 I I 
: Hue K 2 / I 

28サ竪穴住居ht 外面に自然粒

60 須恵．器 碗 底器口ii高f ii 9. 0 底部片 内外 ：： 回回削転征99ナナデ『’デ’ lE 外内 ： H ue 5 Y 6 / I 28サ竪穴住居址 底面に自然釉

ヘラり，J 
: Hue 2. SY 3 / l 

61 須恵器 甕 凪 胴部片 内外 ：タタキ
：クタキ

内外 ： H u e 7 . 5 Y 4 / I 
: Hue 5 GY 3 I I 

28サ竪穴住居址

62 須恵器 壺？ 且 m部li•
外内：タタキ

： ラタ内クきキ．？ ヘ
内外 ： H ue l OG Y 4 / l 

: Hue N 3 / 0 28号竪穴住居址

内：ヘラ閥整後

l最器]径大店径 8. 2 
指ナデ

外内 ｀ H u e 5 Y R 6 / 6 
11サ区 1号区土坑土 ・11区

遺粘土構紐積み．上号げ土22 63 ±I盾群 小型九底渾 2/3 
外 ： ハララ削内ケりnき.． ヘヘ Hue 7.5YR 6 I 6 

2 • a 翡詳 3
はII[-{ I 坑

-Q 

64 上師器 小別九底壺
LII命沿 1 1. 0 
最器 径 11. 7 l I 2 

内： lf!l転炉ナデ．

ハEケヘ

外： Iラ甘 ナデ．

外内 ： H ue 7. SY R 6 / 6 
: Hue IOYR 7 I 4 II Iii I号土坑 粘土紐積み.I:げ

ハケ U

盟口径 11.0 
内 ： 同閉ケ●l転I転さI ．ナ・磨9デデき． ． ， 65 土Gi!i器 小型丸底壺 完形 内外 ： H u e l O Y R 6 I -1 n区1号土坑 No. 

外面底部にスス付芍
10.0 

外：、 : Hue lOYR 6 / -1 8 

66 土師荏 甕 最n器径大高径 14.8 I I 2 内 ： ヘき回ハ，ラ転ケ揖●Hナナ1りデテ． 窮
外：，

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 I 8 
: Hue 2. 5YR 6 / 8 

nI lSJえ・:2!：坑号土坑． n区 粘外土面紐積瓜み上げ
に斑

且 内 ： 硝.回,転さ転ラ削ナナデ．
67 土師器 高り l I 4 外内 ： H u e I O Y R 6 / 4 ll l>{ I号土坑

外：デ． : Hue IOYR 6 / 3 
へり

翡口佳 19. 2 9勺： l庄目転ナデ．

68 土師器 高杯 杯部 lI 4 外内 ： H ue IOY R 3 / l II区1サ土坑 内面に1A斑外： ナデ． : Hue lOYR 7 / 4 
き

謡口径 19.0 
内；回転ナデ，

69 土師器 高杯 I I 4 
外 ： ケヘ回転I]ラ．ナナ引デデき． ハ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 I 6 n区 1号土坑 外面赤色顔科・スス付舒
: Hue lOR 5 / 8 

底l器]径径紅 11 6 内 ： 削回圃転転りナナデデ． 内外 ： H u e lO Y R 8 / 3 70 t師器 店杯 I I 2 II L,(l号土坑 脚部底面に指哀あり
外：

: Hue IOYR 8 / 3 

内：［il転ラナデ．

71 土師器 甕
n盟t淫 16.0

U緑船2/ :1 
ヘ 削さえり． 外内 ： H ue 2 . 5 Y R 6 / 8 Ill~ I号土坑 粘外土面紐ス積みJ:げ

外：指回お転ナデ． : Hue 2. 5YR 5 I 8 ス付着

ハケ 13

72 土釘器 甕
翡口tf. 1 7. 1 

l I 3 
,,, , ヘ阿転昇ラnナ'II) デ．

外内 ： H ue 7. 5 't' R 6 1 4 Il 2サLi{土I坑号包土含坑層・11区 帖内面土紐ス積スみ付上沼げ
外：回デ． : Hue 7. 5YR 7 / 3 

Iヽ

口径念 17. 7 内 ； 1ヘヘ＂1転ラ昇ラ肩ナ削さデ9)， ， 
内外 ： H u e IO Y R 6 I -1 粘外土面紐ス積スみ付上芍げ73 土師器 甕 最器 径 22.0 3 I 4 Ill.~ I号土坑

外：固デ．
: Hue lOYR 6 I 4 

Iヽ

IJ 径念 1 6. 8 内：同転月ナデ，
74 土輝器 甕 最器 径 20.9 4 / 5 へり 外内 ： H ue lO Y R 8 / 3 ll2 区サ：t1坑号•包土含坑層• II L;{ 粘煮炊土紐き積痕みあ上りげ

24.3 
外：同デ． • Hue IOYR 7 I 2 

Iヽ

n悶i.居 17.2 内：同転ラnナIjデ．

75 土的器 甕
底爵 26. 2 

完形
へ 1, 外内 ： H ue I OY R 7 1 4 n 区 1 号土坑 ~o. 2 内外面にスス付芍

外：回転ナデ． : Hue IOYR 7 I 4 
ハケ H

内：回転ナデり，， 
翡ロ佳 18.6 ヘラ削u ． 内外 ： H u e IO Y R 7 / 4 11 含li:<'. l号土坑・ 11区76 土距器 二原口縁壺 口縁部 l/ 4 ハケ 帖土紐積み上げ

外：回転ヶナデ．
: Hue IOYR 7 I 4 包 層

,、 H

口径t・ 23.4 内 ： ヘ同●ハ1転ラ転ケ削IナナI ’デ’， rJ.; 外 Hue 5 YR 6 I 6 II I{ I号土坑 Ko. 外面に黙斑・スス付筍77 上紅器 二煎口縁壺
底器 40. 7 

ほぽ完形
外：デ． : Hue 7. 5YR 7 I 4 l 

内 ： 回．ケ転ヘI・ト.jラデ削． ナ
1 1 径ぷ 2 5 . 2 デり．

外内 ： Hue l¥' 2 tO, IO Y R 1 1 2 唱nu．.n2区号1土号坑土坑包含 粘追内外土惰紐面は積にn煮み区炊上2号げき痕土坑78 :t師詐 7．重口縁燿
笞最 径 3527..26 ほ；迂形 Iヽ

外：目転ヽナケデ日．ナ
: Hue IOYR 7 I 2 

デ I

58 



m 本荘北地区の調究

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (CII） 残存且 特徴 色 謂 出土遺tII 鑽 考

22 i9 土紐召 手捏ね：I：器 託硲n捐ぶif 36 .. 2 25 はほ完形 内外；指指ナデ
： ＊シ

l外'-l : llue IOYR 7 I 3 
: Hue IOYI~ 6 / 3 

II t,(21}:I：坑 底郎；こ9,EE

底I計.I 径径応 96 .. 5 0 

1,.] ：回転 •9• デ．

a 土釘召 小門丸庇壺 完形
ヘラ 1• デ 内： Hue IOYR 6 I •I 

111~2•サi：坑 •I 培 外IJiIこ焼さし・ら
外：回指転ナデ 外： Hじe IOYR 6 I 3 

ナテ’

n閏if. 9. o 
内 ： 指回転・J-ナデ．デ．ヘ

I外勺： llue i. 5YR 6 I 6 81 土紅器 小5t九底壺
底j!;; 7. 2 

I I 2 
外． ヘ囮ラn転ラ;Jl'Iりナ'Jりデ．

: Hue 7.5YR 6 / Ii IIX2サ：l：坑．i轡 外面底部に！Al斑

nf盟f. 12.65 内 ： ，，ヘヘ.,.．デララ行絹削さり1？, ． ＋ 82 土面花 小聞丸底壺 9 A0 外内 ： H ue 7. 5 Y R 6 I 6 11 料l!f.2サ：l:hFt. II l込 焼さむら
12. ・1 

外： ． : Hue 7. 5YR 7 / 6 :t 訂•3-
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＇外I.J : Hue 2. 5YR 5 / 6 
: llue 5 YR 5 / 6 ll[{：I：罰群 3-II 外内遺画面構庇口は緑土部郎器に島に群直ス3ス付莉
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1庇笞:1 rn tQi 消 91-1. 0 . o l勺： ffiヘl転ラ削ナIデ)． 外内 ： Hue IOY R 5 / :I II [，3 i{ ｝ I 坑サF土坑II・11 区器 内外籠iiiiににヘ黒斑ラ押し紙93 :I：節器 小阻丸r正壺 2 I 3 群2 土一 ・ 区土
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1. （医病）基幹・現境整備に伴う発掘調査 (0006調在地点）

図 番号 遺 物 糧類（蒻種） 法墨 (en) 残存置 特徴 色 関 出土遠構 鑓 考

＂ 径悶 1 1 4 外内 ：： ナ団デ転ケ．I]ナ削デI．) I外勺： Hue 2. 5Y 5 / 2 
焼遺IさMむ：ょらn li<fil.含層2.1 105 土m笞 小屯 底枯 -1 •1 5 i I 8 : llue 5 YR 6 I 8 111?.．包含屈

9.6 9ヽ

ni悶E I I. 1) 
内：阿酎にナデ．

外内 ： ｝ l ue i . 5Y R 7 1 3 106 土師召 fji•i壺 底岱 I0. 5 :iif•;3形 外： 転ナデ． : Hue 7 5YR 7 t •I n I-<．泣含層 外ifiに黒況
12.1 ハラnケIlりIJ. ヘ

)07 :l:r~li笞 亮
(盟]｛そ 16.4

l:1樟部 I/ 3 
11.i:目月転り・｝・デ．

内外 ： l i u じ IO Y R 7 I •1 II［ベ 遺I~は n 区
外： 転ヶナデ， : Hui.! IIIYR 7 / 3 ,、 U

24 108 須忠翡 贔n: 底n柑ii高li せ 9. 2 脚船 I/ 3 
；り：同ヘに:ラ罰:ナ;りデ． 内外 ： H u e 7 , 5 Y R 7 I I i IIIli．撹乱・包含層 迫情i!IDII攪it．包含層
外： l!.1] デ， : llue 7. 5YR 7 / Ii 

へり

109 縄文：I：器 深鉢形；l：荏 且 r.t-4郎）ヤ l外k：：：軒ナデぎ． 暦き
内外 ： H u e IO 't' R 6 I 6 

: Hue IOYR 6 I Ii 
ィ渭l 外ll1面色JRに沈lill線文・縄文

110 縄文•I••笞 深鉢形：I:祖 鳳 釈郎9i• 外内 ：： ナナデデ．． 用閉きき 内外 ： H ue IIJY R 5 / •I 
: lluc IIJYR 5 / •I 包含府 外聞I色tiお1こ沈研線文・縄文

lll 縄文：I:花 深体形：と器 羅 租船片 内外 ：： ナナデデ．． I晒f9きき 外内 ： H u e 7 . 5 Y R 6 I ・ I 
: Hue 7. 5YR 6 I 4 おり翌9く住9,＇;.ht 外黙甜色内：こ沈研線文

112 縄文．＿1:器 深鉢形：I：爵 履 1.M部)¥・ 内外 ：： 附野きき 外内 ： ll ue 7. 5Y R l. 7 l 1 
: ~Iじe 7. 5YRI. ii I おり竪9tt1中柑•Jt. 外瓜面色内に沈研線文

113 縄文：I：笞 深鉢形：l••岱 凪 I―19U郎I¥・ 外内 ：： ナナデデ．． 府内きき I外勺： Hue IOYR 6 I 3 
: Hue IUYR 5 I 2 

9 I}竪穴f.I:Ili址 外Iiil.:it諏文

II.i 縄文．l・・苔 深鉢彰．七四 羅 日樟杞It" 内外 ： ナデ
：ナデ．町き

内外 ： Hu e 1 0 ¥' R 5 / 2 
: Hue IOYR 5 I :J U含層 外面に沈様文

115 規文：I••岱 深鉢形J：苔 且 口線祁片 1外,.l：：府ナデき． 聞き 外内 ： H ue I OY R 6 ; 、1
:Hじc i. 5YR 5 / Ii 

包含層 口界第1こ縄文

I Iii 縄文：l：笞 深鉢形-I:19翡器店 明部,,. 外内 ：： ナナデデ．． 府紆きき l外,.I : Hu!! 2. SY 6 t :1 
: lfo!! IOYR 2 / I 28サ竪穴t1:r，i址 黒色．内研

117 縄文拿j33 深tい形＋．路 羅 肘船｝¥・ 内外 ：： 囲屯ささ 外内． I l ue l (） ¥’ I し4 / ） 
: llue IOYn 5 I 2 おけ竪穴住9J油I. ！i¥色In研

118 須虹．器 甚
骨Lli'fif. 16. ll 

口緑郎,.- 内外 ：： 匝回削転転I)ナ・,.デデ． 内外 ： H u e i . 5 ¥' 6 / l 91}1登穴fI1,；；；JtL． U縁部内外面に自然粕

伍
: Hue 7. 5Y 6 / I 

119 須患岱 -4: 底I器:I 托托応 8 . 4 底部11・ 外11-.1: ； 削11!11i1転9り冠・；・•デデ． 内外 ： H ue 7. 5 Y 6 I I 
: Hue 7. 5Y 6 1 I 9サ竪穴fl:I}仕l.

閉長さ 5. 5 
120 石t:-; ・/・ィ・J彩ii界 2. :i 4層 煎lil:IO.Og 黙曜石

さ）．55

問長さ 4.1} 
121 1-i岱 二次閃登剥 9i• 2.5 2り・.l:JA.I: 頂li!:6.9g JAi瑣石

さ O.!J5

悶仕さ 0.5 
122 ガラスN晶 ガラス．E 0.55 U含沿 爪最0.2g l"え色ガラス

さ 0.5

g 艮さ 9.8 
123 鉄器 は •I. 8 II li. 

さ 0.•15
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m 本荘北地区の調査

2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査(0101調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本地点は白川左岸河岸堤防上に位置する本庄遺跡内にある。調査地点の標高は13mである。本地点

周辺では既往の調査により古墳時代前期～古代にかけての集落址および古代の寺院址などが確認され

ている。

本調査地点は、医学部総合研究棟新営工事に伴って発掘調査を行った。周辺の調査結果から、遺構

検出面が地表下70cm前後で検出されることが予想されるため、重機による 1次掘削は一75cmの深さ

で実施した。 1次掘削の終了を待って、 4月9日より埋蔵文化財の調査を実施した。 1次掘削の結果、

調査区を取り囲むように以前の建物の基礎址が巡っており、その部分を避けて内部を調査した。

本調査地点の性格もほぼ既往の調査結果と似た状況を示すが、本地点は大学病院内を流れる小河川

沿いに位置するため、若干他地点と様相を異にしている。それは、本地点の南側を中心とした部分に

近世～近代の畑址が広がっている点である。これらは時期的には厳密に規定できないが、おそらく 18

世紀～19世紀ごろのものと考えられる (I・ II面）。中世以前の遺構構築面（とくに北側）はこの近

世の耕地造営に伴い削平を受けている（皿面） c

調査はこの畑址を中心に 2回、畑址を除去して 1回の 3面を調査し、 7月3日をもって終了した。

調査の途中、 6月18日に埋蔵文化財調査委員会および関係者の参席を得て、現地説明会を実施した。

b.調査の経過

2001年4月9日 調査開始・撹乱掘り・廃土移動。

2001年4月16日 I面畑遺構検出。

2001年4月17日 I面写真撮影。

2001年5月14日 ]I面目掘り下げ開始・畑遺構検出。

2001年5月22日 m面目掘り下げ。

2001年6月18日 現地説明会開催。

2001年6月25日 台地上遺構掘り上げ開始。

2001年7月3H 調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子・小畑弘己

事務担当：冨永明子

発掘作業員：呉判錫•岡田イツ代・押方富江•河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・小細工洋子・白

石美智子・鈴木笙子・溜渕俊子・高松北子・橋口剛士・林田恵子・早田咲百合・番山

明子•福田久美子・堀川貞子・松井昭子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・

森田登

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・洒水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山脊早苗・早川 翔
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2. （医病）医学部総介研究棟新営J:-$に伴う発掘調査 (0101調査地点）

(2)調査区の基本層序（図25)

本調査地点は先に述べたように耕地化にともなって削平を被っているため、旧来の遺構の残りはさ

ほどよい状態ではなかった。さらに、耕作土も旧建築物建設のためとくに北半部が削平を受けており、

本来は北側（白川側）に高まる地形であったものと考えられる。

以上より、北半部においては耕作土の下はいわゆる地山面であり、南半部にかけてこの地山が次第

に傾斜下降していく。このため、南側は旧耕作土（畑址）の面が2枚以上存在し、その下部は古代以

前の溝およびlH河道が煎なった状態で認められたc

基本層序は、北半部が表土 (J厚さ70cm) ー現代撹乱土の下が地山面、南半分が近世畑面耕作土お

よびその水成被覆砂・シルト陥（厚さおよそ lm)の下が古代包含層 (II面畑土耕作土）（厚さ20~

30cm)・古代溝・旧河道堆積物（厚さ 2m) となっている。

(3)検出遣構

今回の調査で検出した主な遺構は、近世の畑址、古代溝 3条および竪穴住居址 2基、掘立柱建物址

1基、古墳時代前期の竪穴住居址 l基であるc

＜畑址＞

北側台地上にもわずかな畝址が認められるが、ほぽ流出および削平されており、残り具合は南半部

が良好であった。南半部では 2枚の畑面を検出したが、その間および最上部にさらに 1~2枚の耕作

面が存在した可能性が高い。この 2枚の畑面は畝間に固く密なシルト層が厚さ 5cmあまり堆積し、

その上部を粗砂が覆っており、比較的検出は容易であった。これは本調査地点のさらに南側に存在し

たと考えられる（調査区南端で検出した現代の堀によって改修されている可能性もある）白川の支脈

である小河川の氾濫による堆積物で畑面が覆われたために、引き起こされた堆積状況であり、このよ

うな厚い砂層に覆われなかった小規模な浸水が幾度か起こっており、耕作面の作り替えはさらに幾度

となく行なわれた可能性が高いc 畝の幅は30--40cmほどである。地形の傾斜に直交する河道に並行

する方向に畝立てされている。

畑の耕作土からはほとんど遺物が出土していないが、数点の陶器片およぴ 1点の銅銭（元祐通賓：

図31:3)がある。遣構の時期は、出土陶磁器片より 18世紀～19世紀以降のものと考えられる。

く土堀墓＞

調査区中央部東にかけて 2基の土城墓を検出した。

72号土堀墓

13号溝を掘り下げ中に検出した方形の土坑墓である。平面形は70x60cm台形状で、人骨を検出し

た時点で追構として認識したことから、墓城底から25cmほどしか残存していない。遣骸は座位の状

態で、人骨は墓底に崩落した状態で出土した。釘などは出土していない。副葬進物も発見されなかっ

た。埋葬姿勢などから、近世以降のものである可能性が高い。

23号土堀墓

72号土城墓の北側 lmほどのところで検出したc 遺骸は側臥屈葬の姿勢で西側を向いていた。腕は

肘を曲げ顎下で掌を合わせたような状態であった。その先に短刀と砂岩製の砥石が重なった状態で副

葬されていた（図29)。人骨の性別は不明であるが、下顎の前歯・犬歯はなく、歯槽閉鎖の状態で

あった。 72号と埋葬姿勢の形状が異なるため、時期が異なると考えられる。畑址の畝部には墓城を

掘った痕跡は認められなかったので、畑址以前であるのは確実である。中世末～近世初期のものと考

えられる。
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2. （医病）医学部総合研究棟新営．—mlf.に伴う発掘調究 (0101 調究地点）
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Ill 本荘北地区の調査
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?>
（医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101調査地点）
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2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101調査地点）

＜竪穴住居址＞

20号竪穴住居址（図29)

調査区北東部で検出したもので、旧建物の基礎により南辺と北辺が削平を受けている。平面プラン

は方形で、 4.5x 4 mの規模と推定される。鼈は残存部には認められなかった。東辺に焼土が認めら

れ、寵を壊した際のものと推定される。寵自体は残存していなかった。その焼土の左側を中心に、甕

形土器や甑形土器の破片が集中して出土した。ほぼ中央部に硬化した面が認められた。住居中央部よ

り完形に近い須恵器の高台付杯 1点（図31:5)、覆土中から土師器杯 1点（図31:4)が出土した。

19号竪穴住居址（図30)

調査区の南西部、中央付近で検出した 6X 6 ffiの方形プランの竪穴住居址である。主軸は N-

42C -Wである。覆土内には部分的に焼土および炭化した木が残っていた。覆土には古代の遺物が

少量混じって、明確な時期は決め難いが、北東部床付近から出土した二段逆刺をもつ鉄鏃（図34:

88)から古墳時代前期末の時期と考えられる。

21号竪穴住居址（図29)

調査区の北東側で20号竪穴住居址と並列するような位置で検出したもので、同様に旧建物の基礎に

よって南側と北側辺が破壊されていた。 19号竪穴住居址と同規模の 6X 6 ffiの方形プランと推定さ

れる。上部の削平も著しく、器壁は10cmほどしか残存していない。土師器の小型壷 1個と小鉢 2個

が、住居内に退棄された状態で検出された（図34:85--87)。すべて完形品である。古墳時代前期の

ものであろう。

く掘立柱建物址＞

31号掘立柱建物址（図29)

調査区北東部に位置する桁行 3間、梁行 2間の建物である c 柱間は lmほどであり、土層の観察に

よると、直径 8cmほどの柱または抜き址が確認できた。ただし、南側の桁部では中間の柱穴を確認

できていない。時期の決め手になるような遺物は出土していないが、古代以降のものと思われる。

＜溝・水溜状遣構＞

13号溝

北北東方向から南南西方向へ流れる幅 2m、深さ lmの断面逆台形の溝である。軸はN-35° -E 

である。南側では幅60cm、深さ40cmの台形の段落ちが認められる。覆土上部より馬歯や刀子？ （図

31: 24) などが出土した。

15号溝

東方向から湾曲しながら13号溝に合流するように掘削された溝である。幅 2m、深さ0.8mの断面

逆台形を呈する。 13号溝より新しいものであるe 鉄鏃（図32:46)が出土した。

16 • 17号溝

13号溝の北側に張り出した形で検出したもので、 17号溝のラインのさらに外側に16号溝のラインが

延ぴている。それぞれおそらく旧河川の北岸を捉えたものであろうと思われる c

22号水溜状遺構

上記16・ 17号溝の南端を検出していた際、かなり深い水溜状の落込みを検出した。深さは2.5m余

りに達し、大きさも幅 4m、長さ 6mとかなり大型のものである。砂岩プロックや粗砂、シルトなど

が入り組んで堆積しており、マンガンの沈殿した硬い面を下げるとさらに粗砂と遺物が出るなど、複

雑な堆積状況を示すc 河川水の滞留した場所と考えられる。 8世紀後半代の土師器・須恵器などが出

土することから、上記の溝群はこれより新しいものと考えられる。
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本荘北地区の調査
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2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101調査地点）
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2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調究 (0101調査地点）
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皿 本荘北地区の調査
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図34 0101調査地点出土遺物実測図 4 (1/4•1/3) 

(4) 出土遺物

本調査で出土した遺物は、古墳時代～古代の土師器・須恵器がほとんどである。器種は、杯、高台

付杯、皿、蓋、高杯、壺、甕が主体であり、遺物の詳細については遣物観察表で確認されたいc 以下

に特徴的なもののみ解説する。

23号土堀墓副葬品（図31: 1 • 2) 

1は長さ18cm、刃渡り 2cmの短刀である。表面に鞘の痕跡とともに布痕や紐状の痕跡が残ってい

た（写真 a・b)。2は泥岩製の手持ち砥石である。磨り減った中央部で折れたものである。

台地上およびその他遣構出土遣物（図31~34)

3面の包含層を調査中に、台地上から鉄鏃 2点（図31:7 ・ 8)および鎌（図31:6)が出土した。

7は透かしのある狩俣の鉄鏃であり、中世期のものか。 98----102は縄文時代晩期前半の鉢形・浅鉢形

土器である。 103はミニュチュア土器、 104は紡錘車である C 105は滑石製の垂飾であろうか。
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2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101調査地点）

(5) まとめ

本地点は追跡の北東部に相当するが、周辺の既往調査地点に比べて若干地形が高まっている。近世

に削平は受けているものの、この北側においても遺構はかろうじて残存していた。この一帯では、逍

構の密度は白川へ近づくにつれ迪構の密度が高くなっており、西側の既往の調査地点である9901地点

や0006地点で確認された状況とあわせて、古墳時代や古代においては白川の流路がより北側にあった

ことを裏付けている。

今回の調査では、 19号竪穴住居址および22号竪穴住居址のように、より西側の0006・ 0119調査地点

で確認されていた古墳時代前期の住居址がここまで広がっていることが確認できた。本遣跡一帯が白

川流域において古墳時代の大きな集落の一つであったことを予想させる c また、 22号水溜状遣構・ 16

~13号溝は、大学附属病院敷地内の古代～中世の地形を考える上で貴重な情報となった。構内を流れ

る暗渠部分は、古代より河川が流れ、生活排水もしくは水田の取配水路として機能していたようであ

る。 9世紀以降はこの河川とそこへの傾斜地形を利用して水田や畑が営まれていたようである。
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m 本荘北地区の調査

表 7 0101調査地点出土遣物一覧表

図 番母 還物 種類（器種） 法量 (o)1 残存量 特徴 色 詞 出土遺構 償 考！ 長さ aI31 I 鉄器 短刀 20.0 完形 四・9}士積墓 爪g.i6.4g 
さ 1.0
さ 9.6

2 石器 砥石 3.6 I / 2 Hue 2.5Y 6 / 2 2:1•！た土t廣墓 煎庶67.0g 砂1.t
さ 1.8

ば長さ 2.45 
煎「元拭祐2.通7g賽」3 鉗銭 2.45 完形 姐址

さ 0.l 

盟口径 1•1. 2 
外内 ； ： 1lIヘ叶司●転転ナラデ削→•，•·りデデ、． 内外 ： H u e 7 . 5 Y H 7 I 6 4 :I:師器 M; 8.9 I I 3 : Hue 7. 5YR 7 / 6 20サ竪穴住居址

・1. 7 

口庇器径径高 8l•.19 . o 
I'l :『！J 転 9• デ．

5 須．lg．若 碗 2 I 3 ナデ 内外 ： H u e N 5 I 0 20サ竪穴住居址 外面に自然釉
,1. 9 外： 転り・トデ． : Hue 2. 5GY 5 I I 

翌長さ 4.9 l3:) 面包含層（台比6 鉄器 紐 2.0 重伍9.7g 
さ 1.2 

盟長さ 13.0 」3：）而包含層 (trJ也7 鉄器 鏃 4.3 重益2•1. 2g 
さ 1.35 

g 長さ 7. 7 3 iiii包含層（台地
8 鉄器 饂 9.0 J:) 頂ほ6.6g

さ 0.35

1 : 1 且径 1 3. 2 
I勺： lil転；ナデ．， :I.；師器 り： 底器 9. 0 I / 3 
外： ナlヘilラ切-9・りデ．

9外勺： lluc 2.5YR 5 / 8 13•り•清 内外而1こ赤色化粧：I:
3.2 

: Hui! 2. 5YR 6 / 8 

口悶径 13.2 I外り ：： nlliiJi[ ]転O:?.；)．•ナJ•lffデデき．． 内外 ： l fo l! N 3 / 0 10 :I:釘器 碗 底苔 6. 3 l I 3 : lfoc 7. 5YR 6 I •I 13号溝 内黙
5. l ・J・デ

口径塁 13.0 内 ： h19• デデ転転．． ナナn餌デデ9りり．． 外内 ： H ue 7. 5Y 4 I I 13面サ溝畑II 須患器 沓
底器 4 . 2 

213 
外： ［hl : Hue 7. 5Y 6 I I II 土

・J・ 

12 須忠器 豆
罪口径 16.0 

I I 6 
内：丑阿転ナデ．

外： ナデ．
タ内ト ： Hue 5 Y 5 / I 

: flue 5 Y 6 I l 13 • 15 • 16サ溝

13 須恵器 逢 闘 約 lI 4 外l勺：： ナI削¢I転デI)．ナナデデ． 外内 ： ll u e 5 Y 5 I I 
: IIし1じ 5Y 5 I I 

13号清上層

口翡径 l2. I! l 勺： l.う,•1 転デ •J • デ． I外り： Hue 2. 5GY 5 / I 古13代包含層l •1 須恵若 打・ 9.2 2 / 3 : Hue 2. 5Gy 5 / 1 ・ 15 ・ 16 ・号溝3. 7 外： 101転ナデ

須恵器 I 盟口径 17.3 
外内 ：： II但iJ.lJ転転ヘナナラ切デデ．り削 外内 ： H ue N 4 / 0 15 n lヽ1.0 l I 2 : Hue 7. SY 5 / I 13サ溝

2.6 

口径悶 12.4 外内 ： ［i！］転転•J ・ デ 外内 ： H ue 7 . 5Y R 5 / 3 16 須慰器 碗 底翡 7 . 8 約 1/ 2 13サ溝 外・I凪窃台削り 1llし
4.0 

: ［「ii ·J•デ : Hue 7. 5YR.1 ／ 1 

翡口径 12.4 
外内 ：： 削ffllItJ ; 内外 ： l h ie ! OR 4 I 2 17 須息器 碗 9.4 約 1/ 3 : lluc !OR 4 I 2 13 • 15号淳 貼付店台

3.2 

18 須患器 甕 員 口緑部片 内 ' ケ0n9911II転転1).ナナタデタデキ．． ， 外：、
外内 ： H u e 2 . SG Y 3 / I 

: II皿 7.5Y 2 I I 13 ・ 15号i爵

l : 1 径は 1 3 
l外勺 ：： ヘl1司1'1転転ラ削ナナデIデI． 内外 ： l • I 皿 7 . 5 Y R 8 ; 6 

19 :I潅5器 it: 底器 8 . 0 l I 2 : lluc 5 YR 7 I 6 13 ・ 15号消
2.6 

20 須忠器 壷 履 口樟郎片 外内 ：： IケlilJき1転転Il. ナナnlデlデり． ハ 外内 ： H ue 5 Y 6 I I 
: Hue 5 Y 3 / 1 13サ・溝 外内外面面に波に状自然文杜

21 1!I恵岱 横瓶 底口翡径径高 2030.. 7 5 約2/3

内： fクii]転クキナデ，
1外1.J : Hue 5 Y 7 / 2 13 • 畑15 ・ 16サ溝

外： rクnI転ナデ． : 1•Iue N 7 / 0 Ililii 
クキ

謡口径 13. 2 外内 ： ： ！［ラiil1 転切転••りJ-J-デデヘ 内外 ： ll u e I O Y 6 / I 
21l362号-ij-サ溝i水n溜状遺構22 須患諾 杯 9.5 2 I 3 : lluc IOY 6 I I 

3.8 

23 土師器 甕
翡1:1径 26.8

口様部 II 4 
内 ： 駐ヘl転界9 削ナ'デ)、 内外 ： l • I I I じ 5 Y R 7 / 6 13•tJ•溝・ 16号構付近
外： l!ll デ． : Huじ IOYR7 I 3 檄

Iヽ

悶長さ 9.2 
24 鉄器 刀•T・ l.8 13サ溝 重1ll:ll.6g

さ 0.35

長開さ 5. l 時13射欝・：1It5閲号土溝層検t1925 石器 砥石 3.6 ペルト
瓜枇13.6g 砂沿

さ 2.6

長盟さ 7.5 上13号溝ペルト②部分26 石器 砥石 7. l 直最302g 砂{}
さ 4.6g 長さ 10.9 

” 
石器 氏石 8. 7 1:i月•ilt ・ 15号溝fl!! 重即51g 砂"i

さ 6.5

32 28 が1恵器 渕 底口器径i高径 9. •1 I / 2 外I勺：： ll削i~lI 転転I) ・ナt-デデ． (外I.J : Hur. 7. 5Y 5 I I 
: lluc 7. 5Y 5 / I 1l13(3•22l号号•号構溝15水•潟16状号選溝構Iがl 近 貼付高台

29 須恵器 壺
盟口径 20.0 

l I 6 
l'-l :タ(ij圃lキt転i当：ナ・てJ・具デ痕．ク 外内 ： H u e 5 PB 5 / I 2213•号サ湾水溜状遠構 外面に自然祉付杓
外：圃にデ． : Hue 5 PB 3 I I 

タクキ

75 



2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101調査地点）

図 番号 還物 種類（闘糧） 法羅 (m) 残存置 特徴 色 讚 出土透構 僅 考

32 刃 ,JI恵若 衰 ’n笞↓Iti高E ! 10.5 約 II 2 内外：（I＂U！I転t云ナデ: ・J・7' ， 
内外 ： H u e N 7 I 

: Hue ~ 7 / 
22サりレ構水ン溜状遺構
1ト3 ・1-

1.l i悶百 l•9. 7 
内外：阿転転ナデ 外内 ： Ji u!! 2. 5Y R 6 / 6 l底.t.）外部糸面切に赤り色化粧：K31 土．“召 LI; 底笞 9 • 2 I / ・I : Iiりナデ : Jlue 2.5YI~ 6 I 6 

14 9J•i髯
3. I 

n諜i惰 l•I. 2 
1外,.l: ： りII叶iII．転転ヘナナラ府デデ．き削 外内 ： ｝ l uc 2. 5 Y R 5 I 8 

32 ・I：師討 u: 9・7 約 I/ 2 
: lluc 2. 5YR 6 I 8 l•I サ溝

3.11 

翡IJi"f 15. 8 I勺： 1団ナ,1ビデ転ナ．ナデnナデ:Jデり． 
33 須患店 亙 約1/2 内外 ： I I 匹 5 Y 7 .I I 1•I•I}渭

外：団ナ デり． : Hul'5 Y 7 / I 
nJI)．へうし'J

” 
須恵．器 裕

盟［こ11冷 15.8
I I 4 

内：伯且1転ナデ、

外： ナデ．
1外,.i : Hue IOYR 6 / I 

: Hui! IOYR 6 I 1 
1•1 1}•清

l : I 径悶 1 6 . 4 
内： ［ナilデ♦とナデ．

1外,.: ：lluc 5 YR •I I 2 35 須忠笞 院 ~器l: 11.7 約 I/ 2 
外： 削：~,転り ナデ． : llut! 5 YR •I I 2 

M}｝jn 底面1.:H物茅紺
5.0 

36 須患謡 壺
且

刷部片 外内 ：： ［riiiiiJ 転.KナJ• デデ 内外 ： ll rn : IO B G 5 i I 
: lluじ IOBG5 / I 14り・i爵I: 外面に自然釉付粁

nt悶消 15.6 
内： r！11転ナデ．

37 須恵．若 鏡 底花 1 1. 8 I / ・I 
.,・デ 外内 ： ll u e 2. 5G Y 6 / l 1•I サ溝

5.8 外： [niiJ11転iJナデ． : lluc 5 Y 7 I I 

lごli岱[1  6. 2 
内： ［n]転ナデ．

38 須忠笞 碗 !召1¥: 9. 8 I / 3 
・J• デ 外内 ： H ue i. 5 Y R 5 / 3 1•II}溝

6.•1 外： 1削m転りナデ． : Hue IOYR 5 / I 

謡[liJ: 26. 6 l勺： I司転・トデ．
内外 ： H 匹 2 . 5 Y R 6 / 8 39 須．IU器 体 口様祁 [H節片 ナデ

: Hue 2. 5YR 6 I 8 
1•I•I}溝 9k土托積みl・・I?

外： [g転ナデ

•10 須息監 競 じb笞¥:t｛応惰'fa 11. 2 I I.1 

内： lナt1転デナデ．
内外 ： H u e IO Y R 8 / -1 1•1り消

外：削I＂1転りナデ． : Hue 7. 5YR 5 / I 

41 ;I:［引浮 i.f; 1庇岱.I t径“号 91 -1 . 4 Iiぼ完形 外内 ：： J：＂i)）転転ナナデデ l外々 :lluピ 5YR 6,、8 959j•in 内外面に赤色It杭土
3, 7 : llue 5 YR 6 / S 

I : I 径悶 1 3 . 0 
内外：同転転ナデ 内外． ll u e IO Y R 8 / • I 42 土師苔 沐 底悩 9. 6 完形 : Im ·J• デ : lluc 7. 5Y 7 / -1 

15サ溝 底面・外面一部に赤色化粧土
3.8 

43 須思梢 碗 ,n柑,t高m i消 813,7 . 6 2 / 3 
内外 ：： 回1ヘ,11祖転虻サ.,.峠ナデデデ．． 

外内 ： I• l uc N 4 I O 15・1}溝
、1.2 : Hue I¥ 4 / 0 

“ 
須恵．苔 碗 hu笞t高ii惰f 813.6 . 6 2 / 3 1外,.l:：削llilU1i I) 外内 ： ll uc 2 . 5 Y 6 i I 1!56り1J-構清

4.3 
: Hue 2. 5Y 5 / I 

ミニ•,.ュ.,． 嬰長 、I.I 外l.t.} :・J・デ 内外 ： H u e ・15 l：製品
路台

3. 3 2 I 3 ; •}・デ． 削h : Hue 7. 5YR 7 I 6 
15•サ清

2.8 

| 悶長さ 7.(i 
・16 鉄器 贔 0.!) 15け漬 重塁7..Ig

さ 0.4

J悶f 5. 5 
内外：， ナデ． 削り

l外.t.l: llue •17 ：I：細巴 紡錘iIt 3.0 約 II 2 
: Hui! 5 YR 7 I 6 15サ潰 爪.lit22.6g

2.0 

48 須患器 必
I畠:It径せ M.•1 

約 II 4 

内： r.1,1•1 デt云ナデ．
I外勺； lh11! IOYR 8 / •I 16り構 内面にスス付府

Kli 3, 3 外 ： r1·Ji•l デ転．ナnデ1:り． : llu!! IOYR 5 / 2 

盟u il'i 18. 2 内： 111］転・ナぶデ．． ｝ 

49 須恵若 益 約 II ・I ナテ’ 外内 ： ｝ l ue 5 PB 5 ; I 16サi髯
外 ： 1＂!11、・に；） : lluc 5 PB •I I I 

50 須！ぶ苔 u; 底器[Ji高往f 112 75 . 9 1 / 4 内外 ：； ll~il) 転転ナナデデ 外内 ： H ue 5 Y 6 / I 
: Hue 5 Y 6 I I 

161}清 底i爾・外面にワラ痕

謡ロif 1 6 , 2 
l々:i:;1転ナデ．

51 須・,.!.⑫} 競 7.0 約 1i 2 
ナデ 内外 ： H ue 5 Y 7 I I 11 67 • しサ｝清清 貼f;t店白

5.9 外， l釘EI転I)ナデ． : Hue 5 Y 7 / I 

口底岱{柑店.F I O . 7 
内： tilナl転ナデ．

l外り： lluc 5 YR 5 / 3 52 煩恵器 況 l / 3 
外 ： ,削mデ転り． ナ•Jデ•デ． : lluc 7, 5Y 4 I I IM}ilf 

53 須患荏 濯
且

I i 3 外内：悧I)．キクタキ
：タタ

I外I.;: lluc 7.5YR 3 / 2 
IIue 2. 5YR •1 / 3 21＂62 サ}サ｝•ii水爵欝涸状遺情 外面一部に自然牲付杓

33 54 :I:gti若 鉢 n~ 底料 1 2 . 0 I I 3 内外 ： ： I{削iiIili転転り•ナJ•デデ． 内外 ： ll u e 2 . S Y n 6 I I i 
: llue 2. SYn 6 I Ii 

17J}•ig 内外面に赤色化記l••

3 .... in!g.t} 俗，
』i[ 約 I/ •I 内外 ： ： II削f消,l転転り·）•9・•デデ． 1外1.1: Hue 7.5YR 7; I 

: Hue i. 5YR i I I 
17·1J•溝

56 J:00召 伍
翡ni全 21.2 

約 I; 2 
Iり： 9『9転・rデ．
外： 転,,ナデ．

内外 ： ！ h : c 2 . 5 Y R 5 / 8 
: Hue 2. 5YR 5 i 8 

17・1}溝 1内.t.：外面に面スに赤ス色？化I寸芍佐：I:

tII見t 14. 5 1t.1 • 転ll!!iilIヘtに討ラナ•れデデ．き回 外内 ： H ue 7. 5 ¥' R i I 6 57 .I:節器 11: 底器 8. 0 2 I 3 
: llue 7. 5¥'R 8 / :i 

179}•清
3.2 外：

淀 I:紅笞 売
l盟:J ff. 17. 2 

＂籍郎！！・ 2
内 ： 岡ヘ転ラ転削ナナりデ．

l外々 :lluc IOYR 8 / 2 179り;••i水R 外帖j面・紐積み．ftす•r 
外；河デ． : llue 5 YR •I I 3 22 沼状還惰 にスス芍

ハケ [I

59 J:tt笞 碗 羅 底記Jl・ 内外 ：： I1i11り1転転ナナデデ 内外 ： ll u e i . 5Y R 7 1 6 
: lluc i.5¥'R 7 / 6 

729}•:I：済嘉 文字不明・屈冑

76 



m 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (an) 残存墨 特徴 色 詞 出土透構 因 考

33 60 須思脊 雀 底諾口径径高 13 4. 4 ほぽ完形 内 ： 阿阿ナり．デ転証へ．•，ナ9·削切デデり．nりu ． 
外：

外内 ： 1-! ue 5 Y 7 / 2 
: 1-1じc 5Y7/2 108サ迫構

閉長 1 2. 2 
61 石器 砥石 9. !! 108号遺情 重ほ578g 砂岩

2.2 

r.Ji農t 14.0 
内,ヘm1転9狂l11ナさデ，

外内 ： H ue 2. 5Y R 6 I 6 1P3 2・ サ15水・溜16状号追溝惰H）i!i: 62 ；l：節詳 杯 底器 9. 0 I / 3 
外：回へへ りデ"'と． ・ : llue 5 YR 6 I •I 内外面にスス1寸莉

3.3 

63 土筍器 杯 庇粒口径径応 8313.. 0 5 . 2 約 I/ 2 内外 ：： 皿回転転•ナI•デデ 外内 ： H ue 7. 5Y R 7 I 6 
: Hue 7.SYR 8 / •I 22サ水溜状追惧

糾 士．師器 u; 底路ロif. I高f 9313 .. 0 1 I I 3 外内： 同転転・J• デ
：匝I ·J• デ

外内 ： llue 5 Y R 6 I 8 
: llue 5 YR 6 I 6 22サ•水溜状遺構

口径閑 13.2 
外内 ：： 回ヘ回ラ転n転9I削.,.IナIりデデ．ヘ 外内 ： H u e 5 Y R 7 I 6 6.5 土釦器 打・ 底器 9. 8 I / 3 : Hue 5 YR 7 I 6 

22・1}水溜状退捐 内外面に赤色化粧土
3.7 

底沿口径径高 913. 0 .'1 
内：罰！転ナデ．

66 土師岩 杯 I / 2 外 ： •ナ転}・デデ・J• デ． 外内 ： H ue 2. 5Y R 6 / 6 22サ•水涸状遠IIJ
4. 1 : Hue 5 YR 6 / 6 

67 土師器 !.l; 底日器作高径 314. 5 . I 4 / 5 内外 ：： 指指阿同転ナ転開ナデ9ナナデ)デ．デ．． ヘ 外内 ： ll¥l e 7. 5Y R 7 I 6 22サ水洞状遺捐
10.8 : llue 5 YR 7 I 6 

ラ削

68 :I潅5器

“ 
庇翡口径径高 37l• .. 14 8 . •1 I / 2 内外 ： 回回転転1• デ

: •J• テ‘
外内 ： H ue 5 Y H 7 I •I 

: Hue 5 YR 7 I ~ 22~｝•水涸状造構 内外面に赤色化粧：I:

盟口径 19.2 外内 ：： 回削同転転り・・JJ・•デデ． 外内 ： ll ue 2. 5Y R 6 / 8 69 土師器 碗 12.8 I i 3 : llue 5 YR i / 6 
22};•水滴状遺捐

6.1 

70 土師器 甕
盟l:li召 18.2 

口様部片
内 ： 回ヘ転転ラ削・・99•• I•ア)， [外I.J: lhie 2.5Y 7 I :1 22·1}•水洞状遺捐 粘土紐積み．l:げ
外：同デ． : llue 7. 5YR Ii I 4 

ハケ11

靡nt悶苓 お．o
内：回転 •J• デ．

71 土師笞 甕 約 I/ 3 ハケ I]・J・ 内外 ： H u e IO Y R 7 / 2 2126ササ溝水洞状遺構
外：圃転ヶ デ， : Hue IOYR 8 / 3 

ハ l:I

罪nt怜 15.2
内 ； "'匡月園,に,転,''ナ．へ.,.デう，デナり.デり， 72 須恵器 丑 約 lI 2 内外 ・ ll u e 5 Y •I I l 22•l}•水溢状遺構

1.7 
外： : flue 5 Y 6 I I 

口盟径 15. 6 
内 ： デK~ヘI,．転転ラへナ"•99デ’11Jデ’．． ,’) . 73 須息器 近 2 I 3 内外 ： I • I t 1 じ JO Y 5 I l 22サ水溜状逍構 外面：こ自然釉

1.7 
外： : liue IOY 4 / l 

74 須思諾 亙
謡口径 13.2 

l / 3 外内 ： ナデ． nりII！Jりり
: ・J・デ．

外内 ： I•I ue 5 Y ［ 6 / 1 
: Hue 5 Y 6 / I 22サ水iffi状遺構

底口器莉径i径 8312.. 0 .l 2 
内：阿転ナデ．

I外J.J : lluc lO'l'R 5 / 2 22•t}水15涸・状遺i欝付捐75 須恵．器 午 I I 3 
外：ナ回転デナデ : lluじ 5Y 6 / 2 13 • 16 近

底I器:l 径径紅 91 4. 9 . 4 
I勺： l目転ナデ，

内外 ： H u e IO Y 6 / I 76 須忠器 碗 2 / 3 ナデ 訟•5}水溜状造構
4. 1 外： I社転ナデ : lfoc IOY ti I I 

口悶径 13.8 内：阿転 •9• デ．
内： Hue 2. 5Y 5 / 3 77 須懸，器 碗 底器 10. 0 約 1/ •I ナテ’
外： Hue 7.5Y •I; I 229•水尚状遺IR

4.3 外：届l転 •J•デ

r: 1 佳悶 1 6 . 6 
外内 ：： 阻Iヘill転転ラ削•J・J•·デりデ． 内外 ： ll u e K -1 I 0 l(:l 22・ 号15水・涸16状号遺溝構付｝近78 須恵器 碗 底器 I I. 2 I i 8 

5.3 : llue 1'4 I 0 

79 須恵．器 碗 底器I:•I t径lt¥°li 95l 5.. o 7 . o I I ・I 
内 ： 回・J・デ転 •J· デ．

外内 ： H u e 5 Y Ii I 2 1i3 22・ •サ15水・溜16状サ逍i爵構付）近
外 ： I削目転り •J・デ． : Hue 5 Y 5 / I 

80 須患器 碗 庇口諾布径径 5. 8 I I ・1 内 ： 回外デ．：転削l!ilナ転りデナ 外内 ： H ue 5 B 5 / I 
: llue 2. SGY'1 / ! 

1(3 22・ サ15水・描16状号遠清IB付)近

81 須思器 壺 底r路l高tfo 痒 10.9 約 I/ 3 内外； •J• デラ．削クタキ
：へり

内外 ： ll u e i . 5 Y R 7 I 6 
: lluc 7. 5Y -1 / I 

22サ水涸状遺捐

羅
19.6 内 ： I9J転クキ・＇・デ．

82 須恵器 虫...（ l:I緑部・制部Ji・ クク 外内 ： ll ue 2. 5Y '1 / 2 2123 •サ·水15湖・状16号遺構溝 外内面面g一Jiii部にに自自然然袖袖付付杓杓
外 ： Iり§I．転タ•Jタ・デキ．n11 : Hue 5 PB 6 / I 

83 土粍笞 甕
翡口往 26.S 

口緑部片
内 ： ヘ99伝昇ラ阿•,.’デ’． 

内外 ： H u e IO Y R 8 / 3 1(3 22・ サ15水・溜16状号遺溝構付）近
外 ： 同 デ ． : lluじ 7.5YI{ 7 / 2 

Jヽ

悶長 9. 4 サ1ロ3ッ-水ク1溜5開-状16遺付近捐l(2プ2 &1 石器 碩：石 6. 7 重Jil:27lg 砂岩
5.8 

34 85 土師器 小型丸底壺
口径悶 13.0 

底特 1 4 . 5 
勝部一郎欠111 内 ： ナ回ナOOデデ転転，ナ•9n9•IヽデデケI' ．， 指

外 ：指g 
外内 ： Ike 2. 5Y H 6 I 4 

: llue 2. 5YH 6 / 4 21 サ竪穴住屈J~: 外外面岱面に焼E]様さ部むにら圧艇

86 土師怪 鉢
n岱i肴 8.9

底器 6. 5 
完形 内 ： ＂ffl指ケiさ.,.II•．デ刑デ．．ヘりラ

外: /ヽ
1外1..; : llue lOYI~ 5 / 2 

: IIuu l(IYR 7 / 6 21サ竪穴住9j;ht 内外面にスス付芍

'I荏』J引径径高 610. 7 . 8 
内：指ヶ・J• デn;l り99 

内外 ： l lu l! I O Y R 5 / 3 焼内面きむら87 土師器 体 完形
外 ： 指ケl •1,1 l.. デ． ハ : Ht:e lOYR i I 3 21·~}竪穴住居址

にススf寸符
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2. （医病）医学部総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0101調査地点）

図 番号 遺物 糧類（羅糧） 法量 (01) 残存量 特徴 色 関 出土遺構 鑽 考

3-1 88 鉄器 鈷 祁長11 ささ 031 2.. .2 55 1 19サ竪穴(E店址 重量31.6g 

翡口且径 16.8 外内 ：： I匝団Jl1lJ転転IJ十ナデデ． 9外勺： Hue 2. 5YR 6 / 6 89 土師笞 皿 M.O I i 2 市聞撹乱 内外面に赤色化粧土
2.0 : llue 2. 5YR i I 6 

90 ±印笞 院 6.2 I / 3 内外：：屯阿転さナりデ． 内外 ： ll u e 5 G I. 1 1 I 包含層
ヘラnlj : Hue i. 5YI~ 7 1 6 

91 土師苔 u; 底1器こHi高f. 怜 713. 5 . 6 2 1 3 内外 ：； 圃l司転転ナナデデ 外内 ： H ue 7 . 5 Y I{ 7 I 4 a介層 l,.]外面に赤色化粧土
4.6 : I-Ice 7. 5YI{ 7 I -1 

盟ロrn 1 4 . o 外内：阻阿転ナデ 内外 ： H ue 7 • 5 Y R 6 I 6 92 土紅荘 灯・ 9.8 改片 清 底部ヘラ切り
3.8 

： 転ナデ : Hue 7. 5YR 6 / 6 

口盟抒・ 13.6 
外内 ：： ヘ!ii!iiii転転ラナ切ナデりデ． 外内 ： tl u e IO Y R 7 I 3 93 土師路 !:I: 10.0 約lI 2 トレンチ

4.2 : llue IOYR 8 / 3 

94 土面若 小19丸底剤
盟ni惰 10.0

I I •I 内 ： ラ阻1ハ91ft転転ケ1.,.1J[ナl．デナデ．テヘ． 
外：

外内 ： tl u e 2. 5Y 6 I '1 
:Hue 2.5Y7/・1 

1];~土層ペル I· 枯土紐積み上げ

95 :ti苺器 高H
ロ見l'f 3. I 
底召 91 3 . 0 

約II 2 外内 ：； ~~回9 IヽI転転転ケ前n9•9• りデデ，， 内外 ： H u e l O Y R 5 I 6 
: Hue 5 YR 5 I 6 

撹乱

盟口径 M.3 
外内 ：： ヘ圃匝l転転ラ罰ナナデりデ． 外I勺： 1-luc 5 Y 7 I 2 96 須恵荏 碗 9.4 I I 3 包含層

5.6 : Hue 5 Y 6 I 1 

97 須恵諾 棗 凪 口樟缶It・ 内外 ：： Ii.iI削目i転紀りナナデデ． 外内 ： ll uc 5 Y 6 / 2 
: Hue 5 GY 6 1 I 3面包含層（台坦」：） 外面に改状文

98 関文土註 浅鉢 凪 口緑郎It• 内外 ：ナデ． 用さ
: -!•デ

内外 ： H u e IO YI~ i I I 
: Hue IOYR i I 3 3面包含層（台地上）

99 縄文土荘 浅鉢 凪 口縁部n・ 外内 ：： ヘヘララ閉府きき 内外 ： H ue 2. 5 Y 5 / 2 
: Hue 2. 5Y 6 / 3 ペルト 沈線文

JOO 縄文土器 浅鉢 凪 口ほ郎It・ 外内 ：： ヘヘララ阻1ftきき 内外 ： H U I! IO Y R 8 I 2 
: Hue 10\『 I~ SI 2 畑址東衝畝

101 縄文土荘 浅鉢 羅 口縁部H・ 内外 ：： lI8H さき 外内 ： ｝ l u e l OY R I. 7 1 I 
: Hue IOYR 4 I I 包含層 "]色府研

102 縄文土岱 浪鉢 凪 口緑部,,. l外'-l:： ナナデデ．． 内忠きき 内外 ： H u e lO Y R i 1 '1 
: Hue IOYR 7 / 2 II慎i畑 黒色坦研

ミニ•1• ュア 盟I:It1.2,6 
外内 ： 指指・｝・デ 外l'-l : 1-!uc IOYR 5 / I 103 手捏土符

：l:岱 約2/3 ： ナデ : llul! 2, 5YR,t / 2 包含層
1.1 

問艮さ 3.6 
1().1 石苔 紡錘lv. 3.6 約 II 2 包含層 煎量9.81!' 片岩

さ 0.8

悶長さ 6.25 
105 打製品 亜飾晶 •I. 5 -F半欠Ill 包含層 重且58.5g 滑石

さ 2.0
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m 本荘北地区の調査

3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調査(0104調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本荘北地区に所在する本荘遺跡は、熊本市遺跡地図池8-95の熊大病院敷地遣跡として周知されて

いる遺跡である。阿縣に発する白川は細かな蛇行をしながら中流域で河岸段丘を発達させ、熊本大学

黒髪地区付近で大きく蛇行したのち有明海に注ぐ。本退跡は、蛇行の見られなくなる下流域に差し掛

かる地点にあり、白川左岸に形成された自然堤防上（標高14m)に立地する。

本荘北地区では、校舎・病棟の新営に伴い比較的規模の大きな発掘調査が実施されてきた。これま

での発掘調査では、まず周辺の大江遺跡群や新屋敷遺跡と同様に奈良•平安時代の集落址を確認した

(9601調査地点 熊本大学構内遺跡発掘調査報告w)。続いて付近一帯としては初めて古墳時代の集落

址を確認し、本遺跡が複合的な遺跡であることを予見した。 1999年度の調査で病院敷地の西側で古墳

時代の集落址を検出し (9901調査地点）、 9901調査地点周辺で当該時期の遣構・遺物が次々と確認さ

れ、貴重な資科を得ている（本書）。これらの調査で、本遺跡は縄文時代後・晩期から営まれ、病院

敷地の特に西北側に古墳時代から古代の集落址が密に分布している様子が分かっている。

本事業は平成10年度に計画が挙げられていた事業である。病棟新営・共同溝敷設事業として挙げら

れ、 1999年度に病棟新営工事 (9901調査地点）、昨年度に共同溝敷設に伴う支障配管替えを行い

(0006調査地点）、共同溝本体工事を施工することとなった。

調査区は病院敷地の北西隅に位置し、旧第 5病棟北側に沿った狭長な範囲である。廃土処理を行う

のに十分な空間が確保できず、また病院の給食配膳室前にあたり、食科資材の搬入路の確保が必要で

あったため、全区間を一斉に調査することは不可能であった。調査区全体を I~v区に分けて調査を

行った。食料資材の搬入路については仮設の橋をかけることで確保する事になった。この仮設の橋の

部分については、施設部との協議の結果、先行して調査を行い (I区）、架橋工事の終了を待って残

りの区間について順次調査を行うこととしたc 具体的に調査準備に入れるようになったのは 6月下旬

で、準備期間が不充分であったが、 I区は範囲が狭く短期間で終了するとの見通しにより、 7月初め

に調査を行い、残りの区間については十分な準備を整え他の現場との調整をはかったうえで7月末か

ら実施した。 I区は旧第 5病棟の給食配膳室前の約10mの区間、 2区は 1区の東側約36m、m区はII

区の東側である。 IV区は I区の西南約46の区間で、不規則な Z字型をしている。 V区はW区の南側で

ある c

本分・図中の遺構番号については、遺構の種類によらず、検出順に一連の番号を与えている。

b.調査の経過

I区 2001年6月25日 周囲の支障樹木の撤去。 I区から一次掘削。

2001年 7月4日 迪構掘り下げ。記録等を行い終了。

II区 2001年7月30日 調査開始。

2001年8月16日 全体写真。若干の図面を残し終了。

皿区 2001年8月7日 調査開始。

2001年9月4日 全体写真、調査終了c

w区 2001年8月16日 II区の処理と並行して調査開始。

2001年8月21日 161号住居址付近で帯金具（蛇尾）出土。
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設阻）に伴う発掘調充 (0104調布地点）
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2001年9月4日 全体写真。若干の図面を残し終了。

V区 2001年9月278 一次掘削開始3

2001年10月23日 全体写真（南部10m除く）

2001年10月29H 調査終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：冨永明子

m 本荘北地区の調査

発掘作業員：岡田イツ代・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智子・鈴木笙子・溜渕俊子・

高松北子・中川毅人・林田恵子・早田咲百合・番山明子・福田久美子・堀川貞子・松

井昭子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・森田登

測羅補助：埋蔵文化財サポートシステム

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・洒水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山寄早苗・早川 翔

(2)調査区の基本層序（図36)

図36-1は I区南壁の実測による。調査範囲が狭長であったため、遺構や集落の全体像は把握し難

かった半面、周辺地域の広範囲の地下の様子を把握することができた。周辺では東から西に向かって

地山が傾斜しており、遺物包含層・逍構面の検出は西に行くほどに深くなる。調査区全体は敷設され

ていた道路部分に重なっており、基本的にアスファルト、パラス、 1層：近・現代埋土、 2層～ 3 

層：包含層の順である。 2層は主に古代の遺物包含層であり、 3層は古代の遺構の掘り込み面である

と共に、古墳時代の遺物包含暦・遺構覆土である。地山が浅くなる東側 (I区～皿区）では、地表下

0. 5-0. 6m程度で包含層が検出され、過去の工事等による包含層・遺構面の削平が著しい。 IV・ V区

（図36-2 ・ 3)では、包含層の検出レベルが地表下0.7m前後、退構面の検出は地表下1.2mである。

包含層の厚さが0.4-0.5m程度あり、包含層・遺構面とも遺存状態は良好であった。

(3)検出遥構（図13)

今回調査で検出した遺構は、弥生時代の溝 1条、古墳時代の竪穴住居址 7基・溝 2条、古代の竪穴

住居址27基・掘立柱建物址 3 棟•井戸 l 基・溝 2 条、近世の溝 l 条である。古代の竪穴住居址につい

ては、建替えが同じ場所で繰り返されたようで、硬化面、あるいは篭の跡と思われる焼土塊のみを確

認したものも多く、平面プランを把握したものより実際の数は多かったものと考えられる。

＜溝＞

弥生時代の溝

125号溝（図35• 37) 

m区東側で、古代の32号竪穴住居址の下から検出しfふ幅 2m、深さl.lmで、断面形状は逆台形

である。底辺の幅は0.8mである。溝の主軸はN-26° -Wで、調査区と直交する。堆積土は 9層に

分けられるが、下部の 5~9層は溝掘削後の早い段階で埋没しており、その上部の 4層（黒褐色土

層： lOYR3 I 3、厚さ15cm) と3層（黒褐色土層： 7.5YR 3 I 2、厚さ20cm)下部を中心として遺

物が出土する。出土逍物は黒色磨研土器片や条痕文粗製土器も含まれるが、弥生時代前期の壷形土器
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

1区南壁土層断面図

LH=14.40m 

アスファルト

撹乱 1 

2 

撹乱

バラス

J 1ロニニロ」 撹乱

1層：闊褐色土層 (IOYR2/2~IOYR2/3) 3層： ！M褐色土層 (IOYR2i3)

2層：焦褐色J.:層 (IOYR2l2) 地山培：褐色l：層（lOYRl/6)

2m 

V区南壁土層断面図
LH=1A,?0m 

43 

41層： ！i＼褐色士 UluelOYR2/2)硬化面
42層： ：l＼褐色士 <HuelOYR2/2)
43崩： A9褐色士 (Hue10YR2/2) 
44層： ！l＼褐色士 <HuelOYR2/2)上部が硬化部分
45層： ！i＼褐色土 (HuelOYR2/2)
46層： ！i¥褐色土 (HuelOY四／2)
47層： ！！、＼褐色土 (HuelOYR2/2)
48層：！i＼褐色土 (HueIOYR2/31砂怜プロック多厭混人
49層： ！i＼褐色土 (HuelOYR213)砂混入
50層：焦褐色土 (HuelOYR2/3)地山
51層： I府褐色士 (HuelOYR3/4)

w区北壁土層断面図

l層：馬褐色:l:<HuelOYR2/2) 
2層：黒褐色：I:(HuelOYR2/2)炭粒・オレンジ粒混入
3層：黒褐色I:(HuelOYR2/2) 2眉より馬っぼい
4層：黒褐色土 (HuelOYR2/2)3層と岡じ
5層：馬褐色．t (Hue10YR2/2) 3層と岡じ
6層：黙褐色；l:(HuelOYR2/2) 3層とtf1Jじ
7層：黒褐色七 (HuelOYR2/2)砂汎入
8層：黒褐色上 (HuelOYR2/2) 砂•砂岩・焼土粒汎入
9層：黒褐色．t (HuelOYR2/2)砂・焼土粒
IO層：黒褐色：t・.(Hue IOYR2/2)焼：t粒乱入
11崩：黒褐色:I:<Hue10YR2/2)砂・焼土粒・炭粒混入
12崩：黒褐色；t:(Hue10YR2/2)砂
l3崩：絹褐色：I:<HuelOYR2/2)少し赤っぼい
l4閣：黒褐色土 <HuelOYR2/2}
15陪：黒褐色．．．l: （ HueIOYR2/2-2/3) 砂•砂岩粒含む
16陽：黙褐色土 (HuelOYR2/2)砂
17層：黒褐色土 (HuelOYR2/2)砂岩粒含む
18層：黒褐色土 (HuelOYR2/2)
19層：黒褐色士 (HuelOYR2/2)
20層：黒褐色± (HuelOYR2/2) オレンジ粒含む
21層：黒褐色：J:(HuelOYR2/2) オレンジ粒含む
22層：黒褐色．:f:(HuelOYR2/3)炭粒・焼土粒含む
23層：黒褐色1:<Hue10YR2/2) 
切層：馬褐色土 (HuelOYR2/2) 炭粒・焼土粒•砂岩粒含む
25層：黒褐色：I:<HuelOYR2/2) 
26層：島褐色± (HuelOYR2/2) 
27屑：屈褐色：・I:(HuelOYR2/2)炭粒説入
28層：黒褐色上 (HuelOYR2/2)焼：I:・炭粒混入
29削：屈褐色± (HuelOYR2/2)砂龍入
30層：思褐色．：l:(HuelOYR2/2)砂岩粒混入
31層：黒褐色土 (HuelOYR2/2)砂視入
32層：黒褐色．:I:(Hue10YR2/2)砂汎入
33層：焦褐色：I:(HuelOYR2/2)砂岩粒・炭粒・褐色粒視人
34崩：黙褐色．．t(HuelOYR2/2)砂汎入
ぉ屈：黒褐色 •I: ・暗褐色：I: <HuelOYR2/3-3/4) 
36崩：思褐色土 (HuelOYR2/2)
37眉：島褐色:I:<Hue10YR2/2-2/3)砂視入
38崩：暗褐色．:l:<HuelOYRJ/4)砂・焼土粒・炭粒混入
39培：黙褐色．I：（HueloyR2/2)砂誠入
40層：暗褐色 •I: <HuelOYR314)地山・炭混入

。
2m 

LHc14,5_Qm 

l層：黒褐色：I:rnuelOYR2.12)撹乱 l•1層：黒褐色．t. (HuelOYR213)焼土・粘t視入
2層：黒褐色—t(HuelOYR2/2-2/3) 砂まじ I) の少し -Ifサガサ 15層：黙褐色：t（liuelOYR2/3)炭・娩t ．粘ょ
3層：黒褐色J:<HuelOYR2/2-2/3)少し黒っぽい 16聞：聞褐色I:(HuelOYR2t2-2/3)地11』のよつな．．t.
4層：焦褐色:l:<HuelOYR2/3)砂質：l：層 17層：思褐色:t:(HuelOYR2l3)焼土柁混入
5層：黒褐色」..（HuelOYR2/2)砂・オレンジ粒混入 18暦：闊褐色：I:(Hue10YR213)砂況人
6層：黒褐色 I:<HuelOYR2/3)砂視人 19層： ！』褐色；t(Hue lOYR2/3)砂混入
7層：聞掲色± (HuelOYR212)砂視人 20層：黒褐色．I:(HuelOYR2/2)砂・地llI視人
8層：黒褐色：l:<HuelOYR2/3) 娩土粒・炭柁•砂混人 21層：黙褐色•I: (HuelOYR2/2)オレンジ粒・炭粒乱入
9層：黒褐色土 (HuelOYR2/2) 焼土粒・炭粒•砂視入 22層：黒褐色:I:(HuelOYR2/2)オレンジ粒・炭粒視人
10層：黒褐色上 (Hue10YR2/2)砂混入 23層：黒褐色．:J:(HuelOYR2/2)砂・オレンジ粒混入
II層： ｝』褐色土 (HuelOYR2/2)砂況入 24層：黒褐色I:(HuelOYR2/2)砂品入
12層：暗褐色、i:(Hue10YR313) ピンクの粘：t 25層：焦褐色：I:<HuelOYR2/2) 24層より！A＼く硬い
13暦：黒褐色:l:<HuelOYR212-2/3) ピンクの帖上 26層：黒褐色：I:<HuelOYR2/2)砂

゜

27層：凩褐色土 (HueIOYR2/2-2/3)地山
28層：瓜褐色土 (Huel0¥'R2/3)地III
29層： ！i＼褐色土 (HuelOYR2/3)

明褐色土 (Hue7.5YR5/8)娩土
30層： ！l＼褐色土 <HuclOYR2/3)焼土
31層：黒掲色土 <Hue10YR2/3)焼土
32層：黒褐色土 <HuelOYR2/3)地山
33層：黒褐色土 (HuelOYR2l3)娩土
34層：凩褐色土 (HuelOYR2/3)焼土粒・炭粒視入
35層：黒褐色土 (HuclOYR2/3)焼土粒・炭粒視人
36層： ！U褐色土 (Hue10YR2l3)地山の乱土層
37層： A9褐色土 (HuelOYR21J)地山の混土層
38屈：晴褐色土 (HuelOYR3t3-3/4)地山

S_m 

図36 I 区南壁 ·V区南壁 •N区 (400号竪穴住居址付近）北壁土層断面実測図 (1 /50 • 1 /100) 
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m 本荘北地区の調充

や甕形土器・鉢形土器が主体を占める。ただし遺物は総数で30点を超えない。石器としては打製石斧

や石鏃、黒曜石剥片など数点がある。

古墳時代の溝

30号溝（図37)

皿区のほぽ中央部で検出した溝である c 調究区を横断するように南から北へ抜けるが、 S字状の

コーナ一部をもつ。幅 3m、深さ1.3mで、断面形は逆台形である。南半は埋設管の掘り方などで上

部を破壊されている。北側は古代の29号竪穴住居址が重なっており、土層断面図の 2層部分がこの住

居址の覆土となる（図37)。この下の 3層は0119地点の古墳時代前期溝でも溝の堆積土最上部に認め

られ、溝の窪みを古代に整地した際に埋め戻された土である可能性が高い。迪物は 9・ 14層を中心に

出土しており、この間には13層のような大きな木炭片を含む焼土が挟まる c 土器の中に二次的な焼成

を受けたものが存在することから、遺物は基底土層である15層の堆積後に焼土とともに廃棄されたも

のと考えられる。土器には甕形土器・壷形土器・鉢形土器・高杯形土器・小形堆形土器・杯形土器な

どがある。

222号溝（図37)

w区の東端、 I区との境付近で検出された。調査区と直交し、北西に走る。古代の遺物包含層（古

墳時代の遺構覆土）を除去したのちに検出された。当初溝の東肩には排水枡があったが、その下に溝

の東側肩が遺存していることが判明し、枡を撤去して調査した。溝の幅は約2.5m、 深さは約1.3m、

底がやや平らな V字状である c 遺物は溝の肩付近から出始めるが、低部から少し浮いた、 5・ 6層付

近で集中して出土した。

222号溝は0119調査地点でも続きが検出され、遺物も同様に出土している。 2箇所の調査でこの溝

の一番上の覆土が地山と同じ土（あるいは類似する土）で、この下に溝が存在することを確認した。

222号溝の南側延長上に位置する0119調査地点でも古式土師器を収集したo 0006 II区調査地点の西端

で多醤の土器がほぼ完形で出土したが、位憎から考慮すると222号溝の続きの可能性がある C 222号溝

の出土遣物は古式土師器である。甕・高杯・小型丸底琲・有孔鉢・大型壷のほか、手捏土器などがあ

る。遺存状態がよく、なかには大小の壷を入れ子状にしてあるものもある。これらは布留 l~2式な

ど古墳時代前期に属するものである。これらより古い時期の土器が0119調査地点では出土している。

古代の溝

319号溝（図35• 38) 

V区で検出された溝である c 遺物はほとんどない。 365号と同じ古代の溝と考えられる。現状で幅

約0.8m、深さ約0.2m程度の狭く浅い溝である 3 南側端部は自然に浅くなり途切れているが、北側の

端部は撹乱により不明である。しかし、撹乱より北側で続きは検出されず、長く北に延びる様子はな

かった。

365号溝（図35• 38) 

V区で検出された古代の溝と考えられる。ほぼ南北に走り、途中でL字状に西へ曲がる。現状で幅

は約0.7m、深さ約0.5mである。遣物は非常に少なく時期の判断は困難であるが、 378号住居址に切

られていることから、古代でも早い段階のものと考えられる。
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125号溝 LH=13.30m 

l層：極陪赤褐色:I:<Hue5YR2/3) 

2層：睛赤褐色・I:<Hue5YR312) 
3層：黒褐色I:<Hue7.5YRJl2) 
4層：昭褐色←I:(Hue7.5YRJl2) 
5層：昭褐色t:(HuelOYRJ、、、.4)

6層：灰貨褐色J:(HuelOYR412) 

7層：哨褐色I:（）iucIOYR3/3) 
8層： ！l＼褐色＿t:<Hue7.5YR3/2)砂買
9層：にぶい黄褐色t:(HuelOYR4/3)砂質
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心
--------

laM ：暗褐色：l:層 (IORYJ/4)
Id層： ！A＼褐色l：暦（7.5YR3l2)
2a層：暗褐色I•図 (IOYRJ/3)
2b層：暗褐色J・・層 (IOYR4/4) 
2c 層：褐色—t．崩（ IOYR416)
2d層： ！A＼褐色—l：層（7.5YRJ/2)
2e層：暗褐色＿I:~ (IOYR314) 
2f層： II(f褐色I:M(lOYR3/3）・鋭化面

3層：褐色土層 (lOYR414)
4層：暗褐色土層 (10YR3/3)
5層：凩褐色土層 (SYRJ/1)
6層：焦褐色土層 (i5YRJ/2J
7層：褐色土層 (10YR414)
8層：焦褐色士層 (i.5YR3/2l
9層： l¥褐色土層 (5YRJl2)
10層：昭赤褐色土陪 (5YR312)
11層：凩褐色士層 (7.5YRJl2)
12層：瓜褐色土1M(lOYRJ/4) 
13屈：焼•1：層
14層：褐色上層 (10YR4.4)
15層： M¥褐色土陪 (7.5YRJ/2)

222号溝
LH=14.00m 

撹乱

バラス

¥―--、‘、̀----＿ー／＇， 9
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゜
1 撹乱

仁
ー＇

今

-゚，→疇零―

LH=12.80m 

も

S- ―-1層：褐色：I：層 (10YR4l6)

2層： ！l＼褐色1:1¥'!1(IOYR2/2) 炭
3層： ！l＼褐色i：層（10YR2/2)

4層： ！A＼褐色J••~ (IOYR212)炭

5層：暗褐色粘買―l：崩（IOYRJ/4) 炭
6層： ！A＼掲色視砂 l：層（10YR212)

焼t．炭

7層：川褐色視砂 1：層（IOYR2:'3)
8層： ！A＼褐色 1：崩（IOYR212)

゜

9層：色．1:層 (IOYR2/2~2/3)炭
JO層：島褐色混砂．i：層 (JOYR2/2)炭
II層：暗褐色土層 (IOYR314)

12層：黙褐色混砂t層 (lOYR2.:3)

パミス・炭

13層：黙褐色t層 (IOYR213)

14層：昭褐色．七層 (IOYR3/4)

15~: 黒褐色＿＋．層 (IOYR212-3.:4)
16層：黒褐色砂質i：層（IOYR2/2)

2m 

炉

図37 125号溝． 30号溝・ 222号溝土層断面・出土遥物実測図 (1/50) 



m •本荘北地区の調査

近世の溝

14号溝（図35• 38) 

II区で検出された。調査区を横切るように、北西に走るe 幅は現在確認出来る範囲で約2.6m、深

さは約0.8mで、溝の東岸は途中にテラス状の段がある。逍物は上方で須恵器や近世陶磁器片などが

見られたほかは少なく、特に底に近い部分では人骨と思われる骨が数点あっただけである。 2001年度

の年報では、古墳時代や古代に利用された溝と考えそのように報告したが、埋土について再考した結

果、近世の溝と考えられるc

＜竪穴住居址＞

本調査区では、竪穴住居址が30基検出されたが、数次にわたる立替のために、住居址のプランを把

握できない住居址も多い。硬化した床面の痕跡から住居址の存在を推定したものも含めると40基近く

になる。竪穴住居址は、古墳時代から古代にかけてのものである。住居址の方位を見ると、古墳時代

の住居址は、北を向くものはなく、東西のどちらかに傾いている。住居址の 1辺も 4mほどあり、全

体的に大きい。古代になると、住居址の向きに 2つのグループがある。 221・ 294 ・ 361号などの、遺

物や規模から古代と思われるが、古墳時代の名残か方位が北から振れるものと、北を向くものに分か

れる。後者の場合は寵の位置は北壁が多いが、東壁に設置する場合と西壁に設置する場合もある。北

を向かない住居址は、本調査区の中では時期的に古いものが多い傾向にあり、住居址の方位は徐々に

北をとるようになったと考えられる。

古墳時代の竪穴住居址

208号竪穴住居址（図38)

w区で検出した。住居址の西側半分は調査区外に延びる c 住居址の軸は北北西ー南南東である。大

半は撹乱により破壊されているが、全体の様子は知り得る。 1辺約4.5m前後の長方形で、深さは現

状で約0.3mである。明確な硬化面や炉などは検出されなかった。遺物は小型丸底壷・高杯・甕など

がある。古墳時代前期（布留 l~2式）の頃であろう。

223号竪穴住居址（図39)

w区中央で検出した。一部調査区外に延びるほかは、削平や撹乱を受けておらず、遺構・遺物とも

遺存状態は良好であった。約4.7x 4 mの長方形で、長軸は北東＿南西を向いているc 同じ古墳時代

の208号竪穴住居址とは軸が若干ずれている c 埋土には多最の焼土や炭・灰が含まれ、床面上に炭化

した柱と思われる建槃部材も散在しており、 223号は焼失住居と思われる。住居の中央には床面を浅

く掘り窪めた炉があり、炉を中心として住居中央に硬化面も確認された。遺物は古墳時代前期（布留

l~2式）の頃であろう。

378 • 385号竪穴住居址（図40)

V区で検出されたc 半分以上は現代の撹乱により削平されていた。北側半分は床面直上まで削平が

及んでいたが、かろうじて住居の範囲は捉える事ができた。 V区では同じ場所での住居の建替えを繰

り返していたようで、 378号住居址でも同様で、住居址中央に443号住居址が重なる。重複した住居を

把握するのは困難だったため、ペルトを残し、埋土部分を下げて行った。最終的に確認した住居址の

プランは下端で約4.8X5. 3mの長方形である。軸の方向は208号住居址と同じである。北東側の壁・

隅が捉え難く、溝状に遺構プランが見えていたものを385号としたが、最終的に378号住居址の一部で

ある可能性が高いC 378号住居址内では、確実なものとして 2枚の硬化面を確認した。 1つは住居の

肩と思われるところから30cm程の深さで検出し、遺物は図21-12 ・ 15が伴う。もう 1つはその下
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3. （医病）甚幹・現境整備（共同溝股龍）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

365号溝＿

疇
L四~.70m

14号溝

1層：黒色土 (HuclOYR2/l)粘性あり
2層：黒色土 (HuelOYR2/l)
3層：黒褐色土 (HuelOYR3/l)黄褐色土が汎入
4層：黒褐色土 (HuclOYR3/1)
5層：黒褐色土 (HuclOYR3/l)
6層：黒褐色土 (HuclOYR3/l)
7層： M＼褐色土 (HuelOYR3/l)
8層：駄褐色土 (HuelOYR3/l)黄褐土塊が汎入
9層：黒褐色土 (HuclOYR213)
10層：焦褐色土 (HuclOYR3/l)

LH=1~ 

319号溝

Lli!!l.2,60m 
A 

弐ー―-
A 

1層：瓜褐色土 (Hue7.5YR3/2)

13 ① 
14 

1層：暗褐色土 (HuelOYR3/4)砂混入
2層：暗褐色土 (HuelOYR3/4)

黒褐色土 (HuelOYR2/3)も入る
3層：暗褐色土 (HuelOYR3/4)
4層：黒褐色土 (HuelOYR2/3)
5層：黒褐色土 (HuclOYR2/3〉

暗褐色土 (HuelOYR3/4)の砂岩も汎入
暉：黒褐色土 <HuelOYR2/3)

暗褐色土 (HuelOYR3/4)の砂岩も汎入

7層：黒褐色士 (HueIOYR2/2) ＇ 
8層：黒褐色：ヒ (HuelOYR2/3)

,.や(O」

X三丑磁

暗褐色土 (HuelOYR3/4)の砂岩も視入 ！ 
7 9層：黒褐色土 <HuelOYR2/3)

11 
10層：黒褐色土 (HuelOYR2/3)
11層：黒褐色土 (Hue10YR2/2)
12層：黒褐色土 (HuelOYR2/2-2/3)
13眉：パラス
14層：コンクリガラ
15層：撹乱
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』層：黒褐色汎砂土層 (10YR2/2)炭

2層：黒褐色混砂土層 00YR2/2)
3層：黒褐色汎砂土層 OOYR2/3)

図38 365 I 319号溝・ 14I 208号竪穴住居址実測図・土層断面実測図 (1/50) 
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m 本荘北地区の調査
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図39 223号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設罹）に伴う発掘調査 (0104調究地点）
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図40 378 • 443号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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m 本荘北地区の調査

20cm程で検出し、遺物は図21-13 ・ 14 ・ 16 ・ 17が伴う。下の床面では炉も検出された。この床の硬

化面の下から2.5m四方の掘込み (443号住居址）と lm弱の土城状の浅い窪みを検出したっ 385号住

居址の部分からはミニチュア土器が出土している c

384号竪穴住居址（図41)

378 (385)住居址の北側で検出された。南東部は、 422・ 423号住居址？に切られ、南西部は378・ 

448号住居址に切られている。 378号住居址と同じ軸をとり、北西を向く。現況は2.9X2. 6mである。

404号竪穴住居址（図41)

V区の、調査区が南に折れるコーナー付近で検出されたc 西南壁が調査区外に延びるe 現状では約

4. 5x3. 8m、深さ約0.25mである。軸の方向は北西である。 208号竪穴住居址や378号竪穴住居址とほ

ぽ同じ方向である。南酉隅には古代の368号竪穴住居址の竃が接している。また北西隅には撹乱の土

城と、 438号土城が404号住居を切っているっ住居址のやや西よりに、床を浅く掘った炉が 1基とその

周辺で硬化面を検出しfふ遺物は鉢・高杯・小型丸底壷．甕などで古墳時代前期（布留 l~2式）で

あろう。

443号竪穴住居址（図40)

378号竪穴住居址の中央に、入れ子状にあった浅い窪み状の遺構である。 1辺2m程度の方形プラ

ンである。中央やや南東よりで、炉の可能性がある焼土が入った皿状のピットが検出された。

古代の竪穴住居址

216号竪穴住居址（図42)

w区北側の東側調査区壁沿いで検出した。 208号竪穴住居址の東側に隣接する c 大半が調査区外に

延び、また撹乱によって検出部分の中央を破壊されている。現状で 2X 2mである。住居の軸は208

号住居など古墳時代の竪穴住居と同じであるが、 216号住居の北壁に竃が造られており、遺物からも

これは古代の住居と判断されるっ

16号竪穴住居址（図42)

II区の東端近くで検出したC 15号竪穴住居址の南西側に位置する。調査区に、住居址の南東隅がわ

ずかにかかる程度であるe 住居址は北を向くようである。 7世紀代と思われる遺物が出土しており、

古代の住居址と判断した。

276号竪穴住居址（図47)

161号竪穴住居址の南側に隣接する位龍にある。西側のV区で検出された377号竪穴住居址と同一の

住居址である可能性があるが、出土遺物に若干の時期差がある。南半分が調査区外に延びるっ軸の方

向は南北である。 7世紀代の遺物が出土している。

32号竪穴住居址（図42)

m区の31号竪穴住居址の東 4mほどのところで検出した。大半を埋設管やマンホールの掘り方に

よって破壊されており、北半部しか残存していなかったっ住居の幅は4.4mである。住居の軸は他の

29 ・ 30号竪穴住居と異なり若干束へ傾いているe 北辺の中央西寄りに寵が設けられている。鼈は残存

状況がよく、袖には幅20cm、長さ50cm、厚さ15cmあまりの大型の砂岩が横に据えてあった。中央

にも砂岩製の支脚の一部が残っていたc 鼈周辺から土師器の甕形土器や杯、須恵器の甕形土器片など

が出土した。 8世紀前半と考えられる。

9号竪穴住居址（図43)

II区で検出した。 I~m区は選構面が浅く辿構の多くが上部を削平されており、 9号竪穴住居址の

壁も遺存していたのはわずか数cmで、ほぼ床面のみが残っている状況であった。東半分は撹乱によ
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調究 (0104調査地、点）

384号竪穴住居址． . ¥ 

,，¥ 

（、•一•一・ 皇
¥.,.O° へ

v o 

.-・ -・ 
--、... -

--ー、.-
--今 e

一
-・ -・ .. ”“ 

”” 

------

-

＼
 

敬ヘ・‘.J
/' ..... 

¥． f’ 

/．J 

. / l i, 
l‘•一．I',\

ヽ·r·‘\．＿〗

O’ 

LH=12J10m 

A A' 

圭

392号竪穴住居址

/〉
l層：駄褐色：I:(HuelDYR2/2)砂岩プロック・炭混入

2眉：凩褐色＋:(HuelOYR2/3) 

゜
2m 

404号竪穴住居址

]〉
! /) 

バ：
し［ r-心゜ar I 

C 
•一ノ

方〗
にへQ t”-·----J•玉
ハ-9/］。

゜

＼， 

＼
、

＼
．
ヽ
'

v□□.., 
·―•一

E
U
.
Zて
1
1
H
1

“' 
LH=12.40m 

A~A· 

吝
り

瀑：黒褐色：~YR2/2) 隣 II 

2層：暗赤褐色：I:(Hue5YR3/6) 

LH=12.80m 

＞^ 

瓜＞
g
し

,
I
 

E
8
.
c
l
1
1
H
7
 

岱。”忽＾
 
しヽ

)̂ 

皇

ジ

屯

0
4

。

も

三三/9
l層：凩褐色視砂:I:層 (IOYR2/2)炭

2層：焦褐色--t：層 (IOYR212)焼土・炭
3層：黒褐色土眉 (lOYI辺／3)
4層：黒褐色視砂←t層 (lOYR2/3)
5層：黒褐色視砂土層 (lOYR2/2~lOYR2/3)炭
6層：黒褐色1：層（lOYR2/2)
7層：焦褐色：I．：M (IOYR2/2)焼土

8層：黙褐色ー暗褐色土層 (10YR2/3~IOYR3/4) 

l層：馬褐色況砂」：層 (IOYl{Z/2)
2層：馬褐色視砂土層 (IOYR2/2)炭

3暦：黒褐色土層 (IOYR2/3)
4層：馬褐色土層 (IOYR2/3l
5層：黒褐色土層 (IOYR2/2)
6屈：黒褐色j:．層 (IOYR212)
7層：黒褐色:l:IM(IOYR212) 
8層：黒褐色土層 (IOYR2/2)
9層：黒褐色土層 (IOYR2/2)

。
2m 

図41 384 ・ 392 • 404号竪穴住居址実測図・土層断面実測図 (1/50) 

90 



皿 本荘北地区の調査
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m 本i［北地区の調査

り削平され、南側は10号竪穴住居址によって切られる。現状では、北壁1.4m、西壁2.7mである。北

壁に鼈が造られており、西半分が残っている。住居址の軸は南北方向である。 9901地点の52号竪穴住

居址も同時期のものと思われ北壁中央に斑を造っている C 9号竪穴住居址の北壁を、定を中心に復元

すれば52号竪穴住居址や9901地点の291号竪穴住居址と同様な規模になる。出土した遺物は 7世紀後

半～ 8世紀前半のものである。 9号竪穴住居址からは土器片と共に小型佑製鏡の所謂破鏡が出土した

が（図56-126)、住居址の埋土は撹乱を受けている可能性を否定できない状況であり、遺構と遣物の

年代を照らしても 9号竪穴住居址に伴うものとは考えられない。

31号竪穴住居址（図44)

皿区の29号竪穴住居の東側で検出したもので、南半分は埋設管の掘り方によって破壊されている。

長軸はほぽ東西方向で、西辺中央に寵がある。長軸の長さはおよそ 5mである。硬化した床面は検出

できなかった。寵は砂岩プロックで両袖部の基礎石とするもので、中央には砂岩製の角柱で支脚をし

つらえていた。崩壊した爺土の中から土師器の甕形土器片など数点の遣物が出土した。 7世紀後半か

ら8世紀後半と考えられる。

221号竪穴住居址（図44)

w区中央付近壁沿いに検出した。 223号竪穴住居址の南西側に隣接する。住居址の大半は調査区外

である。北西を向く。 223号住居址の上に作られており、 223号住居址の埋土と重なる部分の壁は明確

に確認できなかった。現況では2.2x2. 3m程である。

10号竪穴住居址（図44)

9号竪穴住居址の南側で検出された。 9号竪穴住居址と同じ方向を向き、 9号竪穴住居址を切って

いる。住居内の大半が撹乱により破壊され、南半分は調査区外に延ぴており、正確な規模などは把握

できなかった。北壁に竃を造っている c 西壁の推定ラインから復元してみると、 9号竪穴住居址に比

ベ小型である。 8世紀前半と考えられる。

361号竪穴住居址（図45)

V区の南端で検出された。南半分が調査区外に延び、住居の西側は後代の遣構 (379号井戸）に切

られている。現状では約 3x2. 6m、深さは残りの良い北東側で約0.4mである。撹乱の西側を361号、

東側を312号として掘削し、最終的に同一の住居址と確認したc 軸の方向は223号竪穴住居址と同じで

ある。撹乱が北東側の壁に沿って走るが、この撹乱より南西側は遺構の重複が著しく、この住居に伴

うと思われる遺物はなかった。 8世紀後半の遺物が出土している。

15号竪穴住居址（図45)

II区のやや西側で検出した。全体のほとんどが撹乱によって破壊されており、規模は不明である。

住居の軸の方向は南北を向いている。南東隅にあたる部分に竃の跡と思われる焼土や、竃の袖石の砕

片が残っていた。出土辿物から 8世紀前半ごろと思われる c

29号竪穴住居址（図45)

皿区中央北部で30号溝覆土の上に営まれた竪穴住居址である。埋設管の掘り方によって南辺と東辺

を破壊されている。長軸はおよそ 4mになるものと推定される。東北部に寵付近の焼土が散乱してお

り、その中から甕形土器片が、中央の硬化面直上と北西端の壁付近から土師器の杯がそれぞれ 1点ず

つ出土している。

307 • 318 • 322号竪穴住居址（図46)

V区の南側で検出された。東側を撹乱により破壊されている。 307号住居址の内側で入れ子状に318

号竪穴住居址が検出された。現状で307号が約2.1 X 1 ffi、318号が約5.2xo. 7mである。いずれも軸
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設置）に伴う発掘調究 (0104調査地点）
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皿 本荘北地区の調査
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3. （医病）基幹・環境幣備（共同溝，股骰）に伴う発掘調究 (0104調充地点）

は南北であるが、 307号竪穴住居址は若干西に傾くっ 307号竪穴住居址の床を除去したところ、別の遺

構があったためこれを318号竪穴住居址とした。 318号竪穴住居址の黒色の埋土の下には、別の茶色の

土があり、これを322号竪穴住居址とした。 322号竪穴住居址に埋土は多羅の焼土を含み、火災で焼失

した住居址の可能性があるっ住居の範囲はほぽ307号と同じである。築造順としては、 322号竪穴住居

址が最初に築造され、火災などで焼失・埋没した後、 318号竪穴住居址が造られ、さらにその上に307

号竪穴住居址が築造されたと考えられる。

311 • 321 • 323号竪穴住居址？

V区の南端、北西一南東に走る撹乱の西側で、 379号井戸の上面にあった硬化面のみの遺構であるc

311号竪穴住居址は、 361号竪穴住居址の撹乱から西半の部分を覆う範囲に広がっていた硬化面である c

311号竪穴住居址の硬化面を除去したその下から、 321号・ 323号竪穴住居址を検出した。 321号竪穴住

居址は361号住居址西半の東半分に分布する硬化面であり、 323号竪穴住居址は379号井戸を覆うまで

の東半分に広がる硬化面であるっ住居址のプランは確認できなかったが、それぞれの硬化面の様子か

ら3基の住居が切りあっていた。付近より 8世紀後半から 9世紀前半の遣物が出土している。

377号竪穴住居址（図46)

V区の北束隅で検出されたc 撹乱を挟んで276号竪穴住居址と向い合う。住居址の方向は北を向く c

先述のとおり276号竪穴住居址と同一の可能性があるが、出．七遺物に時期差がある。 377号住居址では、

硬化した床面を検出した。

386号竪穴住居址（図46)

V区、 404号竪穴住居址の南側で検出したc 西側は調査区外、南・東側は撹乱によって破壊されて

いる。現況は北壁中央に設けられた寵部分を残すのみである。

99 (161)号竪穴住居址（図47)

w区の西端で検出した。 99(161)号竪穴住居址がある一帯は、竪穴住居址の重複があり、各遺構

のプランを決定するのが困難だったため、任意で 2mのグリッドを設定して掘削した。大きな撹乱坑

を挟んで東側半分はプランを把握するのは容易だったが、西側半分は遺構の重複により埋土からプラ

ンを把握する事はできず、床面近くでようやく規模を把握できた。それぞれ99号と 161号という番号

を与えて掘削を進めていたが、 99号と 161号が同一の住居址であることを確認した。約 5X4. 6mの

住居である。軸方向は南北である。東側半分を大きく撹乱により破壊されている C 東壁中央に避が造

られていた。 8世紀後半と思われる。

368号竪穴住居址（図46)

V区の中央部やや南寄りで検出した。調査当初、プランの把握が上手く行かず細部において不手際

もあったが、最終的にはプランを確定できたっ現状で約2.6X2. 4m、深さは約0.25mである。東壁の

一部は調査区の壁にかかる。西陸中央に竃が造られている。 8世紀後半の遺物が出土しているっ

256号竪穴住居址（図47)

II区の西端で検出された。大半は調究区外に延びる。南東隅を99(161)号竪穴住居址が切ってい

るe 現状では約 2X 3 m、深さは残りの良い部分で0.2mである。軸の方向は南北を向いている。

294号竪穴住居址（図48)

V区の中央束よりで検出した。住居址の東側は半分以上が破壊されており、現在は 1/ 3程度が確

認できる 3 本来は一辺が3.7mほどの竪穴住居址と思われる。 8世紀末から 9世紀初の土師器が出土

している。
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本荘北地区の調査
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調査 (0104調究地点）
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m 本荘北地区の調査
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3. （医病）甚幹・環境整備（共lfi]溝設骰）に伴う発掘調脊 (0104調充地点）

13号竪穴住居址（図48)

n区の14号溝の北東側で検出した。調査区壁と、既設枡の間に挟まれており、その他は撹乱による

破壊と調査区外にでるなど、全容は不明である。現状は西壁が0.7m程度の残っている程度である。

西壁に焼土塊があり、掘削したところ寵の支柱と思われる砂岩と土器片が出土した。土器片は接合す

るとかなり復元でき、浅鉢である。

61号竪穴住居址（図48)

n区東端の若干広くなったところで検出した。撹乱の影響が深刻であり、遺存状況は非常に悪かっ

た。

遺構の残存状況がわる＜、北西部のコーナ一部分らしき浅い掘り方を確認しているが、それ以外は

不明である。規模、方向ともよくわからない状況である。

157号竪穴住居址

w区西端、 158号竪穴住居址の上面にあった硬化面である。 99号・ 158号・ 256号付近にあった竪穴

住居址と思われるが、全容は不明である。明らかに、 158号住居址の上にあった住居址の床面である

ので、番号を付けて記録した。

158号竪穴住居址

w区東端で検出した。 99(161)号竪穴住居址と256号竪穴住居址に挟まれた三角形の部分である c

東側は99(161)号住居址と256号住居址によって切られており、撹乱を挟んだ西側でも住居址の範囲

を確認できなかった。このため、硬化面が広がっており住居址があったと思われるが、全体的なプラ

ンは不明である c

159号竪穴住居址

w区西端、 276号竪穴住居址の上面にあった硬化面である。 99号・ 158号・ 256号付近にあった竪穴

住居址と思われるが、全容は不明である。明らかに、 276号住居址の上にあった住居址の床面である

ので、番号を付けて記録した。 158号竪穴住居址との関係は、不明である。

207号竪穴住居址

223号竪穴住居址の酉側で検出したc 住居址の東辺がわずかに調在区にかかっている C 1辺 2m程

度で、方位はわずかに東に振れる。

400号竪穴住居址（図49)

V区の北東で検出された。北半分は調査区外に延びる。現状で約2.1X 3 ffiで深さは0.2mほどで

ある c 軸は南北を向いており、 161号竪穴住居址と同様な住居と思われる。

448号竪穴住居址

V区中央部で検出したC 378 (385) • 384号竪穴住居址に挟まれた状態で、小さな三角形である c

384号住居址を切って架造し、 378(385)号住居址に切られている。 448号竪穴住居址は北を向いてお

り、北壁設けられた甑部分のみが遣存している。

364号竪穴住居址

V区の西壁沿い、 365号溝に囲まれた位置にある。北を向く住居址の北東角がわずかに調査区で検

出されたと考えられる。詳細は不明c

く掘立柱建物＞

1号掘立柱建物（図49)

1号掘立柱建物はW区の中央部で検出された。建物の長軸は南北方向より、やや東に触れている。
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m 本荘北地区の調査

西側が調査区外に延びるが、現状で 5間 X 2間以上の建物である。この柱穴のなかで、東列北から

4つ目の144号柱穴で地鎮祭を行なったと思われる遺物が出土した。柱穴の壁の途中に壁翁状の棚を

つくり、土師器の椀・蓋を置き、その上に 2~3cm大の小石を敷いていた。土器の中にも小石が数

個入っていた。石については精査をしたが、文字等の加工の痕跡は見当たらなかった。土師器蓋には

愚書があり、鑑定していただいた結果「「1方人」とか書かれていることが分かったc 土器は 9世紀前

半のころの所産と思われ、 1号掘立柱建物もこの時期のものであろう。

2 • 3号掘立柱建物（図50)

5区の南端で検出した。撹乱による破壊と、調査区外に延びるため全体は不明である C 2号・ 3号

とも建物の方向は南北から西に傾いており、 1号とは時期を異にすると思われる。 9901調査地点の西

北部に位置し、この 2・ 3号建物と位慨的に近い501号掘立柱建物と同じ方向のようである。

く土坑・ピット＞

41 • 42土坑（図50)

皿区中央部、 29号竪穴住居址の東側で撹乱部分を挟んで検出した土坑であるっ当初別個の遺構の重

なりと考え掘っているが、おそらく一つの遺構と思われる。掘り方が30cmあまりと、かなり深く、

29号住居址とは異なる遣構と考えられる。中央に深さ20cmほどの穴が 2個連接している。残存部で

長さ 2m、幅 1mあまりである。穴の部分と底面から土師器の杯や土製の紡錘車、鉄製刀子が出土

した。

204 (253)号柱穴

w区のT字部分の洒端で検出したピットである。このピットから土錐が12点出土した。年報では、

漁網をこのピットに収納していたのではないかと報告したが、そのような収納状態で使用したか、疑

問が残る。 253号は 1号掘立柱建物を構成する柱穴の 1つであるが、 144号柱穴のような地鎮であるか

は不明である。なお、ピット番号については、本来は253号であるが、年報の整理・報告時に取り違

えている。注記も204号で行っているため、別のものと間違えないよう、併記しておく。

＜井戸＞（図51)

379号井戸はV区の南西隅で検出された。 361号竪穴住居址の上には、硬化面で範囲確認した321号

と323号竪穴住居址があったが、井戸は323号住居址の床面下から検出された。 361号住居址の床面を

切っている。つまり、 361号竪穴住居址を壊して、本井戸が掘削され、後に埋め戻されて、 321・ 323 

号竪穴住居址が設営されたという順序になる。井戸は全体の 1/ 3程が調査区壁にかかる。上部には

柱状の石が置かれており、埋土に遺物・灰・焼土も多かったため、当初は墓と考えた。しかし、掘り

下げるにしたがい井戸であることが分かった。

埋土を順次掘り下げたが、沈殴物階などは確認されなかった。また、井戸の壁には掘削のために井

桁を組んだような跡や、井戸枠を設けたような跡も検出されなかった。途中、遺物が集中する層が何

層かあり、中には食物残滓と思われる自然遣物もあったc

(4) 出土遥物

本調査区からは、膨大な最の遺物が出土したが、時間・紙面の関係上、今回は遺構の時期を示す代

表的、もしくは最低限の退物を掲載したc 本書に掲載できなかった迪物は、今後改めて紹介したい。
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設冊）に伴う発掘調究 (0104調査地点）
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本荘北地区の調査
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3. （医病）基幹・現境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調査 (0104調究地点）
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図51 379号井戸実測図 (1/40) 

125号溝出土遥物（図52: 1 -15) 

本荘地区で弥生時代の遺構として、初検出例となったc 溝内からは、弥生時代前期の壷形土器・甕

形土器・鉢形土器のほか、黒色磨研土器や条痕文粗製土器などの縄文土器が出土した。石器は打製石

斧 (15)がある。

30号溝出土遺物（図52・ 53 : 16-31・図58: 198-199 ・ 208 • 212) 

古墳時代前期の古式土師器である。小型丸底壷・高杯・甕・鉢形土器がある。また、弥生時代前期

の土器と縄文時代晩期の土器も出土している。

222号溝出土遥物（図53• 54 : 32-61・図58: 196) 

古墳時代前期の古式土師器である。有孔鉢形土器・器台・高杯・小型丸底壷・甕・直口壷？・ニ重

口縁壷・手捏ねのミニチュア土器などがある。石器には、砥石 (196)がある。また、弥生土器か、

粗い条痕を入れた底部があるc

14号溝出土遺物（図54• 58 : 62 • 213 • 221) 

近世と思われる磁器片が出土している。また、溝の埋土からは古代の土師器や須恵器片も出土して
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m 本荘北地区の調充
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調究 (0104調査地点）
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Ill 本荘北地区の調査
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3. （医病）基幹・現境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調．:tf.(0104調査地点）
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3. （医病）甚幹・環境整備（共同溝設阻）に伴う発掘調査 (0104調．究地点）
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図58 0104調査地点出土遥物実測図 7 (1 / 4) 
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3. （医病）基幹・現境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

いる。また、縄文土器 (213)や石鏃 (221) も出土している。

365号溝出土遺物（図54: 63) 

土師器杯が出土している。図示した土師器杯の底部には、畢書がある。字は不鮮明で正確にはわか

らないが、既往の調査で周辺から出土している墨書には「安」の文字が多い。 365号溝出土の土器も、

ウ冠や「女」のように見える箇所があり、「安」の文字の可能性があると思われる。

古墳時代の竪穴住居址出土遺物（図54:64～図56: 121) 

図54:64～図56:121は、古墳時代の竪穴住居址出土の過物である。いずれも古墳時代前期の布留

式を主とする古式土師器が出土した。器種には、小型丸底壷・高杯・甕・器台・鉢形土器がある。土

器以外では、 223号竪穴住居址から磨石 (82)が出土し、また鉄器？ （83) も出土している。 32号竪穴

住居址からは鉄鏃 (98)、404号竪穴住居址からは砥石 (99)が出土している。

古代の竪穴住居址出土遺物（図56: 122-155) 

図56:122～図57:155までが、古代の竪穴住居址から出土した遺物である C 7世紀末～ 9世紀代の

土師器・須恵器が出土している。土器以外には、 9号住居址から古墳時代の小型1方製鏡の破片（図

56: 126)が出土し、碁石（図56:127) も出土している。

1号掘立柱建物址出土遥物（図57:156-157) 

1号掘立柱建物を構成する柱穴からは、それぞれ土師器片や須恵器片が出土しているが、 144号柱

穴からは、地鎖行為のためと思われる土師器の蓋・杯が出土した。薔には鑑定によると「門方人」と

いう墨書が書かれている。中には小石が10数個納められていたが、これらには墨書等の痕跡はなかっ

た。

41 • 42号土坑出土遺物（図57: 158-160) 

41 ・ 42号土坑からは、土師器杯と土製紡錘車・刀子が出土した。

158は底部から腰折れぎみに立ちあがる杯であり、内外面とも研磨している。 158は土製の紡錘車で

ある。 160は刀子の先端部の破片である。

204 (253)号ピット出土遺物

204 (253)号ピットからは、土製の漁網錘が12点出土した。最も短いもので4.3cm、最も長いもの

で7.1cmを測る C 12点が固まった状態ではなく、数個ずつピット内に浮いた状況であった。

379号井戸出土遺物（図57• 58 : 173-184) 

井戸からは、古代の土師器や須恵器などの土器類や貝殻などの食物残滓と思われる自然遺物が出土

した。遺物は各層で見られたが、ある程度集中して出土する傾向があり、何度か不用になったものを

まとめて廃棄したり、あるいは井戸祭祀を行ったと考えられる。これらの土器には、時期差はみられ

なかった。土器以外の遺物で注目されたのは、 12層は貝からなり、土嚢約30袋分の菌になった。調査

室で水洗選別を行なったところ、 7種類程の貝類があったほか、小動物の骨も検出された。最も多

かった貝は、アサリに似たバカガイという貝である。また、亀の腹甲があり甲板が本来の配列通りに

出土し、食に饗してすぐに廃棄されたものと考えられる。

その他の遥構出土遣物（図58: 185-230) 

その他の遺構・包含層からの出土逍物中、ピックアップしたものを掲載した。図58: 188---191は刻

書や墨書土器であるe 「大」「有」などが判読できる。図58: 193は手捏ねの土製鏡である。周辺の

9901調査地点でも出土例がある C 197---218までは縄文土器である。後期後葉から晩期の土器である。

223は蛇尾である。石製の飾りに銅板を貼り付けている c 内部に繊維が残る。 225は青銅製品である。
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n［ 本荘北地区の調査

形状は不明であるが、ポールのような容器のようなものと思われる。このほか、鉄鎌・石鏃・砥石な

どが出土している。

(5) まとめ

1999年度の調査で病院敷地の北西側に古代の集落とともに、古墳時代前期の住居址群が確認され、

先述した2000年度の0006調査地点では、これらの集落が敷地いつばいまで広がり、良好な状態で迪存

していることが確認されていた。これらの結果から、 0104調査地点では密な辿構と辿物を検出するこ

とが予想され、その通りの調査結果を得た。

これまでに述べてきたように、多くの進構と遺物を検出し、 9901調査地点と0006調査地点の間を埋

め、また東西に広く遣構が存在することが確認できた。

今回の調査で注目されたものの一つは、 125号溝と30号溝である。

125号溝は弥生時代前期の土器を伴出し、付近一帯での弥生時代の選構としては、初の検出例と

なった。この溝の続きはのちに、 2003年度の調査 (0304調査地点）においても確認され、やはり弥生

時代前期の土器資料を得ている。少なくとも、 0304調査地点の状況からは、直線的に北西に走ってい

ることが確認されたが、この溝が白川まで達していたか、その範囲は不明である。

30号溝は、流路が特異である。 S字に曲がり、環濠の突出部のような屈曲を示している。屈曲も直

線的に曲がる部分と緩くカープを描くような部分がある。このような溝の例は、比較的面的な調査を

実施してきた附属病院敷地内においても、他に例を見ないものである。 9901調査地点では、弥生時代

の溝は検出されておらず、調査区南側で、さらに方向を変えていると考えられる。このように屈曲を

繰り返す溝は、通常の溝というより、周濠のような溝の機能を持っていた可能性があると考えられる。

このほか、 222号溝でも遣物が多批に出土し、 0119調査地点で続きを検出した。本調査地点では、

222号溝からは主に古墳時代前期の布留式を中心とする土器群が出土し、堆積状況から古墳時代前期

に掘削されたものと考えていたが、 0119調査地点で、弥生時代終末の壷や、庄内から布留式ごろの、

これまでの古式土師器の中では最も古い形式になる古墳時代初頭の甕が出土し、掘削の時期はこれま

で考えていた時期より遡る可能性がある。

文中ですでに記したが、この溝は上部を地山土に類似する土で覆われていた。 0119調査地点も同様

であり、遺構検出の際に掘削を少々踏躇させられた。古墳時代の223号竪穴住居址の埋土も、中央に

地山に似た土が入っており、住居址を検出した当初は埋土の逆転現象に困惑した。この傾向は、 0411

調査地点でも見られ、古墳時代の住居址の上面一而に、これに類似する土が張り付けてあるようにあ

り、やはり選構の把握．掘削に若干の障害となった。これら数例の積み誼ねを概観すると、病院敷地

内の古墳時代の選構は、地山に類似する土で、意図的に封じられたようである。これが古墳時代前期

以降、古墳時代に行われたものか、あるいは古代になって行われたものかは不明である。

古墳時代の集落の様子としては、竪穴住居址は白川を向き、 9901調査地点同様に、切り合うことが

ほとんどないよう、一定の間隔をおいて造られていたようである。

古代には、 7世紀後半から 9枇紀にかけての竪穴住居址や掘立柱建物址が造られるようになった。

古墳時代の住居址同士の切り合いが無いのに対し、古代の住居址は重複が著しい。同じ場所で4~5

軒（回）の建替が行われている。出土迪物も特異である。刻書・墨書土器、蛇尾、ミニチュア土器な

ど一般集落とは異なる居住者を想定させるものである c

0006調査地点． 0104調査地点． 0119調査地点の調査結果を総合すると、付近では縄文後期の遣物は

あるが、遺構はまだ未検出であるc 遺構の構築という点では、今回検出した125号溝の例から、弥生
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設間）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

時代の前期に土地の利用が見られる。しかし、溝を掘削したのみで、生活の場としての利用は見られ

ない。既往の調査で遺構が検出されないほか、弥生時代の遺物がほとんど出土しないことからすれば、

弥生時代の集落が存在した可能性は低いと考えられる。次に弥生時代終末から古墳時代前期に、一帯

では集落が営まれるようになるが、前期以降は不明である。古代になると、再び集落が営まれるよう

になる。 9901調査地点の南半は溝が数本走り、竪穴住居址や掘立柱建物は調査区北半に集中している。

9901調査地点北半と0006・ 0104 ・ 0119調査地点までの南北約600mの間に、建物群が集中して築かれ

たようである。 9901調査地点から800mほど南に位懺する0509調査地点では、古墳時代・古代の集落

を確認しているが、 0509調査地点では掘立柱建物址と思われる辿構は 1棟のみで、遣構の構成として

は竪穴住居址に限られるといってよい。今後、本調査区と9901調査地点、 0509調査地点の遺構や遺物

を精査し、二つの集落の違いを明らかにすることが課題である。
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m 本荘北地区の調査

表 8 0104調査地点出土遥物一覧表

図 番号 還物 種類（器種） 法量 (ca) 残存墨 特徴 色 閲 出土遠捐 I 債 考
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設慨）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

図 醤号 遺 物 種類（器種） 法量 (CII） 残存量 特徴 色 罰 出土還構 偏 考
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底口器径径高 516. 7 . 6 
内：

内外 ll u e I O Y R 7 / '1 外内外面面に吹付きこぼれ53 32 -t.g6若 浅鉢 ほぼ完形 • llue IOYR 7,、4 222lJ-i欝 にスス着
外：

nt i 8. 4 
rA1 : 

33 土師器 器台 底岱 91 2. 8 . 9 完形 内外 ： H u e 5 Y I~ 6 / 6 222り溝
外： Hue 5 YR 6 / 6 

r: 1 i悶f 8. 4 内：ケ回転ナIJデり．ハ
外内 ： ll ue 2. 5Y 6 / •1 

3i 土師器 器台 底路 9. 8 I I 2 
外 ： l引転11.→n ・ヽデケ．指H : Hue IOYR 6 I 4 222サ溝 内外面にスス付着

8.5 ナデ，

底tn"t径角[ 7J0. 7 .9 

内 ； 9晒9阿デ詞ナIti，転転デ仇罰+ナナ，＇り9昂9,デそ，目閉き揖，きき指指ナ
35 t距器 怪台 2 I 3 外内 ： H ue 7. 5 Y R 7 / 6 222•サ溝 内外面にスス付着外； : Hue 7. 5YR i I 6 

盟Litt 15.2 
内：

36 t面器 高杯 I / 2 内外 ： H u e I O Y R 7 I -1 222サ潰 内外面にスス1寸荀
外： : Hue IOYR 8 / •1 

口試径 18 8 内 ： 指同囲転ナ転ナデナデデ．．指
37 土師器 高り I I 2 内外 ： ll u e 7 . 5 Y R 6 / 6 222号i爵 外面に！i¥斑

外： • Hue 7. 5YR 6 / 6 
ナデ．ハケH

38 ：t．師器 高杯
盟IJf吾 16.7 

I / 4 内 ： 回ナデデ転転．． t→府聞•デデさき．． 指 外内 ： H ue 5 Y R 6 I 6 2221;'-i髯 外面にスス付着
外 ： 回 指 • Hue 5 YR 6 / 6 

ナ

履
内 ： 指批ナ酎l阿阻ラbl転デ訓転転土ナ．干ナデ,1デn,•亨lデ．デ9}．頂ヘ． ， 、

39 土的器 高杯 1、14 外内 ： H u e 5 Y R 6 I 6 2'22サ溝外： : llue 5 YR 7 I 6 

在若口托in 全 12.2 

I勺：

40 I：距器 高杯 I / 2 1外1..1: Hue 7. 5YR 6冒I6 
ね2サ清 外面にスス付着

外： : lfoe 7. 5YR 6 i 4 

底口2.,径径i'll: 1 2 . 4 

内：

-II t.giii器 高杯 I / 4 内外 ： H u e 5 Y R 5 i 6 
222けi" 脚邸に穿1L(3ヶ所）

外；ケ同転且十磨デき．ハ : Hue 5 YR 6 / 6 

42 1:師器 高杯
n径t16.2 

13.1 
底器 1 4 . 8 

l / 2 内 ： B．,,デ転に•．前9.,.ナ119J,,，，．．息磨．．指指ききナt 
外：

外11.1 : Hue IOYR 6 / 4 
• Hue IOYR 6 / 4 

222•S}•i爵 外面にスス付舒

n悶j壱 l6.7 内 ： 目ケ転転I9I1O．1ナ胴•デデきき． ． 99 内外 ： H u e 5 Y R 6 I 6 内脚面にス4スL付(看43 土師器 庄杯 底笞 1 2. 2 3 /、1
外：回ハ : Hue 7. SYR 6 ; 6 222サ溝

部に!f 3ヶ所）
16.3 ケ

口悶i怜 8.8 

内 ： ナ指指ナケ回回ヶデ転デ転uFL ナナ・．ナナデデ"剛"デデ．． り' ． ． ， 、

キ J:釦器 小型甕
底召 6 . 5 

完形 外内 ： H u e I O Y R 6 / 3 22'がサ清 外内面面に!nlll
外・,、 : Hue IOYR 6 ; 4 にスス付府

底口苔径抒応 89.. 9 2 

内：指

45 :I:師器 小型丸底壺 完形 外内 ： H ue IOY R 7 ; 4 222サ溝 内外面にスス付珀
外：指 : Hue lOYR i / 4 

内：指囮転ナデ．

口径 10. 7 ナデ府． ハ

ケ？［I. き 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 46 土師器 小型丸底壺
底註高径 9.7 

完形
外：舟団 ナデ． • liue 5 YR 6 I 6 

222 tj-溝 内外面にスス付沿

＂ デ府．きハ

盟I :l i消 12.8
内 ： 指reナ,,転デ.ナ．1Jll，，ハ•デさ，ケ， 削47 土師器 小残丸底壺 ほぼ完形 外内 ： Hue IOY I~ 7 I •I 222サ溝 外面にnI斑
外：指a : Hue lOYR 7, 4 

10.3 ナデ

Lli悶翌 14.2 Iり： ナF)転デ転デ』．ナナハ1況デケり． 指 外内 ： H ue l OY R 7 / 6 
48 t．的括 9a2 冨

底器 1 6 . 6 
完形

外：団指H : Hue IOYR i I 4 222サ清 内外面にスス1寸莉・吹きこぼれ

ナデ

49 :t.閾器 甕
謡ロ｛苓 1 4 . 5 

口橡部It

内：回削転りナデ．
内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 I 6 222サ渭 外面全体にスス付芍

外 回転ナヽデケ．指H : 1-lue IOYR i I 4 
ナデ 9

翡口径 15.8 
内：同転ナ削デり．指

I外勺： Hue lOYR i I 4 外内面面に息斑50 -t師諾 甕 口縁部1ヤ
外． ナ団ハデ転ケ，(ナ1デ． : Hue IOYR 6、i・1 

222l}-溝
にスス付芍

51 土釘器 甕
盟l1径 16.0

口縁郎片 外内 ：： 回ナナ回デデ転転，．ナナ削ハデデケ’’．． 指柑U 外内 ： H ue 7 . 5 Y I~ 5 1 6 
: Hue 7 5YH 5 /、1 222サ溝 内外面に阻斑

昇「lif. 16. 4 
1,..l ：目転ナ印デ．指

52 土節器 甕 口緑部片 外 ： ナ阿デ転． デ．
外内 ： H ue l OY R 6 I 1 222サ溝 外内面外胴面部に波状付沈杓線 1条

: Hue lOYR 6 i 6 にスス
ハケ 11

53 -t直5器 甕
虐[l 悶i t 1 4.5 

I 1 3 
内 ： ナ肘転デ転．ナナnl デiJ． 指 内外 ： ! fo e I O Y R 7 I 6 222号溝 外面にスス付消
外：回 デヽケ．指H : Hue IOYR i I 4 

＋デ，

54 t鉦器 甕
盟[l径 15.7

n縁部片
内： n囮:J転IJナデ．

内外 ： H ue lO Y R 7 I -1 222l}•清 外面に黙ll1
外 ： liiJ 転ケ1ナ1デ． : Hue IOYR i I 4 

Iヽ
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m 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (C111） 残存墨 特微 色 謂 出土遺構 傭 考

53 55 1••紺石 甕
罪口i召 1 8. 2 

I I 4 内 ： 位●1I舷，，転'’．ナナハデデケ． ． 内外 ： ll u e l O Y R 8 I 4 222サ溝 外面にスス付府
外：日 指目 : Hue !OYR 6 i 4 

＋・r.

盟l:lif: 17, !i 内 ： ナ同指ケデ転flナ．ナ削デデ．り． Ill 
51 56 :I:師器 甕 I / 3 l外勺： ）［UC !OYR 7 I 3 222サ惰 ,外'-lifii面l堪9斑

外：ハ : I hw IOYR 7 I 4 にススf寸杓

＂ 翡IJI苔 19.1 1" 1回転；ナデ，
57 .I••閲笞 壺 口緑部片

,、 t1 外I勺：）［UI! 2.5Y 6 I •I 222•サ沿 内外面にススf寸芍外： le) ・トデ． : llue 2. 5Y 6 I •I 
，、日

58 :I：細器 甕
口盟径 16.3 

I / 6 
I勺：回悶転りナデ．

l外'-1 : Hue i. 5Y)~ 8 I 4 竿サ清 内外面にススti精
外： 転ナデ． : llue IOYR 8 I 4 

ハケ日

59 :I:OO器 壺
翡口径 町． 2

[J緑部9ヤ Iり： 999II11ヽは．証ヶへナうa・,9罰_デ,9•. ケ
外：

1外,.I : Hue IOYR 6 I 3 
: Hue IOYR 6 t •I 222•サ清 内外面に瓜瓜・スス付府

I "' j;.,塁 烹
盟口径 17.5 

口樟郎片 91 ： 回ヶ阿9ヽ転"転ケ・ナH-,."デデり． ． ，、
外：

外内 ： H ue IO Y R 6 / 6 
: Hue 7. 5YR 6 I 6 222’}溝 Iぼ認知す覆

I 砥石
g 長さ li. ・1 

61 “石 II. 6 牢け溝 重伍1000gJ1.l： 砂け
さ 7.5

62 田荏 碗 凪 口緑；郎片 靡： 明にぶい貧掲色の磁胎9こ透
の釉

14!｝j髯

謡口径 13.2 内外 ： ： 転［年iilヘ紐ラ・JJ••切デデ．り回l外内： lluc 5 YR 6 / 6 「赤安色」化？粧．土屈杏63 I：師路 杯 8.9 ほぼ完形 365S}溝
3.1 

: llue 5 YR 6 I 6 

臼 .ttt召 壺 殻苔□i佳高f 828 ... 0 4 1 2 / 3 内． サffiナ宜ユデ+転．． デナ99ヽヽ．デケケ指．E指目オi 
外：

内外 ： ll ue 2. 5Y 6 I 3 
: llue 2. 5Y 5 / 3 208サ竪穴住店比 外面にスス付"

底料1: 1 径往高 87 . . 5 7 

" : ナ 茫MMト9ヽ）デI転転ケ9．ナナUJ111•デデデき．． ． 指ハ

65 北師器 小骰丸底壺 完形 外l勺： 11¥IC 5 YR 6 / 6 208サ竪穴住9，¥｝址 外面に川斑
外： : Ihm 5 YR 6 I 6 

盟口佳 18.ll 
l'-l. 

お :I：細笞 高!.f: 口緑郎片 I外勺： lluc i, 5YR 7 I 6 碑サ竪穴住し｝ht外： : llue i. 5YR 7 I 6 
目

67 :I：証茫 高均； 員 脚部 II 2 内外 ：： 指指 ••9I•• デデ．．n阻lきり 1外,.I : Hue 5 YR 5 / 6 
: Hue 5 YR 6 I 6 

碑サ竪穴住9月址

68 :I：師器 高り； 凪 脚郎） I2 I り： I指ケ9nJ. II11 ••"'. デデ"'き．． 胴
外： き9ヽ

外内 ： H u e 7. 5 Y R 6 t 4 
: Hue 7. 5YR 6 I •I 208•サ竪穴tt9月址

69 .I••印岱 甕
謡口径 16.3 

口籍節9ヤ 内外 ： ： Iケ~＋4Iデ転転11 ,．ナ•9nヽqヽデデケ,,．． ハ指目 外内 ： H ue 7. 5 Y R 7 I 6 
: Hue 7. SYR 8 I 6 208サ竪穴II:nui: 外面にススtl朽

悶長さ 12.8 
70 石召 磨石 II. 9 208サ竪穴{I：杓址 誼蓋681!g 安III~

さ 3.6

3-3 - 71 :l：師骰 器台
盟口径 i.O 

1 / 3 
内：且h9転ナデ．

外： ナデ．
外内 ： I• l u e I OY R 7 1 4 

: llue IOYR i I -1 223•サ竪9tl.I：府』It

謡口径 17.0 
内：翡lill転ナデ．

i2 i：師笞 店杯 I / 4 内外 ； ll u e 5 Y R 6 I 6 2四サ竪穴住．E虻 内面に黙班外： ・転ヶJ・テa ナデ． : Hue 5 YR 6 i 6 
，、

i3 :I:師笞 紅杯
翡EI佳 19.1

I / 2 内 . ナ.,指9りデ転転ナ．ナデナ9ヽデデケ．． 指目外：
外内 ： l hie 2. SY R 7 I 6 

: lluc 2. 5YR 7 I 6 223号竪穴住9月J1~ Iり面にスス1寸莉

I:Ii 任 16.•I 
Iり： r9’ナ,9’．1デ9＋’ナ959肩9デ，き揖．き指9 7•1 :I••Mi笞 高沐 底笞 1 2. 7 ほぼ完形 I外り： lluc ICJYR 7 1 6 223サ竪穴住u;.ht

1 •1. 4 
外： : lluc IOYR 7 I 6 

冗 :I:細笞 小型丸嵌壺 底口器rn 径高 98.. 2 •1 完形 内外：指指ナデ
： ナデ

内外 ： ） ［ U C i , 5 Y R 6 I 6 
: llue IOYR 6 I 4 223•サ竪穴ttli;ht 内外面にススtt芍

n底器径径i¥li 99..3 •I l,.l : サ1指1i工・・}｝・・．デデ射．．n指きll オ 1外,.I : Hue l()YR i I 6 
76 ;I••OO器 小fi丸底壺 2 I 3 : Hue IOYR 7 ; 6 223•サ竪穴t1;9片址 外面にスス i'•J 精

外： IJ 

盟l]径 9.8 Iり： や-指回,1デ転転•9．•デ9ナ飢デデ’’．． 指7' I・・釘器 小阻丸底壺 l i 2 内外 ： ll u c 5 Y R 6 I 6 223•}｝竪穴U:rtrJtl: 外面にスス {·•I府
1.1．5 

外： : Hue 7. 5YR i I 8 

底口翡径径高 i15. .I 2 内 ： .,.9阿ド•）デデ鉦転．． ナ.,.創n’デデり’’ ．． 指78 ;I：幻若 二直口緑壺 完形 外内 ： H u e JOY R i I •I 四サ竪穴{I：柑址
M. 6 

外：指 : llue 7. 5YR 7 / 6 

冗l :t師若 甕
口位｛壱 13.3 

1符,t 20. 7 
2 / 3 内外 ： 9 .,.h削h99.7転転’J．.,..,.9 ヽデデケ.． ffl 目 外内 ： U ue 5 Y R 6 I 6 

: llue 5 YR 6 i 6 223け竪穴tt},引且： 外内面面に屈斑
にスス1寸府

員
内：ヘラ削り後

80 :I：紐路 壺 3 I 4 
.,・デ 外l勺： Ihm IOYR 6 i 4 224サ竪穴(t!}UIt l勺面にスス付利

外 '[11l転ヶナデ． : Hue i. 5YR i I 2 
,、 ~I

81 I・ー約笞 甕 底I笞;lii高f.肴 251 4. .4 ,i ほぼ完形

l'-1: li'月lt.り云ナデ．
l外々 :llue IOYR i ; 6 223号竪穴住,~；址 内外面面に関斑

外： 転十ヽデケ．指目 : llue IOYR 8 t 4 にスス f•t莉
•r·? , 
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (cm) 残存量 特徴 色 謂 出土遺構 償 考i 長さ 132 3-3 - 82 石笞 磨石 8. 7 2'23サ竪穴住居址 砥Iii:572g 安山岩
さ 3.6
さ 2.15 

83 鉄怪 不明鉄格 l. 4 完形？ 223号竪穴住居址 llt黛I.4g 
さ 0.25

84 -t-．面器 石杯
翡口径 15.0 

い橡部片
内： H1は9転ナデ9• デ，
外 ： 転り・・トデ．

内外 ： H u e 5 Y R 6 i 6 
: Hue 5 YR 6 I 6 378サ竪穴住居址

汲 上的器 店杯 且 脚部 II 2 内外 ・ 指指ナナデデ．ft!JIJ 内外 ： H u e IO Y R 7 I 6 
: Hue IOYR 6 I ・1 378号竪穴住居址

86 .I：卸器 小型丸底壺 凪 I i 2 内 ： ,ナ,]転転デデ．． ナナ訓9デヽデケり，， 指 JJ.外J : Hue 7. 5YR 6 I 6 378サ竪穴住居址 外面に黒斑
外 岡 指目 : Hue IOYR 7 I 6 

ナデ．

87 :I：師器 小型丸底壺
口盟径 10.5 

I I 2 外内 ． H9旧9・.じ転デ,、ナ．9ナハデじデ，ケ．籍信．g指ナ9 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 I 6 
• Hue 5 YR 6 / 6 

378サ竪穴住居址 内外面スス付珀

口径悶 16.9 内 ： 9,,iナ．9.転舷デ,ヽナ．ヶげハデ9．ケ．’指訂蒻n ナり88 .t師器 高-4: 底器 11 l はぽ完形 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 37Hij・竪穴住居址 外面にスス付芍
12.5 

外： : Hue 7. 5YR 7 ; 4 

89 j：紺笞 高杯 器口底径店径 14. I 脚郎2I 3 内 ： 阿指ナ旧転デ転1•．ナデナ開デデI;． ． 指
外：

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 I 6 
. Hue 7. 5YR 7 I 6 378号竪穴住居址

90 j:'針怪 店杯 底口器径径高 12. 0 脚部2I 3 内 ： H岡.,..,.転デデ転.. 1.,.9n•ヽ デuデケり．． 指
外 ： 且指

外内 ： H ue IO Y R 7 I 6 
: Hue 7. 5YR 7 I 6 378号竪穴住居址

U 悶径 10. I 内 ： 阿ナ転転デデ．． ナナ09デ1デヽケ9) ．． 指 外内 ： H u e 2 . 5Y R 7 1 4 内外面面に黒斑91 t師器 小型丸底壺
底路 1 2. 0 

I I 2 
外：日 指目 : Hue JOYR 7 I 4 打8号竪穴住居址

にスス付着
ナデ

56 92 土師器 不明 凪 底部片 外内 ： ： I回！IJ転転ナナデデ 外内 ： I•l ue 2. 5YR 5 / 6 
: Hue 2. 5 YR 5 / 6 385り竪穴住居址 外赤面色化に粧ヘ土ラ記サ？

93 土師若 高杯 且 印部片 外内 ：： 指指ナナデデ．削り 外内 ： H ue I OYR 5 / 4 
: Hue IOYR 6 1 4 385サ竪穴住居址

94 土師器 店杯
翡口径 23.6 

I 1 6 杓外 ：： lIナ司0)転デ転，ナナ9ヽデデケ．指目 外内 ： H ue 2 5 Y R 5 i 8 
: Hue 2, 5YR 5 I 6 384号竪穴住居址

95 土的器 高杯 且 内外 ： ナデ
: Lill転ナデ

外内 ： H ue 5 Y R 5 / 6 
: Hue 5 YR 5 I 6 276~竪穴住居址 赤色類料

且
"' . .指9晒デ.9川ヽ,,^転転ナ転ケナデう"ナナ9デ1ヂデり． ． 捐

96 須患器 “‘ 
内外 ： H u e 7. 5 Y 5 ; l 32サ竪穴住居址

外 : Hue 5 Y 5 / I 

謡口径 12.4 
内・

釘 -l：節器 小型丸底壺 I I 2 内外 ： H u e IO Y R 6 I 3 32サ竪穴住居址 内外面にスス付着
11. 7 外： uナ : Hue 2. 5YR 5 I 6 

悶長さ 4.5 
98 鉄器 鉄汲 1.3 ほぼ完形？ 32号竪穴住居址 重塁3.lg 

さ 0.75 

長悶さ 14.6 
99 fi器 砥石 l l. 4 404~竪穴住居址 重紐1000g以上砂界

さ 7.3

100 :t紅器 浅鉢 底口器径高径 210. 8 . 0 Iiぼ完形 外内 ：： 指指ナナデデ．．碧磨きき 内外 ・ H u e IO Y R 8 / 4 
. Hue IOYR 8 / 4 4旧号竪穴住居址 外面にスス付筍

n径iII 9 内：指'rナJデ．ハ 外内 ' H u e 2 . 5Y 6 I 3 IOI 土！豆辟 浅鉢 底器 8 , 0 I / 4 404号竪穴住居址 内面にスス1寸杓
3.2 外： ナデ

: Bue 2, SY 6 I 3 

102 tH笞 浅鉢
口径悶 9.6 

底器 3. 8 
ほぼ完形 外内 ： 指指 ・J• デ

： ナデ．府き
外内 ： H ue 2 . 5Y 5 / 3 

: Hue lOYR 6 / 4 401号竪穴住居址 外面に黒斑

103 上91i笞 浅鉢
口径悶 13.2 

底器 3 . 8 
I / 4 内外 ：： 指指ケナBナデデriIJI9) ヽ外内 ： H ue i 5 YR 6 I 6 

: Hue IOYR 6 ; 4 4~1号竪穴住居址

翡口径 12. 3 
内 ： 指~＋ケ,転デ＋ll ．＋.デ磨デ題．き． 9ヽ104 上師器 浅鉢 ：iぼ完形 外 ： き指

外i.l,i : Hue 7. 5YR 6 / 6 4(),1号竪穴住居址 内外面に黙斑
4.3 : Hue 7. 5YR 6 I 6 

口佳i12.4 内：阿！転ナデ・
105 .±．釘器 浅鉢

底器 5 . 5 
完形

ナデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y 7 I 4 •IUサ竪穴住居址
外． ナ転デナデ． : Hue 2. 5Y 7 / 4 

106 ．I；卸器 小型丸底壺
口径悶 14.0 

底諾 6. 5 
口緑部片 内 ． 例転転デデ．． ナナ削9デ9デケり．．指jjj 目

外： ナIナOI 
内外 ： H u e 5 Y R 5 I 6 

: Hue 7. 5YR 6 I 6 404号竪穴住居址

107 J:紀器 小型丸底壺
口径悶 15.J 

底召 5 . 6 
完形 外内 ． 閉回ナ日転デにき．ナナ磨デデき． 指． 内外 ： H ue 5 Y R 6 I 6 

: Hue 5 YR 6 I 6 404号竪穴住居址

口径悶 11. 9 

内 ： ＂＂＂'同デ,ヶ・．転にに.転'uハ,ヽヽ999ケ9ケナ晒999993デ．.．.. き指.含."●．9t t 9 きさ" ヽ

108 I；師器 小型丸底壺
底器 8 . 0 

はぼ完形 外内 ： H u e IO Y R 6 / •1 404号竪穴住居址 内外面にスス付舒

外内 ： ： 
: llue IOYR 6 / 4 

口径悶 10.0 
109 l．．絲器 小型丸底壺

底器 6. 8 
Iiぼ完形 内外 ： H u e 7 . 5Y R 6 1 6 404号竪穴住居址 吹きこぽれ

外： • Hue IOYR 7 / 4 

盟口径 10.0 内 ： 回削同転転ケりII .,.ナデ，
llO 七師器 小型丸底壺 n縁部9ヤ 外内 ： H ue IOY R 8 / 4 4(J.1サ竪穴住居址 外而に焼きむら

外：デ． : Hue 7. 5YR 8 ; 6 

'‘ 
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m 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種悶（器種） 法置（口） 残存量 特徴 l 色 綱 出土遺構 園 考

盟口佳 9.0 内 ： 回ナにデに．ナナ＂デデ’i． ． 指 : Hue IOYR 8 I •I 
56 Ill 土ぽ器 小只九旺壺 口樟：郎1ヤ

外：回ナ 指目 外内 ：Hue IO'r"R 8 / •I 4Q.1サ竪穴化経址

デ．ハケ

112 土師器 小聞｝LI~壺
盟nl怜 12.0

I / ・I 円 ： 目デIナ司．●にデ9ヽナ．ケナ9デ3デヽ．.ケ．"．指Iナりi : Hue IOYR 8 I 3 
タト ： 外内 ： Hue IOYR 8 / 3 4O1サ竪穴il：居址

l l3 土紅器 小聾Juと壺
謡ロlJ: 1 2. 6 

l I,1 ナ： Hue IOYR 7 / •I 内：阿に;.ナ四デ．指| 
，，t : 回.,•デ． Iデヽケ．指H 外内 ： Hue IOYR i I 6 

40-19}竪穴住k号址 外iii全体にスス付珀

114 土師巴 小聞九底壺
IJ悶if: 13. 3 

底召 1 2. 6 
ほぼ完形 内 ： ．テ回ナ・．転デ’‘ア9．ナ9デ3デヽ．.ケ藷"．儲• t ＇ 外：

内外 ： ｝ ［ u e I O Y R 7 / ・I 
: Hue IOYR 7 / 3 4“'}竪穴住9BJと 外lliススtt芍

115 土輝器 小限Ju氏壺
ロi且.f. 11. 5 

底沿 9. 6 
完形 内 ： Hn沢II転,•9．ヽナナケりぞ99． 窮．．9箱磨ヽきケナき

外：
外内 ： H ue I OY R i / 6 

: Hue lOYR i / 4 
4旧り・竪穴住屈JI!: 9内外月外面郎i&に1.:i1Wl次.:.1IAきL¥l!E こぼれ

ll6 土託器 小1¥，tJu£壺
Eli閑f l2.3 

底骰 J0. 4 
ほぼ完形 内 ： 目＂，，デJ転●転●、ナナ9りデテ』9f扇．＂患itt き

外：
外内 ： Hue I OY R 6 I 4 

: Hue 7. 5YR 7 / •I 4旧う｝•竪穴住！苫JI!: 内外'1ftiにスス付府

l l7 土師器 甕
翡口if. ) 6. 0 

口縁郎Ii• 内 ： 回転，，転デ．． ナ,.nヽデ"ヽデケ．． 指
外：囲・ナt・デ．指g 

外内 ： Hue 2. 5¥' 7 I •I 
: Hue 2. 5Y 6 I 3 

404 5}竪穴住屈b!: 外面にススf寸芍

118 土師笞 甕
ロ悶托 15. 7 

底召 1 9 . 9 
完形

内 ： 洞転，，転デ．． ナナ削9デ，，ヽケり．． 稽

＇卜： 国.,..,.9 ，，タ・キ' 指目

内外 ： H ue lOY R 8 I ・I 
: Hue lOYR i I 3 404サ竪穴住居虻 外iii全iドにスス付着

盟口If 1 7 . 0 
内：指ナデ磨．9ヽ

119 土師器 応巧・ 口縁郎t~· ヶtu，き 内外 ； Hue 7. 5Y R i I ,1 4いサ竪穴住居址 焼きむら
外： 舟（ii) ＋デ讐 : Hue 7. 5YR i i 6 

120 土師岱 高ij: 底I笞:Iji高f 惰 5.•I I I 2 内外 ：： 指指ナナデ・ア． nIり 内外 ： ll ue l OY R 6 I 3 
: llue lOYR 6 I 3 

4(M•サ竪穴住居J1~

121 土紺器 高り 1ロ苔』iHi高音f: 10. 7 l I 2 内 ： E"9,e．.●綱,tヽ9ケ999．E．蜀．．指指喜き1t き• 
外:

内外 ： H u e l O Y R 7 I -1 
: Hue lOYR 7 / ・1 •IIHサ竪穴住居址 外面にススtt莉

122 土紅器 杯 底ロ笞iif.高召 9. 4 I I 5 内外 ：： 回la.I転CEナナデデ I外勺： Hue i. 5\'I~ 6 I 6 
: llue 7. 5Yn 8 / 6 

9ドサ竪穴住居址カマ

凪 外内 ： 指回回転転ナナデ 内外 ： H u じ 5 Y 6 / I 123 須恵器 菱 ： ナデ．
: Hue 5 Y 6 I I !Iサ竪穴住店・址

デ

L2•1 須患岱 店り： 底I沿:l高i径恒 11. 6 即部｝t
99： 伍固転ナデ、

外： ー］・デ．
内外 ： H u e 10 13 G • I / I 

: Hui) IOBG •1 / I !Iサ竪穴住9J油I:

125 須．恵．器 蓋
盟l: l tf l l. 8 

口様郎｝¥・
l外勺：削恒1mI転ナデ

： 転り.,. デ． 内外 ： ll u e I O Y H 2 / I 
: Hue IOYR 2 / I 9サ竪穴住9ii比l;

126 冑銅器 小型19j製餞 只肛1さ至 5. ・I 
0. 1 

I I 8 紐汗色 9サ竪穴住居址 頂ほ3.2g

閉長さ 0. 16 
l町 石裟品 作石 I. •15 9サ住rt址 lli:ほI.8g 

さ 0.55

員 11-i : 指目回転転ナデナナデデ． 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 1 0 l認 須患器 菱 口緑茄片 9サ竪穴住居址 外面に自然釉付杓
外：

: Hue i. 5¥'R 8 / 0 

129 須患器 菟
試n径 l•I. 2 

口緑郎片

Iり：阿『にナデ．

外： 転りナデ．
内外 ： H u e 5 Y 4 / I 

: Hue IOYR 2 I I 9サ竪穴住居址 外面に自然釉tt府

130 須患岱 俎
翡1:11召 15.•I 

口緑郎)¥・
内： ＂『転＋デ．

外： 転I)ナデ．
1外1.J : Hue IOY 5 / I 

: Hue JOY 5 I I 
,.i}竪穴it1凸址

盟l]径 18.6 l,.] ： I指回引転転ナナデナデデ． 内外 ： H u e 5 Y 4 / I l3l 須恵笞 董 口緑郎It : Hue 5 Y •1 / I 9サ竪穴住居址 外面一郎降灰
外：

132 須患若 葺
盟r:1径 15.6

口緑郎It 内外 ：： In回司IJ転転I}ナ➔・デデ． 外内 ： H ue 2. 5G Y 5 1 l 
: Hue N 5 I 0 9サ竪穴住居址

口盟径 7.0 1外,.1 ：ナデ 外r勺： Hue IOYI{ 6 / -1 57 133 手捏土苔 1渭I I I :J :.,•デ，指オ
: Hue 7. 5YR 7 1 4 15サ竪9tit：店址 外面に焼きむら

8. 7 サエ

口盟径 15.8 
内 ： 回指目デ転．ナ転へナデ9ナデ蘭．デ眉り． ナ134 土凶若 t.f: 12.3 •I / 5 外内 ： H ue IOY R 8 I 4 31サ竪穴｛l:屈址

3.8 
外： : Hue IOYR 7 I Ii 

135 須．恵笞 伍
口盟径 15. 7 

r:I緑部｝i• I外勺 ：： 回I目転転ナナデデ 内外 ： H u e IO Y R 7 I 3 
: Hui! 7. 5YR 6 / J 361竪穴{l:Ii}址

136 土鉗若 灯尉lllll 口庇註径径高 812. 2 . 5 約 II 3 内外 ：： I[に:l]司転ヘ転・ラ1r•切デデ．り目 内外 ： H u ~ 2 . 5 Y R 5 / 8 3611}竪穴t1：居址 外内面甜にに赤ス色ス付屈科府
2. 15 : Hue 7. 5YR 7 I 6 

I~ 土晒召 “; 口庇苔径径Ill 7313.. o 5 . 2 I I 6 内外 ：： に回目ヘ転転ナラナ切デデ．り目 内外 ： 1-i u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue lOYR 7 I 4 361サ翌穴iE9BrJ: 内面に赤色聞科

口庇召径径応 7212.. 9 2 . 7 
内：国iにナデ．

138 士幻器 杯 完形
ナデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 I 8 361•サ竪9tt1ヵ居址

外： 転ナデ． : Hue 5 YR 6 I 8 
り

139 ±幻苔 甕
口盟径 22.1 

I I、1
内 ： 目デ阿転．転ヘナラナテ栢．・指りナ 内外 ： H u e IO Y R 6 I 4 29サ竪穴iI：計址 外il'li：こスス1寸沼
外： 転ナデ． : Hue IOYR 7 I 4 

ハケn
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3. （医病）甚幹・環境整備（共同溝設骰）に伴う発掘調査 (0104調査地点）

図 番号 還物 糧関（謁種） 法量 (m) 隈存量 特徴 色 霞 出土遺構 置 考

悶長さ 9.6 内ナデ．指オ
内外 ： H u e 7 . 5 Y R -1 I 2 57 l40 j；製品 移動式鼈 9.5 開郎9ヤ サエ 29号竪穴住居址床面 内面にスス付珀

さ 4.1

吐内外 ：：・ ナ伯闘転1転転ヘデナラナ切デデ．り． : Hue 5 YR 6 I 6 

謡口径 12.6 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 5 I 6 赤見込色顔み料に指原押圧l •1 l 土師器 杯 9.0 I I 3 : Hue 5 YR 4 / 6 
307号竪穴住居址

2.55 

142 土師器 競 底器口径径高 1 1. 4 底部片 外内 ：・ 定転同阿転方転^●ナナラ1ナ切デデデ．． り1 ．． ］ 内外 ： H u e 5 Y R 5 / 6 
: Hue 7. 5YR 7 / •1 323号竪穴住居・址 底部[ilJ転ヘラ切り後高台貼f寸

[.J径 13.0
外内 ： 転［同a1転へ転ナデ 内外 ： H u e 5 Y 7 I I 143 須恵器 高u;

翡
杯郎 l/ 4 ： ナデ．回 323号竪穴住居址

ラナデ : Hue 2. SY 7 1 2 

144 土8i笞 高坪
盟口径 14.0 

頁部一部欠損 ，，内~：:内指ナきデ．野き 内外 ： H ue 2 . 5 Y R 5 / 8 
: Hue IOYR 7 / 4 

386号竪穴住居址 内外面に赤色顔料

145 須恵器 り

盟開底翡径高 7. 0 

口縁部片 内外：回囮転ナデ 内外 ： H u e 5 Y 7 I l 99号竪穴住居址． 転ナデ : Hue 5 Y 7 / I 

146 須恵器 親 底部片 外内：＇削回転り ナデ． 内外 ． H u e 99サ竪穴住居址 外面高台に自然釉付粁
: Hue 5 Y'1 I I 

翡口径 14.6 内：丑国転.,.デ,

147 須恵．器 鋭 I I 2 外内 ： H u e 7 . 5 Y 8 ; I 368号竪穴住居址
l. 5 

外・ ナデ． : Hue 5 Y 7 / I 

l48 +、師器 競 底口器径径高 8. 2 底部片 外内 ・． 囮阿転転ナナデデ 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue IOYR 4 / 2 368号竪穴住居址

口翡径 13.3 
内 ． 指阿岡ナ転デ転ナ．ナデナ111Jデデh． ． 指l49 土師器 り 10.0 完形

内外 ： H u e 5 Y R i I 8 256号竪穴住居址 焼きむら
3. 7 

外： : Hue 5 YR 7 / 8 

l50 須忠臣 蓋 凪 つまみ部のみ 外内：回転転ナデ
: [iiJ ナデ

内外 ： H u e 5 Y 6 / I 
: Hue 5 Y 6 I I 61号竪穴住居址

151 須恵沿 蓋

温請底器径高 7. 4 

IJ縁部片 外内：圃転転ナデ 内外 ： H u e 5 Y 6 I I 6l号竪穴住居址: [ijJ ナデ : Hue 5 Y 6 / I 

152 上師皆 H I I 6 外内：岡転転ナデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y 6 I 2 61号竪穴住居址：固ナデ : Hue 2. SY 6 ; 2 

153 土師答 M; 底器口径在径 7. 8 底部Ii・ 外内 ．： 削t団il転転りナナデデ． 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 
: Hue 5 YR 6 / 6 

61号竪穴住居址

154 土師笞 M: 口底器径径 913. 7 . 4 2/3 

外内 ：： 指 叫＂岡同，，1・転開転デ転ナナ，ナデ9ナ1f19，デ靡デ，き揖き． 指ナ

杓外 ： H ue IO Y R 7 / -1 61号竪穴住居址 内面底郎1こヘラ記号
高 3.5

: Hue IOYR 6 I -1 

口径径 11. 2 
内：

155 士師怪 小型丸底壺 ほぼ完形
内外 ： H u e 7 . S Y R 6 I 6 157号竪穴住居址

庇器高 8.0 外： : Hue 7. SYR 6 / 6 

口盟径 13.0 

内 ： 指指指回回回囮ナ転デ転ナ転ナナ転.ナデデデナナナ99デデデデり． ． ． . 指

156 土師辟 碗 7.5 充形
内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 1号姐立tt建物 赤色顔料

5.8 
外： : Hue 5 YR 6 / 6 

口径i13.1 
内：

157 土師笞 皿 底器 7 . 7 完形
内外 ． H u e 5 Y R 6 / 6 1号姐立柱建物 「r11;人」．屈苔

外・ : Hue 5 YR 6 / 6 2. 7 
デ．

翡口径 13.9 内 ． 匝閉悶転き．ナ指デナ後
内外 ： Hue lOY R 3 / I 158 上的苔

”畜
11.l l / 2 

外 ： ナハデケ；E : Hue 7. 5YR 7 I 6 
41サ土坑 内面にスス付筍

4.5 I 長さ 5.2 外内 ：： 削ナデり． l'llJ り J外J..J: Hue 7.5YR 7 I 6 159 土製品 紡錘）＂． 5.2 完形 • Hue 7. SYR 6 I 6 41 ・ 42号土坑 重黛29.4g
さ 1.0
さ 7.4

160 鉄辟 刀子 1.0 屈郎欠損 41号土坑 頂.lll:4.7g 
さ 0.3i 艮さ 2.2 外内：： ナデ

fl.外I : Hue lOYR 6 / 4 161 土製品 土錘 2.0 約 Ii 6 
: llue IOYR 6 /,1 

204号ピット 頂黛3.9g
さ 0.9
さ 4.3

外内：： ナデ
外内 ： H u e IO Y R 6 / 3 162 ャ1•，製品 上錘 2.0 2 / 3 204号ビット 重ほ17.0g

さ l.9 
• Hue lOYR 6 / 2 

盟長さ 53 
内外：： ナデ

内外 ． H u e 1 0 ¥' R 7 / 3 163 ±製品 J：錘 2.0 ほぼ完形 紐サピット 頂fil:16.0g
さ 1.8

: Hue IOYR 7 / 3 

閉長さ 5. 1 
外内：： ナデ 内外 ： H u e 164 土製品 J:錘 1. 9 ほぼ完形 204サピット 爪紐15.4g 

さ 1.95 
: Hue 7. 5YR 6 / 3 

悶長さ 5.4 
外内：： ナデ

外内 ： H u e 7 . 5 Y R 8 / 4 165 土製品 土錘 1.8 完形 204号ピット 頂fil:15.0g
さ l.7 

: Hue 7. SYR 7 I 6 

盟長さ 5.8 
外内：： ナデ

外内 ： l ［ u e 166 土製品 土錘 2. I はll'る形
• Hue IOYR 6 / 2 

204号ピット 頂fl1:20.7g
さ 1.9

艮盟さ 5.6 
内外：： ナデ

内外 ． H u e lO Y R 6 / 3 167 土製品 :I:錘 2.0 尤形 • Hue IOYR 7 / 4 
巫号ピット 煎ほ17.Sg

さ l.9 
長屯さ 5.4 

外内：： ナデ
内外 ： H u e I O Y R 5 1 2 168 ＋`製品 土錘 1.8 Iiぼ完形 204号ピット 重ほ16.2g

厚さ 1.8 
. Hue IOYR 5 I 2 

悶長さ 6.4 
外内：： ナデ 内外 • H u e 169 ±U晶 土錘 2.1 ほぼ完形 • Hue IOYR 7 1 I 血サピット 重伍20,0g

さ 1.85 

盟長さ 7. I 
外内：： ナデ 外内 ． H u e 170 ：I：製品 土錘 2.4 ほぼ完形

: Hue IOYI~ 6 / 3 204サピット 頂且33.9g
さ 2.3
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m 本荘北地区の調査

図 醤号 還物 種類（闘糧） 法 (cm) 残存量 特徴 色 図 出土遺構 憐 考

問長さ 6.8 
外内：： ナデ

外内 ： H u e IO Y R 7 / 3 57 171 土製品 :I:錘 2.2 完形
: Hue IOYH i I 3 

201サピット ]ftfll:28. 411 
さ 20

閉長さ 6. 1 
内外：： ナデ

外内 ： H ue 172 土製品 土錘 2.0 111:f完形
: llue IOYR 7 / I 

2()."}• ビット 厄11:19.Og 
さ 1.8

問長さ 5.3 
内外：： ナデ． }11/り

内外 ： I I u e 焼ヘ鼠ほラき4記む9.サら4g ？ あり173 :t笑品 紡餞JI( 5.3 ほぼ完形 379サ井戸
さ 1.5 : Hue IOYR 4 I I 

問艮さ 11. 3 
174 鉄若 7J.T・？ l. •15 元蘊巳店岱欠iII 西 IJ-井戸 頂lil:l3.4g

さ 0.4 
問J~ さ 16. 1 

175 石器 敲石 6.2 3で"”いFi 翫黛糾1g 安tll~
さ 4.9

口様悶 1:t 4 
外内 ：： 回指阿＋転デナ転ナ．デナ削デデり． ． IH 外内 ： ll ue 2. S Y R 6 / 6 176 土師器 if: 底器 7. 8 完形 379サJI干I 赤色顔料

3.2 : llue 5 YR 6 / 6 

盟J:I{!・ 15.1 
内外 ；： lーi9§•デさ 内外 ： l fo e IO Y R 2 / l 外内面面全に聞体斑に黒色躙料li7 土箇器 .q: 5.5 I I 5 379り井戸

5. 4 : Hile IOYR 8 / 2 

ロ悶it. 13. I 
内外 ：： 指圃困.,.蝕ヂナ転．ナデナ磨デデき． ． 指 内外 ： ll u c 2 . S Y R 6 / 6 178 土師器 u 底苔 8 . 6 完形

: llue 5 YI~ 6 / 6 
379}j•JI:Fi 赤色聞料

3.1 

ni悶匿 15.6 Iり： 回指阿指転ナ転ナデデナナデ．li9 須恵器 u: 底器 7. 3 l I 5 内外 ： H u e 2 . 5 Y i I 2 379サ9卜）ゴ
5 •I 外：デ． :11uc 2.5Y6/2 

Ll{f. 13.0 内：！阿転ナデ，

180 須患器 杯
在笞If. 高 73. • 6 5 l / 3 ナテ’ 外内 ： H ue 2 . 5 'r° 6 I I 3刃り•井戸

外 ： ナ転テナ’デ． : lluc 2. 5Y 6 I 2 

uii 壱 11.6 
内 ・ a，，目指．●転ナヘ"デラ.,.屑．デ籍9 , 181 須患器 り；

底t1 7.8 I I 5 I外勺： Hue 5 Y 5 / I 379サ91;＂ 焼さむら
3. 7 

外： •J• : Hue 5 Y 6 / I 

182 須思料 杯 底召口1r高Ft. 851 4.. 5 8 . 0 I I 3 内 ： 指Hデ同に・にナ̂ナデ＇ナデ直揖デり・ 外：ナ
外内 ： H ue ::-1 5 1 0 

: Hue 2. 5GY 5 / I 
3刃り•井jコ

183 :I：師器 甕
翡nI"26.o 

口様部片 内・＂，，＂ナJE転デ・ナヶ．ナ9デgデヽ．． ケ循精．Iii n ナり
外：

l外勺： lluc 7. SYR 7 I 6 
: llue 7. 5YR 7 I 6 

379サJI;｝ゴ 内外面にスス1寸莉

184 土的器 甕
店口径i.'l:i. l I:I樟：部9i•

内 ： ~ナI転デ．.,.岱IデIり. Iii 

外 ： l.i, l• 転デ． 指1 1 

外rJ.J : Hue lUYR 8 / •I 
: Hue 7. 5YR 7 I 6 

3i91J-井臣 f引hiにスス付若

171閑i.t 14. ！J 
外内 ： ： lIniii!;l1l転転りナナデデ． 外1J..J : lluc lOYR 3 / 1 69t5-iI｝I:I}ピ｝JッII:lりト） (!19サ竪58 185 須恵器 り； 底侶 9. 0 1 / 4 

4. 7 : llue 5 YR 3 / I 

凪 内外：ハケ月目•}• 外内 ： ll u c IOY R 6 / 3 265竪穴サ(I:ピ｝BhッEI,.I・1) (99 ・rJ•186 :I:師器 甕 胴部）ヤ : rn,転デ．
ハケ : Hue lOYR 5 / 2 

187 土師器 杯 凪 I:19駄郎it
内 ：甘阿転ナデ．

外： ナデ．
外内 ： ll uc 5 Y R 6 / -1 

: lluc 2. 5YR 5 / 8 
290り・ビット

188 土細器 甕 羅 別部｝ヤ 内外 ： ナデ
：ナデ．ハケ目

内外 ： ll u e IO Y R 6 / 3 
: llue IOYR 5 / 3 

IV区包含層 「イi」・釘I書

189 土釘器 4; hr荘:l:lI径高'f. •1 . 3 r1'£部I¥・ 内 ： 阿ヘ転転ララ晒磨ナナさデデ使 外内 ： l lu e 5 Y R 7 / 6 
＼＇1{包含層 r•J.;.C」・屈苔

外： IIl) 後 : Uue 5 YR 6 / 6 
へさ

190 土話召 u 底[]笞店Iit. t 6. 8 底部n・ 内外：角[f,J1転ナデ． 転ナデ
内外 ： ll u c 7 . 5 Y R 5 I •1 

: lluc 7.5YR 6 I •1 V lf. 文字不明・昂密

191 土師器 Lj: 

履翡＂径 お．2

底部｝i• 内外 ； ： nナIJデ’ ) 内外 ： ll u c i . 5 Y R 8 ; 8 VI双．包含層 「大」？．刻書: llue 7. 5YR 8 I B 

内 ： I[ヶi'!lii転転t:i• ナナnデ,1デり． ，、 外内 ： ！ 1 匹 5 Y R 6 / 6 192 土師計 甑 I I 6 I\'[~ 
外： : Hue 7. 5YR i I 6 

問長さ 6. :1 
内：ナデ．指オ

193 土製品 鯰 3.5 I I 2 サエ 外内 ： ll u e I O Y R 7 / '1 IV[i包含崩 銭面ススf寸粁
外：・］・デ．指オ : Hue IOYll 7 I 4 

さ 1.8 
サエ

194 :I:晒岱 二爪1:1緑壺
盟nt翌 18.2

I.I樟部1ヤ 内 ： 阿',ナ.伝・転デ"tヤ．・99烹1デヽ1.ケ籍＂．指U t ' 外：
外内 ： ll uc IOY R 7 / •I 

: llue 7. SYR 6 / Ii IVIK 

195 土師柑 二頂nほ壺
盟1:Jil Ill. 9 

口様部片 内 ： H，，回＋，に転デ9ヽ9ヶ．＋ハ9nデ，,ケ祖"，指tt ＇ 1 
外：

外内 ； l l uc IO Y n 6 / 4 
: llue IOYll 6 / 4 WIメ． 内縁外面部にススf寸粁よ

口 にヘラ9こる文様あり

196 土師岱 壺 庇I蒻:I t径応F 10. 0 底節のみ
内外 ： •J・デ． Fl り

: 削•}・デiJ. ヘラ
外内 ： ll ue IOY M 6 / •I 

: Hue IOYR 6 / •I 222•サ溝 内面にスス付粁

197 らt生J：苔 深鉢l9:l••臣 員 l:I楳：部片 外内 ： ．J・デ
：ナデ． ,nさ

外内 ： ｝ ［ ue 7. 5 Y R 5 / 3 
: lluc 5 Y 2 I I 31 り竪穴it.~~.虻 闊剖色日突卦術研文

凪
l勺．＋デ．指＊

I外~: 11'.Jc 2. 5Y 5 I 3 198 弥生土召 浅鉢 胴部片 4トニ． 30サ清 別E突帝文
外：ナデ

:Jluc 2.5¥'3/l 

199 弥生土召 深鉢問；t;召 履 胴郎9ヤ 内外 ： ナデ
: ・J-デ

外内 ： Hue 7. SY R 6 / 6 
: Hue 7. 5YR 6 / 6 互サ溝 ti日突帝文

200 沐生土召 深鉢門土臣 且 I:J縁部片 内外 ：： 内内きき 外内 ： ll uc i. 5 Y R 3 / I 
: Jlue i. 5YRI. ii I 

166サビ・II・ 開糾色[I突射術研文
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3. （医病）基幹・環境整備（共同溝設l性）に伴う発掘調査 (010,1調査地点）

図 番号 遺 物 種類（闘糧） 法量 (m) 残存国 特徴 色 謂 出土遺捐 置 考

凪
内：ナデ．指オ

外内 ： H u e 7 . 5 Y I( 6 / 6 
58 201 対；生：I:器 深体翌；I:岱 nほ記9ヤ サエ IOOサピット 貸1月突否文

外：ナデ
: Hue i. 5YR 7 ; 6 

ai2 弥生；l：器 深鉢塑：t仔 且 M郎．Iャ 内外 ：ナデ
：ナテ’

内外 ： H ue lO Y R 6 / 6 
:Hじc IOYR 6 I 6 

包含層 ”几1突否文

碑 井生土臣 深鉢臣J•39 凪 ！日祁片 外内： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e IO Y R 6 / 3 
: 11ue 2. 5Y 4 I・1 a含層 刻日突術文

公I 弥生：t：器 深鉢聞_I:岱 凪 n樟郎li• 内外 ：： 内ナデき I外り： 11ue l(IYI: 6 / 3 
• llue IOYR 3 / I 305~ ピット EIr」突笞文

205 弥生：l:器 深鉢翌土笞 鳳 1こl緑部9t 内外 ： ナデ
: nIj i) 

外内 ： Hue 7 . S Y R 6 I 6 
: Hue 7. 5YR i I 6 

IVL1. BI部U突笞文
ーにススf寸精

206 弥生：I：器 深体nu••骰 籠 1:1様郎片 外内 . -J疇デ
：ナデ

内外 ： H ue 7 . 5 Y R i i 6 
: Hue 2. SY :1 t 1 

32号竪穴f.E9}はl: !ti日突術文

凪
外内： ナデ 1外t.1: Hue 7.5YH 6 /(j 207 弥生土器 深鉢型：l・・岱 I:l紺郎片 ：ナデ．指オ 32 Sr竪穴住9;jHIl; 寄I□突宙文

サエ．
: Hue 2. 5YR 5 / 6 

208 縄文：l：若 浅鉢 羅 IU1総郎｝i• 内外 ：： ナナデデ．． Jf聞iきき 外内 ： H ue 2. SY 5 I 2 
: l-lue 2. SY 6 / 3 

308•溝 ！口i＼緑色Jfl部研に沈線文

209 栂文土器 浅鉢 且 IJ緑部1i• 外内 ：： 1聞ftきき， 削I) 内外 ： H u e 2 . 5 Y 2 / I 
: Hue IOYR 5 I 2 

221サ竪穴住,,｝址 黒1:1繰色訂部研に沈線文

210 褐文：l:器 浅鉢 員 l1樟郎lヤ 外内 ：： 府内さき． nj り 内外 ： Hue I O Y R 5 / 2 
: Hue IOYR G I 3 365サi髯 n様部に沈線文

211 縄文土荏 浅鉢 履 I .. l`緑郎H・ 内外 ：： 庖内きき 外内 ： H ue 2. 5i' 6 I 3 
: Hue 2. SY 3 / 2 

綴 9}潰

212 関文．．L器 深鉢捐J：店 且 I:I緑郎片 内外 ：ナデ
．ナデ．閉き

内外 ： H u e 2 . S Y 6 I -I 
: Hue 2. 5Y 7 / 4 30サ清 I川:1樟色寿郎研1こ沈稼文

213 縄文：t:器 浅鉢 凪 1_-1樟郎9ヤ 外内 ：： 府磨きき 外9勺： Hue 2. 5Y 7 / 3 
: llue 2. 5Y ti / -1 149•i欝 口緑部に沈線文

214 縄文：I：若 浅St- 羅 日緑部！ヤ 内外 ：： ナ•J・デデ．． Un9 きき 外内 ： Hue 2 . SY 6 I 3 
: Hue 2. Si'6 I 4 

撹・it ！口l＼ほ色内部研に沈繰文

215 縄文土料 浅体 翡器紅 口縁祁片 内外：： 9ナ0デき． 用さ 内外 ： H u e IO Y R 3 / I 
: Hue IOYR 3 I l 

Ill区揖乱

216 縄文．七笞 深鉢型：I・・料 凪 I:l樟：郎n・ 外内： ナデ
：ナデ

外ll.i : Hue 2. 5V 6 I 3 
: lluc IOYR 7 I •1 也含層 口緑部に沈線文

217 縄文土翡 深鉢限士笞 .~i [ 柑部｝ヤ 内外：： ナ府デき． 肝き 外内 ： ｝ l u e 2. 5Y 6 / 3 
: Hue 2. 5Y 2 / I 包含層 柑RI部色,にm沈,1潜による文様

218 碍文：I：器 深鉢59;l：笞 員 用部片 I外勺 ：： 府ナデき l外,.I: Hue 5 Y 5 / 2 
: Hue 2. 5Y 5 / 2 

包含層 府ift縄文

問圧さ 2.8 
219 石諾 石級 I. 7 11:郭部欠り1 2四サ竪穴住9tht Ift量1.2g 凩曜石

さ 0.•1 
悶長さ 2.5 

220 石器 石ほ I. 5 完形 不明 lfcほ．8g サヌカイト
さ 0,25

悶長ささ ）．ぉ221 石器 石因 l. 9 先玲郎欠損 1•Iサin 爪塁O.Sg 訊国石
0.35 

g 長さ 2.0 3ド2号竪穴住計址カマ222 石笞 石鎮 O.i 完形 直lil:0.411 黙躍石
さ 0.25

悶長さ 3.0 
椒重石ほ製2f品¥l1.贅節0gを含む223 粁州岱 蛇尾 2.8 !Yli!: 

さ 0.8

問長さ 3.5 
22・1 青銅器 蛇9C? 2.7 I¥’区包含吊 重旦3.5g

さ 0.2

22.'i 青餌路 不明銅苔
『さ

35サ遺情 重fil:9.8g ほ庁色

g 長さ 14,1 
226 鉄器 鉄鯰 3.1 ふ郎欠lIl V区 欧li:Zi.2g 

さ I.2 

長開さ 8. I 
勾 石花 砥石 9. 8.'i 28サビット 重-fil:539g 砂牡

さ 4.4

塁Jtさ 8.2
228 石器 aui 9. 1 !Vii.I: 爪fil:225g 砂牡

さ 2.9I I!さ 20.9229 石笞 砥1.i 12. I 28サピッ I・ 誼Jil:lCOOg以．I: 安!II岩
さ 4.4 
さ 14.3 

230 石料 紙石 10. 0 V区 瓜量1000g以上砂岩
さ 8.8
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m 本荘北地区の調査

4. （医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査(0119調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査地点は、熊本大学附属病院敷地内の北西隅に位置する。 2000年に隣接地を発掘調査しており

(0006調査地点）、本地点でも遺構が検出されることが予想されたc

本事業は、 2000年度の当初の事業計画には挙げられておらず、 2001年 9月初めに附属病院から施設

部に対し、設備設罷計画とそれに伴う埋蔵文化財に関する手続きの依頼が出された物件である。 2002

年 2月初めに、発掘調査との指導が下り、直ちに発掘調査の届け出を提出するとともに調査体制を整

えた。調査予定の隣接地では、共同溝の建設工事が進められており、施設部と周囲の環境整備・調整

を行い、また熊本県教育委員会には発掘届に対する回答が下りる前に着手する許可を得て、 2月18日

より一次掘削を行うこととしたc

2月18日から一次区削を行い、 2月25日から作業員を投入して発掘調査を開始し、 3月20日に終了

した。

b.調査の経過

2002年 2月18日 一次掘削開始。

2002年2月25日 調査開始。

2002年 3月20日 調査区の全体写真撮影。古墳時代の掘立柱建物址検出、掘削・図面・写真。

調査終了。

c.調査の組織

調査員：大坪志子・小畑弘己

事務担当：冨永明子

発掘作業員：岡田イツ代・呉判錫・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白石美智子・鈴木笙子・高

松北子・田代理恵・橋口剛士・番山明子・福田久美子・堀川貞子•松井昭子・水上順

子・森川征子・森川護•森田登

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・洒水直子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・長谷智

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山脊早苗・早川 翔

(2)調査区の基本層序（図59)

本調査地点は0006調査地点の東側に隣接しており、遺物包含層や遺構の検出レベルはほぼ同じであ

る。 1層から 3層まで（厚さ lm)が、近現代の整地層である。西側の 3層の下、 4層・ 16層が古代

の遺物包含層であり、これ以下が逮構の埋土などの文化層である。東側は27・ 28 ・ 33 ・ 44層までは近

現代の埋土であり、東端の掘り込み (1・ 2 ・ 3 ・ 45 ・ 46 ・ 4 7 ・ 48層）も撹乱である。

(3)検出遺構

今回の調査で検出した主な遺構は、古墳時代の溝 1条、古代の溝 1条、古墳時代の竪穴住居址 2基、

古代の竪穴住居址 7基、古墳時代の掘立柱建物址 l基であるっ
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＜溝＞

古墳時代の溝

1号溝（図60)

皿 本荘北地IKの調査

調査区の東端を横切る。方位は北北東から南南西であり、断面は逆台形である。 0104調査地点で検

出された222号溝の続きである。東側の溝の肩を正確に確認できなかったが、古代包含層以下の遺構

面への掘り込みからすれば、溝の幅は約 3mであり、 0104調査地点より若干幅広くなっている。深さ

は約 lmで溝の底からは、多量の古墳時代前期の土器が出土した。また、弥生時代のものと思われる

長頸壷も 1点出土した。

古代の溝

44号溝

調査区の北壁下を東西に走る。幅は最も広いところで0.7m、深さは0.3mと細くて浅い、小さな溝

である。出土遺物が乏しいが古代と思われる。西側は調在区外に続いていくが、東側は竪穴住居址に

切られるようである。住居址において溝の痕跡は確認されなかった。遣物は古代の土師器の砕片が出

土した。 44号溝の確認は包含層を遣構面（地山）まで下げてからであるが、 25号竪穴住居址よりも遅

かったっ後述する古墳時代の掘立柱建物址の柱穴確認と同様に、終了間際の最後の遺構確認時である。

このため、 44号溝も古墳時代の遺構である可能性を残すと考える。

＜竪穴住居址＞

古墳時代の竪穴住居址

19竪穴住居址（図61)

調査区の南西隅で検出された。方位は北を向いている。半分が調査区外であり、撹乱により破壊さ

れており全体は不明であるが、現況で東西 5mの幅があったことは確認できる。中央やや北寄りに硬

化した床面を確認したが、炉や柱穴は確認できなかった。

25号竪穴住居址

調査区北壁沿の中央、やや西よりで検出された。非常に浅く、 10cm程度で床を検出したc 本住居

址の床面が直線的に切れているのが確認されたため、 18号竪穴住居址が本住居址を切っているc

古代の竪穴住居址

5号竪穴住居址（図62)

調査区北壁した、中央やや東寄りで検出された。 4号・ 3号竪穴住居址に挟まれた間で確認した。

3号住居址と同じ方位で、 3号住居址南側に存在したと思われるが、 4号・ 34号竪穴住居址により切

られて全容は不明である。

4号竪穴住居址（図62)

調査区のほぼ中央で検出したが、大半がのちの選構と撹乱により破壊されている。方位は北東を向

く。南側に 4号竪穴住居址の南島隅の可能性がある掘り込みがあるが、これを基に復元すると3.sx 
3m程度の長方形の住居址である。

2号竪穴住居址（図63)

1号住居址の西側で検出した。掘削前、 1号溝が2号竪穴住居址を切っていると考え、 1号溝の掘

削を先行して行った。 2号竪穴住居址を掘削し、遺物を精査したところ、古代の遺物が出土したため、

時期的には本来 1号住居址の上に構築されていたことは判明した。 2号竪穴住居址は、 3号竪穴住居

址と同様に北を向く。現状は 1x2. 7mであるが、 1辺 3mはある住居址と思われる。
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4. （医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調究 (0119調究地点）
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m 本荘北地区の調査
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図61 19号竪穴住居址実測図 (1/50) 

3号竪穴住居址（図63)

調査区北壁沿い、 1号溝の西側で検出した。北を向く。現状は3.2x3. Omである。本来は 1辺が3

m以上の住居址であろう。

26 • 18号竪穴住居址（図62)

18号竪穴住居址は調査区のほぼ中央で検出したc 北を向くがわずかに東に振れる。東西8m、南北

7mの長方形である。出土遺物から古代の住居址であるが、寵は検出されなかった。 26号竪穴住居址

は18号竪穴住居址の中央で検出した。入れ子状になっている。 18号竪穴住居址の遺物などを取り上げ

たのち、中央部に土が異なる部分があったため掘削したところ、 4.5X 6 ffiの長方形の遺構となった。

寵はない。周辺での既往の調査から、選構面である褐色の地山の上には、混入物がほとんどないきれ

いな黒色の土が堆積している。この黒色の土層がいわゆる古代の遣物包含層である。この包含層に対

し同じく古代の遺構が掘り込まれるが、この時期のやや下る時期の遺構の埋土は古代の遺物包含層に

類似するが、若干耕作土のような黄色や白や赤の粒子が混入した若干色が薄い黒色土である。 26号竪

穴住居址の埋土をみると、わずかながら底部に古代遺物包含層のきれいな黒色土が堆積し、その上に

時期が遅い古代の選構埋土の土が堆積している。さらにこれは18号竪穴住居址の埋土である。これら

から、 26号竪穴住居址が先行して造られ、その後に18号竪穴住居址が造られたと考えられる。古代の

遣物包含層土が底部にあることから、 26号住居址はいったん使用が停止し、ある程度埋没したと思わ

れる。上部の埋土が18住居址号と同じであるため、埋没後に再度掘削されたか、埋没の時期差がほと

んどなかったなどが考えられる。
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4. （医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査 (0119調査地点）
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4. （医病）医療fflガス供給設備室取設工市に伴う発掘調査 (0119調充地点）

34号竪穴住居址（図62)

調査区北壁沿い、中央付近で 3号竪穴住居址と 18号竪穴住居址に挟まれた位置で検出した。住居址

の角の部分、 0.9x 1. 3mがわずかに調査区にかかる程度で全体の様子は不明である。

く掘立柱建物址＞

調査区の中央で検出した。現状では 3間 X 4間であり、おおよそ北を向く。柱穴の間隔は、真芯

で最長2.2m、最短で1.8m、平均1.97mである。柱穴は最小のもので直径0.8mあり、ほとんどが直

径 lmである。 9901調査地点で検出した掘立柱建物址の柱穴は、直径70cm程度であり、本調査区で

検出した掘立柱建物址の柱穴は非常に大きい。柱痕跡からみると、直径20cm程度の木材を使用して

いたと思われるc

(4) 出土遺物

本調査地点の遺物は、 1号溝出土の遺物がその大半を占める。竪穴住居址からの遺物は19号竪穴住

居址を除くと砕片ばかりで、住居址の時期を的確に示すものは少なかった。 1号溝から出土した土器

については、器種をそろえることを第一としfふ掲載できなかったものは、機会を改めて紹介したい。

1号溝出土遺物（図64• 65 • 66 : 1 -42 • 70) 

0104調査地点における222号溝の続きである。手捏ねのミニチュア土器・小型丸底壷．鉢形土器・

甕・ニ重口縁壷・高杯が出土している。最も注目すべき遺物は、 29の甕75の壷である e 他の遺物が古

墳時代の前期のものであるが、 29の甕は調整にタタキを施し、古式土師器の中では最も古く、 75の壷

は弥生時代終末の所産と考えられる。 0104調査地点の222号溝内からは、古墳時代前期をさかのぼる

遺物の出土はない。土器のほかには、鉄器 (70)が 1点ある。

19号竪穴住居址出土遥物（図66:43-51) 

古墳時代前期の古式土師器が出土している。手捏ねのミニチュア土器・小型丸底壷・台付小型丸底

壷・高杯・甕である。このほか、弥生土器が 1点出土している。

その他の遣構出土遥物（図66:52-74) 

上記の遺構のほか、各遣構や遺構外が様々な遺物が出土している。

18号竪穴住居址からは、土師器・須恵器が出土し 2点を図示した。ほか、土師器の砕片がある。ま

た、鉄鏃と思われる鉄器が 1点ある C 26号竪穴住居址からは土師器・須恵器が出土し、土師器2点を

図示した。撹乱からは、「口弥（祢？）口」文字が書かれた愚書土器が出土している。このほか、弥

生土器や縄文土器、土錐、石鏃、刀子等の鉄器が出土している。

(5) まとめ

本調査地点は、本荘北地区の北西隅に位置する。調査区の北側は白川の堤防であり、遺構の分布に

ついては不明な点も多かったが、今回の調査で、病院の敷地の北側境界まで遣構が存在していること

が判明し、その状況から堤防の下にも続くと思われる C 0101調査地点の調査結果に指摘されるように、

白川の流路はもっと北側であり、現在は削平された堤防内まで遣跡が広がっていた可能性が高い。一

帯の集落については、 0104調査地点の項で述べたとおりである。古代の集落の中心は、 9901・ 0104調

査地点付近であろうと思われ、 0006調査地点はその縁辺部にあたるのではないかと考える。古墳時代

の大型柱穴を持つ掘立柱建物址が調査区北側へ展開することから、古墳時代は堤防下や現在は失われ

た白川の堤防内に、建物群があった可能性がある c
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4. （医病）医療）•11 ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査 (0119調査地点）
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4. （医病）医療JIIガス供給設備室取設工事に伴う発掘調1i:(0119調査地点）

表 9 0119調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遠物 種類（器種） 法匿 (CIII） 残存国 特徴 色 罰 出土遣構 鑓 考

謡f]j.f; 5.5 
I々:-9• デ．指オ

61 1 •HIiね土器 tt 2 I 3 4，し一一 内外 ： II じe I OY R 5 i 2 I I}湾猥
外： •}·デ．指オ : Hue 2. 5Y 3 / 2 

I. 5 サ・工

r l 悶径 5 . 9 
Iり；指:j・ ナデ，指

2 :f，1.¥！ね土器 鉢
底苔 3. 3 

9えば完形
-1/• エ J外J.J : Hue 7. 5YR 7 I 6 1・サ消限

外．指:I• →ナ1..r.デ．指 : llue 7. 5YR 6 / 6 

4 :r，i'iね．七荏 鉢
口径悶 6.5 

庇器 4 . 8 
はIf完形

I外り：ナデ
：指ナデオサエ．

1外1.J: Hue 2.5Y 6 I •I 
: Hut! 2. 5Y 6 I 4 1号溝6~7府

翡口径 5.4 
内 ： 指ォサ•J・·工デ． 指

外I勺： lluc 7. 5YR 5 I 4 5 i"l.Iiね：K特 針： 2. 7 ほぽ完形
外：指ォ・｝ーデ． 指 : lluc 7. 5YR 6 / 6 

l 1}•in 
5.9 

サエ

口底器径径高 73.. 5 6 
外;Aj : ·j• デ 9外勺： llue 2. 5Y 6 / :i 3 ．F!f．ね土器 9t はぽ完形 ：ナデ．指オ I l}i爵 圧-0(?

.,,•エ : Ihm IOYR 7 I •I 

盟口径 6.2 外内 ： •J・デ 外IJ..1 :)•Iuc IO¥’I{ 3 / 2 6 手捏ね」：器 鉢 3. 4 はぽ完形 : ・J・デ，指オ I P,・溝
4.8 .,,•エ : Hue IOYR 6 I •I 

盟口径 6.7 外内 ： •9・デ 外内 ： lluc IOY R 6 ; •I 7 手！‘tね：t科 小翌1L戒壺 は：r形 :.,•テ : lluc IOYR 5 ; •I 1 ~•溝
6.2 

8 ：I:師翡 小11九1，t壺 ii 2 / 3 

内外 ：： ー創ll）•示.転•?.デiI)i.,..lll9,＊ヽデIllケ9きサヽさB ケエ

外内 ： l l u e I OY R 8 .9 4 1 •サ溝: llue lOYR 7 I,t 

I’•1 : -J• 

g Ll ig 怜 7I. I.I4 i 
り

外内 ： 1•l ue 2. 5 Y R 6 ,1 3 ， ．l：紺器 小型Juif壺 約 II 2 
外； l1=I •デ． : Hue lOYR 6.、4 lサ溝

lfll転ナテ’?

I l 閏径 1 4 . 6 I々: H捐葬肖転ナ転デナ・r，，デ．．不10 上面註 小型丸底壺
底辟 6. 5 

ほぼ完形 1外1・1: Hue 5 YR 5 I 6 1号溝壁外： : Hue 5 YR 6 / 6 

口径悶 12.3 
内：デ．

11 :I:師器 小型丸底壺
底荏 7. 4 

約I/ 2 
-tj• ェ． 内外 ： lt u c IO Y R 7 / ・ I I・サ溝

外 ： ir.1n転1りナ伎ぞ・ト．ヘ : Hue IOYR 7 / 4 
ぅデ

口径悶 l(l. 4 
内＇阿転・ rデ，

12 :I••師怪 小型丸／9℃壺
庇岱 8 . 4 

はIf完形 ナテ’ l外,.l : Hue 7. 5YR 6 / 6 I.号iit 焼きムラ
外：ハデケ，U•}.・ l計転 : Hue 7. 5YR 6 / fi 

・J・ デ

13 土紅器 小烈丸1』が壺 底[器］径径高 91 .1. 5 0 ・1 I 5 II -ヽi ケ内 ： H転1ピ・ナナナヤデ.テ．．＂窮.． ,9 ケヽ
外： HII き

内外 ： ll u e 5 Y R 6 / 6 
: lluc 7. 5YR 7 I 6 

I iJ-i青

盟rJ径 12.2

内 ： H削庄阿’・P‘• 転転,',,.Illナ•,."111きデデ・さ．． .,. 

14 :l:Gl器 小敷JL底壺 I I 2 内外 ・ H u e 5 Y R 7 / 6 1サi爵 焼外面きスス1寸芍
外： . I hie 2. 5YR 6 / 6 ムラ

U盟I¥ l2. o 
内：

15 ：！：師若 小翌九9氏をt I / ・I 外内 ： l l uc IO Y R 5 / 3 1サ溝
外：デ．き． 

: llue 2. SY 3 / 2 

16 土師器 小壺
謡口径 11. 0 

約lI 3 内 ： I指同注nlh転ナ転l9デナナJ戒デデナ．． デ不
外：

外内 ： H u e l OY R 6 I 4 
: Hue 5 YR 6 1 6 1サ溝

17 :l:lli'.i器 小塑九底壺
嗜口径 10.2 

約1、'4 内外 ： ； I内~ケnJ,伝転I]さ．ナ1用•免デさ． 9ヽ 外内 ： ~l uc 7. 5Y R 6 I 6 ）サ湾
高 10.7 : Ht:c 7. SYR 7 / 6 

18 l•ヽ 箇器 小型丸．，'も壺
n悶t吾 13.4

底粋 1 1.7 
ほぼ完形 's : ：a’,ケ‘,,はケ111云ナII．・，府デ.・"デ．さナき． ヂ，

外： Jヽ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 
: lluc 5 YR 6 / 6 

I IJ-溝

内 ： .定P4デ対’l忙．方転'し-;-iIiiH.,.9沖・，，-,.トデ1．デデ. -,. 不
翡口径 10.4 内外 ： H ue IO Y R 7 / ,a 19 :L:t飢塁 小烈丸底壺 ほぼ完形 1号消

l l. 4 外： : Hue IDYR i i •I 

20 l••t耐翌 II項t)LI飯俯
口盟径 ll.8 

1 / 3 外内 ：： ／Iナ仔ヽケデさ，[I転｝'・fiデll り
1外1•J : lluじ 2.5YR6 / 6 

・ : Hue 7, 5YR 7 / 6 1 9•消 5~6 層

I 1 径悶 1 3 . 3 
内：ナデ．ヘラ

21 」・・耗笞 小型丸1』し液
底器 1 5 . 8 

3 I ・1 

外内外 ： ：： ●ヘ岡指91岡ハUJ•デ方転ケラ転Iナ;．飼I口ナナデbj9ナりデ．デがデ． 不． ］ ． 

l外A; : IIue 5 YR 6 / 6 I l}i,t 
: Ihle 5 YR 5 / 6 

口悶径 10.7 外内 ： ll uc 7 . 5 Y U 6 I 6 22 土師器 壺
底悩 1 5 . 3 

I / 2 : llue 5 YR 5,io I ~•溝

盟U径 12.6 内外 ：削り 外内 ： l l uc IO Y R 7 I •I 23 :!:綽若 壺 3 I ・I : -,•デ．I]0IIり ; llue 7. 5YR 7 1 6 1サ溝
17.4 ハケ

lり： l叶転ナデ．

底器[l祁if径 71 5. . -1 3 
.,.テ’

外内 ： ll u t? 2. 5Y R 6 I :i 24 →1：面器 鉢 2 I 3 
外 ： 1指ヶ,J1 転＊IJサ•,..l'IエデIJ．りハ． : Hu~ IOYR 7 I 3 1サ溝 11・l外面が荒れている

25 :I••1'i.i 駐 体 底翡ロff 径高 61 3. . 1 8 約II 2 1外勺 ：： IlケiillI転転liナ.ナilIデJデi) ． ハ 内外 ： I I 血 7 . 5 Y R 6 i 6 
: l・lul'7.5YR 5 I 6 1サ溝 黒庄

口径閏 20. 15 内外 ： ナデ 1外,.l : lluc 2. 5YR 5 I 3 26 」；師器 浅体
底諾 10. 1 5 

3 I 4 :,ヽケ 1:1I交ナ
: Hue 2. 5Y 7 I •I I ・I}溝

テ’
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図 番号 遺物 種類（繍糧） 法鼠 (an) 残存量 特徴 色 謂 出土還構 園 考

靡口径径 li.5 
内：ナデ．サハケ目

“ ” 土面岱 甕 ほぼ完形 指-J・オエ 外内 ： H ue 5 Y R 7 I B 1サ溝
(.Ij 23.5 外： デ．夕 ハケ : Hue IOYR 7 / 6 

1:1. タキ

28 土栢器 売
盟口径 15.7 

l i 2 
内 ： ・削・}｝・・デり． ,n き． 

外内 ： H ue 5 Y R 5 / 6 1サ溝
外： . デl．ltハケ : 1-luc 5 YH 2 I I 

u き

舟口径 15.8 内：ヘラ削iり．

29 土OO器 甕 ほぽ完形
ハケ 内： Hue IOYR Ii I :J 1•i}溝 体後．菰内1:側位かにら人）△的な穿孔（焼成

蒻 20.5
外：タタ 後ハ 外： Hue lOYR G / 3 

ケl]

65 30 土的器 ：：．頂Cl縁壺
盟口径 18.0 

口縁部9ヤ 内外 ：： lli_!]国転転・ナJ• デデ 外内 ： H ue IOY R 7 / 4 
: Hee IOYR 6 I 4 1 5村糞 焼口樟き外面紐色

ムラ

謡口径 14.o 
内：阿転ナデ．

士的器
り ：｝Jue 2. 5Y 5 / 3 31 も I I 3 

外 ： 削ハ回転ヶg •J- デ． 外内 ： Hu!! 2. 5YR 5 I 8 1サ溝

内 ： 指阿1阿ョJ転位コナ伝1ナ99デヽヽナデケ9．． デ"不．． 転定
口見径 13.6 外内： Hue 2. 5Y R 6 / 3 32 土師笞 二lTcl:l緑壺
底甜 27 . 2 

約 II 2 外：
: Hue IOYR 7 I ・I 1サ溝

1iIil ケ

33 土G1i器 店杯
翡口径 8.65 

杯部ほぽ完形 内 ： 岡阿ナケ転l1デ転．ナ9ナ•デデデ． 9． ヽ
外：

外1勺： llue IOYR 8 I 3 
: Hue IOYR 8 I 2 lサ溝

34 土託器 狂1.f:
翡口径 14.8 

約 1、I2 外内 ：： [11［I11転転・ナ｝・デデ． 9外勺： Hue 7. 5YR 7 I 6 lサi爵
ナデ

: Hue 7. 5YR 7 / 6 

35 土邸器 応i.:i:
盟口径 15.4 

I I 2 外内 ：： 団圃ケ転転1i，ナ・J軒•デデき9ヽ 外内 ： H u e 5 Y R 5 I G 
: Hue IOYR 7 / 6 ）サ構

36 土師器 高?;t:
翡口径 16.0 

沐部ほぼ完形 内 ： 同ケ転転1j.ナナ•9デ・デデ． Jヽ 1外1.J : Hue i. 5YR 6 / <I lサin
外： r~I

: Hue IOYR 7 / -I 

盟tlt苔 16.0 l勺： ,IaしJI転きナデ． 外l勺： Hul! 7.5Yn 7 / 6 37 土師器 莉り： 12.0 3 / 4 1号in
15.0 外：ナデ，削り

: Hue IOYI~ Ii I -I 

38 土師岱 高i:j:
盟口径 15. 2 

約 I/ 2 内外；：u削tきI）． 忠き
l外勺： Hue 2.5YR 6 I (j 

: Hul! 2.5YR 5 IヽI lサ溝

39 土師器 高l.j:
l:Ji径恒 19. -1 

り：部］ I、1
l勺：[ヶiii転IJ.iナ•デデ．ハ

l外'-l : Hue IOYR 6 I 4 lサ溝如 外： l~l 転ナデ． : Hue IOYR 7 I •I 
ハケ I]

40 :I潅5器 tr.J.1: 庇器口径径紅 12. 6 約 II 2 
内 ： I府ヘfり転ラさ削．ナE1デ} 9に

外内 ： H ue 7. 5Y R 5 ; 6 ）サ湾

外： I91転 1，府•デき．Iヽ
: Hue 7. 5YR 5 / 6 

ヶ ~I

4l 土的器 壺
靡口径径 18.0 

ほぽ完形 外内 ： ナ・ア 外内 ： H ue IOY R -1 / I! ）サ溝 突焼帯き文ムラ
高 40.-1

: ・J・テ’ : Hue 2. 5YR 5 / 8 

盟口径 19.0 内 ： M指u 転.がヘ1r•ラ．デェ月．，’J ハIJケ. 
外内 ： H ue IO Y R 7 / •I 42 土師器 甕 完形 ナデ I 1}•i髯

34.8 外：ナデ．タタ
: Hue IOYR 2 / I 

キ．ハケ I~

底器口径径 95..8 4 
内：ナデ

内外 ： H ue I O 'r" R 6 / , I 
66 43 土師器 針： ・1 I 5 外：ナデ．指オ l9サ竪穴住居址 手捏ね

高 5.0 -I}・.:r.. : Hue IOYR 6 / ・I 

底口径径 63..0 0 内， 指阿デ岡転虻オ9ナヽサ.,.ケデエデ＂． . ナ

“ 
.i:E5器 ,Jヽ翡体 ほI!完形 内外 ： I I u e 7 . 5 Y R 7 / 6 19号竪穴住居址 手捏ね

器高 5. 7 
外： : llue i. 5YR 7 I 4 

盟U径 10.1 l外勺：ナ・r.ハケ日 9外勺： 1-iue 7. 5YR 7 I li 
45 土師器 小殷九／』屈壺 ほぼ完形 19サ竪穴住居址

7.5 
：ナデ． 99ケ目 : Hue 7.5YI~ 7 I Ii 

1t.J : l~l 転ナデ．

口径径 9.5 ヘラナデ
内外 ： H u r. IO Y I ~ 7 I li 

・16 土団諾 小JI"・丸：I氾壺
塁高 7_ I 

完形 外： l嬰ii]転・｝・デ． : Hue 7. 5YR 6 I 6 19サ翌穴（：I：居址

方ナ1句デナ．デ不

•17 土面苔 小壺
口盟径 8.0 

は：士jf;
内 ： lナ~I 転にデ．•ナ99•nデデき．． 指 外内 ： Hue 7. SY R 7 I 6 19号竪穴仕屈・址
外.I司 デ昂．きク : Hue 7. SYR 8 / 8 

テハケ．

謡口佳 )6.0 
内外 ：； 同Jft向ヶ転転uき．ナナJftデナデき・デ． 'ヽ 内外 ： ｝ ［ u e ! O Y R i i ・ I 

48 土師器 小麿JLI氏壺 約 I/ 2 : Hue IOYR 7 I,I 19サ竪穴住居址 タト紐り面1.:!iIl圧
7.3 

罪口径 17. 6 
内 ： ハ［Iiiゾiケ転rl:luナi友デナ．デ 内外 ： ll u e IO Y R 7 I 6 、19 土師岱 高l.j: I / 2 

., ＂IIc IOYRIi / 6 
l9サ竪穴住9計址

外：

50 土師器 高~: 底口径径 12. •1 底部・脚部
11-.i : Iー~9・]転テ『 ナデ．

内外 ： I ・ l u e l ( l Y I し6 I・ 、1 19サ竪穴住居址
l f 2 外： Ii,1転ナデ．ハ : l•Iuc IOYR 6 / lj 

器麻 ケ日．ナデ

口盟径 l4.6 
内：ヘラ i'flJIJ. 

51 土的器 甕 ほぽ完lt;
.,・テ’ 外内 ： Hue 5 Y Ii / 2 19サ竪穴住居址

外： 9ヽケ I]. 回 : Hue 2. SYR 6 / 2 
あ．5 転ナデ

塁口程閏 11.3 
内： PI転ナデ．

外内 ： H ue 2. SY R 6 / l 包18号含層竪穴・1号住居竪虻穴住居
52 須思器 !.f: 4.l I I 2 ナデ : Hue N 5 I 

•1.0 外：伯l転 •J•デ 址

翡tl径 13.4 
内外 ： 匝l~ II 転1 • デ 佐外 ： H u e i . 5 Y R 5 / I 

53 須．＇g．器 皿 IO.O I / 2 18号竪穴住居址

L.7 
: re-,ーデ : Hue N 5 / 
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4. （医病）医療用ガス供給設備室取設工事に伴う発掘調査 (0119調査地点）

図 罹号 遺物 種類（器種） 法量 (cm) 残存逗 特徴 色 詞 出土遺構 債 考

66 54 土閏器 碗 底口器径径高 ＆312. o 9. 2 5 約 I/ 2 
I人） ： I転罰転Pl藍へ転へ9） • 1ff1ffデデ，，ささ阻阿l 外内 ： Hue 5 Y R 6 / 6 26号竪穴住屈址 赤圧扱色化粧土
外：・J・ : Hue 5 YR 5 / I! 

ラ

3•~3 • 土節器 If.t 狐 取手節 内外 ：削り
：ナデ． ftlJIJ 

外内 ： H u e 5 Y R 7 / 6 
: Hue 7. 5YR 7 I ii 

26サ竪穴住居址

56 土節諾 t.{: 底器口径径高 8. 0 I / 2 内外 ：： 回［削！ii転転り•・,J.・デデ． 外内 ： H ue I O Y R 8 / 3 6 北殷
•1. 4 

, Hue !OYR 8 / 

57 土卸僻 り：
翡n径 l•1. 2 

lこli没部9ヤ 外内 ： I［叫前］転印•デ
: ~}・デ

外内 ： Hue 5 Y I ~ 6 / 6 
: Hue 5 YH 5 / Ii 撹乱 「赤？色弥化粧(or土祢） ・・・」．屈柑

悶艮さ 5. l 
外内 ： ： ナ・ア 外内 ・ Hue 胡 土製品 土錘 l. •I5 llぽ完形 : Hue 5 YI{ 5 / 6 万号ピット

さ l.45 

59 縄文：t岩 深ikR1土荏 履 n樟11-m・ 内外 ：ナデ
：ナデ

外内 ： H u e 2. 5Y 6 / 3 
: Hue IOYR 7 I ii 

包含層酉

6(J 縄文土料 深鉢19土器 員 1.：I緑郎片 r外J..J:ナデ
: •}・デ． 削,,

外内 ： H ue lOY R 7 I ii 
: Hue lOYR Ii I 1 

包含層北西

61 縄文土料 深鉢親土器 員 I:．l樟郎Jヤ 内外 ： •}・デ
：ナデ

外内 ： Hue IOY I~ 7 / 6 
: Hue 7.5YR Ii I 6 43サ柱穴

62 縄文土笞 深5料9．土器 羅 租郎片 外内：ナデ． 9"さ
: .,・テ’

外内 ： H ue 1 0Y R 6 .1 6 
: Hue IOYR 5 /,t 包含層

63 縄文土牡 深＄村型：f:器 乳 I:I縁部｝ヤ l外り：ナデ
：ナデ

外内 ： H ue I OY R 5 / ,t 
: Hue lOYR 4 I I 北西部包含層 外面に沈親文

64 縄文土器 深鉾開：t．樅 履 口籍部｝ヤ 1外,.1: ・J・デ， 99f6．りきき
: ・J・デ．

外j人I: Hue IOYR 7 I 3 
: Hue iOYR 7 / 3 絋含層川東 吹きこぽれ痕？

65 弥生土器 深鉢阻土器 員 柑郎It 内外 ： ナデ
：ナデ

外内 ： H ue !O Y R 7 I 4 
: Hue IOYR 7 / 3 191-J-竪穴住居Jと 外面に刻目突術文

66 縄文土器 深鉢it1土荏 履 底郎 l/ 3 l外り ：： 晒ナデさ 内外 ： H u e 2 . S Y R G I 3 
: !-luc IOYR 5 I ・1 2号竪穴住居J.t.

67 土師器 鉢 底器口径径高 IO. 0 l / 3 l外,.l: ： -ナ｝• デデ．． InH:1 きり 外内 ： H ue l OY R 6 / 3 
: Hue 7. 5YR 5 / 3 

包含層 籾艇？

悶長さ 3.5 
邸 石器 li鎌 I. 6 完形 包含層西半 近最2.7g サヌカイト

さ 0.5

,fi;!•平打芹製石 悶長さ ll. 8 
69 石器 6.•I ふ部欠iII 25号翌穴住居址 厄呈91.0g 紐色9ヤt;

さ I.5 

長iさ 2.0
70 鉄器 1道1リI l. 35 ほぼ完形 1号溝 原量0.6g

さ 0.2
さ 4.3

71 鉄器 .4逍ll l. 4 ほ9生完形 惰描 煎祉2.9g 
さ 0.5
さ 7.4

.,ヽ？一 鉄器 7J :（・ ? I.I 先沿祁欠損 撹乱 lft:li1:7.1 g 
さ 0.7 ！ 長さ...73 鉄器 錢？ 1.0 先珠部欠損 18号竪穴住居址 重ほ6.7g 
さ 0.3
さ 10.2 

74 鉄器 .JJ ・・f 1. 6 基部欠損 包含層 重ほ13.4g
さ 0.8
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写真図版





写真 1 調査区全景（南より）

写真 2 調査区南隅傾斜部分（北より） 写真 3
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図版 2 9907調査地点

ぶ•一 • R・

" -： ‘●：-" " " 

［〗：ご99“:4・内-均i、‘. i 
ーら一-... -•土・ ：滋上

写真 6 遺物出土状況（南西部） （西より）

8
 

真写

”ト
ー
L

ー
、
j
,.

滋

・
1
じ

、'

．り

逍
覆
赴
属

.
、
・
}
,
．

．/
．
ト
'
・
"
．
．
 ，
[．，
へう・・・、

1

i

r

r

p

,．0i
・
hpti[＇
k
¥
i
t
t
 

u.
..,
1

3
 

•
9
9

1
(

；
,
2
卜
L
I

9
~
い
'‘
、

’ヽ ▼ マ 9: ' 9,8.,'’ ’• 9 

4る J:―．・

‘99,. で＇ ．＇

••9 

、、1

・-
遺物出土状況（南西部） （西より）

ぷ• -

一
o.て

` ～彙し・ • 9ざ ― ―ーンー ・・• 1.~ .~;. ・ .. 
と一 ＿ —し

- ．．- •— ・-ー、 ' . --ァ←・・ ヽとL ..．ヽ・• · ヽ ー • - -s 、 2 ＃兵心 ．．一.. ...,,_,.. ・・-:・-・ ごと ・心~ ー(".'"-::,

一 —• : ・ •a 
ー→・ • • —- —• ・ - ＂ 

• ・ • _ ° ・ •~ 
こ • .. - - • ―一←• .碍讚配

. . .. ’” • ・、-ー ー・ 79 

• : ・ -・ -.,:.• • ・ •ー・ ・ ‘ 

• . d-: ； •. -L --; •分： こ
品．/:.. >'・ 

;; ―-と： こ`・・ス：ン

ぃ`・・-
．．會

9... -=二＂ ・ : ： ．． 
;・:・_...':占，:,"-_/ _._:~. 頁：•..：言 ・． ．曹‘-

. :..‘・,~• -

・ • 9f、ぃ4‘;：
・,←― 

’9‘‘ 
~曹,~ -----

写真10 遺物出土状況（南西部） （北より）
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写真13 遺物出土状況（南西部） （南より）

138 



図版 3 9907調査地点出土遺物 1
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図版 4 9907調査地点出土遺物 2
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図版 5 9909調査地点

写真14 調査区全景（北東より）

写真15 調査風景（北東より）
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図版 6 9909調査地点

写真16 I区全景（東より） 写真17 II区全景（南より）

写真18 II区全景（東より） 写真19 II区全景（北より）

写真20 ]I区北壁土層断面（南より） 写真21 鉄銭・銅銭出土状況（東より）

写真22 銭（うね入り）近撮（東より） 写真23 トレンチ 1土層（西より）
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写真25 調査区東壁土層断面（西より）

写真27 風倒木痕 4 （西より）

図版 7
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写真26 風倒木痕 1選物出土状況（東より）
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図版 8 0102調査地点出土遺物
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写真29

写真30 調査区全景（東半） （西より）

写真32 9号竪穴住居址遺物出土状況（南より）

図版 9 0006調査地点

I区全景（東より）

叫 I"ヽ h11\鷺9霞9-叶'9叩，マギマ9ヽ •W一

写真31 9号竪穴住居址遺物出土状況（南より）

写真33 9号竪穴住居址遺物出土状況（北より）
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図版10 0006調査地点

写真34 9号竪穴住居址土層断面（西より）
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写真36 22号竪穴住居址（北より）

写真38 28号竪穴住居址（北より）

一ょt：豆，•一
写真40 II区 1号土坑遺物出土状況（北より）
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写真37

写真35

写真39

写真41

9号竪穴住居址（南より）

22号竪穴住居址逍物出土状況（北東より）

29号竪穴住居址（北西より）

I区2号土坑遺物出土状況（東より）



図版11 0006調査地点

写真42 2号土坑遺物出土状況（北より） 写真43 2号土坑遥物出土状況（西より）

写真44 2号土坑遺物出土状況（北より） 写真45 2号土坑遺物出土状況（北より）

写真46 2号土坑遺物出土状況（西より） 写真47 2号土坑遺物出土状況（東より）

.マ._i; 

写真48 2号土坑遺物出土状況（東より） 写真49 2号土坑土層断面（西より）
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図版12 0006調査地点
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写真52 JI区遺物出土状況・土器群 3 （北より）

写真51

翠 -.9,←道
Il区遺物出土状況・土器群 2 （西より）
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写真53 鉄鏃出土状況（南より）
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写真54 皿区全景（北より） 写真55 逍構完掘状況（南より）
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図版13 0006調査地点出土遺物 1
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図版14 0006調査地点出土遺物 2
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図版15 0006調査地点出土遺物 3
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図版16
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図版17 0006調査地点出土遺物 5
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図版18 0101調査地点
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図版20 0101調査地点
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図版22 0101調査地点
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図版23 0101調査地点出土遺物 1
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図版25 0101調査地点出土遺物 3
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図版26 0101調査地点出土遺物 4
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図版27 0104調査地点
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図版28 0104調査地点
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図版29 0104調査地点
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図版30 0104調査地点
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図版31 0104調査地点
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図版32 0104調査地点
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図版35 0104調査地点
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図版38 0104調査地点
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図版40 0104調査地点出土遺物 1
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図版41 0104調査地点出土遺物 2
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223号竪穴住居址

図版43
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図版44 0104調査地点出土遺物 5
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図版45 0104調査地点出土遺物 6
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図版46 0104調査地点出土遺物 7
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図版47 0104調査地点出土遺物 8
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図版48 0104調査地点出土遺物 9
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図版50 0119調査地点
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図版54 0119調査地点出土遺物 2
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図版55 0119調査地点出土遺物 3
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書 名 熊本大学構内遺跡発掘調査報告v1

副 書 名
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所 在 地 〒860-8555 熊本県熊本市黒娑 2-39-1 TEL.096 -342 -3832 F AX.096 -342 -3832 

発行年月日 2010年3月31日

所ふ収＇）遺が跡な名 ふ所り在が地な コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

黒くろか髪みま町ち遺跡 熊本県 32c 130° 19990922 
学校敷地内の開

熊本市 43201 278 48' 43' ～ 136.5面
(9907地点）

黒 髪 26" 57" 19991005 
発事業に伴う

黒くろか嬰みま町ち迎跡 熊本県 32c 130° 20000214 
学校敷地内の開

(9909地点）
熊本市 43201 278 48. 43' .-—-- 1, 853rrl 

発事業に伴う
黒 髭 30" 44" 20000324 

9本とんじ庄ょう遺跡 熊本県 32° 130~ 20001109 
学校敷地内の開

(0006地点）
熊本市 43201 285 47' 42' ~ 171. 8面

発事業に伴う
本 荘 40" 38" 20010129 

I本iんじ庄ょう遺跡 熊本県 32c 130° 20010409 
学校敷地内の開

(0101地点）
熊本市 43201 2& 47. 42' 1, 733. 75 rri 

発事業に伴う
本 荘 75" 47" 20010703 

黒くろか髪み町まち遺跡 熊本県 32° 130° 20010709 
学校敷地内の開

熊本市 43201 278 48. 43' 
-— 418. 5rrl 

(0102地点）
黒 髪 36" 42" 20010726 

発事業に伴う

:本11..・;庄ょう遺跡 熊本県 32° 130° 20010704 
学校敷地内の開

熊本市 43201 285 47' 42' ~ 1023.8面
(0104地点）

本 荘 50" 40" 20011029 
発事業に伴う

i本!んじ庄ょう遺跡 熊本県 32° 130° 20020225 
学校敷地内の開

(0119地点）
熊本市 43201 2邸 47. 42' ・→一 205. 8nf 

発事業に伴う
本 荘 55" 40" 20020320 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遣構 主な遺物 特記事項

黒髪町遺跡
散布地 縄文 土城 10 縄文土器

(9907地点）

黒髪町遺跡 生産遺跡
近世

畝 約200
釘近世・煙陶磁管器・片銅銭

(9909地点） 墓地 近世墓 54 

本庄迫跡
集落址

縄文・古墳 土竪城穴住居址 4 
縄縄古鉄文文代器土土時・器代師ガ石器ラ器ス・須玉恵器(0006地点） 古代 29 

本庄遺跡
散布地

(0101地点）
集落址 古墳・古代・近世 住居址・溝・畑 縄文土器・土師器・須恵器
墓地

黒髪町遺跡
散布地 縄文

風倒木痕・防空
縄文早期・晩期土器

(0102地点） 壕

本庄遺跡 散布地 縄文・弥生 住居址・掘立柱 縄弥土鉄ヒl文生師器然晩土器造期物器・土須・器古恵代器土・音師器銅器 ・
(0104地点） 集落址 古墳・古代 建物・溝•井戸

本庄遺跡
集落址 弥生・古墳・古代

住居址．掘立柱
弥土生師土器器・須恵器・鉄器(0119地点） 建物・溝



熊本大学埋蔵文化財調査報告書 第6集

熊本大学構内遺跡発掘調査報告書VI

(1999 ・ 2000 ・ 2001年度）

平成22年3月25日 印刷

平成22年3月31日発行

編集•発行 熊本大学埋蔵文化財調査室

〒860-8555 熊本市黒髪 2丁目39_1

lh096 (342) 3832 FAX. 096 (342) 3832 

印 刷シモダ印刷株式会社









“ 

0
二

O


	表紙
	標題紙
	巻頭図版
	序文
	例言
	本文目次
	挿図目次
	図版目次
	表目次
	Ⅰ　構内遺跡と調査の概要
	Ⅱ　黒髪南地区の調査
	Ⅲ　本荘北地区の調査
	写真図版
	報告書抄録
	奥付
	裏表紙



